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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　手のひらに収まる小さな砥と石いしで、使い慣れたナイフの刃はを研とぐ。

　旅先の応急処置程度だが、うっかりすると指を切ってしまう適度な緊きん張ちよう感に、ちまちました繰くり返かえしの作業というのが相まって、つい夢中になってしまう。

　あんまりやりすぎるとナイフがどんどん細ってしまうし、町の工こう房ぼうに持ち込んだ時にでこぼこの刃はについて嫌いや味みを言われるので、適度なところで切り上げる。

　青みの増した刃はを布で拭ぬぐい、机の上に視線を巡めぐらせれば、そこには三本の鳥の羽と、牛の革かわで作った小さな壺つぼがある。濃こい乳色の羽は、手の指先から肘ひじの手前くらいまである鵞が鳥ちようのものだ。一羽わから数本しか取れない風かざ切きり羽は眺ながめているだけでも飽あきないし、物思いにふける時などは、その滑なめらかな毛並みをついつい撫なでてしまう。

　鳥の羽なので、左右どちらの翼つばさに生えていたものかによって、湾わん曲きよくの向きが異なっている。そのために、右手で持った時にしっくりくるのは左右どちらの翼つばさのものかで延々論争がある。自分としてはあまりこだわりがなく、むしろ羽の芯しんの太さのほうに関心があって、細いほうが好みだった。

　その羽を左手で押さえ、研といだばかりのナイフを右手に持つ。羽の芯しんの先せん端たん部分を野菜のように切り落とし、それから斜ななめに削そいでいく。尖とがった部分を指で撫なで、満足のいく角度になるまでさらに細く削けずっていくのだが、ここでいつも削けずりすぎてしまう。

　先せん端たんが細ければ細いほど好みなのは、そうしたほうがなにか峻しゆん厳げんな雰ふん囲い気きが増す気がするのと、細くて小さな文字を書くことができれば、一枚の紙にそれだけ多く文字を書けるという経済的な理由からだ。

　けれどあまり細いとインクの乗りが悪くなるし、先せん端たんは脆もろくなるから、力を込こめて書きたがる書き手にはまともに使えたものではないと嫌きらわれる。それこそ、肩かたに力を込こめすぎるせいで、文章がいつも右みぎ肩かた上がりにひん曲がってしまうような書き手には。

　薄うすく笑い、最後に羽の先せん端たんに縦の刻みを入れていく。この溝みぞにインクが乗り、紙の上に新たな世界を作り出してくれる。先せん端たんを光にかざして具合を確かめ、指で埃ほこりを拭ぬぐってから、牛の革かわで作った壺つぼに入れられたインクに浸ひたす。

　今の世にあるすべての書物、つまり世界に残るほとんどの知ち恵えはこの作業を経てから編まれたのだと思うと、自分が大きな川の流れの一部になったような気さえする。

　余分なインクを壺つぼの縁ふちで落とし、先せん端たんを紙に当てる。

　羽ペンはなんの抵てい抗こうもなく、美しい曲線を紙の上に残したのだった。
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　死者の乗る船が度たび々たびやってくるという噂うわさの絶えなかった港町、ラポネルでの騒さわぎを経て二週間。自分たちはラウズボーンへと向かう帰路の途と中ちゆうにあった。

　ウィンフィール王国と大陸に挟はさまれたこの海かい峡きようは、一年中安定した海流が北に向かって流れているので、北上航路はさほど天気に左右されない航海となる。そして天気にはむしろ恵めぐまれすぎで、見み渡わたす限りの青空の下もと、甲かん板ぱんにいると少し暑いくらいだった。

　ラポネルの大おお騒さわぎでは様々なことがあり、最後には高熱を出して寝ね込んでしまっていたから、これくらいの陽気の下もとで日向ひなたぼっこをしているのがちょうどいい。

　抜ぬけるような青空を見ていれば、人骨を載せた幽ゆう霊れい船が実在したとかいう話はどこか遠い国のものに思えたし、すべては月明かりが照らす森の中で見た夢のように思えてくる。

　雲ひとつない空では太陽がさんさんと輝かがやいていて、手でひさしを作って目を細めると、わずかに丸い形が見て取れた。目の良いい船乗りたちなら、昼間でも青い空の向こうに白々とした星や月が見えるという。

　自分はあの大おお騒さわぎ以来、空を見ることが多くなった。

　どうしてもそこに、あの大おお騒さわぎの中で見た金属の球体を思い出してしまうからだ。

　老領主ノードストンを巡めぐる騒さわぎの最後の夜、森の中の屋や敷しきから夜空を見上げれば、黄金で作ったような月が輝かがやいていた。そしてあの屋や敷しきには、まさにその月を模したような球体が置かれていたのだ。

　ノードストンの屋や敷しきにはかつて、いかなる禁きん忌きをも恐おそれない錬れん金きん術じゆつ師しが住んでいた。それゆえにあの球体が、禁きん忌きの中でも最たるものなのではと考えるのは、自然な流れだった。

「あれがもしも、この世界の形を示しているのだとしたら」

　呟つぶやき、首から提さげた教会の紋もん章しようを強く握にぎる。この世にはたくさんの突とつ拍ぴよう子しもない考えが存在し、たとえば大地は大きな亀かめが支えているとか、海の果ては崖がけになっているだとか、大真面目に古い書物に記されている。

　もちろんほとんどは子こ供ども騙だましのようなおとぎ話で、世の大人はまともに取り合わないが、そうではない考えもまた、確かに存在する。途と方ほうもないが、奇き妙みような説得力を持つものが存在するのだ。

　あの球体はおそらくこの世界の模型であり、この世界が丸いのではないかという、古いにしえの時代から根強く存在する思想を形にしたものに違ちがいなかった。

　ノードストンの屋や敷しきに住んでいた錬れん金きん術じゆつ師しは、新大陸を追いかけ続け、ある日唐とう突とつに姿を消したという。彼女が西の海の果てにあると言われる新大陸を追いかけていたのだとすれば、海の果て、世界の形がどうなっているかは、ぜひとも知らなくてはならなかったことだろう。ひたすら西に向かった挙句に巨きよ大だいな滝たきになっていたのでは、どうしようもないのだから。

「けれど、教会がそのことを知ったとしたら──」

　世の中には決して口にしてはならないことがあり、存在してはならないものごとがある。

　たとえば人の言葉を解かいし、時には人の形をとるという人ならざる者などがその最たる例だ。

　自分はそういう意味では教会に対して正直ではないのだが、ノードストンの屋や敷しきで見たものは、それとはまた一線を画している。

　ただ、不幸中の幸いというべきか、屋や敷しきであの球体を見かけ、大おお騒さわぎの後にもう一度屋や敷しきを訪おとずれた時には、球体は忽こつ然ぜんと消えていた。その後、ノードストンに確かめる機会も持てなかったため、あの球体は自分の見み間ま違ちがい、あるいは高熱にうなされて見た夢かもしれない、と言い訳をすることも可能だった。

　すべてを忘れることこそ、神の僕しもべである身としては正しいことなのだろう。しかしもしも自分たちがこの先も新大陸を追いかけようとするのならば、避さけては通れない問題となるはずだし、その時、自分は一体どうするべきなのだろうかと思うとわからなかった。自分の信じてきた聖典を、根底からひっくり返しかねないような事実を目まの当あたりにした時、自分がどんな反応をするかなんて想像さえできなかった。

　しかし覚かく悟ごをしていなければ、またいざという時に立ちすくむことになる。そう思って自らを𠮟しつ咤たするのだが、頭に霧きりがかかったようにうまく思考がまとまらず、船ふな酔よいに似た不快感を胸に覚えるばかりなのだ。この日もまたせっかくの陽気に関わらず、気分が沈しずみ込みそうになった時のこと。突とつ然ぜん甲かん板ぱんいっぱいに、海鳥の悲鳴と少女の大声が響ひびき渡わたり、思考の底から意識が引ひき揚あげられた。

「うわ！　ちょっと！　だい……大だい丈じよう夫ぶだから！　暴れないでってば！」

　聞き慣れた騒さわがしい声にもはや驚おどろきすらしない。ため息をついて目を向ければ、ミューリが船員たちの注目を集める中、暴れる海鳥を捕つかまえていた。

「ちょっと羽が欲ほしいだけなんだって！　あ、ねえねえ、兄様！　羽ペンには鳥さんのどこの羽を使うんだっけ!?」

　無表情に見える鳥たちにも、必死の形相というものがあるらしい。けれど死しに物もの狂ぐるいの海鳥をよそに、ミューリのほうは無む邪じや気きな笑え顔がおだ。
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「風切り羽ですが……それを取ったらその子は飛べなくなってしまいますよ」

「え、そうなの？」

　と、ミューリは小こ脇わきに抱かかえた海鳥を見る。

「飛べなくなるのは困るよね……。食べちゃうわけにもいかないし」

　船と港の景色には欠かせない海鳥だが、見た目の優美さと違ちがって案外に凶きよう暴ぼうだ。自分などは昔の旅で、よく空から急きゆう襲しゆうされて食べ物を強ごう奪だつされた。その海鳥が体を凍こおりつかせているのだから、森の覇は者しやである狼オオカミは海の上でも覇は者しやなのだった。

「かわいそうだから放してあげなさい。鳥の皆みなさんには何度も助けられていますし」

　再び熱が出てきそうな倦けん怠たい感はあるものの、ミューリの騒さわがしさのおかげで、あの錬れん金きん術じゆつ師しにまつわる問題に引きずられずに済んでいるところもある。

　やれやれと立ち上がって、少し腰こしを伸のばした。

「というか、もう羽ペンを駄だ目めにしてしまったんですか？　先せん端たんを切り直してあげたでしょう？」

　ミューリはしばしためらったのち、哀あわれな海鳥を放してやっていた。いつもはほとんど羽ばたきもせず風に乗り、空を飛べない人間どもを憐あわれみの視線で見下ろしている海鳥が、鶏にわとりのように羽ばたいて飛んでいった。

　気の毒な海鳥から落ちた羽を拾い上げたミューリは、小ぶりな羽をためつすがめつしていた。

「これは使えない？」

「使えないことはないと思いますが、あなたの手でも小さすぎるでしょう」

　ミューリが海鳥の羽をペンとして構えてみるが、少女の手の中でさえあまりに頼たよりない。

「鵞が鳥ちようの羽が、大きすぎず、小さすぎず、なのですよ」

「お肉もおいしいしね」

　そう言ってから、ミューリはお腹なかに手を当てていた。

「そろそろお昼かあ。今日はなにかな！」

　まったく落ち着きがないと呆あきれながら、その頭を小こ突づく。

「道具は常に大切に使いなさい」

「使ってるよ！　でも、つい夢中になっちゃうんだもの」

　むしろすぐにだめになる羽ペンのほうが悪い、と言わんばかりだ。

　ラポネルでの大おお騒さわぎを終えて数日、自分たちには若じやつ干かんの変化があった。

　それは自分が空を眺ながめる時間が長くなったことがひとつ。もうひとつは、ミューリが自分とは反対に、机に向かって羽ペンを握にぎることが増えたことだった。

「力みすぎな上に、乱暴なんですよ」

「たくさん書いてるせいだよ！」

　その言葉に噓うそはなく、きっと生まれてから今までに書いてきたよりも多くの文字を、ここ数日で書いているだろう。もちろんミューリは今まで筆まめだったことなどなく、むしろ文字の練習の際には椅い子すに縛しばりつけていたくらいだ。

　それがノードストンを巡めぐる冒ぼう険けんを経たある晩、ミューリが真しん剣けんな顔をして筆記用具を抱かかえて自分の前に立っていた。戸と惑まどう自分をよそに、書きたいことがあるから文字の書き方をきちんと教えて欲しい、と頼たのみ込んできたのだ。

　何年も前、幼かったミューリに文字を教えた時の苦労がまだまざまざと記き憶おくに残っている身として、その申し出がどれほど嬉うれしかったかを言葉で表すのは、端たん的てきに言って不可能だった。

　この世界を模した球体という、教会が禁じる中でもとりわけ危険な思想の存在に気がつき、高熱まで出して床ゆかに伏ふせっていた自分だが、たちまち元気になってミューリに正しい文字と文法を教え込んだ。

　うろ覚えの文字、間ま違ちがいだらけの綴つづり、奇き妙みような文法は見る見るうちに正しいものに置おき換かえられていった。元々賢かしこい娘むすめで、やる気になった時には向かうところ敵なし、というところをいかんなく発揮していた。

　それだけでも兄代わりの身としては嬉うれしかったのに、なによりも感動的だったのは、文章の手本として聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やく版を用いていたことだ。

　あのミューリが神の言葉を口ずさみ、書き写していく様をいったい何度想像したことか。正しい信しん仰こうと美しい文章をしたためる技能というものは、淑しゆく女じよに必ひつ須すの教養である。ミューリが微ほほ笑えみに目を細め、窓まど際ぎわの明るい机の前で穏おだやかに使徒信条の朗読をする様は、間ま違ちがいなくほれぼれするもののはずだ。

　生まれた頃ころからこの少女の世話を焼いている身として、ついに正しい道に導くことができたと目め頭がしらが熱くなる思いだった。

　しかし、感動というものが様々なことを覆おおい隠かくせるのは、ほんの短い時間でしかない。ミューリがこちらの教えをあっという間に吸収し、なにか質問はありませんか？　と尋たずねてもうるさそうにし始めたあたりから、満ち潮が引くように海の下の現実がゆっくりと見えてきた。

　そもそも、こう問うて然しかるべきだったのだ。

　一体なぜこの少女は、急に文字の練習を？　と。

　ミューリは机にかじりつき、頰ほおにインクをつけて、あまり手にしたことのなかった羽ペンで悪あく戦せん苦く闘とうしていた。しかも文章のお手本としてせっせと書き写していたはずの兄手製の聖典は、気がつけば部屋の片かた隅すみで冷たくなっていた。

　代わりにミューリが眠ねむる時も胸に抱だいていたのは、くたくたのぼろ紙が紐ひもでくくられた冊子であり、書いているのも神への祈いのりなどではなかったのだ。

「ねえねえ、兄様。またわからない綴つづりがいくつかあったんだけど」

　そんなふうに袖そでを引かれ、単語の綴つづり方を問われるなんて、ちょっと前には夢にさえ見なかったこと。けれど腕うでを揺ゆすられながらも気が重くなるのは、ミューリが書く文章のせいにほかならない。

「腕うでとかに突つき刺ささった矢じりを引ひき抜ぬく、やっとこってどうやって書くの？　あとさ、血ち飛沫しぶきってこの綴つづりであってる？」

　ミューリの尋たずねてくる単語は、どれも年とし頃ごろの女の子がたしなむべき教養からは、あまりにも縁えん遠どおいものばかり。この少女は覚え直した文字で、一体どんなことを書き記そうとしているのか。ついにその問いを向けたところ、ミューリはこう答えたのだ。

　──考えれば考えるほど、ラポネルでの大おお騒さわぎの結末が気に入らないんだもの。

　そう答えたミューリの横では、騎き士しの証あかしである、狼オオカミの紋もん章しようが刻まれた長ちよう剣けんが光っていた。

　自分のような平へい凡ぼんな人間にはおよそ思いつきもしないことが、この少女が羽ペンを手に取った理由なのだ。

「運命を切り開く、とはよく言うが」

　ラポネルからの船がラウズボーンに入港したその日、船から降りると港で商談をしていたエーブと偶ぐう然ぜん出くわした。

　するとミューリはこれ幸いとばかり、使い果たしてしまった羽ペンと、追加の紙の注文をエーブに出していた。無む駄だ遣づかいを戒いましめる小言を口にする間もなく、エーブはさっと手元の木の板に注文を書きつけて、契けい約やく締てい結けつの握あく手しゆを銀色の少女とかわしてしまう。

　そして契けい約やくを結んでからようやく、紙と羽ペンの注文の理由を聞き、笑ったのだった。

「運命を書かき換かえてやる、という奴やつは珍めずらしいな。しかも、文字どおりに」

　楽しげに笑うエーブを前に、自分からはため息しか出てこない。

　そんな自分を哀あわれに思ったのか、エーブは羽ペンの羽で顎あごを搔かきながら言った。

「紙とインクの代金は、まあ、ノードストン家の情報で相そう殺さいしてやろう。あそこの麦はどうやら値上がりしそうだが、値ねが上がるとわかっていれば一ひと儲もうけできる」

　手が小さい割に力が強いせいで、どうにも羽ペンを持つ様がしっくりこないミューリとは違ちがい、エーブは実に優ゆう雅がに羽ペンを操あやつっている。

「しかし、憧あこがれの騎き士しになったなら、次は理想の騎き士しとしての冒ぼう険けん譚たんか。まったく、私よりよほど欲張りだな」

　エーブの言葉に、ミューリは褒ほめられたと思ったらしい。笑え顔がおで胸を張っていた。

　あの大おお騒さわぎの後に急に文字を学び直したいと言い出して、それ以降は片時もペンを放さないミューリが書き記していたのは、ノードストンを巡めぐる大おお騒さわぎの顚てん末まつだった。

　もちろん、それ自体は格段おかしなことでもない。世の中にはたくさんの冒ぼう険けん譚たんが残り、大きな町にはその土地の歴史を記した年代記があり、偉い大だいなる王は自分の波乱に満ちた人生を書き残すものなのだから。

　自分とミューリが見聞きしたラポネルでの大おお騒さわぎは、そのどれに収録されていても遜そん色しよくないと胸を張れるものだろう。人骨を満まん載さいにした幽ゆう霊れい船、月明かりの下で山や羊ぎのいけにえを捧ささげて麦の豊作を祈いのっていた錬れん金きん術じゆつ師し、そして、古い時代の戦いくさに翻ほん弄ろうされた二人の貴族の少年少女の、運命の物語。

　酒場にふらりと現れる流しの吟ぎん遊ゆう詩し人じんならば、十年は酔すい客きやくを楽しませられる内容だが、羽ペンを握にぎるのはあのミューリなのだ。ミューリの関心は、大冒ぼう険けんの最後にあった。

　そもそも騒さわぎの発ほつ端たんは、死者の乗った船を通じて悪あく魔まと取引しているとまで噂うわさされていた、偏へん屈くつな元領主のノードストンの存在だ。彼は奇き矯きような行動が多いせいで、実り少ない領地を麦の大産地に変えて多くの領民を飢き饉きんから救った功績がありつつも、地元教会の司教と折り合いが大変に悪かった。騒さわぎの最後となった夜、ついに不信心者を討とう伐ばつせんと決意した司教は、武装した民衆を率いてノードストンの下もとへと向かうことになった。

　松たい明まつを手に夜の麦畑を討とう伐ばつの人々が進む様は、まるで聖地奪だつ還かんの戦いに赴おもむく従軍司祭と聖戦士の群れだった。対するノードストンに味方などおらず、しかも彼を討うとうとしているのは、彼が人生をかけて麦の生産に努め、その生活を豊かにしようと心を砕くだいてきた領民たちだ。ノードストンは、助けようと人生を捧ささげてきたまさにその領民の手によって、討うたれようとしていた。

　そんな悲劇があってはならない、と自分は胸を裂さかれる思いだったし、せめて自分たちだけでも味方をするべきだと、ノードストンの屋や敷しきに駆かけつけた。そしてその自分たちの前に現れたのは、打ちひしがれ、絶望した元老領主などではなかった。完全武装で待ち構え、来るなら来い恩知らずどもめ、と気き炎えんを上げている不ふ屈くつの老戦士だった。しかも自分の横に控ひかえていた狼オオカミ姿のミューリを見つけるや、訓練された猟りよう犬けんだと思ったのか、牙きばを貸せと言ってミューリを従え、こちらが止める間もなく勇ましく森から出ていってしまった。

　結局は民衆たち自身が、司教の命令よりも領地を豊かにしてくれたノードストンへの恩を優先させたことによって、領主と領民とが戦う悲劇は避さけられた。

　しかし、あのミューリにはそういうことよりも、もっと鮮せん烈れつに心に刻まれたことがあったらしい。それが、これから戦場に赴おもむくという、あの独特の緊きん張ちようと興奮の感覚だった。

　これまでも突とつ発ぱつ的に、奇き襲しゆうのように狼オオカミ姿のミューリが戦うことはあったものの、隊列を組んで明確な敵を向こうに回し、信念の下に真正面から敵へと立ち向かうというような場面は、初めてのことだ。ニョッヒラの山やま奥おくにいた頃ころから冒ぼう険けんに憧あこがれ、木の枝を振ふり回まわし、色々事情がありつつもついに騎き士しの称しよう号ごうまで手に入れてしまったミューリのこと。牛骨を渡わたされた子犬が延々としゃぶりつくように、生まれて初めて実体験した戦いくさ物語を兄に語り、あるいはベッドの毛布の中で反はん芻すうしていた。

　しかし、当初は興奮ときらめきが支配していた物ごとも、繰くり返かえしていればやがて粗あらが目についてくる。しかも欲深さで言えばあのエーブでさえ舌を巻くほどのミューリなのだから、ほどなくこんなことを思ったらしい。

　あの素す晴ばらしい経験には、もっとあるべき姿があったのではないかと。もっともっと、素す晴ばらしい経験になったはずではなかったのかと。

　特に、あれは騎き士しとしての記念すべき初うい陣じんだったのだから、真に相応ふさわしい形があったはずではないのかと。たとえば、一いつ緒しよに敵地に赴おもむいた際の、隣となりに立つのに相応ふさわしい人物についてなど。

　戦いの仲間として、確かにあの偏へん屈くつ領主はまあまあ悪い相手ではなかっただろう。しかしミューリの腰こしに提さげられた長ちよう剣けんには、世界でたった二人にしか使えない紋もん章しようが刻まれている。

　だからミューリは、恨うらめし気な顔までして、こう言ったのだ。

　──初めては兄様とがよかったのに。

　ミューリの口を大おお慌あわてで手で塞ふさぎ、周囲を見回したのは言うまでもない。

　誤解を招くので二度とそんなことは人前で言わないように、ときつく釘くぎを刺さしたのだが、きょとんとしたミューリは、ほどなく口を手で押さえられたまま、やたら尻しつ尾ぽをぱたぱたさせていた。ニョッヒラは湯と歓かん楽らくの里であり、このおてんば娘むすめは奔ほん放ぽうな踊おどり子こたちからろくでもないことを山ほど吹ふき込まれている。あの村では神の御威い光こうでさえ湯けむりに曇くもりがちなので、ミューリは余計な知識ばかり蓄たくわえた耳年増だ。

　しかも耳が四つもあるのだから、目を閉じた暗がりの向こうに夢の足音を聞きつけるのは、そう難しいことではないのだろう。

　ミューリはあの戦場独特の緊きん張ちよう感が走った夜の音を聞きつけては、書き記しているのだ。

　自分の望む騎き士しとしての初うい陣じんに相応ふさわしい、胸躍おどる理想の熱い夜の物語を。

「ですが、もう何回その時の話を書き直しているかわからないのですよ」

　呆あきれて言うと、エーブは実に機き嫌げんが良よさそうだった。

「なあに、私も大きな商あきないの後は、よく反省するものだ。こうすべきだった、ああすべきだった、こうだったらよかったんだがな、と」

　ミューリはそんなエーブの話を聞きつけて、さすがわかっているじゃないか、とばかりに腕うで組ぐみをしてうなずいている。

「そんな高こう尚しようなことではありません。もはや完全に荒こう唐とう無む稽けいな作り話になっていて、昨日読んだ限りでは、一万の軍勢に私と二人だけで立ち向かう話になっていたのですから」

　ミューリを呆あきれたように横目で見ても、あっさり無視された。

「紙の無む駄だだと𠮟しかっても聞く耳を持ちませんし。今はまあ、文章の練習になるので我が慢まんしていますが……」

　実際、たくさん文字を書くうえで、あの歪いびつな右みぎ肩かた上がりはかなり矯きよう正せいされてきた。大きな字で書くと紙し幅ふくが無む駄だになることに気がついて以来は、小さな文字を書き始めている。すると汚きたない文字では読めないからという理由で、見る見るうちに字が綺き麗れいになっていった。

　使用される単語には物ぶつ騒そうなものが多いものの、騎き士しが戦場で戦えば神に祈いのる場面も少なくない。時折は聖典の翻ほん訳やくを開いたりもして、こんな場面ならどんな風にお祈いのりするの？　と聞かれることもある。だから信しん仰こうの種まきと言えなくもない。

　それに単純な自分に呆あきれるのだが、学んできた信しん仰こうの知識を頼たよられると純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　それらを勘かん案あんすると、今のところは差し引きで益のほうが多い……かもしれないと、苦々しい気持ちの自分に言い聞かせているという状じよう況きようなのだった。

「なんであれ、私は新たな取引ができてなによりだが」

　いくつもの海を股またに掛かけるエーブの商会にとって、羊皮紙ですらないただの紙など、いくら注文されたところで大した儲もうけにはならないはずだ。完全に楽しんでいるのだろうが、こちらにとっては無視できる出費ではない。

「私の知らないところで注文を受けられても、お金は払はらいませんよ」

「なあに、そうしたらハイランドのところに直接行くさ。どうせ支し払はらいはお前個人の財さい布ふではないんだろ？　あいつはお人ひと好よしの貴族だが、ことのほかこの娘むすめに甘いからな」

　悪徳商人め……と苦々しい視線を向けたところで、エーブは涼すずしそうに微ほほ笑えむばかり。

「あなたも、これ以上勝手に注文したらだめですからね」

　我関せずと船の荷下ろしを眺ながめていたミューリに言うが、振ふり向むきもしない。ミューリが理想とする物語の中では、どんな困難な場面でも聖職者の兄を守り、同時に兄の指揮の下、忠実に戦う高潔な騎き士しなのに、現実ではこれだ。

　港で荷物を吊つり上あげる鶴つるのような形をした装置を、口をぽかんと開けて眺ながめていたミューリの頭を小こ突づいてから、荷物を背負い直した。

「それはともかく、アズさんにはとてもお世話になりました」

　エーブが自分たちにつけてくれた護衛だ。ミューリなどは剣けんや体術の訓練までせがんでいて、すっかり第二の師し匠しようとなっていた。

「あいつも楽しかったようだ。普ふ段だんは不ぶ愛あい想そうな癖くせに、ずいぶんいい顔をしていたよ」

　そのアズは、船旅を終えたばかりにも関わらず、エーブを見かけるや早さつ速そく仕事の手伝いを買って出てどこかに行ってしまった。またエーブの屋や敷しきで会った時に挨あい拶さつすればいいとは思うものの、冒ぼう険けんの終わりの別れ方としては、なんとなくそっけなさが寂さびしかった。

「さっさと消えたのは、別れが名な残ごり惜おしくて照てれ臭くさいからだろ」

　表情に乏とぼしく、与あたえられた使命を粛しゆく々しゆくと遂すい行こうする鉄のような人物に思えたが、人は見た目に依よらないようだ。

　あるいは、そんな人物とさえ仲良くなってしまう、ミューリの天てん賦ぷの才かもしれないが。

「まあ、ひとまず屋や敷しきに戻もどって休んでくるといい。ずいぶんな冒ぼう険けんだと聞いている」

　するとそこに、ミューリが口を挟はさむ。

「あ、そうだ。大陸で出会ったキーマンって人がいたんだけど」

「ん？」

　意外な名前だとばかりに目を開いたエーブに、ミューリはにんまり目を細める。

「エーブお姉さんより、自分のほうが悪い商人さんだって言ってたよ」

　悪い、という単語にはずる賢がしこいというような意味も含ふくまれるし、あるいは何物にも物もの怖おじしない度胸、みたいな意味も含ふくまれる。

　エーブは海を挟はさんだ王国と大陸の商売で、キーマンと縄張り争いを演じているらしい。ミューリからもたらされた好敵手の報告を聞くや否いなや、辛からみの利きいた干し肉をかじったような笑えみを浮うかべていた。

「言わせておけばいい。あいつは昔から、私のことが気になって仕方のない男の子だから」

　ミューリは目を見開いて、悪い商人たちの妙みように子供っぽい争いに大喜びなのだった。

　勝手知ったる屋や敷しきにたどり着くと、若い下女たちが顔を輝かがやかせて出で迎むかえてくれた。

　もちろんそれは、謹きん厳げん実直な聖職者の卵の帰き還かんを、信しん仰こう心ゆえに心待ちにしていたというわけではない。甘え上手でなにを食べさせても喜ぶミューリを、それこそ大きな犬かなにかだと思って可か愛わいがっているのだ。

　狼オオカミの耳と尻しつ尾ぽを有するミューリの、春の抜ぬけ毛げを誤ご魔ま化かすために屋や敷しきに引っ張り込んだ子犬もやってきて、真っ先にまとわりついたのは当然、ミューリの足だった。

　別になにも気にしませんとも、と背筋を伸のばしていたら、年老いた下男がこちらの荷物を受け取ってくれた。早朝の屋や敷しきの礼拝堂で、よく一いつ緒しよに祈いのりを捧ささげている人物だ。

「コル様がいらっしゃらず、朝の礼拝が寂さびしくありました」

　神以外にもきちんと自分の振ふる舞まいを見てくれている人はいる。

　そのことに勇気づけられ、下男とは明日の礼拝を約束した。

　それから彼の説明では、ハイランドは街の参事会に参加していて不在とのことだった。自分たちの到とう着ちやくを知らせに使いは出したので、早めに切り上げてくるかもしれないが、それまでは旅の垢あかを落として休むことを勧すすめられた。

　帰りの船旅はのんびりしたものだったが、それでも固い床ゆか板いたの上で何泊ぱくもし、潮風に晒さらされていれば疲つかれがたまる。それにノードストンのところで見たあれこれのこともあり、それら気苦労もひっくるめて体から追い出すため、一度頭まで湯の中に沈しずみたいと思っていた。

　もちろんそんな贅ぜい沢たくは言えないので、用意してもらった湯で顔を洗い、湯に浸ひたした手て拭ぬぐいで体を拭ふき、最後に足を洗った。ニョッヒラの溢あふれる湯に囲まれた生活に慣れた身としては物足りなさがあったものの、これだけで生まれ変わったかのようにさっぱりした。

　一方のミューリは子供の特権で、素すっ裸ぱだかになって盥たらいに張った湯に入り、ぱちゃぱちゃやっていた。無む邪じや気きな様子に呆あきれつつ、やや羨うらやましく思いながら、荷物の整理に取とり掛かかる。

　大荷物の大半は、ラポネルの領主ステファンから預かった、ハイランドに向けての書簡や土産みやげ類だ。残りは自分が報告用にしたためてきた一連の騒さわぎの覚書と、捨てるのももったいなくてついしまい込んでいた、ミューリが駄だ目めにした羽ペンの数々に、早々に興味をなくされた聖典の抄しよう訳やく冊子。

　ミューリがそれを手本に文章を筆写している様を見た時の感動は、それこそ視界がぼやけるほどだったのにと、鼻歌交じりに海綿で体をこすっているミューリを見やり、信しん仰こう心が芽生えるのはいつのことなのかとため息をつく。

「ミューリ、自分の荷物は自分で整理しておくんですよ」

「ん？　はあーい」

　吞のん気きな返事をするミューリの荷物に目を向ければ、こちらもまたずいぶん重そうに膨ふくらんでいる。中身はミューリがせっせと書いていた理想の冒ぼう険けん譚たんと、ラポネルの新領主にして、律りち義ぎな青年ステファンからもらった山ほどの干した果物と砂糖漬づけだ。

　騎き士しなのだから、と町中で兄の手を握にぎるようなことはなくなったものの、甘いお菓か子しが好きだという子供っぽいところはまだたっぷり残っているらしい。それに苦笑いするやら、ほっとするやらしていると、元気な当人の声がした。

「ねえ兄様、髪かみの毛けの泡あわを流してよ！」

　船の上では人目があるためにずっと隠かくしていた狼オオカミの耳が、ぴんと水を弾はじいていた。いつもはふわふわの尻しつ尾ぽも泡あわだらけだ。

「誇ほこり高たかい騎き士しはお休みですか？」

　そんなことを言いつつ、気がつけば腕うでまくりをしていた。さっさと独り立ちして欲しいと思いながらも、いつものように甘えられたらつい応えてしまうのは、長年の世話で染しみついた習慣のせいだと言い訳する。

「騎き士し道とは、助け合いの精神だよ。知らないの？」

　もちろんミューリも、こういう時だけは相変わらずだ。

「それに、手が痛くて髪かみの毛けをうまく洗えないんだもの」

「手が？」

　こちらに背を向けたミューリの後ろに膝ひざをついたところ、泡あわまみれの少女はそんなことを言った。

「握にぎると、手のひらが痛い」

　ミューリが細い指をゆっくりとわきわきさせて見せる後ろで、桶おけに湯を汲くみ、その長い髪かみの毛けにかけてやる。

「羽ペンを強く握にぎりすぎだと言ったでしょう。もっと力を抜ぬかないとだめです」

「兄様だってたくさん文字を書いている時、手が痛いってしょっちゅう言ってたじゃない」

　自分がミューリのことを生まれた時から見ているように、ミューリもまた、生まれてからずっとこちらのことをよく見ている。

「でも、変なの。羽ペンよりもずっと重い剣けんを握にぎってるのは、平気だったのに」

「ペンのほうが剣けんより重要ということですね」

　剣けんを振ふり回まわすことにしょっちゅう小言を言われているミューリは、肩かた越ごしにこちらを振ふり向むいて嫌いやそうな顔をしていた。

「まあ、そのうち慣れますよ。あなたの文字はずいぶん綺き麗れいになりましたし」

　ミューリの狼オオカミの耳は、髪かみの毛けと違ちがって水をよく弾はじく。

　勢いよく耳が伸のびると、飛沫しぶきが顔に飛んできた。

「ほんと？　綺き麗れいになった？」

　嬉うれしそうに振ふり向むくミューリに、苦笑いしながら顔を袖そでで拭ぬぐう。

「文章が右みぎ肩かた上がりになるのも治りましたしね。手のひらは、昔あなたが私にしてくれた分くらいは、後で揉もんであげます」

　湯屋の手伝いをしながら勉学に励はげんでいた時、羽ペンの持ちすぎで手が痛くなったところを、当時のミューリがよくほぐしてくれた。まだふわふわの尻しつ尾ぽと体の大きさがあまり変わらない幼い頃ころのことで、手のひらの上に乗ってくれると、重さが実にちょうどよかったのだ。

「また兄様の手の上に乗ってあげようか？」

　もちろんその時のことを覚えているミューリが、無む邪じや気きに言う。

「今のあなたに乗られたら、骨が折れてしまいます」

　たちまちミューリは目を細め、喉のどの奥でうなっていた。

　そんなやり取りをしながら、ミューリの豊かな髪かみの毛けにお湯をかけていく。旅の塵ちりが落ちていく様は、まるで茹ゆで卵たまごの殻からを剝むくかのようだ。一体この先、何度こんなふうに世話を焼けるかと思えば、甘えられて鬱うつ陶とうしがることも、いつか懐なつかしい思い出に変わるのだろう。

　できれば早くそうなって欲しいものなのだが、などと一人で笑っていたら、立てた膝ひざの上に顎あごを載のせていたミューリがふと口を開く。

「そういえば、ずいぶん前に兄様が本をたくさん書く人を雇やとってたけど、あれってすごく大変なことだったんだね」

　ニョッヒラから旅立ったばかりで、ミューリと二人の生活がまだぎこちなかった頃ころの話だ。町の教会と対立し、その牽けん制せいにと神の教えを人々に知らしめるべく、筆写を専門にする職人を呼び集めて、俗ぞく語ごに翻ほん訳やくした聖典の一部を複写した。

「筆写……文字の書き写しは、修道士の方たちの厳しい修しゆ行ぎようの一いつ環かんに取り入れられるくらいのことですから」

　その胸の中に少年の心もまた宿しているミューリの尻しつ尾ぽは、修しゆ行ぎよう、という単語にやたら反応していたが、右手をぎこちなく握にぎったり開いたりして、納なつ得とくしたようにうなずいていた。

「書庫で本が鎖くさりに繫つながれてるのは、理由があったんだね」

「人の苦労を理解するのはよいことです」

　ミューリは説教めいたことに、軽く頰ほおを膨ふくらませていた。

「ほら、お湯をかけますから耳を押さえて」

　狼オオカミの耳の中に水が入るのを嫌いやがるミューリは、慌あわてて三角の耳を両手で押さえていた。その上から二度、三度とお湯をかけ、一段落する。

「はい、おしまいです」

「髪かみの毛け絞しぼって」

「……」

　ミューリは小さな手を、ことさら辛つらそうに開閉して、こちらに訴うつたえかけてくる。

　ため息をついて髪かみの毛けを手で絞しぼり始めたら、調子のいい少女はにんまり笑っていた。

「あ、それとさ、兄様」

「尻しつ尾ぽは自分でやりなさい。くすぐったがって、すぐ水みず飛沫しぶきを飛ばすでしょう」

「違ちがうよ！　あのお爺じいさんたちのこと！」

「ノードストン様ですか？　はい、髪かみの毛けはこんなもんですね。残りは自分で拭ふきなさい」

　髪かみの毛けの水を大まかに絞しぼり終えてから、真っ白な亜あ麻ま布ぬのを手に取ってミューリの頭に被せてやる。てっきり拭ふいてもらえるものだと思っていたのか、ミューリは不服そうにこちらを振ふり向むいてから、渋しぶ々しぶといった感じでわしわし拭ふき始めた。

　けれどミューリの頭に亜あ麻ま布ぬのを被せたのは、その視線を遮さえぎる意味もあった。ノードストンの話題が出ると、どうしてもあの球体のことを思い出して、緊きん張ちようしてしまうからだ。

　自分はあの球体にまつわる話を、ミューリにさえ伏ふせている。

「イレニアさんも同じ船に乗っていっちゃったからさ、会いたいなって」

　こちらの隠かくしごとには気がついていない様子のミューリが、少し寂さびしそうにそう言った。

　羊の化け身しんであるイレニアは、人ならざる者たちの国を創るのだと、新大陸の話をミューリよりも強く追いかけている。ノードストンはあの騒さわぎの後、領地の追放処分を科されたのをいいことに船で旅に出ていたのだが、新大陸の存在を信じている錬れん金きん術じゆつ師しと繫つながっていたことから、イレニアはノードストンから話を聞くため同じ船に乗り、自分たちより一足先に旅立っていた。

　ニョッヒラを出て初めての友達と言えるイレニアに、ミューリは置いていかれたような気持になっているのだろう。

「シャロンさんならご存じなのでは。確か、帰り道が一いつ緒しよだからと同じ船に乗ったんですよね？」

「うーん、どうだったかな。なんか忙いそがしいとか言って、さっさと一人で飛んで帰っちゃった気もするけど」

　ラウズボーンで孤こ児じ院を管理するシャロンは鳥の化け身しんなので、その辺りは自分たちよりよほど自由だ。ただ、イレニアとの付き合いはシャロンのほうが長いし、イレニアの動向も知っている可能性が高い。ミューリは、湯で血色の良よくなった唇くちびるを尖とがらせながら、こう言った。

「兄様、代わりに聞いてきてよ」

　シャロンとミューリの二人は、顔を合わせれば鶏にわとり、犬っころとやり合っている。傍はたから見るとある意味息が合っていて、なんだかんだ仲が良よいのではと思っているのだが。

「今回もたくさん助けてもらったでしょう。お礼を言いに行っても罰ばつは当たりませんし、そうですね。ついでにシャロンさんたちの修道院のために手伝いをしたらどうですか」

「えーっ！」

　心底嫌いやそうな声に、子犬が驚おどろいてキャンと鳴いていた。

「騎き士し道とは、奉ほう仕しの精神です」

「う～……」

　唸うなるミューリを、子犬がきょとんと見上げている。ミューリは畳たたんでいた細い足を盥たらいから投げ出し、成長期らしい尖とがった細い肩かたをすくめて天てん井じようを仰あおぐ。

「騎き士しになれたのに、全然格好良いい場面がないんだけど！」

「本物の騎き士しがよって立つのは、地道な善行の積み重ねの上なのですよ」

　ミューリはお説教に頰ほおを膨ふくらませ、立ち上がるや尻しつ尾ぽをぶるぶる振ふって、こちらに水みず飛沫しぶきをかけてきたのだった。

　夕食までの繫つなぎにと、下女たちから差し入れられた甘い蜂はち蜜みつ入りの小麦パンを食べた後、ミューリはふて寝ねをしてしまった。

　元気そうに見えても、船旅でまったく疲つかれていない、なんてこともないようで、あっという間に眠ねむりこけていた。久しぶりに戻もどってきた興奮から、ラウズボーンを駆かけずり回まわって体調を崩くずされるよりかは、おとなしく寝ねてくれていたほうがいいのも確かだ。

　ただ、屋や敷しきに戻もどったら柔やわらかいベッドで存分に寝ねたいと思っていた自分のほうが、船でも横になっている時間が長かったせいか、妙みように目が冴さえてしまっていた。

　日はまだ高く、ハイランドも参事会の会議に出ているというのなら、しばらくは戻もどってこないだろう。そのハイランドへの報告は、すでに船の上でまとめ終えている。

　そこでふと、ミューリにはああ言ったが、シャロンを訪ねてイレニアの動向を聞きにいっておいたら喜ぶかもしれないと思い至る。それに、自分のほうもミューリ以外の口から、事件後のノードストンの様子を聞いておきたかった。ノードストンが自分の寝ね込んでいる間に旅立ったのは、あの球体の存在を問とい詰つめられるのを避さけたからなのでは、という懸け念ねんも確かく認にんしておきたかった。

　毛布にしがみつくようにして高いびきのミューリの頭を軽く撫なで、じゃれついてくる子犬の相手も軽くしてやってから、蠟ろうをひいた木の板に、シャロンの下もとに向かうと伝言を残しておく。屋や敷しきを出る際、下男とすれ違ちがって散歩に出ると告げれば奇き妙みような顔をされたが、恭うやうやしい挨あい拶さつと共に見送られた。

　シャロンが管理する私設の孤こ児じ院は、ラウズボーンの中でも特に入り組んだ区画にある。いつもはミューリの案内に頼たよりきりだったので、果たして自分の足でたどり着けるものだろうかと不安になったが、孤こ児じ院近くにまでくると、近所の人たちに顔を覚えられていたようで、親切に道を教えてもらうことができた。

　武骨な鉄の覗のぞき窓がついた扉が見えて、ほっとする。

　屋根の上には鳩はとが数羽わいて、こちらを見下ろしていた。ラウズボーン一帯の鳥は、鷲わしの化け身しんであるシャロンの支配下にある。自分が一人でのこのこやってきたことはとっくに通報済みだろうし、もしかしたらミューリが船の上で海鳥を捕つかまえたことさえ知っているかもしれない。

　こちらが扉とびらをノックする前に、覗のぞき窓がしゃっと開いた。

「犬っころはどうした？」

　挨あい拶さつより先にミューリの存在を聞くあたり、やっぱり二人は仲が良よいのだろうと思う。

「ミューリは部屋で眠ねむりこけていますよ。先ほど街に到とう着ちやくしたばかりなので、旅の疲つかれがあったのでしょう」

「あんたはずいぶん元気だな」

　シャロンは小さく鼻を鳴らしたものの、覗のぞき窓をいったん閉じると、扉とびらを開けてくれた。

「クラークの奴やつはあんたに会いたがってるが、いつも間が悪い」

　建物に入るとどこか乳ちち臭くさいような匂においがするのは、幼い子供たちが多いせいだろう。ミューリが小さかった頃ころのことを思い出す。

　この時刻は子供たちも働きに出ているのか、あるいはミューリと同じく昼ひる寝ねの時間なのか、ずいぶん静かだった。

「修道院建設の件でお忙いそがしいのですか？」

　そもそもシャロンと出会ったのは、シャロン率いる徴ちよう税ぜい人の組合と、遠えん隔かく地貿易商人たちの陰いん謀ぼうを巡めぐる大おお騒さわぎがきっかけだった。その時に教会との間に立ち、シャロンのことを側そばで支え続けていたのが、自分より少し年下の青年である、助司祭のクラークだ。

　このクラークは紆う余よ曲きよく折せつあって、シャロンたちと新しい修道院を建設し、その院長に就任することが決まっている。けれど決して偉えらぶらず、今も身を粉にして修道院を立ち上げるために奔ほん走そうしているらしい。

「修道院にするための廃はい墟きよをせっせと片付けているよ。最近はずいぶんたくましくなった」

「私たちもしばらくは時間があるはずなので、お手伝いいたします」

　シャロンはおやという顔をしてから、皮肉っぽく笑う。

「ちょっと前のクラークと同じくらいは役に立つか」

　青年クラークは、自分とずいぶん似ているとミューリも言っていた。力仕事に縁えんがなさそうなところは、見ただけでわかる。

「ただ、私はどちらかと言うと、あんたの名前で資金の問題をどうにかして欲しいがね」

「資金？　ですが、そのあたりは……」

　大聖堂の特権状と、後うしろ盾だてには王族のハイランドがいて、さらにあのエーブも資金を出してくれている。それで十分すぎるほどなのでは、と思っていたら、シャロンはため息をついて、世間知らずを諭さとすように言った。

「資金なんてどれだけあったって足りはしない。ハイランドが貴族の元邸てい宅たくを用意してくれたが、手入れをしないとどうにもならない廃はい墟きよだった。まずその修理の費用だけでもどう工面したらいいか頭が痛い。よしんば修理が終わったとして、聖典だけ用意すれば修道院を運営できるとでも思ってるのか？　私は元徴ちよう税ぜい人だ。うまくいかない経営ってやつをこれまで山ほど見てきているせいで、悪い予想ばかり頭に湧わいてくるんだよ」

　シャロンの怒いかりを含ふくんだ冷たい目に、つい首がすくんでしまう。確かに備品の買いつけの手伝いでミューリが奔ほん走そうしていた時、その一覧のあまりの膨ぼう大だいさに目がくらんだのを思い出した。廃はい墟きよ同然の建物の補修費用と合わせ、今後の安定した経営のための資金となると、どれだけの金額になるのか予想もつかなかった。

　そう思ってよく見れば、シャロンの目の下にはうっすら隈くまがあり、手はインクで汚よごれている。

　子供たちが寝ね静しずまった後、獣じゆう脂しの蠟ろう燭そくの弱々しい灯あかりの下で、眉み間けんに深い皺しわを寄せながら修道院と併へい設せつの孤こ児じ院の運営計画に頭を悩なやませる姿が容易に想像できた。シャロンがノードストンの問題解決のために引っ張り出されてきた時、心底面めん倒どう臭そうだったことにも合が点てんがいく。

　むしろこれだけ現実的な問題を抱かかえている中、なんだかんだ騒さわぎに手を貸してくれたのだから、いかにシャロンが律りち義ぎな人物かという話だ。

「聖遺物でもあれば、勝手に巡じゆん礼れいの客がやってくるから、修道院の運営も目め途どが立つんだが」

　シャロンはそんなことを言って、こちらを見る。知人を見る目というより、それは羊の毛の生え具合を確かめる牧ぼく夫ふのような、いや、伝説の剣けんのために聖人の骨が欲ほしいと喚わめいていたミューリに近い目つきだった。

　今や薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどと呼ばれている自分なら、聖遺物というのは大おお袈げ裟さにしても、いくらかの人寄せにはなるかもしれない。手書きの聖典を献けん呈ていすることは決まっていたが、もっと聖遺物らしいものを渡わたしたほうがよいだろうかと思う。定番の歯や骨は難しいが、衣服くらいならと半ば本気で思ったところ、シャロンは肩かたをすくめていた。

「まあ、お前を利用しようとすると、あの犬っころがうるさいからな」

「そんなことは……」

　ない、とは言いきれないのだった。

「ハイランドにもこれ以上資金のことを相談するのは憚はばかられる。まったく頭が痛いよ」

　その言葉は、ちょっと意外だった。

「ハイランド様なら、相談に乗ってくれると思いますが」

　すると、シャロンは嫌いやそうに笑った。

「わかってる。呆あきれるくらい真しん剣けんに乗ってくれるだろう。だから嫌いやなんだ」

　シャロンはため息をついて、両りよう腕うでを胸の前で組む。

「あいつはお人ひと好よしの貴族だ。自分のことしか考えない連中で溢あふれている世の中で、あんな正直な領主の経営する領地が儲もうかると思うか？」

　ハイランドが領民に重税を課す様子など、もちろん想像できない。

　そして、そんなハイランドがシャロンから修道院の資し金きん繰ぐりを相談されたら、どうするか。

「絶対、無理してでもお金を用意しますね……」

　シャロンは肩かたを大きくすくめていた。

「大聖堂にあまり金を無心するのも、王国と教会が争っている今は控ひかえたほうが無難だろう？　そうなると、選せん択たく肢しは限られてくる」

　残された選せん択たく肢しがどんなものかは、すぐにわかった。

「エーブさんももちろん、相談に乗ってくれるはずですよ」

　シャロンたちの修道院には、エーブもまた資金を出してくれている。

　しかし、シャロンの眉み間けんから皴しわは消えなかった。

「あいつは確かに相談に乗ってくれるだろう。だがな、あいつは死肉を漁あさる烏からすみたいなもんだろ。金を借りたら何倍にして返さなければならないかと考えるだけで、頭が痛い」

　そこまで悪い人ではないはずだ、と思うのは、エーブに子供の頃ころから可か愛わいがられている身だからかもしれない。

「まあ、修道院がうまく立ち上がらないと、今まで出資した分が丸損になるぞと脅おどす方法も残ってはいる。いざとなったら、あいつの交易記録を調べたらいいんだしな。いくらでも悪事が出てくるだろうから、口止め料を取れるはずだ」

　さすがその辺りは元徴ちよう税ぜい人だった。

「まったく、神は試練を与あたえたもうたってやつだ。で？　世間話をしにきたのか？」

　疲つかれたような目つきのシャロンに、思わず背筋が伸のびる。

「あ、えーっと……」

　資金問題というずいぶん生々しい話の後だと、自分が聞きにきたことがいかにも間ま抜ぬけに思えて仕方なかったが、今いま更さら聞かないのも変だ。

「その、ノードストン様と、イレニアさんの動向とか……」

　話ながら冷たい井戸水を出してくれたシャロンは、皮肉っぽく笑う。

「お前はあの犬っころを甘やかしすぎだな」

　抗こう弁べんはしなかった。

「しかし、あいつもほんとにイレニアが好きだな。羊のいい匂においがするのか？」

　確かに再会するたびに、熱ねつ烈れつに抱だきついている気がする。

「イレニアとあの爺じじいは、ここよりもう少し北上して、王宮に向かうと言っていた。新大陸に向けた航海のための費用を募つのりにいくんだとさ」

「イレニアさんも？」

　シャロンは呆あきれたように肩かたをすくめていた。鳥の化け身しんであるシャロンだが、イレニアのように人ならざる者の国を新大陸に作ろう、という情熱にはあまり共感していないらしい。むしろシャロンは今の人の世の中で、クラークと共に孤こ児じたちのために生きていこうと決めている。

「海の向こうに大陸があるかも……なんていい加減な思い込みだけで、よくもまあ船を出そうなどと思うものだ。信じられん」

　ラウズボーン一帯の鳥たちを支配下に治めるシャロンがそう言うのだから、空高く飛ぶことのできる鳥たちでも海の向こうに大陸を見たことがないのだ。

「イレニアは渡わたり鳥どりにも声をかけていたみたいだが」

「ミューリは島のように巨きよ大だいな鯨くじらの方にも話を聞いていましたよ」

　シャロンのくつくつと喉のどを鳴らす笑いは、ほどなくため息に変わる。

「そこにあのノードストンが関わっていたという錬れん金きん術じゆつ師しだ。私としては、犬っころはともかく、イレニアにはさっさと目を覚まして欲しかったのに、厄やつ介かいな奴やつが出てきたものだよ」

　死者の船を通じて悪あく魔まと取引していたと噂うわさされるノードストンには、仲間がいた。それが、瘦やせた土地を麦の大産地に変える一方で、新大陸の存在を追いかけていたという女錬れん金きん術じゆつ師しだ。シャロンはその錬れん金きん術じゆつ師しのことを、友達に悪い夢を見せる魔ま女じよだとばかりの言い草だったが、まさに悪い夢に苛さいなまれている自分は、その気持ちがよくわかる。

「騒さわぎの後、ヴァダンさんたちやノードストン様から、新しい情報は聞きませんでした？」

　シャロンの目が細まったのは、こちらの隠かくしごとを見み据すえたせいかと一いつ瞬しゆん思う。

「私は窓辺で敵の情報を探さぐる梟ふくろうじゃないんだがね」

　そんなつもりは、と首をすくめていると、シャロンはふんと鼻を鳴らす。

「あんたはどちらかというと新大陸みたいな話には乗らないほうだと思ってたんだが……。まあ、耳にしたことはせいぜい、錬れん金きん術じゆつ師しの奴やつは新大陸についての情報を集めるため、砂さ漠ばくの国を中心に資料を漁あさるようにと、ヴァダンたちに命令していたってことくらいだな」

　ヴァダンは船につきものの鼠ねずみの群れを率いる人ならざる者で、件くだんの錬れん金きん術じゆつ師しの命令でノードストンに協力していた。今では鼠ねずみの化け身しんながら、立派な船乗りの親分だ。

「砂さ漠ばくの国、ですか」

　シャロンは肩かたをすくめていた。

「錬れん金きん術じゆつ師しの手に入れていた知識は、麦の育成方法も含ふくめて、ほとんどが古代の帝てい国こくが瓦が解かいする中で失われた知識だそうだ。教会の勢力圏けんでは、古代帝てい国こくの知識は失われて久しいからな」

　このウィンフィール王国がある大きな島も、元々は古代の帝てい国こくが教会の兵と共に攻せめ込んで占せん領りようした土地だと言われている。けれどその帝てい国こくは、歴史の流れの中で崩ほう壊かいして、羊皮紙に記されるのみとなった。

　また帝てい国こくが覇はを唱えていた時代には、教会も今のような大きな組織ではなく、世界には異教の神話が満ち満ちていたと聞く。帝てい国こく崩ほう壊かい後に勢力を拡大した教会は、これ幸いと教義にそぐわない神話や文化を異い端たんの名の許もとに葬ほうむっていったらしいが、その一例が、ミューリも憤ふん慨がいしていたことである、貴族の旗印に狼オオカミが用いられなくなったというようなものだ。

　きっとその過程で、神話や迷めい信しん以外にも、たくさんの知識が失われていったのだろう。

　新大陸の話が帝てい国こく時代の知識に端たんを発しているならば、砂さ漠ばくの地方に残っているというのは納なつ得とくできる話だ。のみならず、教会が異い端たんだとして取とり締しまってきた危険な知識であればなおのこと、砂さ漠ばくの地方に残っているのかもしれない。つまりはあの星の形を模した球体の存在も、砂さ漠ばくで手に入れた知識によって導かれたことなのではなかろうかと推測できた。

「しかし、ヴァダンさんたちは砂さ漠ばくの地方からよく写本を集めてきましたね」

「そうか？　船なら南下も容易だし、盗ぬすみはあいつらの得意技わざだろ」

　人ならざる者の真の姿は、時に人が抗あらがうことなど思いもよらない巨きよ大だいな獣けものの姿なのだが、ヴァダンたちは鼠ねずみに戻もどっても壁かべの隙すき間まに容易に潜もぐり込むことができる大きさだった。おまけに壁かべをかじって穴を開けるのは鼠ねずみの得意技わざだから、盗ぬすみに関して彼らの右に出る者はいない。

　ただ、この時の自分の言いたいことは別にあった。

「それもそうなのですが、そもそも貴重な本の在あり処かを見つけるのが、容易ではないという意味です」

「ふん……？　確かに、あいつらにそんな学があるようには思えなかったな。ただ、件くだんの錬れん金きん術じゆつ師しが確か猫ねこの化け身しんなんだろう？　猫ねこははるか昔、砂さ漠ばくの国からやってきた生き物だと聞いたことがある。向こうの知識をもともと持っていたか、へたをしたら古代の帝てい国こくの時代を直接知っている可能性だってあるだろ」

「あ、そうか。そうですね……」

　人ならざる者たちの長命さは、こちらの常識を平気で越こえてくる。ヴァダンたちが砂さ漠ばくの土地で写本を見つけるにはなんらかの案内人が必要だったはずだが、砂さ漠ばく出身の人ならざる者ならば資格は十分だろう。ましてや当時のことを直接知っているとしたら、なおのこといい。

「まあ、それ以外にはなにか目新しい話が出た感じでもなかった。イレニアはずいぶん熱心に話を聞いてたが、浮うかない様子だったな」

　新大陸についてはノードストン自身も、錬れん金きん術じゆつ師しがなぜその存在を確信できているのか、その理由を測りかねている風ではあった。あるいは錬れん金きん術じゆつ師しは単純に、世界が丸いことを確かめるために海に出て、新大陸はおまけだと考えていたのだろうか。

「では、ノードストン様はさほど新大陸の情報を持っている、というわけではなさそうですか」

　猫ねこの錬れん金きん術じゆつ師しがなんらかの方法で新大陸の存在を確信していたとしても、ノードストンにそれを確かめる術すべはなく、ただその錬れん金きん術じゆつ師しのことを信じている、というところが正解なのかもしれない。

「あるいは、まだ新大陸に夢中なイレニアのことを信用しておらず、隠かくしていたか、だ。あのノードストンは、私が見たことのある人間の中でも飛び抜けて偏へん屈くつだ。すっとぼけた顔でとんでもない情報を隠かくし持もっていたとしても、驚おどろきはしない」

　表面に世界地図の描えがかれた球体の件があるせいで、つい同意の笑いも強こわ張ばってしまう。

　シャロンは壁かべに寄りかかり、腕うで組ぐみをしながら疲つかれたように言った。

「別にお前らがなにもない海に向かった挙句、海の藻も屑くずになろうが魚の餌えさになろうが構わないがね。あまり変な話を追いかけて、ハイランドを困らせるなよ」

　それはシャロンがハイランドを慕したっている、ということではないことくらい、自分にもわかった。シャロンの守るべき孤こ児じたちが暮らすことになる孤こ児じ院は、ハイランドが後うしろ盾だてになっている修道院に付属するものだ。ハイランドが失しつ脚きやくすれば、その修道院も立場がまずくなる。

「それは、もちろん」

　真面目に返答をしたのだが、シャロンの顔つきを見る限り、食べすぎを戒いましめられたことに対するミューリの返答くらい、信用できないものに映ったようだ。

「まあ、廃はい墟きよの片付けの申し出は受け取っておこう。人手があれば、クラークも少しは楽ができる」

「それは、はい」

「しかし」

　と、シャロンは顔の半分だけ笑いながら言った。

「あの犬っころは承知しているのか？」

　口をつけようとした素す焼やきのコップを持つ手が止まる。

　神の僕しもべとして、噓うそはつけない。

「あの娘むすめも、騎き士し、ですから」

　困っている人を助けるのは義務……のはずである。

　シャロンは肩かたをすくめ、帰り道の案内用に鳩はとを一羽わ、呼んでくれたのだった。

　新大陸については、大洋を泳ぐ鯨くじらの化け身しんオータムや、渡わたり鳥どりに話を聞いていたイレニアでさえ、確たる情報を得られていない。今のところ、ノードストンも同様だと思ってよさそうだ。

　元々は冒ぼう険けん好きのミューリが夢中になっていたような、新大陸の話。

　これを自分が真しん剣けんに考えるようになったのは、イレニアが語ったような、人ならざる者だけの国という発想に共感したからというだけではない。確かに、狼オオカミの血を引いて人の世と深い森の狭はざ間まに立つミューリのためにも、イレニアの夢を応おう援えんしたい気持ちはある。

　しかし、自分は人の身であり、同時に神の教えに帰き依えする子羊でもあった。

　ウィンフィール王国を中心とした勢力と教会とが争いを始めて、もう何年も経たつ。互たがいに決め手を打ち出せず、正面からの戦いくさという選せん択たく肢しを見み据すえたまま、膠こう着ちやく状態に陥おちいっている中、新大陸の存在はこの膠こう着ちやく状じよう況きようを打ち破る、新たな一手となるのではと思っていた。

　だからノードストンの下もとに赴おもむいたのも、ハイランドから依い頼らいされた以上に、ノードストンが新大陸を追いかけているらしいという情報があったからだった。

　確かに収しゆう穫かくはいくつかあった。けれど決定的なものはなく、むしろ世界の謎なぞはより深く大きくなったような気さえする。砂さ漠ばくに残された古代の知識、とシャロンは言っていた。

　ミューリが大喜びしそうなことがまた増えてしまったことにため息をつきつつ、一体この世界にはどんな秘密が隠かくされているのですかと、天の向こうにいるはずの神に向かって問いかけたかった。

　そんなことをつらつら思いながら歩いていたら、いつの間にか見慣れた屋や敷しきの前に到とう着ちやくしていた。

「道案内、ありがとうございました」

　屋や敷しきを取り囲む石いし壁かべの上に留まった鳩はとの喉のど元もとを、指の背で撫なでて礼を言う。鳩はとは胸を膨ふくらませ、お安いご用だとばかりにくるっくーと鳴いてから飛び立った。それを目で追って空を見上げたら、神の姿こそなかったが、屋や敷しきの窓から顔を出す人物を見つけることになった。

「もうお昼ひる寝ねはよいのですか？」

　ミューリはまだ眠ねむそうな寝ね起おきの顔をしかめ、引っ込んでしまう。目を覚ましたら自分がいなかったことと、シャロンのところに向かったというのが、揃そろってお気に召めさなかったようだ。

　苦笑いしつつ部屋に戻もどれば、騎き士しの見み栄えもどこへやら、ぎゅっとしがみついてきた。

「どこにも行きませんよ」

　あるいは昼ひる寝ねにありがちな悪い夢でも見たのかもしれない。寝ね汗あせでちょっと湿しめっているミューリの頭を撫なでてやると、へこたれていた尻しつ尾ぽをゆっくり振ふっていた。

　まだまだ甘えん坊ぼうなミューリに小さく笑っていれば、自分も眠ねむ気けが湧わいてきた。ここで少し寝ねておいたほうがいいかもしれない、と思ったのは、せっかくハイランドが晩ばん餐さんを用意してくれたとしても、あくびばかりでは申し訳ないからだ。

　腕うでの中で眠ねむりそうになっているミューリをベッドに戻もどそうとしたら、足を踏ふん張ばって抵てい抗こうされた。

「こら、ミューリ」

　こちらの胸に顔を埋うずめているミューリは、喉のどで笑って尻しつ尾ぽを振ふっている。子犬が楽しげな空気を嗅かぎつけたようで、ミューリの尻しつ尾ぽを追いかけて転がっていた。

　独り立ちの兆きざしに寂さびしさを感じたのも束つかの間まのこと。やっぱり早く兄離ばなれして欲しいと思い直す。

「いい加減にしなさい。そんなことでは騎き士しの名が──」

　泣きますよ、と言いかけた時、ふわふわしていたミューリの狼オオカミの耳の毛先がぴんと伸のびた。

　直後に窓の外から荷馬車の音が聞こえてきたので、体をひねって木窓に近寄り顔を覗のぞかせれば、見慣れた馬車が屋や敷しきの敷しき地ちに入ってくるところだった。

「また邪じや魔まばっかり……」

　狼オオカミの耳だけで、十分その馬車に誰だれが乗っているかわかったのだろう。ミューリが恨うらめしげに言う。

「兄様ぁ、晩ご飯はんまで寝ねてようよ～」

　甘ったれた声に思い出すのは、先ほど会ったばかりのシャロンの姿だ。

「シャロンさんは目の下に隈くまを作って、孤こ児じ院建設のため働いていましたよ」

「……」

　ミューリは無言で足を踏ふんできた。

「ほら、しゃんとして、さっさと着き替がえてください」

「……」

「……髪かみの毛けは編んであげますから」

「は～い」

　ここで譲じよう歩ほするからいけないのだろうか、と思いつつ、最近お気に入りのおさげを編まれている間、嬉うれしそうにしているミューリを見ると諦あきらめに似た感情を抱いだいてしまう。

　そんなふうにおてんば娘むすめの身み支じ度たくを整えていたら、下女がハイランドの到とう着ちやくを告げにきた。

　おやと思ったのは、呼び出された先が執しつ務む室だったからなのだが、三つ編みを満足そうに尻しつ尾ぽのように揺ゆらしていたミューリが、体を翻ひるがえしながら言った。

「そう言われると、馬車の音がずいぶん重かったかも」

　あれだけふにゃふにゃしていても、狼オオカミの耳は大事なことを聞き漏もらさない。

「ハイランド様以外にも、人が乗っていたということですか？」

「私は、たっぷりのお土産みやげだろうなって思ってたけど」

「それなら執しつ務む室に呼ぶこともないですよね」

　間ま違ちがいなく、食堂だ。

「留守中になにかあったのかもしれません。教会との問題についてとか」

　旅の疲つかれにへこたれている場合ではない、と気合を入れ直していたら、ミューリになにかを押しつけられた。

「じゃあ兄様は、はい、これ」

　胸に押しつけられた聖典を訳もわからず受け取ると、ミューリは腰こしに剣けんを佩はいていた。その浮うき浮うきした様子とは対照的に、こちらは肩かたを落とす。

「まだ寝ねぼけて夢を見ているんですか？」

「え？　あ、ちょっと！」

　ミューリの腰こしから剣けんを取り上げて、聖典と一いつ緒しよに机の上に置く。

「むやみに剣けんを持ち歩くんじゃありません」

　即そく座ざに反論しようとしたミューリの機先を制して、こう言った。

「あなたは剣けん以外でも、その知ち恵えで戦うことができるでしょう？」

　腹に一物隠かくし持もつ相手に向かう時などは、実際に自分よりミューリのほうがよほど強い。

「理知と冷静な判断力で場を制するのも、立派な騎き士しの姿だと思います」

　ミューリはぽかんとした後、そんな様子を想像したのだろう。たちまち尻しつ尾ぽをぱたぱた振ふって目を輝かがやかせた。

「任せてよ！」

「はい、お願いします」

　おてんば娘むすめに口で負けることがだいぶ増えてきたが、まだまだその手た綱づなを放すわけにはいかない。騎き士しという身分は、しばらくはミューリを御ぎよするよい口実になりそうだった。

　それから自分は、おさげを尻しつ尾ぽのように揺ゆらしながらこちらの一歩前を歩くミューリについていき、執しつ務む室に向かった。大おお股またに意い気き揚よう々ようと歩くミューリを見ていると、それだけでほっと笑えてしまう。心配でしかなかったその後ろ姿にも、いつの間にかずいぶん頼たよりがいを感じられるようになった。

「ねえ、兄様」

　と、そんなことを考えていたら、ミューリが振ふり向むかないままに言った。

「やっぱり、剣けんを持ってきたほうがよかったんじゃないの？」

　ミューリが小さく言ったのは、執しつ務む室の扉とびらの前に二人も護衛が立っていたからだ。一人はよく知った顔で、ミューリに剣けんを教えてくれるハイランド直属の騎き士し。気になるのは、その隣となりに立つ、体つきからして相当に鍛たん錬れんを積んでいると思おぼしき人物が、敵意さえ感じる目で周囲を警けい戒かいしていたことだ。つまり扉とびらの向こうには、こんな人物が守る誰だれかがいることになる。

　自分たちが近づく間も、遠えん慮りよなくじっと睨にらみつけられ、ミューリが唸うなり出さないかとちょっとはらはらした。

「ハイランド様が中でお待ちです」

　ミューリに剣けんを教えてくれる騎き士しから案内され、隣となりから向けられる鋭するどい視線に気がつかないふりをして、ゆっくりとうなずいた。

　騎き士しが扉とびらをノックし、主に告げる。

「コル様のご到とう着ちやくです」

　開けてくれ、と部屋の中から返事が戻もどるのと同時に、扉とびらが開かれた。

「休んでいたところだろうに、すまないね」

「いえ」

　と、下げた頭を戻もどす頃ころ、執しつ務む室にいた客人が立ち上がった。

　さてどんな大貴族なのか。

　腹に力を込こめて顔を上げたのだが、階段を踏ふみ損そこねたような感覚に襲おそわれたのは、そこにいたのが傲ごう岸がんな貴族でも、貪どん欲よくそうな大商人でもなかったから。

　椅い子すから立ち上がったその人物の第一印象は、聖職者。けれども見習いのそれで、年の頃ころはミューリよりもちょっと上くらいだろうか。教皇お抱かかえの聖クルザ騎き士し団がこの街にきた時に知り合った、騎き士し見習いのローズとちょうど好対照だ。柔やわらかそうな明るい髪かみ色と、澄すんだ宝石のような青い目は、はっきり言えば上品な少年の模も範はん像のようで、部屋の前に陣じん取どっていた物々しい護衛の姿とうまくそぐわなかった。

「あなたが薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様ですか」

　こちらの戸と惑まどいをよそに、立ち上がった少年が人好きのする笑え顔がおと共にそう言った。

　けれどそれは少年の人の好よさではなく、場慣れした者が見せる余よ裕ゆうなのだ、ということくらいはすぐにわかった。ここで雰ふん囲い気きに吞のまれたら、隣となりにいる狼オオカミから後でなじられる。

　対たい峙じする少年の目をどうにかまっすぐに見み据すえたまま、握あく手しゆを交かわした。

「トート・コルと申します。世間からは薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどと呼ばれておりますが、過大な評価です」

　少年は微ほほ笑えんでから、言った。

「私は、カナン・ヨハイエムと申します。カナンとお呼びください」

　ずいぶん古こ雅がな響ひびきのある家名だと思った直後、カナンが続けた言葉にぎょっとした。

「教皇庁の書庫管理部門で、手習いの地位にあります」

　熱いものに触ふれてしまったかのように握あく手しゆの手を放しかけたところ、カナンが少年らしい悪いた戯ずらっぽさを目に湛たたえていた。
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「私は皆みなさまの敵ではありません。代わりに、教会内では裏切り者と呼ばれるやも」

　動どう揺ようを隠かくしきれていなかったことは、横で不ふ機き嫌げんそうにため息をつくミューリの様子でわかったが、ハイランドも苦く笑しようしていたのは、自分の胆たん力りよくのなさのせいではなかったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ。私も初めて連れん絡らくを受けた時は驚おどろいたよ」

　カナンは教皇庁という単語を口にした。それはたとえ手習いであろうと、聖職者の世界で特別な地位にあることを示している。王国と教会が真正面から対立している今、カナンがここにいることは公おおやけになってはならないことのはず。

　そこまで思考がいたり、ようやく、部屋の前の護衛の存在が腑ふに落ちた。

　この会合は、屈くつ強きような護衛が必要な類たぐいのものなのだ。

「察しのとおり、彼が王国にいるのがばれると厄やつ介かいなことになる。旅から戻もどってきたばかりで悪いのだが、話が漏もれる前に一刻も早く顔合わせを終えるべきだと思った次し第だいだ」

　それはラポネルからの帰き還かんに際し、ハイランドらしい労ねぎらいの宴うたげや、ミューリから冒ぼう険けんの話を聞き出すようなことさえも後回しにする話なのだろう。

　カナンはハイランドの言葉を引き取って、言った。

「私は王国と教会の争いを仲ちゆう裁さいするため、王国にやってきました」

　カナンは青い目を軽く細めて、微ほほ笑えんだのだった。

　教会とは、神に最も近い聖職者である教皇を頂点に戴いただく組織である。世界に散らばる教会はすべて厳格な上下関係で結ばれ、教皇の権けん威いの下に服従する。そんな教皇を補佐する存在として複数の枢すう機き卿きようが控ひかえ、教皇庁にて教会全体についての決定を下していく。

　教皇庁とはいわば教会の心臓部であり、そこに仕える人間は文字どおり世界の信しん仰こうのありようを体現する人々だ。その教皇庁で働くカナンが王国にいるのは、自身で口にしたように、教会組織全体への裏切りと言えるだろう。

「端たん的てきに言えば、教会内も一枚岩ではないということです」

　カナンは自らの立場を、その一言で表した。

　ハイランドは補足として、カナンの古こ雅がな響ひびきを持つ家名についても教えてくれた。

「ヨハイエム家は古代帝てい国こく時代の教会勃ぼつ興こう期、組織づくりに貢こう献けんした教父に連なる家系だ。ヨハイエム家そのものからはまだだけれど、家系図には何人も教皇の名前が出てくる名門だよ。身元が確かなのは、それこそ神が保証してくれる」

　世界を統すべる王たちがこぞって膝ひざをつく教皇が、親しん戚せきにいる。その現実味のなさをどうにか飲み込もうとしていたら、カナンはハイランドの説明にやんわりと微ほほ笑えんでいた。

「大きな樹きにどうにかくっついている、小さな枝のようなものです。我が家名はこういう時に諸しよ侯こうから信しん頼らいを得るくらいにしか役に立ちません」

　卑ひ下げや謙けん遜そんと感じなかったのは、カナンという少年の態度のせいだ。事実を事実として受け入れて、過大でも過小でもなく、的確に状じよう況きようを見み極きわめているような冷たさにも似た落ち着きがあった。

　そして、それは決して買いかぶりではなかったらしい。

「ただ、小さな枝でいる利点もあります。仮に私の裏切りが公おおやけになったとしても、無知ゆえに誤った道を進んでしまった愚おろかな小こ僧ぞうの独断、として処理できます」

　カナンは、自身をある種の捨て駒ごまとして理解しているようだった。けれどそこに悲ひ壮そうなものが感じられないのは、教会という組織がそもそも、命も顧かえりみずに異教の地へと宣教に赴おもむく聖職者たちの歴史でもあるからだろうか。

「身元も確かなヨハイエム家からの提案だ。王国と教会の対立に和解の道があるのならば、私たちは真しん剣けんに検討しなければならない。特に、彼らの話が本当なのだとしたら」

「話？」

　その問いに、カナンがうなずいた。

「教会内では、膠こう着ちやくした状じよう況きように業ごうを煮にやし、開戦を望む者たちが多くなっています。手をこまねいていては、次の麦の収しゆう穫かくを待って、戦いくさが決定されてもおかしくない雰ふん囲い気きです」

「そ、んな」

　王国と教会の対立がこのまま深刻化すれば、向かう先は戦いくさしかないのではないか、とは確かに思っていた。だからそれをどうにかできないものかと、自分はミューリが夢見る新大陸のような話まで俎そ上じように上げていた。

　そして思っていたほど、時間は残されていなかったのかもしれない。

「でも、おかしくない？」

　全員の視線が、隣となりのミューリに集まる。驚おどろくこちらに目もくれず、ミューリが口調の割に油断のない目で見み据すえているのは、どこか無感情な微ほほ笑えみを湛たたえているカナンだ。

「仲ちゆう裁さいって言ったよね？」

　カナンは、ゆっくりとうなずいた。

「喧けん嘩かはいつだって面メン子ツが大事なんだよ。やめましょうって言ってやめられるなら、誰だれも苦労しないと思うんだけどな」

　子供が口を挟はさむんじゃありません、と言えなかったのは、ミューリのほうがよほど喧けん嘩かというものに慣れているからだし、同時にエーブの言葉を思い出していたからだ。

　あの強ごう欲よく商人は王国と教会の争いを、正しい信しん仰こうを巡めぐるという高こう尚しような話ではなく、もっとわかりやすい、卑ひ俗ぞくな縄張り争いだと言っていた。

「十分の一税だっけ。元々は異教の人たちとの戦いの費用だったそれを、教会は戦いくさが終わってからも税として集め続けてる。今はそのお金を、戦いくさに貢こう献けんした人たちのご褒ほう美びにあててるんだよね？　で、教会は我こそが戦いくさの功労者だと思ってるから、税の廃はい止しはご褒ほう美びの廃はい止しだと思っている。だから聞く耳を持たない。でしょ？」

　いつもは舌ったらずに、あるいは狼オオカミの血を引く人ならざる者としていくらかの軽けい蔑べつを含ふくんで、きょーかい、と発音するミューリは、こういう時にはしゃんとする。

　それにエーブが喝かつ破ぱした争いの構図を、実に的確に要約してみせたことは、カナンの眼鏡にかなったらしい。

「なぜ可か愛わいらしいお嬢じようさんがここにいるのかと思ったのですが」

　やや驚おどろきの表情さえ見せるカナンに対し、ミューリ本人以上に、ハイランドが得意げにしていたことには気がつかないふりをした。

「ええ、仰おつしやるとおりです。ですから、面メン子ツ……そうですね。まったく面メン子ツの問題です」

　カナンはやや呆あきれるように言った。戦いくさが終わったのだから税は廃はい止しすべきだとする王国と、税は戦いくさの報ほう酬しゆうだとする教会のどちらの言い分にも一定の理がある以上、争いを解消するには互たがいの面メン子ツを潰つぶさないようにしなければならない。そのために自分は、片方が得をすれば片方が損をするような十分の一税を巡めぐる話から、テーブルの上の金貨を増やす存在である新大陸に目をつけたのだ。

　限りある税収の取り分を争うのではなく、新しく獲かく得とくできる土地を協力して目指すという旗印の下もと、王国と教会は再び手を組めるのではないか、と。

　ではまさか、カナンもまた新大陸に目をつけていたのだろうか？

　そう思ったところに、ミューリが言った。

「面メン子ツの問題はややこしいんだよ。なのに和解できるって言うんだから、どんな悪いことを企たくらんでるのかなって気になるよね」

　その悪い企たくらみに、我が家の間ま抜ぬけな羊を利用するつもりか、とミューリは言いたいのだろう。

　危険を冒おかしてまで敵地にやってきた和平の使者に、こんな物言いは本来ならば許されないことだ。しかし当のカナンが、さっきまでの作り物めいた笑え顔がおを消し、年相応の少年らしい表情を見せていた。

「旅は思いもよらない出会いをもたらしてくれます。神に感謝です」

　にこやかに微ほほ笑えみ、言葉を続けた。

「もちろん私たちは一計を案じております。ええ、もちろん私たちは、教会の権けん威いのため、王国との争いで一方的に譲じよう歩ほし、負けるつもりはありませんとも」

　なにやら企たくらみがありそうだぞと嗅かぎつけたミューリが、目の光を増しながらやや顔を斜ななめに傾かたむけている。森の奥の獲え物ものを見み据すえ、その足音を両の耳で聞き分けるように。

「ただ、私たちの考える勝利と、教皇様を含ふくむ主流派の勝利の定義は違ちがうのです。そこに、私たちの派は閥ばつと王国とが、共同戦線を張れる余地があると思っています」

　眉まゆをひそめたミューリが、なにか聞きたそうにこちらを見た。教会組織のことがよくわからなかったからだろう。

　一方の自分は、ミューリのことなど忘れ、驚おどろいていた。

「これは、教皇様が了りよう承しようされていないお話なのですか？」

　だとすると、カナンが自身を裏切り者と評したのは、決して大おお袈げ裟さなことではない。

「有力な枢すう機き卿きよう様が揃そろって、王国とは徹てつ底てい抗こう戦せんの構えですからね。そして教皇様は、幅はば広ひろい見識と寛かん大だいな御み心こころにより、枢すう機き卿きよう様たちの意見を聞き入れ、公平に判断されるお方です」

　いかにうぶだとミューリにからかわれる自分でも、カナンの言葉を額面どおりに受け取ることはなかった。枢すう機き卿きようは位階としては教皇の下に位置するが、教皇の地位に就つく人物は必ず枢すう機き卿きようの中から選ばれるので、彼らは単純な主君と家臣という関係ではない。時には臣下であり、時には同等の仲間であり、場合によっては教皇が枢すう機き卿きよう団の傀かい儡らいにもなると聞く。

　要するにある種の運命共同体に近いのだが、現教皇はどうやら、枢すう機き卿きよう団に対してやや弱よわ腰ごしなようだった。

「では、カナン様たちの勝利とは一体？」

　カナンは少しだけ目を細め、言った。

「教会の浄じよう化かです」

「浄じよう、化か？」

「はい。私たちのことは異い端たん審しん問もん官だとお考えください」

　ミューリがしかめ面つらをして、自分が息を吞のむのを期待しての一言だったようだ。カナンはローブの袖そでを払はらい、居住まいを正して微ほほ笑えんだ。

「ただし私たちが取とり締しまるのは、神についての誤った思想ではなく、教会の風紀のほう。特に、黄金の誘ゆう惑わくに目がくらんでいる連中についてです」

　カナンは教皇庁の書庫管理部門と言った。その書庫には教会に関わるありとあらゆる文書が収められ、その広さたるや遭そう難なん者が出るほどの迷めい宮きゆうと化していると耳にしたことがある。

　ならばそこには、数々の書物や文書に混じり、そういうものもあるのだろう。

「カナン様たちは、会計を司つかさどっているのですか」

　広大な地に散らばる教会には、寄付に限らず大きな収入がある。

　その黄金の奔ほん流りゆうは渦うずを巻いて、教会組織の心臓部である教皇庁に還かん流りゆうする。

「会計院は書庫管理部門の一機関です。そこでは教会全体の資金の流れを記録し、正しき流れに導くよう、神から任されています。ですが、現実の川と同じく、そう簡単に資金の流れを変えることはできません。土手を築いても崩くずされ、氾はん濫らんした川があらゆる美しい土地を泥どろで汚よごす様を、私たちはただ見つめるほかありませんでした」

　と、カナンは執しつ務む室の大きな卓たくに手をついて、身を乗り出す。

「ですがあなたが現れました。薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様。教会の不正を糺ただす、あなたです」

　まっすぐにカナンに見つめられて言葉に詰つまる中、ハイランドが言った。

「君たちはいくつもの町で教会の不正や悪あしき蓄ちく財ざいを暴いたが、それは決して教会の権けん威いを貶おとしめるようなかたちではなかった。むしろ民衆と向き合った結果、地に落ちていた教会の評判が戻もどったと言ってもいい」

「私たちは、そこに希望を見み出いだしたのです」

　カナンはもうあの余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべておらず、固い決意に満ちた顔でそう言った。

　そして自身の興奮にようやく気がついたのか、不意に咳せき払ばらいをすると、椅い子すに座り直す。

　カナンが落ち着きを取とり戻もどす間を取り持つように、ハイランドが口を開く。

「我々王国も、教会と争う前、教皇庁の中で腐ふ敗はいと戦う聖職者たちと協力することがあった。君も知っているように、王国内での貿易を掌しよう握あくし、不当に富を蓄ちく積せきしている教会が少なくなかったからね」

「今回ハイランド様にお声がけしたのは、その経けい緯いがあってのことです」

　つまりカナンの持ち込んできた案は、にわかに立案され、破れかぶれで用意されたものではなく、教会の長い歴史の中で元々あったものの延長ということになる。

「しかし堕だ落らくした聖職者の貯たくわえた富は、時に神の御言葉よりも真実のように振ふる舞まうのです。黄金の輝かがやきは、多くの人たちの目をくらませて、味方につけてしまいます。私たちが信徒の皆みな様さまからの寄付金を正しく使うようにと諫かん言げんしたところで、蠅はえの羽音かなにかだとあしらわれておしまいということがほとんどでした。しかも、私たちは神の教えを実じつ践せんし、正直であろうとしているがゆえに、俗ぞく世せいの武器である黄金を持ちません。黄金の重みがない私たちの話など、誰だれも聞く耳を持たないのです」

　思わず強くうなずいてしまったのは、質素倹けん約やくの小言を、隣となりにいる少女からさえ散々軽くあしらわれてきたからだ。正しくあろうという振ふる舞まいは、世の中では馬鹿正直だと嘲あざ笑わらわれるのが関の山なのだ。

　カナンの世慣れた態度は磨みがかれた交こう渉しよう術だとしても、垣かい間ま見みえた憤いきどおりは本物と思えた。

「異教徒との戦いくさの後、十分の一税という巨きよ額がくの収入によって、腐ふ敗はい者たちはかつてない金貨の輝かがやきを手に入れています。それを梃て子こに、権力を不正に拡大、維い持じしている者たちが大勢います。彼らはその収入を手放すことはおろか、王国と教会の間に戦せん端たんを開かせ、戦いくさの火で金庫をさらに輝かがやかせようというのです」

　戦いくさから儲もうけを得ようと画策していた悪い商人の顔を思い出す。そこに儲もうけの機会があるのなら、悪そうな者たちが何度だって引き寄せられる。

　そしてそこまで言われたら、鈍にぶい自分にもカナンたちの思おも惑わくが見えてきた。

「では、あなたたちは、十分の一税を廃はい止しすることで王国との対立を平和裏に終える一方、資金の流れを止めることで、腐ふ敗はいした人たちの権力を弱らせて一いつ掃そうすると、そういうわけですか」

　一見すれば、教会は王国との争いで大きく譲じよう歩ほして、敗北するかのようだ。けれど実はカナンたちの正しい信条によって、教会は本当の勝利を手に入れる。そういう計画なのだ。

　その直後、がたん、と椅い子すを蹴けって立ち上がる音がした。

「肉を切らせて骨を断たつ！　だね！」

　戦いくさの話が大好きなミューリは、この手の戦略めいたことにも目がないらしい。カナンはミューリの興奮した様子に目をぱちくりとさせてから、楽しそうに笑っていた。

「今、皆みな様さまの活かつ躍やくにより、教会の黄金の流れに大きな疑問の目が向けられています。一時的ではありますが、その川から水を汲くもうとするのをためらう者たちも出てきています。荒あれ狂くるっていた川の堤つつみを作り直し、正しい信しん仰こうの畑へと水を引く機会は、今を措おいてないのです」

　確かにこれは、正直であるがゆえに今まで立場の弱かったカナンたち一派のみならず、教会との対立で決め手に欠けていた王国にとっても、渡わたりに船の提案だろう。

　ただ、気になることが当然ある。

「お話はわかりましたが……」

　その計画の中で、自分は一体どんな役回りを期待されているのかと思うと、しっくりこないのだ。

「教会の不正を大陸側でも暴あばく……そういう役目を、私がということですか？　その、目的は強く賛同できるのですが、私より適任がいるのではないでしょうか」

　蹴け倒たおした椅い子すを戻もどしていたミューリが、呆あきれたような目を向けてくる。またそんな、自信のなさそうな軟なん弱じやくなことを言っているのかという目だった。しかしこの話については、ある程度そういう面もありつつ、もっと現実的な理由からそう思ったのだ。

「王国で、今まさに聖クルザ騎き士し団の皆みな様さまがそうしている最中ですよね」

「あっ」

　と、ミューリが間ま抜ぬけな声を上げた。

　自分たちは少し前、行き場を失なくしていた騎き士し団の面々と出会い、紆う余よ曲きよく折せつの後、騎き士しとしての誇ほこりと役目を彼らに取とり戻もどさせた。その役目というのが、王国内で民衆から嫌きらわれていた教会の不正を暴あばくことだった。

「騎き士しの皆みなさんは教皇様の懐ふところ刀がたなとまで称しようされた人たちです。彼らにお任せしたほうが、教会内での反感も少ないのではないでしょうか」

「ある面では、そのとおりなのですが」

　しかしカナンの歯切れは悪く、代わりに口を開いたのは、立て直した椅い子すにどすんと座ったミューリだ。

「確かにそうだよね。あの騎き士しさんたちは、伝説に謳うたわれるほどの騎き士し様だもん。それじゃだめってことか」

　意味を摑つかみかねていると、カナンがミューリの言葉に同意する。

「はい。教皇様から命令されたら、彼らはおとなしく従うことでしょう。たとえば正しい行いを今すぐやめるようにという、理り不ふ尽じんなものであったとしても」

　黒いものでも白と言われたら白。忠実なる騎き士しと主人の関係とは、そういうものだった。

　そして大陸側の教会の不正を暴あばくことは、時にお偉えらい様の財さい布ふを直接叩たたくことにもなる。

　その時にどうなるか、なんとなく想像がついた。

「私たちは、神の教えよりも黄金を優先させるその悪あく癖へきを打うち砕くだき、教皇様や枢すう機き卿きよう様たちの考えを正さねばなりません。ただ、私たちだけではだめなのです。外圧が必要なのです」

　聞き慣れた、敵の敵は味方、の理り屈くつらしい。

　カナンの視線に乗せて、ハイランドが言う。

「外圧といっても、我々王国側が信しん仰こうの正しさを旗印に、強きよう硬こう姿勢で教会へと自じ浄じようを迫せまれば、対立の火が燃え上がるのは目に見えている」

　確かにそうだ。そして全面的な戦いくさに突とつ入にゆうするのは王国としても望むことではないから、膠こう着ちやく状態が続いていた。

「王国と教会がそれぞれの立場からものを言っていては、争いを静めるのは不可能だと私も思う。そこのお嬢じようさんが言ったように、嘆なげかわしいが面メン子ツの問題がある。だから第三の勢力に、それを委い託たくするかたちをとろう、ということだ」

　第三の勢力？

　自分はまったく想像もつかなかったのだが、こちらが戸と惑まどうのをよそに、ハイランドは椅い子すから立ち上がる。そして部屋の中でも大きな場所を占しめる豪ごう華かな造りの戸と棚だなに向かうと、そこから取り出したのは一冊の本だった。まだ装そう丁ていがなされておらず、紐ひもで綴とじられただけのそれには、見覚えがあった。

「我々が協力を取りつけるべきは、ここに書かれている正しい信しん仰こうを知った、市し井せいの人々だよ」

　ハイランドが取り出した分厚い羊皮紙の束は、ハイランド主導で多くの顕けん学がくの知ち恵えを借りて進めていた、聖典を市し井せいの人々でもわかる言語で書き直した俗ぞく語ご翻ほん訳やく版だった。

「俗ぞく語ご版……ということは」

　ハイランドの話の進む先が見えてきたところに、カナンが言った。

「一冊の本は、一人の熱心な説教者でも敵かなわないほど多くの人々に知識を伝えられます。実際に、アティフの港町でコル様とハイランド様が町の人々に配られた抄しよう訳やくの冊子は、素す晴ばらしい評判と共に写本が作られ、ほかの町にもどんどん行いき渡わたっています。これを抄しよう訳やくではなく完全版で、もっと大規模に、大陸中に広められれば、教皇様も無視できないほどの影えい響きようがあるはずです」

　誰だれにでもわかる平易な言葉で記された神の教えを読めば、いかに今の教会が欺ぎ瞞まんに陥おちいっているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。とすれば自じ浄じようを求める声が高まるのは必定だろう。

　理り屈くつはあまりにわかりやすい。なぜなら、自分たちはまさに、そうなったらいいと思っていたのだから。

　けれどアティフ以来、その計画を進められていないのには、理由があった。

「コル、私はこの聖典の翻ほん訳やくを君が完成させてくれたのに、世に大々的に広められないことを悔くやんでいた」

　ハイランドはじっとこちらを見て、頭を下げるかのように、一度ゆっくり瞼まぶたを閉じてみせる。

「王が教会との緊きん張ちようをこれ以上強くできないと判断されたため、大陸側での配布はいったん棚たな上あげにせざるをえなかった。教会との全面的な戦いくさは、私自身も望んでいない。けれど秘密裏りにでも計画を遂すい行こうできなかったのは、王宮の協力なしには、膨ぼう大だいな量の写本製作にかかる人手と費用を賄まかなえないからだ。現実的に、無理だったんだ」

　ハイランドは己おのれの非力さを悔くやむように、悲しげに微ほほ笑えみながら少し唇くちびるを嚙かむ。

「だからあくまで興味を惹ひかれた者たちが、自発的に写本を製作してくれるのを待つほかなかった。しかも、アティフで配った不完全な抄しよう訳やく版をね」

「では……その写本製作や配布を、カナン様たちが肩かた代がわりする、ということですか？」

　王国と教会は互たがいに、相手を倒たおしきることも、譲じよう歩ほのための糸口も見つけられていなかった。

　そのために、ウィンフィール国王はこれ以上教会との緊きん張ちようを高めることは戦いくさに繫つながると判断し、自分たちの行動を制限したり、俗ぞく語ごの聖典を広めることにも待ったをかけた。

　しかし、カナンたち教会内部の者が自身で配布するのであれば、その限りにないということだろうか。

　そう思ったところ、カナンの表情は全面的な同意ではなく、曖あい昧まいな笑え顔がおだった。

「私たちとしても、そうしたいと思っていました。ですがハイランド様と同じ問題に直面したのです。とても、現実的な問題です」

　その言葉に、ついさっき港で目まの当あたりにしたことに思い至る。ミューリは夢物語を書くのに、エーブから羽ペンと紙を買う必要があった。

「費用の問題ですか」

「はい。広く大陸に行いき渡わたらせるほどの分量となると、それこそ千人隊長を雇やとわなければならないような人員が必要になります。それでなくとも、大規模な筆写作業となると、教皇や敵対する枢すう機き卿きよう様たちの目から隠かくし続けるのはとても難しいことです。大陸側で成なし遂とげるのは、私たちの手に余ります」

「これだけ分厚い聖典の写本だと、熟練の筆写職人でも一人では一冊につき数か月かかる。立派な装そう丁ていにしようと思えばそれ以上だ。そして大陸側の主要な港町だけで数十はくだらず、内陸の主だった町も含ふくめたらあっという間に百、二百だ」

　ミューリは指折り計算していたが、結局桁けた数すうを見失ったようでぽかんとしていた。自分もその途と方ほうもなさは、想像に余りある。

　そして、ハイランドだけでその費用を賄まかなえるとは思えなかったので、思わずこう聞いていた。

「王へと取次ぎを？」

　西の大陸に向かうという夢のため、ノードストンは宮きゆう廷ていへと掛かけ合あいに行っているらしい。

　この計画は、ノードストンのそれよりかは幾いく分ぶん現実的だろう。

「いや……この計画は、王には奏上していない」

　ハイランドは固い顔つきで言った。

「宮きゆう廷ていには教会内部の腐ふ敗はいした聖職者と繫つながっている者たちも多い。我々だけで話を進める必要があるんだ」

　カナンは、自身のことを教会の裏切り者と言った。その意味ではハイランドもまた、王の命に背そむくかたちだ。けれどカナンたちの手による配布であれば、それは王国と教会ではなく、教会内部の問題となる。そんなふうに自分を納なつ得とくさせているのかもしれない。

　それに、ハイランドがこの計画をぜひとも推進したい気持ちは痛いほどよくわかる。まさか教皇庁内部から協力者が現れ、しかも教会の腐ふ敗はいを一いつ掃そうしようと決意しているなどと、神の采さい配はいとしか思えないのだから。

「王はもちろん、宮きゆう廷ていに集つどう貴族たちの資金力を当てにすることもできない。だから私たちは、自分たちの力だけで大量の聖典を用意する必要がある」

　想像したのは、薄はく明めいの枢すう機き卿きようの名を使い、大々的に協力者を募つのることだった。けれどそれでは誰だれが聖典のばらまきを主導しているかと、満天下に知らしめてしまう。それが引き起こすのは教会の自じ浄じようではなく、王国との対立の激化であり、全面的な戦いくさだろう。

　また理り屈くつの堂どう々どう巡めぐりだと思ったのだが、当然、カナンたちは新しい道を見つけたからこそ、ここにきていたらしい。

　しかしそれは、予想もしなかった方向に続く道だった。

「コル様。教会によって潰つぶされた、異い端たんと見なされた技術があるのです。それがあれば、不可能を可能にし、奇き跡せきを起こすことができるはずなのです」

「技術？」

　カナンの言葉に驚おどろいたのは、自分だけではない。伝説の剣けんだのに興きよう味み津しん々しんなミューリもまた、なにか冒ぼう険けんの匂においを嗅かぎつけている。

「私たちが王国にきた理由はふたつ。ひとつは、聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくを作られた皆みな様さま方がたの協力をとりつけること。それから」

　カナンは、大きく息を吸った。

「過去、教会によって潰つぶされた技術の復活です。この技術を受けついでいる職人が、王国にいるはずなのです」

　狼オオカミの耳を出していたら毛が逆立っていただろうミューリを横目に、ハイランドが言った。

「その技術を発明した工こう房ぼうは、元々大陸のほうにあったのだが、異い端たんの廉かどで閉へい鎖さされてしまったようなのだ。それ以降、散り散りになった職人を捕とらえるべく異い端たん審しん問もん官が派は遣けんされ、ほとんどの者たちが捕つかまった。けれど、一人だけ逃にげおおせることができたらしい」

　ミューリから期待に満ちたキラキラした目を向けられて、ハイランドは場ば違ちがいながら緊きん張ちようしているようだった。

「異い端たん審しん問もん官たちは、最後の一人を捕とらえるべく捜そう索さくを続けていた。そして大陸側の港町から王国行きの船に乗った話を摑つかんだところ、王国と教会の争いが本格化してしまったのだそうだ。異い端たん審しん問もん官は追つい跡せきを諦あきらめ、それから何年も経たった。その記録を、カナン殿どのたちが書庫に見つけることとなったわけだ」

「はい。異い端たん審しん問もん官の記録を見ると、今もなお最後の職人は捕つかまっていないようなのです」

　当時はこれほど争いが長期化するとは想像しておらず、いったん手を引いたら何年も捜そう索さくが停てい滞たいすることになってしまった、というあたりだろうか。なんであれ、隣となりの狼オオカミ娘むすめの好こう奇き心が今にも破は裂れつしそうなので、耳と尻しつ尾ぽが出てくる前に核かく心しんを尋たずねた。

「ちなみに、その技術とは？」

　教会が抹まつ殺さつしようとした、禁きん忌きの技術。自分の脳のう裏りには、ノードストンの屋や敷しきで見た金属の球体がちらついている。

　カナンは神経質そうに短く息を吸い、語り始めたのだった。
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「職人の追つい跡せきには困難を伴ともなうと思われます。また、危険な技術を復活させることは、見つけ出す以上の困難を伴ともなうかもしれません。ですが、私たちはこれこそが神の示された道と信じております」

　カナンは技術の詳しよう細さいを説明した後、そう締しめくくった。

　王国と教会の争いは何年も膠こう着ちやく状態に陥おちいり、どちらも引くに引けず、待ち構えているのは戦いくさの暗雲ばかり。そんな王国と教会の争いを平和裏りに解決したうえで、長い年月に渡わたり教会に巣くっていた腐ふ敗はいの問題をも一いつ掃そうできる。

　確かにこれを神の采さい配はいだと思わなければ、一体どうして信しん仰こうを抱いだき続けられるかわからない。

　カナンの語った技術というのは、まさしく不可能を可能にするものだったのだから。

「正しき信しん仰こうのために」

　説明を終えて立ち上がったカナンは、こちらの前に歩み出ると、右手を差し出してくる。その顔には先ほどまでの自信に満ちた余よ裕ゆうはなく、けれど少年らしい、無理を承知といった決意があらわになっている。

　そんなカナンの向こう側では、ハイランドがかすかにこちらに向けてうなずいている。カナンは文字どおり命がけで敵地にやってきて、この途と方ほうもない計画を持ち込んだ。困難の大きさは、それが世界の運命を動かせることを意味している。平和と正しき信しん仰こうのため、ここで手を取れなければ噓うそだった。

「神の、お導きのままに」

　カナンの手を握にぎると、カナンはほっとしたように頰ほおを緩ゆるめていた。それから礼を口にする代わりにこちらの手を引くと、聖職者らしく甲こうに口づけをして、自らの額に当てていた。

「コル様とお会いできたことを、神と、またハイランド様に感謝いたします」

　ハイランドも椅い子すから立ち上がり、カナンと強く握あく手しゆを交かわす。

「カナン殿どの、我々の協力があればこの困難を切きり抜ぬけることも不可能ではないと信じている」

「もちろんです。祈いのりましょう、神の治める世の平和のために」

　他の誰だれが言っても白々しく聞こえるだろうが、この場ではそうではなかった。三人で肩かたを支え合っていれば、一人ミューリだけがむすっとした顔で、椅い子すに座ったままだった。

　カナンとは時間が許せばぜひ信しん仰こうについても話したかったのだが、あまり屋や敷しきに長居すれば誰だれの目につくかわからない。カナンはひとまずの用件を終えたと判断し、きた時と同じように、ハイランドが出かけるのを装よそおった馬車に乗って屋や敷しきをあとにした。

　ハイランドとカナンの乗る馬車を見送ってから、自分とミューリが自分たちの部屋に戻もどると、ミューリがどすんとベットに腰こしを下ろしてこう言った。

「あーあ、つまんないの！」

　耳と尻しつ尾ぽを出してぶんぶん振ふって、迂う闊かつにじゃれついた子犬を両手で持ち上げるや、右に左に揺ゆすっていた。

「こらっ。かわいそうでしょう」

「喜んでるよ！」

　ベッドにポンと放り出された子犬は、やや目を回したようによたついていたが、もっとやって欲しいとばかりに尻しつ尾ぽを振ふってミューリの手元に駆かけていく。

「きょーかいが滅ほろぼそうとした伝説の技術って言うんだもの！　絶対にすっごい大魔ま法ほうだと思うじゃない！」

　カナンは当然、伝説の技術などという大おお仰ぎような言い方をしなかったが、他のことでは誰だれよりも現実的なはずのミューリの耳は、四つもあるおかげか自分の好きな言葉を聞き取れるのだ。

「すごい魔ま法ほうですよ」

　木窓の外はまだ明るいが、日が傾かたむき始めたので少し風が冷たい。半分だけ閉じながらそう言うと、また子犬に意地悪したのか、ワンっと元気な声が聞こえてきた。

「本をたくさん作れる技術って、それのなにがすごいわけ？」

　ミューリはきっと、それこそ伝説の剣けんだとかそういうのを想像していたのだろうが、カナンが語った技術というのもそれに負けずとも劣おとらない代しろ物ものだと自分は思う。

「本を素す早ばやく作れるのなら、それはもはや奇き跡せきです。あなただって、文字を書く大変さはわかっているでしょう？」

　手が痛くて髪かみを洗えない、というのは噓うそでも、痛いのは本当だったはずだ。

「その大変さを吹ふき飛とばし、膨ぼう大だいな量の本を短期間に製作する方法というのです。とても恐おそろしい技術ですよ」

　カナンが語ったのは、まったく新しい印刷術と、その印刷術を修めた職人の話だった。

　分厚い聖典の写本では、熟練の写字生でも筆写に数か月はかかる。しかしカナンの語った技術を使えば、数人の職人で、なんならたった一人の職人の手で、一月に何冊も作れるという。

「念じるだけで文字が浮うかび上あがるなら、すごいと思うけど」

　ミューリはそんなことを言って、ぷいとそっぽを向いている。

　意固地なのは、よほど期待していた裏返しだ。

「大体、あの子の話したやつなんて、ニョッヒラで私も見たよ」

　教皇庁で働き、家系図に教皇の名が乗るようなカナンに対し、あの子と言うミューリの図太さに目を閉じつつ、反論する。

「それは木の板に絵を彫ほって、インクを塗ぬって紙に押し当てる木版画でしょう？」

「そうそう。竜りゆうと戦う騎き士しさんの場面だったかな」

　長逗とう留りゆうの客が多いニョッヒラでは、様々な技芸を持つ者が、客の無ぶ聊りようを慰なぐさめにやってくる。

　ミューリが言っているのは、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの唄うたに合わせて印象的な場面を刷って売り歩くものだ。

「なんであれが危険なの？」

「あれとは別物だからです」

　ミューリは肩かたをすくめていたが、何倍、何十倍どころではなく、何百倍の速度で本を増やすことができる技術だというのだ。ならば教会が恐おそれおののく理由は、書に関わる者ならば誰だれでも理解できる。

　しかし、技術を説明するカナンのみならず、それを聞くハイランドと自分がそろって深刻な顔をするのを、ミューリは怪け訝げんそうに見ているばかりだった。あるいはミューリのその不満げな顔は、自分だけすごさを共有できない、仲間外れだという感覚もあったのかもしれない。

「だってさ、紙にぺったんって文字を捺おすだけのことじゃない」

「まあ……おおまかには……」

　ミューリにかかると、すごい技術もすごく聞こえなくなるので不思議だった。

　カナンの語った封ふう印いんされし技術というのはこうだ。

　文字の形に鋳ちゆう造ぞうした鉛なまりの判子を山ほど用意して、複写したい文章と同じように配列してから、インクを塗ぬって紙に押し当てる。一見すると木版画と変わらないのだが、文字を刻み込んだ金属の判子を使うことで、木版では到とう底てい不可能な細かい文字でも美しく、一いつ瞬しゆんで紙に写すことができる。そしてこれだけならば、実のところミューリが語るように木版を金属に変えただけに思われる。革命的なのは、文章というものを文字に分解し、金属の判子の組み合わせにしたことであり、自由な文章を同じ道具を用いて印刷できるところだった。版画の形式ではこうはいかないし、なによりすごいのは、その判子を鋳い物ものの職人の技術を借りることで、容易に増やせるという点だった。

　さらに数十枚も刷れば細かい箇か所しよから潰つぶれていってしまう木版を金属に変えることで、耐たい久きゆう力が飛ひ躍やく的に上がる。金属の塊かたまりに叩たたきつけて紋もん様ようを刻み込む貨か幣へいの打刻槌つちでさえ、一本の槌つちでおよそ千枚は貨か幣へいを打ち出せるというのだから、紙が相手ならば、何万枚でも同じように刷れるはずだ。

　カナンの語った技術の核かく心しんとは、よく知られてはいるがばらばらに存在していた技術を、思ってもみない組み合わせで活用したことなのだ。

「十分な道具がそろっていれば、一か月もあれば部屋いっぱいに本を複製できるそうです。しかも写し間ま違ちがえもなく、書き損じもなく、完かん璧ぺきに同じ形の文字を、常に同じ配置で。これは……恐おそろしいことですよ」

　方法は単純なのに、その効果を考えれば考えるほど、影えい響きようの大きさが理解できてくる。

　けれどやっぱりミューリは腑ふに落ちない様子だった。

「確かに便利かなあとは思うけど、そんな大おお騒さわぎするほどのもの？」

　子犬と似た毛色の耳と尻しつ尾ぽを、不満げに揺ゆらしている。

「それほどのものですよ」

　ミューリはまったく信じていない目でこちらを見てから、抱だき直した子犬に向けてわざとらしく首を傾かしげたりしていた。

「考えてもみてください。たとえば噓うその書かれた文章を、簡単に複製してばら撒まけるのですよ」

「え？」

　教会が恐おそれたのは、異い端たんの思想を記した書物の複製のはずだった。探し出して燃やす以上の速度でばら撒まかれたら、対処のしようがなくなるからだ。

　長い文章は手で記すのが困難だからこそ、異い端たんのほとんどは口伝で広まっていく。それゆえに知り合いの知り合いをたどっていくことで、異い端たんを根絶することができる。けれど簡単に本が印刷できるようになれば、この状じよう況きようが一変するのは容易に想像ができることだろう。

　誰だれもが読める文字で書かれた本が、どこの家の長持ちにもしまわれているとなれば、一体どうやって誤った思想を人々から取り除けるのだろうか。しかもその本は、簡単に、とめどなく増ぞう殖しよくしていく。

　自分はもっとミューリにわかりやすい例を出す。

「たとえば世界を旅したという、大商人の冒ぼう険けん譚たんというのがあるでしょう？」

「へ？　ああ、うん。父様が湯屋で読んでて、母様に嫌いやな顔されてた気がする」

　ミューリの父親であるロレンスを、行商人としての冒ぼう険けん的な生活から湯屋の主人に落ち着かせたのは、母親である賢けん狼ろうホロの手しゆ腕わんだ。せっかく居ついたのにまたぞろ旅に出られては困る、ということなのだろう。

　そんな二人の場面を想像してやや苦笑いしながら、説明を続けた。

「その人がたまたま悪い宿に当たり、ニョッヒラの湯を悪く書いたとします。その本が、ニョッヒラを褒ほめるお客さんたちが話すより早く複製され、広められたら、どうなると思いますか」

「……」

　ミューリはようやく、カナンの語った技術のすごさに気がついたらしい。

「じゃあ、あの子がやろうとしてるのは、毒を以もつて毒を制す、みたいなってこと？」

　異い端たんの書物をばら撒まかれることを恐おそれて封ふう印いんした技術を、正しい神の教えを素す早ばやく広く世に行いき渡わたらせるために利用する。カナンたちの考えとは、つまるところそれだ。

「で、そんな技術を受うけ継ついだ人が、王国にいるんだっけ」

　子犬から、前足の肉球の匂においを嗅かげとばかりに鼻を押されていたミューリが、こちらを見た。

「探すの手伝うの？」

　冒ぼう険けんならなんだって好き、といった感じのミューリなのに、乗り気ではなさそうだ。

　ただ、それは決して、カナンの語った技術が期待外れだったから、ということだけが理由ではないだろう。自分もミューリと旅をしてきて、この少女の利発さを疑うようなことはなくなっている。銀の狩人かりゆうどが本格的に不ふ機き嫌げんそうになったのは、カナンから技術の話を聞いている時ではない。カナンから、探すべき職人の足取りを聞いている時だった。

「誰だれも行ゆく方えを知らない職人さんを、広い王国から見つけ出そうって？」

　王国は島国だが、決して狭せまいわけではないし、絶海の孤こ島とうでもない。

　優ゆう秀しゆうな狩人かりゆうどであるミューリには、現実的な困難が見えているのだ。

「探せるはずです」

　子犬の鼻先に自分の鼻を当てていたミューリは、不意に大口を開けて子犬に嚙かみつくふりを見せてから、こちらを見た。

「無理じゃないかな」

　予想できていた答えだし、ここで諦あきらめるわけにはいかない。

「伝説の剣けんは見つけられると思うのに？」

　簡単な挑ちよう発はつに、ミューリの狼オオカミの耳がびくりと反応する。ミューリは目を細めてこちらを睨にらみつけてから、子犬を胸に抱だいてベッドに横になった。

「だって伝説だもの。伝説は語られるものだから、話をたどっていけば見つかるんだよ」

　まるで異い端たんの言説そのものだ。

「少なくとも職人は存在している分、より見つけやすいはずです」

「伝説の剣けんだって存在するよ！」

　伝説の剣けんについてどこまで本気なのかわからないが、広い王国の中でたった一人の職人を見つけ出すのは無理ではないか、という言葉は非常に現実的だ。

「それに、伝説の剣けんなら見た瞬しゆん間かんにそれとわかるだろうけど、怪あやしげな技術を受うけ継ついでいる職人さんはどうかな？　ディアナさんみたいに、わかりやすい錬れん金きん術じゆつ師しの格好とかしてくれてたらいいけど」

　異い端たん審しん問もん官から追いかけられていたというのだから、そんなこともまずないだろう。

「しかも兄様の目は節穴だからね～。無理だと思うなあ～」

　ぐうの音も出ない。

　が、ここで頓とん挫ざしてはカナンたちの計画も頓とん挫ざし、王国と教会の争いは膠こう着ちやくしたままだ。この機会を逃のがせば、和解の可能性はそれこそ新大陸のような夢物語に託たくすほかなくなってしまう。残された選せん択たく肢しは、互たがいの面メン子ツをかけた大戦だ。

　カナンたちの申し出は、その閉へい塞そくした未来を切り開く奇き跡せきの一いち撃げきになりうる。平和裏りに争いを終えさせ、しかも教会の不品行を正せるなど、そんな都合の良いい展開はもう二度とあるまい。

　簡単に諦あきらめるには、あまりにも天てん秤びんに載のっているものが大きすぎる。

　だから王国で無む謀ぼうな人探しをするため、ミューリのやる気に火をつける必要があった。

「あ、本が大好きな兄様だから、くんくんインクの匂においを嗅かいでたどれるかもしれないね」

　伝説の剣けんの存在を疑われたのがよほど不服だったのか、ミューリは子犬と遊びながら、意地悪そうにそんなことを言ってくすくす笑っている。

　神よ、と胸中で祈いのったのは、これから正直ではないことをなす自覚があったからだ。

「カナンさんたちに協力できたとします。それがなにを意味するかわかりますか」

「んあ？」

　子犬の前足でほっぺたを押されていたミューリは、顔を変な風にゆがめながらこちらを見る。

　興味がないからまったく協力しない、なんてことはないだろうが、やる気があるのとないのとでどれくらい違ちがうかは、無理やり教えた文字と好きで学んだ文字の差を見れば明らかだ。

　ならば多少の手管は、神もお許しになられるはず。

「カナンさんは、迷めい宮きゆうとさえ称しようされる、教皇庁の書庫を管理する部門で働く方なのですよ」

「はあ～？　兄様は、迷めい宮きゆうとかそういうこと言えば私が夢中になるって──」

　とまで言ったミューリは、天てん井じように向けて高い高いをしていた子犬を取り落とした。

「書庫に入れるってこと!?　冒ぼう険けん譚たんもあるかな!?」

　食いついてくれた。

「教会は最近まで、何百年にも渡わたって異教徒と戦ってきたのです。なにより、奇き跡せきの話には事欠きません。つまり」

「伝説の剣けんの話もある……！」

　その言葉にはあえてなにも返事をしなかったが、ミューリには人の耳以外にも、頭の上に大きな三角の狼オオカミの耳がある。それは聞きたくない話の時にはぱたりと伏ふせられ、聞きたい話の時には小石の陰かげにいる妖よう精せいのつぶやきだって聞き漏もらさない。この時も、どうやら「そうです」という幻げん聴ちようが届いたようだった。

　自分はあえて正確な言葉を返さなかったし、カナンが協力の褒ほう賞しようとして書庫に入れてくれるかどうかも言げん及きゆうしていない。ですが神よ、私はなにひとつ噓うそをついていません、と胸中で祈いのってから、改めて口を開く。

「新大陸についての隠かくされた話などもあるかもしれません。噂うわさ程度ですが、教会の外では焚ふん書しよにされた禁書なども保管されているということですから」

　ミューリの心の中の男の子に向かって、禁書、という単語を殊こと更さら強く発音する。

　そして目もく論ろ見みどおり、洗いたてのふわふわの尻しつ尾ぽが倍に膨ふくらんでいた。

　首しゆ尾びよく手た綱づなを握にぎれたらしい。

　やれやれと思っていたのだが、いつだってこの少女は自分の手からはみ出るのだ。

「本もそうだけど」

　と、ミューリは牙きばを下した唇くちびるにかけて、不敵な笑えみを浮うかべていた。

「あの子は教皇様ってのがいるところで働いてるんだよね？　だったら、きょーかいに熊くまさんがいるかどうかも、確かめられるよね」

「あっ！」

　ミューリたち人ならざる者の時代を終わらせたという、月を狩かる熊くま。立ちはだかるすべての敵を倒たおし、月にも届かんとするその手があれば世界を治められたはずなのに、その大きな熊くまは忽こつ然ぜんと姿を消した。

　かつての伝説では西の海に消えたと言われ、どうやら実際にその足あし跡あとと思おぼしきものも海底に残っているという。そこに西の海の果ての新大陸という話がくれば、無視できない符ふ合ごうとなる。

　だが、ミューリの想像力はそんなおとぎ話のさらに上をいく。

　世界を治められたはずの覇は者しやが不可解に消えた。その後に世界を支配したのは誰だれ？　と問いかけたのだ。

　その問いの答えは、今の世に生きる者ならば誰だれだってわかる。

　教会だ。

「ふふん。人探しだっけ」

　ベッドの上で体を起こす様は、膨ふくらんだ尻しつ尾ぽで体を起こしたようにも見えた。書庫の件は自分なりにカナンへと頼たのんでみるつもりだが、教皇になど謁えつ見けんできるものなのか。

　あるいは遠目にでも見かければ、ミューリにはその正体がわかるのだろうか。

　よもや飛とび掛かかって頭ず巾きんを剝はがすわけでもあるまいから、ミューリの奇き妙みような妄もう想そうが晴れるのであれば、それはそれでよいかとも思う。まさか教皇と枢すう機き卿きよう団が、聖衣を被った熊くまであるはずがないのだから。

　ならばまず考えるべきは、目の前の問題だ。

「はい。職人さんです。手がかりはほとんどありません。ですが」

　私には糸口がいくつかあります、という言葉は搔かき消された。

「よし！」

　ベッドから跳はね起おきたミューリの横で、子犬が翻ほん弄ろうされてころころ転がっている。

　そして机の上に置いてあった、ミューリ用にあつらえられた小ぶりの剣けんをひっ摑つかむと、盗とう賊ぞくのように腰こし帯おびの間に差し込んだ。

「ほら兄様！　その職人さんを見つけにいくよ！」

　ミューリというのは、よく油を染しみ込ませた薪たきぎのようなもの。

　冷たく沈ちん黙もくしているか、激しく燃もえ盛さかっているかのどちらかなのだ。

「まだ外は明るいんだから、まずは広場かな！　あれだけ人がいればあっさり見つかるかも！　兄様みたいなインクの匂においのする人を、片かたっ端ぱしからとっちめればいいんだよね？　ほーら！」

　ミューリにぐいぐいと手を引かれ、小首を傾げてこちらを見る子犬にため息をついてみせてから、ミューリの手を握にぎり直す。

「とっちめる必要はありませんし、向かうのは広場ではありません」

「じゃあどこ!?」

　ぎらぎら輝かがやく赤い瞳ひとみに暑苦しさを感じつつ、こう答える。

「エーブさんのところです」

　尻しつ尾ぽのような銀色のおさげと、外出なのだから絶対に必要だと言い張って佩はいている剣けんを揺ゆらしながら、ミューリは早足に駆かけていく。

　外出の旨むねを年老いた下男に告げたら、もう少しで夕ゆう餉げの準備が、とおずおずと言われた。きっとハイランドから、盛せい大だいなものを準備するように、と仰おおせつかっているのだろう。日暮れまでには必ず戻もどりますと約束し、おてんば娘むすめの後を追いかけた。

　少しでも眠ねむっておくんだった、と後こう悔かいしたのはミューリを追いかけてほどなくのこと。けれど、どうせ行き先は同じなのだからと、途と中ちゆうで追いつくのは諦あきらめた。

　市場が閉まる鐘かねまではまだ多少時間があるが、空は茜あかね色いろになり、道行く人々の顔もどこかほっとしていた。元気なのはこれからが稼かせぎ時の酒場で働く者たちや、最後の一仕事を終えようと気勢を上げる荷運び人夫、それと狩人かりゆうどの魂たましいに火が点ついた狼オオカミ娘むすめくらいのものだ。

　けれどこんな平和な夕暮れの光景も、教会と戦いくさが始まれば、すべて炎ほのおの色に染まってしまう。

　そう思うと幾いく分ぶん足が早まって、ようやくラウズボーンの旧市街にたどり着く。

　目当ての屋や敷しきの前に向かえば、待ちくたびれたミューリが、道みち端ばたで剣けんの稽けい古こを受けていた。

「遅おそーい！」

　年とし頃ごろの女の子が往来で剣けんの素す振ぶりなど、という小言を挟はさむ暇ひまもない。ミューリの剣けんの素す振ぶりを見ていたのは、ノードストンの騒さわぎの際に自分たちについてきてくれたアズだ。

　こちらを見やり、どこか笑っているような無表情で、軽く会え釈しやくをしてくる。

「エーブさんはいらっしゃいますか？」

「いるよ！」

　答えたのはミューリで、最後に横薙なぎに剣けんを払はらうと、鞘さやに納めていた。

「剣けんは止める動作も大事です。次はそこを意識ですかね」

「はい！」

　自分には一度だって見せたことのない真しん剣けんな顔で、ミューリはアズに返事をしていた。

「せめて中庭かどこかでやりなさい」

　ミューリに小言を向けても、肩かたをすくめられるだけ。剣けんの腕うでは磨みがいても、慎つつしみ深ぶかい騎き士しになる日は遠そうだ。そんなミューリと共にアズに先導され、かつては街で取引される小麦の荷に揚あげ場だった屋や敷しきの一階部分に通された。

「わあ」

　ミューリが思わず感かん嘆たんの声を上げたのは、今までがらくた置き場だったそこが、山ほどの商品で埋うまっていたから。エーブはそこで、帳ちよう簿ぼ片手に品定めをしている。

「私は忙いそがしいんだがね」

　旅から戻もどってきて間を開けずに顔を見せたとなれば、またなにか面めん倒どうなことを持ち込んできた、と思ったのだろう。

「確実ではありませんが、商あきないに繫つながる話かと」

　大量に本を印刷するのなら、紙やインクのみならず、束ねる紐ひもや装そう丁ていの革かわ、それに出来上がった写本の運うん搬ぱんなど、膨ぼう大だいな手配が必要になるはず。それも秘密裏りにということであれば、支し払はらいにも色がつけられるだろうし、人目につかない商あきないはエーブの得意領域だ。きっと少なからず仕事を頼たのむことになるだろう。

　エーブは羽ペンを持ったまま小指で耳の後ろを搔かいて、ため息交じりにこちらを見た。

「今度はなんだ」

　シャロンは明らかにこのエーブを警けい戒かいし、自分も大きな借りを作ろうと考えると気き後おくれしてしまうが、基本的にエーブはいい人だと思う。

　そのことが顔に出ていたのか、エーブは嫌いやそうにしていた。

「ある人に連れん絡らくを取ってもらいたく」

「へ？」

　間ま抜ぬけな声を上げたのは、もちろんエーブではない。

「兄様、職人さんの居場所を知ってるの？」

　エーブはその言葉に眉まゆを歪ゆがめ、自分は苦く笑しようした。

「違ちがいますよ。エーブさん、ル・ロワさんと連れん絡らくを取りたいのですが」

　エーブはその名に一いつ瞬しゆん目を大きく開き、それからますます怪け訝げんそうに細めていた。

　自分が口にしたのは、十年以上前の旅で知り合った、書しよ籍せきを専門に取とり扱あつかう商人の名だった。

「その名をニョッヒラの山やま奥おくで聞いたのなら、聖典の一冊でも手元に置いておきたいのかと思っただろうがな。今のお前なら王国の貴族やら大聖堂の司教やらに頼たのんで、大たい抵ていの書物を見ることができるだろ」

　つまり、そう簡単には手に入らない書しよ籍せきを探している、と推測したのだ。

　特に自分のことだから、なにか信しん仰こうがらみのものだと。

「エーブさんにご迷めい惑わくは……おそらく、かけないかと」

「はっ」

　鼻を鳴らしたエーブは、指を突つきつけるかのように鋭するどい語調で言った。

「同じ重さの金よりも貴重な書しよ籍せきを扱あつかう、ル・ロワみたいな奴やつとの連れん絡らくを仲ちゆう介かいさせて、迷めい惑わくをかけないだと？　蜂はちの巣す箱を軒のき先さきに置いて、熊を呼ぶつもりはなかったと言うようなものだ」

　妙みようなたとえだが、なんとなく言いたいことはわかった。

「手伝ってくれないの？」

　尋たずねたのは、赤い瞳ひとみをエーブに向けるミューリだ。

「……」

　エーブが心底嫌いやそうな顔をしたのは、ミューリの顔の向こうにあの賢けん狼ろうの姿を見たからか。

　自分としては、そうではないと思う。
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　ミューリがくるたびに、なぜかここの屋や敷しきにも美お味いしい食べ物があるのだから。

　エーブは心底嫌いやそうな顔で、呻うめくように言った。

「お前らが私の知らないところで妙みような話に首を突つっ込むくらいなら……最初から目の届く範はん囲いに置いておくほうがまし、か……」

　ミューリは目をぱちくりとさせてから、楽しそうに笑っていた。

　ミューリの両親との関係や、ハイランドとの取引、それに今後の商あきないも考えてなのだろうが、一番の理由は、エーブもなんだかんだ自分たちのことを心配してくれているのだろう。

「だがな」

　と、さっきまでとは違ちがった顔で、エーブは言った。

「老ろう婆ば心しんからの忠告だ。どんな理由かは知らないが、表沙ざ汰たにできないような本の世界に、安易に首を突つっ込むのはやめておけ」

　数多あまたの商品を商あきなってきた強ごう欲よく商人が、散々危険な橋を渡わたって得た結論が、それなのかもしれない。本には思想が詰つまり、思想は世界の毒にも薬にもなる。だからこそそれらを無限に増ぞう殖しよくさせる技術を、教会は封ふう印いんしようとした。

　自分もその危険性は承知しているし、ハイランドやカナンもまた同様だろう。

　だとすると、そんな書物という存在を無限に複製しうる技術を復活させようとしていると知ったら、エーブはどんな顔をするのだろうか。隣となりのミューリはまさにそれを想像していたのだろうが、自分は努めて平静にこう言った。

「本の作り方について、ちょっとお聞きしたいだけです」

「……」

　誤ご魔ま化かせるとは毛頭思っていない。けれど情報というものは、耳にしたとたん一いち蓮れん托たく生しようになるものだということを、エーブもわかっているはずだ。それに自分たちが悪意からなにかを隠かくすとは、人を疑うのが常のエーブでも思わないだろう。自分は本当に、エーブに迷めい惑わくをかけるつもりはない。

　知ることの危険と、知らないことの危険を天てん秤びんにかけ、エーブは結局、後者を選んだようだった。

「私はル・ロワに連れん絡らくを取る。その後、あいつが危険なしと言ったらそれなりに手伝ってやってもいいが、そうじゃないなら私はなにも聞かなかったし知らなかった。いいな？」

　念を押されるが、ある種の信しん頼らいとも取れる。

「も……もちろんです」

　エーブはなおもこちらを見つめてから、再び小指で後頭部を搔かいていた。

「お前もすっかりあの行商人に似てきたな。羊のなりをしているくせに、妙みようなところで怖こわいもの知らずだ」

　苦笑い気味に、褒ほめ言葉として受け取っておく。

「ル・ロワなら奇き矯きような貴族から引っ張りだこだ。誰だれかが居場所を知ってるはずだ。すぐ連れん絡らくが取れるだろ。早ければ三日、長くても一週間程度か」

「ありがとうございます」

　苦々しげな顔を見せたエーブは、大きくため息をつく。

「それで？　晩飯はここで食うのか？」

「あ、いえ、実はハイランド様が……」

「だろうな。突とつ然ぜん上等の羊肉と高価な砂糖菓が子しを市場で買いつけてる奴やつがいると耳に入った。どうせハイランドだろうと思ったが、どこかの高貴なお歴々が町にくるんじゃないかって噂うわさが流れていて笑ったよ」

「立派な働きをした騎き士しをもてなすには、それくらいじゃないと」

　いつだって気き後おくれなんかとは無む縁えんのミューリが、胸を張っていた。

「聞く限り、実際に十分な働きだったようではあるが」

　ラポネルでの騒さわぎは、隣となりに控ひかえるアズから詳くわしく聞いたようだ。

「だが、幸運がいつまで続くかは神のみぞ知るだ。もしも今度の仕事でついにドジを踏ふんだら」

　エーブは羽ペンを持ったほうの手で、こちらの顎あごに手を当ててくる。

「うちで雇やとってやってもいい」

　そしてミューリがやんわりと、エーブの手を取った。

「たっぷりの蜂はち蜜みつとナツメヤシの実を用意してくれたら、考えてあげる」

「ふん。なら、檸檬れもんを使った氷こおり菓が子しもつけてやるから今すぐこないか？」

「檸檬れもん？　なにそれ、おいしそうな名前だけど」

「ふふん。あの独特の酸すっぱさを知らないとは哀あわれだな」

　ミューリにまた余計な知識を渡わたさないでくれ、と思いつつ、ひとまずエーブから書しよ籍せき商ル・ロワに連れん絡らくが取れそうでほっとする。彼が相手ならば、危ない話でもかえって安心してできるはずだ。なぜならば、ル・ロワとはまさにエーブが語ったような、到とう底てい表沙ざ汰たにはできない危険な書物を取とり扱あつかう書しよ籍せき商なのだから。

「ねえねえ、兄様、私も檸檬れもんの氷こおり菓が子し食べたい！」

　エーブから新しいご馳ち走そうの知識を仕入れたミューリはこちらの袖そでを摑つかんで揺ゆすってくるし、夢みがちな少女に悪いことを吹ふき込んだ魔ま女じよは楽しげに笑っていた。

「この後は、ハイランド様がご馳ち走そうを用意してくれていますよ」

「でも檸檬れもんはないでしょ！　皮からはすっとした香りがして、中には酸すっぱい果か汁じゆうがたっぷり詰つまってて、蜂はち蜜みつと混ぜてから、削けずった氷にかけると最高なんだって！」

　ニョッヒラの湯屋で、大金持ちの貴族がそんな話をしているのを聞いたことがあるようなないような気がする。世界にはまだ見ぬ食べ物が山ほどあるようだが、そう考えると、まだ知らない知識、世に知られていない技術というのはどれほどあるのだろうかとも思えてくる。しかも禁書の世界はエーブさえ躊ちゆう躇ちよするような場所なのだとしたら、そこにある知識を集めた時、どんな世界が見えるのだろうかと空恐おそろしくさえなる。

　そしてノードストンと暮らしていた錬れん金きん術じゆつ師しは、おそらくそういう世界を見つめていたのだ。

　誰だれも知らない麦の肥料を見つけたり、西の海の果てに大陸があると確信したり、それどころか、その錬れん金きん術じゆつ師しは──。

「兄様？」

　そんな声で我に返る。

「あっ……すみません」

「やっぱり私とお昼ひる寝ねしてたらよかったんだよ」

　旅の疲つかれで寝ねぼけている、とでも思われたようだが、世界が丸いかもしれないなんて考えを口にしたら、ミューリはそれこそ寝ね言ごとだと思うだろう。

「じゃあ兄様、お屋や敷しきに戻もどってご飯食べよう！」

　よくもまあこんなに次々と頭を切きり替かえられるものだと感心する。

　とはいえこの広い王国から、異い端たん審しん問もん官でさえ逃にがしてしまった職人を見つけようというのだから、その機き敏びんさは心強い。

　ただ、エーブの屋や敷しきを辞してから、早く歩けと袖そでを引っ張るのはやめて欲しかったのだった。

　ラウズボーンの肉屋や砂糖を扱あつかう薬種商では、急な高級品の買いつけを目まの当あたりにして、一体どんな貴き顕けんが街にやってくるのかと噂うわさになっていたらしいが、それがたった一人の山やま奥おくの湯屋から出てきた少女のためのものだと知ったら、さぞ驚おどろくのではないか。

　けれどこの豪ごう華かすぎる晩ばん餐さんを用意したハイランドは、ミューリの様子に実に満足げだった。

「遠方の地に赴おもむいての任務、大義であった」

　普ふ段だんは貴族らしい言動がなさすぎるくらいのハイランドが、いかにも領主然としてそんな口上を述べたくらいだ。もちろんそれは、晩ばん餐さんには騎き士しの正装が必要だと言い張って剣けんを佩はいてきた、おてんばなミューリを喜ばせるためのものだった。

　ミューリは本物の騎き士しから習ったばかりの礼法で剣けんを外し、忠誠を示すように膝ひざをつく。

　確かに見事な所作なのだが、すぐ側そばのテーブルでは焼き立ての羊肉が良いい匂においと共にぱちぱちと脂あぶらを爆はぜさせているせいで、ミューリはうつむいた拍ひよう子しによだれを垂らしそうになっていた。慌あわてて袖そで口ぐちで口を拭ふくのを見て、ため息が出る。

「船旅では冷たい食事も多かったろう。さあ、食べてくれ」

　騎き士しごっこに満足したミューリは剣けんを下女に渡わたし、肩かたをぐるぐる回してから椅い子すに座り、ナイフを握にぎって力強く肉の塊かたまりに突つき立たてていた。

「まったくもう……」

　行ぎよう儀ぎもなにもあったものではないが、主人格のハイランドが大喜びなので、強く言うこともできない。それに多少ではあったが、ミューリもハイランドのためにわざと奔ほん放ぽうに振ふる舞まっている感じがないわけでもなかったので、せめて塊かたまり肉にかぶりつくのはやめなさいと、せっせと肉を切り分けてやることにした。

「ノードストン家のことでは、本当に素す晴ばらしい働きだったようだ。ご苦労様」

　ステファンからの手紙と、騒そう動どうの顚てん末まつを記した報告書は、食事前に渡わたしてある。

　今回の騒さわぎにはいささか隠かくしごとが多いので、ハイランドが掲かかげた杯さかずきに合わせて葡ぶ萄どう酒しゆを飲む際、若じやつ干かん喉のどに詰づまり気味だった。

「前領主のノードストン様は、清せい廉れん潔けつ白ぱくとは言いがたいと言いますか、癖くせのある御ご仁でした。ですが、家か督とくを引ひき継ついだステファン様は実に敬けい虔けんな方なので、領地の今後は心配ないかと」

「そうだね。手紙を見るだけでわかるよ。文章は人ひと柄がらを映し出す」

　ハイランドは思い出し笑いをするようにそう言った。ステファンの気負いすぎる性格から、ハイランド宛あての手紙がどんな感じだったのかは、なんとなく想像がつく。

「ただ、荒こう唐とう無む稽けいだと思った噂うわさ話ばなしのいくつかは、まったくのでたらめでもないことには驚おどろかされたけれどね」

「んぐ、そうだよ！　骨を満まん載さいにした船を見つけた時は、腰こしが抜ぬけるかと思ったんだから！」

　すりおろした大にん蒜にくに松の実と胡こ椒しようが粒つぶのまま混ぜてあるという、強そうなソースがたっぷりかかった牛の肩かた肉にくを、わっせわっせと口に詰つめ込んでいたミューリが楽しげに言う。

「前領主は乱世に生きた人だったか。目的のためにはなりふり構わないというその姿勢は、少しは見習うべきかもしれない」

「うん。格好いいお爺じいさんだったよ！」

　ハイランドは笑え顔がおで同意し、ミューリがそら豆のスープに取とり掛かかるのを見届けてから、こちらを見た。

「そんな八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくの後、またすぐにカナン殿どのの話だ。立て続けの頼たのみごととなるのを、許して欲しい」

「いえ、そんな」

　慌あわてるこちらの肩かたをぽんと叩たたいたのは、隣となりに座るミューリだ。

「美お味いしいご馳ち走そうを用意してくれるなら、いくらでも大だい丈じよう夫ぶ」

「ミューリ！」

　𠮟しかったところでどこ吹ふく風のミューリは、羊のあばら肉の塊かたまりから骨を一本引きむしり、脂あぶらの滴したたる肉にかぶりつく。

「ご馳ち走そうで働いてもらえるのなら安いものだよ。それに、カナン殿どののことは、本当に大きな影えい響きようを世の中にもたらすだろうからね」

　笑え顔がおではあるものの、そう言ったハイランドの顔には、どこか物もの憂うげな色が見える。

　言われたことをこなせばいい自分とは違ちがい、ハイランドは王国とカナンたちとの間に立っているのだ。うまくいくにせよ、失敗するにせよ、のしかかる責任の重さは並大たい抵ていものではないはずだ。

「カナン様は大聖堂に？」

「いや、大聖堂の中に敵対する派は閥ばつの顔見知りがいないとも限らない。エーブ・ボランに倣ならって、街の古い建物に滞たい在ざいしてもらっている」

　歴史の長い街ならば、激しい戦いくさを何度も経験している。戦火を経験している古い建物には、地下通路や秘密の小部屋がつきものなので、いざという時のためにはそういう建物のほうが安心だろう。

「安全を考えると、本当ならば王国に上陸さえして欲しくなかったのだけれどね。仲ちゆう介かいしてくれた高位聖職者から聞いたんだが、カナン殿どのはこの計画を、君と直じかに会って人ひと柄がらを確かめるまでは、絶対に前に進めないと言い張っていたらしいんだ」

　その言葉にやや驚おどろいたのは、カナンが決して使い捨ての駒こまではなく、計画の重要な役目を担になっている立場だとわかったから。いくら名家とはいえ、あの若さでと驚おどろいていたら、ハイランドは続けて言った。

「神童として有名だそうだよ。分厚い神学書であろうとも、一目見ただけですべてを暗記してしまうのだとか」

　カナンの場慣れした、年ねん齢れいに似つかわしくないほどの落ち着いた雰ふん囲い気きと、封ふう印いんされた技術のあらましを滔とう々とうと説明していた聡そう明めいな様子を思い出す。単なる高貴な家いえ柄がらではなく、それに相応ふさわしい能力の持ち主なのだ。

　堂々とした態度だけならば隣となりの少女も引けを取らないだろうが、とミューリを見やれば、分厚く切ったチーズを小麦のパンに嬉き々きとして載せているところで、ぱたぱた振ふられる尻しつ尾ぽが見えるかのようだった。

「私は無事にカナン様のお眼鏡に？」

　ハイランドは微ほほ笑えみながら肩かたをすくめていた。

「彼は審しん査さを口実に、この先二度と会えないかもしれない憧あこがれの人物に会いにきた、と私は信じているよ」

「……」

　なんと答えたらいいのか戸と惑まどうが、ハイランドが満足そうなので曖あい昧まいにうなずいておく。

「ついさっき送っていった際も、君の訳した俗ぞく語ご翻ほん訳やく版の完全版を読めるのが楽しみでしょうがないようだった。執しつ務む室ではずいぶん気を張っていたんだろう」

　余よ裕ゆうに満みち溢あふれたカナンの雰ふん囲い気きに対し、吞のみ込まれないようにと必死だった。舞ぶ台たい裏うらの様子を聞くと、お互たがいに見み栄えを張ろうとしていたようだとわかり、どこかくすぐったくなる。

「私にはすぐにわかったけど」

　あっという間にパンを平らげてしまったミューリが、狼オオカミの娘むすめらしく尖とがった犬歯を見せながら、目を細めて笑う。

「あれが女の子だったら、兄様の手ての甲こうに口づけしたところで蹴け飛とばしてたかも」

　葡ぶ萄どう酒しゆに口をつけていたハイランドが、肩かたを揺ゆらしていた。

「私も注意しないといけないね」

　またそんな冗じよう談だんを、とハイランドを見やると、ミューリは楽しげに大口を開け、新しい肉にかぶりついたのだった。

「う～……動けない……」

　どこかで見た光景だと思うのは、ミューリが母親の賢けん狼ろうホロとそっくりな見た目だからだろう。かつてはそれこそ神とさえ呼ばれていたようなホロも、酒を飲みすぎてはよくこんな醜しゆう態たいを晒さらしていた。

　けれど傍はたから見ていれば、それは自じ堕だ落らくな性格というよりも、側そばに世話を焼いてくれる最愛の夫がいるからだ、というのはよくわかった。つまりはミューリがこんなである責任の一いつ端たんは、甘やかしてしまう自分にあるのかもしれない。

「兄様～……苦しいよ～……」

　山ほどのご馳ち走そうを平らげた後、ミューリは部屋に戻もどることもままならず、中庭に面した回かい廊ろうにある、石造りのベンチの上にひっくり返っていた。

「医者を呼ばなくても大だい丈じよう夫ぶだろうか？」

　おろおろとするハイランドに、いつものことですとため息交じりに答えておく。

「しばらくこうしてれば治るでしょう」

　なんなら翌朝には腹の虫が鳴っているはずだ。

　慌あわてた様子で毛布を持ってきてくれた下女に礼を言い、ミューリの上にかけてやる。

「暴食は大罪のひとつです。後でお説教ですからね」

「うう～……」

　その呻うめき声はいかにもわざとらしく、聞こえません、という意味だ。

　ずる賢がしこいおてんば娘むすめの額を小こ突づき、立ち上がる。

「それはそうと、ハイランド様」

「うん？」

　一晩中でもミューリに付つき添そっていそうな様子のハイランドが、こちらを見た。

「例の職人の件ですが、ひとまず知り合いの書しよ籍せき商に話を伺うかがってみようかと思っています」

「そんな知り合いが？」

「昔の旅でお世話になった方なのですが、教会から禁書処分にされるような技術書を取とり扱あつかっていました。知識や伝つ手てはもちろんのこと、特に信用の面で頼たよりになるかと」

「稀き覯こう書を取とり扱あつかう書しよ籍せき商か。仕事柄がら、異い端たん審しん問もん官の動きにも敏びん感かんだろうから、当時のことをなにか知っているかもしれないね」

　ハイランドは深くうなずきながら、顎あごに手を当てなにかを考えていた。

「どうされました？」

　その問いに、ハイランドの顔はなおも晴れなかった。

　なにか言いたいことを迷っている、という感じだった。

「カナン殿どのの持ち込んできた話は、王国にとってもまさに神の思おぼし召めしなのだが」

　僥ぎよう倖こうを神に感謝する、というにはいささか固すぎる口調で、ハイランドは言った。

「協力するうえで、問題があるとも思っている」

「問題、ですか」

　カナンの持ち込んできた話は、それこそ問題だらけとも言える。エーブでさえ関わりたがらない書しよ籍せきの世界の、最も深い部分に頭から突つっ込む話だし、俗ぞく語ごの聖典を大陸側でばら撒まく話は、それこそウィンフィール国王の指示によって止められている。

　とはいえ、のるかそるかの判断はとっくに終えているものと思っていた。

　あるいはミューリと同じように、職人を見つけ出す困難さについてだろうかと思っていると、ハイランドはこの問題の、意外な切り口を見せてきた。

「本を作るための場所なんだよ」

　分厚い聖典を何十冊、何百冊、あるいは千冊を数えるかもしれない。

　カナンの語った技術があれば、どうやら少ない職人だけで、それだけの複製ができてしまうらしい。羊皮紙を使ったり、牛うし革かわの装そう丁ていを施ほどこさない単純な紙の本ならば、その値段の大半は文字を書く職人の給料で決まる。

　だから技術さえ見つければと思っていた自分は、ミューリの言うとおり、世界の半分しか見ていなかったようだ。

「場所……そうか……そう、ですね」

　紙束だけで、すさまじい物量になるだろう。しかもそれを運ばなければならなくなる。人目を忍しのんで大量の本を作るのであれば、人里離はなれた場所で作業をする必要があるが、辺へん鄙ぴすぎると物資の運び込みに難なん儀ぎする。しかもなにもない場所にやたらと紙やインクを積んだ荷馬車が出入りしていれば、嫌いやでも目立つ。

　それに、カナンの語った技術はあくまで紙に文字を印刷するためのもので、紙工こう房ぼうから仕入れた紙を裁断し、穴を開けて紙束を綴とじ、表紙をつけて簡単にでも本の体てい裁さいを整えるならば、結構な人手が必要になる。工こう房ぼうに詰つめて働いてもらうのだとすれば、彼らが生活するためのあれこれに、その身の回りの世話をする人間たちだって必要で、すべての活動を支えるための物資を頻ひん繁ぱんに運び込む必要がある。当然、町中でこっそりできるようなことではない。

　まったく盲もう点てんだったと思っていたら、ハイランドがそれ以上に予想もしていなかったことを言った。

「そこで、君の口くち添ぞえが欲ほしいんだ」

「わ……たしの、ですか？」

　一体なぜと思っていたら、ハイランドは肩かたを落とし、ため息をつく。

「今回の計画にぴったりな場所に心当たりがあるのだけれど……。ほら、私たちが後うしろ盾だてになっている新しい修道院だよ」

「あっ」

　思わず声を上げてしまう。

　シャロンやクラークたちのための修道院は、確かにおあつらえ向きだったからだ。

「人里から適度に離はなれていて、多くの人が寝ね起おきする広さを持ち、頻ひん繁ぱんな人の出入りも疑われないとなると、私はそこ以上のものを思いつかない」

「確かに紙やインクが忙せわしなく搬はん入にゆうされていても、修道院ならば疑われませんね。素す晴ばらしいと思います」

　そう言ってから、ふと気がつく。

「ですが、えっと、それでなぜ私の口くち添ぞえが？」

「うん。その、なんだ」

　と、ハイランドは困ったように額を搔かいていた。

「修道院は、クラーク殿どのやシャノン女史のために用意したものだろう。日々修道院開設のための準備に奔ほん走そうしているはずだ。それを、私たちの都合で取り上げるというのは、その……」

　呆あつ気けに取とられてしまったのは、ハイランドの歯切れの悪さにではない。

　自分の中の貴族像と目の前のハイランドが、あまりにもかけ離はなれていたからだ。

「もちろん、ずっとこの計画のために取り上げるわけではない。計画が終わった暁あかつきには、約束どおり彼らの修道院にするつもりだ」

　言い訳がましく言うハイランドに、自分はついに少し笑ってしまっていた。

「ハイランド様。私はハイランド様への信しん頼らいを、より強固なものにいたしました」

「ええ？」

　目をぱちくりとさせるハイランドを前に、自分は背筋を伸のばし、居住まいを整えた。

「ハイランド様には、いくらでもクラークさんたちに命じる権力があります。けれどハイランド様はその力にためらいを覚え、常にクラークさんたちの立場に配はい慮りよされています」

　正面から見上げたハイランドは、年ねん齢れいに相応ふさわしい娘むすめのように、目を背そむけていた。

「素す晴ばらしいことだと思います。私はハイランド様と共に歩めることを──」

「コ、コル」

「恥はじることはありません。私は本当に感動いたしました」

「いや、その、だね」

　まさに詩に歌われるようなハイランドの気高さは、これ以上王族に相応ふさわしいものもないだろう。その感動を伝えたく、照れ臭いのか戸と惑まどっているハイランドの手を握にぎろうとした、その瞬しゆん間かんだった。

「ヴ～……っ」

　地じ獄ごくの底から聞こえてくるような、唸うなり声がした。

「コル……」

　我々は裁きを待つ身である。そんな諦あきらめに似た顔で、ハイランドは両手を肩かたの高さに上げていた。もしもハイランドが機転を利きかせていなかったら、きっと今いま頃ごろ自分たちの手には、深い歯型がついていただろう。

「君の騎き士しの守りは鉄てつ壁ぺきだ」

　ハイランドはそう言ってから、ミューリを見ながら一歩後ろに退く。

　それでようやく、ミューリは唸うなるのをやめたのだった。

「このおてんば娘むすめには、主君が誰だれであるのか今一度説明しなければならないと思いますが……」

　自分とミューリの二人だけの騎き士し団は、ハイランドから特権を下か賜しされることによって成立している。となると表向きの主君はハイランドということになるのだが、森の掟おきてに従う狼オオカミ娘むすめには、あまり関係ないことなのだろう。

「それより、ハイランド様。修道院のことですが」

　ハイランドは主君に対する敬意を欠かれるより、ミューリとの良好な関係を崩くずすほうが嫌いやなようで、むすっとしているミューリの機き嫌げんにやきもきしているようだった。そこに話を戻もどそうと言葉を向ければ、はっと我に返った様子で、ばつが悪そうな笑えみを見せた。

「クラークさんとシャロンさんは理解してくれると思いますし、私からも説明します。計画のことはお伝えしても？」

「あ、ああ。あの二人ならば信用できるはずだ。それにできれば、聖典の製本の際は文章の確かく認にんなどで力を貸して欲しいとも思っている」

「かしこまりました」

　自分はそう言ってから、少し口にしにくいことを言った。

「ただ、修道院予定地を借りるとなると、それはそれで問題が」

「問題？」

　さっきとまったく逆の構図におかしみを感じるが、内容はあまり面おも白しろくない。

「修道院予定地は、思いのほか荒あれ果はてているようなのです。クラークさんが日々赴おもむいて、修復をしようとしているそうなのですが、あまり芳かんばしくないようで。その修復の資し金きん繰ぐりも目め途どがなかなか立たないと」

　ハイランドはぽかんと口を開け、それからミューリのことも忘れて詰つめ寄よってきた。

「そうだったのか!?」

「えっと、あ、はい」

　今度は自分がミューリのほうを気にすると、ベンチに寝ねそべったままのミューリは、むすっとしたまま唇くちびるを尖とがらせていた。

「思ったより状態が悪いかも、とは確かに聞いていた気がするが……そうか、そんなにだったのか……」

　ハイランドは自責の念に駆かられるように、額に手を当てていた。

「きちんと確かく認にんしないのは私の悪い癖くせだ。そうか。わかった。それならば、補修費用をこちらで用意しよう。その代わりと言ってはなんだが、しばらく場所を貸してもらう交こう渉しようをお願いできないだろうか」

　ハイランドの立場なら、一方的に命令したところでクラークたちは従うほかない。

　ミューリの目があるのでその手を取ることは控ひかえたが、自分が共に教会の不正と戦う相手として、ハイランド以上の人物はいないという思いを新たにした。

「わかりました。そのようにお伝えします」

「うん。頼たのんだよ」

　ハイランドはそう言って詰つめ寄よっていた体を離はなすと、算段を立てるように頭を巡めぐらせている。

　その隙すきにミューリを見やると、いーっと歯を剝むかれた。

「まったく、彼らももっと早く言ってくれれば……いや、違ちがうか」

　独ひとり言ごちていたハイランドの笑えみは、少し悲しげだった。

「シャロンは元徴ちよう税ぜい人だったね。懐ふところ具合を察せられてしまったんだろう」

　お人ひと好よしの領主が儲もうかるものか、とシャロンは言っていた。旅の路銀程度ならともかく、自前で大聖堂を建こん立りゆうしてしまうような金持ち貴族とは事情が違ちがうのだ。

「資金のことを心配させてしまうなんて、上に立つ者として情けないことだ」

「そんな」

　自じ嘲ちようするハイランドに思わず声をかけると、ハイランドは小さく肩かたをすくめて微ほほ笑えんでから、ミューリを見やる。

「君のお父上は希代の商人だったと聞いている。いつか教えを乞こいたいと伝えてくれないだろうか」

　ミューリはふんと鼻を鳴らし、「気が向いたらね」とかなんとか言っていた。

「とはいえ、まずは職人を見つけることだ。私も各港町に異い端たん審しん問もん官が来訪した記録がないか問い合わせてみよう」

「は、はい」

「この計画で、王国と教会の争いに終しゆう止し符ふを打つのだからね」

　ハイランドはそう言ってこちらの肩かたに手を置いてから、慌あわててミューリを見ていた。

「もう、怒おこんないよ！」

　噓うそつきの島に住む噓うそつきの話のようだが、体を起こしたミューリは立ち上がり、自分とハイランドの間に割って入ると、双そう方ほうの胸を押して距きよ離りを開けた。

「髪かみの毛けを編んでくれたら許してあげる」

　それは自分に向けて。

「蜂はち蜜みつのかかった干しイチジクで許してあげる」

　それはハイランドに向けて。

　さっきまで食べすぎて唸うなっていたのに、呆あきれた話だ。ハイランドはふたつ返事で了りよう承しようして、ミューリは満足げにうなずいていた。

　カナンの計画にはいくつもの難関がある。

　けれど案外うまくいくのではないか。

　そんなことを思えるくらいには穏おだやかな、夜のひとときなのだった。

　ラウズボーンを留守にしていた分のご馳ち走そうを、ミューリがそのお腹なかに詰つめ込んでいた夜が明けた翌日。ミューリは早朝の剣けんの稽けい古こをし、自分は屋や敷しき併へい設せつの礼拝堂で朝の祈いのりを捧ささげた後、昨日の計画を伝えにシャロンの下もとへと向かった。

「……大にん蒜にく臭しゆうがひどすぎるぞ」

　ミューリの前でシャロンはいつもわざとらしいしかめっ面つらだが、この時ばかりは本当に顔をしかめていたし、さしものミューリもちょっと恥はずかしそうだった。朝目を覚まし、どこかからすごい大にん蒜にくの匂においがすると言って部屋中を嗅かぎまわったりしていたので、尚なお更さらだ。

「それでなんの用だ？」

　恥はずかしいのを誤ご魔ま化かすためか、がうがうと唸うなるミューリの頭を押さえながら、シャロンに用向きを伝える。カナンと封ふう印いんされた技術のことを伝えると驚おどろいていたが、王国と教会の争いが平和裏りに解決されるかもしれない、という点についてずいぶん興味を持っていた。シャロンは王国と教会のことなどどうでもよさそうだが、後ろをうろちょろしている孤こ児じたちのため、平和を望んでいるということなのだろう。

「王国と教会の争いのことは、私には埒らち外がいだ。ただ、改修を手伝ってくれるのは正直助かる。クラークの奴やつはあれで意地っ張りだからな」

「意地っ張り？」

　シャロンはため息と共に肩かたをすくめた。

「予定していたより作業が進んでなくてな。それでも自分の仕事だからと、泊まりがけで作業をしているんだよ。たまには戻もどってこいと言っても、聞く耳を持たない。どうも信しん仰こう篤あつい連中にはそういうところがある」

　苦々しい顔つきのシャロンに、ミューリは訳知り顔にうなずいて、こちらを見上げていた。

「これを機にお前から少し休むように言ってくれたら、少しは言うことを聞くだろう」

「わ、かりました」

　返事が詰つまり気味になってしまうのは、兄様も同じだからね、と言わんばかりのミューリの視線が痛かったから。

「それにしても、文書をいくらでも複写できる技術とは」

　腕うでを組んだシャロンは、ため息交じりに言った。

「徴ちよう税ぜい人の頃ころにそれがあったら、どれだけ楽だったことか」

「へえ？」

　と、ミューリがシャロンを見る。

「神と参事会の要よう請せいにより、なんて徴ちよう税ぜいの布告やらの定型文を山ほど書いたからな。その手間を省けるなら、苦く役えきから解放される者がたくさんいる」

　いまいち技術のすごさがわかっていなかったミューリは、シャロンの語る現実的な問題に、素す直なおに感心しているようだった。

「しかしいかさまの書類も量産されるってことだから、痛しかゆしか」

　文書と関わる者たちには、技術の利点も欠点もすぐにわかる。

　シャロンはふんと鼻を鳴らすと、こちらとミューリを交こう互ごに見た。

「とはいえ、行ゆく方え知れずの職人探しなんて本気か？　税を滞たい納のうして雲くも隠がくれした職人を見つけるだけでも、どれだけ大変だったことか」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私たちは幽ゆう霊れい船の正体を暴けたくらいなんだし」

　自分は苦笑いし、ミューリは得意げに胸を張っている。

　その対比が面おも白しろかったのか、シャロンは唇くちびるの片方だけ吊つり上あげて笑っていた。

「ああ、幽ゆう霊れい船といえばそうだ」

　そんなシャロンが腕うでを解き、微び笑しようのままミューリを見やる。

「お前、帰りの船の上で海鳥をいじめたらしいな」

「えっ!?　いじめてなんか……」

「いじめてましたね」

　海鳥の必死な形相というのを初めて見た。シャロンだけならまだしも、自分からも冷たい目を向けられ、ミューリは首をすくめて上うわ目め遣づかいだった。

「せいぜいクラークを手伝って、罪つみ滅ほろぼしをしてこい、犬っころ」

「はあ？　この──」

　鶏にわとり、と言い返そうとしていたが、前のめりになった直後に腰こしに佩はいた剣けんが揺ゆれて、我に返っていた。騎き士しが誰だれかを守ることはあっても、苛さいなむことはない。

　神の信しん仰こうは相変わらず持とうとしないが、騎き士し道精神なら小さい頃ころから馴な染じんでいる。

「……鳥さんに、謝っておいて」

　シャロンの目を見て言えたら満点だったろうが、これでも長足の進歩だ。

「これからは港で海鳥を見かけたら、パンの欠片かけらを分けてやれ」

「……そうする」

　狼オオカミの耳と尻しつ尾ぽが出ていたら、しゅんと垂れていたことだろう。

　よくできました、とばかりにその頭を撫なでてやれば、うるさそうに手で払はらった後、ぎゅっとわき腹にしがみついてきた。あの不運な海鳥を捕つかまえた時、本当に悪気はなかったのだろう。

「ふっ。うちの子供らのほうが大人だな」

　シャロンのからかいに、ミューリはべっと舌を出していたのだった。

　修道院予定地に向かうのならクラークに届けてくれと、シャロンから着き替がえや食べ物を受け取った。食べ物のほうは二度焼きして保存が利きくパンに、チーズ、それから力仕事なんだからと、塩しお漬づけ肉もあった。クラークの敬けい虔けんさから、普ふ段だんは肉食を戒いましめているのだろう。

　替かえの服はずいぶん繕つくろい跡あとの目立つものだったが、繕つくろいの巧こう拙せつに差があるのは、シャロンと子供たちで針を通したからなのだろうと想像がつく。仲良く並んで針仕事をする様子が目に浮うかび、彼らが暮らす修道院と孤こ児じ院は、きっと素す晴ばらしいものになるに違ちがいないと思った。

　それから屋や敷しきに戻もどってハイランドに報告すると、さっそく改修の計画を立ててくれていた。まずは庭師や大工を手配して現げん況きようを把は握あくし、なにが必要かを確かめるべきだということだった。

　職人たちを手配するには数日かかるのと、シャロンの頼たのみもあったため、ひとまず自分とミューリだけで先にクラークの下に向かうことにした。一悶もん着ちやくあったことといえば、ミューリが腰こしに佩はきたいと喚わめく剣けんをどうするかと、修道院の予定地まで歩いていくつもりだったところに、ハイランドが頑がんとしてそれを許さなかったことくらいだ。馬で行けというのは、旅から戻もどってきたばかりなのだからという自分たちへの気き遣づかいでもあったし、それ以上に、修道院予定地の建物を用意した後はろくに気をかけていなかったクラークへの、お詫わびの意味を込こめた差し入れとして、葡ぶ萄どう酒しゆやら新しん鮮せんな果物やらを渡わたしたかったらしい。

　そんなわけで、屋や敷しきで使っている荷馬車と馬を一頭、借りることになったのだった。

「え……兄様、荷馬車を駆かれるの!?」

　天気も良いい中での荷馬車行ということで、腰こしに剣けんを佩はいたミューリはいそいそと、部屋から紙束やらインクやらを抱かかえて出てきた。そして御ぎよ者しや台に座るこちらを見やると、目を丸くしてそう言ったのだ。

「あなたは知らないかもしれませんが、私も旅暮らしは長かったのですよ」

「すごい不安……」

　ほとんどのことで兄を信用していないミューリに笑え顔がおを引きつらせていれば、ハイランドが口くち添ぞえをしてくれる。

「ニョッヒラで馬の取り回しを見たことがあるけれど、見事なものだったよ」

「え～？　晩ご飯はんの鶏にわとりを締しめるのにも一苦労な兄様が～？」

　睨にらみを利きかせるだけで鶏にわとりを気絶させられる狼オオカミの娘むすめと比べないで欲しいと思う。

「ほら、早く乗ってください」

「……はあい」

　荷台に乗り込んだミューリにため息をついてから、ハイランドを見やる。

「それでは、少しお借りします。おそらく明日か、遅おそくとも明後日あさつてには戻もどりますので」

「ああ。あまり無理をしないように」

　荷台に食べ物を積み込んでくれた下女や、御ぎよ者しや台に毛け織おり物ものを敷しいてくれた下男に見送られながら、出発した。

　ミューリにはああ言ったが、自分も荷馬車の取り回しには若じやつ干かん不安があったので、中庭でいくらか練習はしてある。おかげで特に問題もなくラウズボーンの道を進むことができたが、自分の腕うでというよりも、貴族の屋や敷しきで丁てい寧ねいに飼われている馬なので彼が優ゆう秀しゆうなのだろう。

「ふふ。なにか変なの」

「？」

　市し壁へきの門に向かってぽくぽくと馬を進めていると、ミューリが荷台の縁ふちに肘ひじを乗せ、御ぎよ者しや台に身を乗り出しながら言った。

「兄様は、ご本を読む以外のことは、なにしても似合わないなあって」

「……」

　服装はニョッヒラから着てきた聖職者風のものではないし、屋や敷しきで借りることの多かった商会の若わか旦だん那な風のものでもない。修道院予定地での作業を見み越こして、屋や敷しきに出入りする庭師の徒と弟ていが作業の時に着る厚手の麻あさの服だった。着ている身としても、なんとなく落ち着かない。

「それに、荷馬車を駆かれるって、そんなことも知らなかったのがちょっと悔くやしい」

　絡からんでくるのは、そのことが不服だったようだ。

「ニョッヒラでは滅めつ多たに乗る必要がないですし、この旅で急ぎの際は、あなたがいますしね」

　狼オオカミに戻もどったミューリの背中には、もう何度も乗っている。

　毎回生きた心ここ地ちがしないのだが、あれに慣れていればどんな暴れ馬でも平気だろう。

「……ふうん」

　澄すまし顔のつもりなのかもしれないが、嬉うれしそうな様子が口元に漏もれ出ている。

　ミューリは体を起こして荷台でがさごそなにかを漁あさると、ひらりと御ぎよ者しや台に飛び移ってきた。

「寂さびしいだろうから、一いつ緒しよにいてあげるね」

　とか言いながら、手には紙と羽ペンとインク壺つぼを持っている。またあの荒こう唐とう無む稽けいな騎き士し道物語の続きを書くのだろう。狭せまいので後ろでやりなさい、と言ったところで、聞く耳を持たないうえにへそを曲げるのが目に見えていたので、黙だまっておく。

「父様と母様もこんな感じだったんだよね？」

　荷馬車が市し壁へきの門に到とう着ちやくし、ハイランドから渡わたされた通行許可証を衛兵に見せて通過する。

　たっぷりの食しよく糧りようを積んでいるので、許可証がなければいくらか税を取られただろう。

「この検問も、母様は尻しつ尾ぽを隠かくせないから、毎回大変だったって聞いたけど」

「ロレンスさんの話では、それで何度か不ふ機き嫌げんになったそうですよ」

「母様が？　なんで？」

「防寒具のふりをしていたら、尻しつ尾ぽを安物の狼オオカミの毛皮と言われたとか」

　ミューリもむっとするかと思いきや、ずいぶん楽しそうに笑っていた。

「母様が悔くやしそうにしてる顔、見たかったなあ」

　悪い娘むすめだ、と苦笑いする。

「うーん、でも、そうか。そういうのもいいね」

「なにがですか？」

　街かい道どうに出て少し進めば、辺りは畑と野原ばかりだ。

　ミューリは身じろぎして耳と尻しつ尾ぽを出し、ふわふわの尻しつ尾ぽを膝ひざの間に収めると、紙を広げて羽ペンにインクをつける。せっかくの銀色の尻しつ尾ぽにインクが垂れたら困るのではないかと思うのだが、母親の賢けん狼ろうホロと違ちがって尻しつ尾ぽにはわりと無む頓とん着ちやくだ。

「美しき女騎き士しが、雪山での激しい戦いを終えるの。他の騎き士したちは豪ごう華かな貂てんの毛皮なんかで暖を取っているのに、一人だけ質素な銀の狼オオカミの毛皮を身にまとってるんだよ」

　美しき女騎き士し、という表現ですでに躓つまずいてしまうのだが、ミューリの筆はさらさらと進む。

「周りは、なぜそんなみすぼらしいものを？　と不思議がるんだけど、騎き士したちを導く聖職者だけは、その毛皮の素す晴ばらしさに気がつくんだね」

　ミューリは自分で言いながら、んふふ、いひひ、と忍しのび笑わらいを漏もらしている。

　元々はノードストンを捕とらえようとする司教との顚てん末まつが気に入らないからということだったのに、それでどうして、山ほどの騎き士したちと共に雪山で壮そう大だいな戦いを繰くり広ひろげていることになっているのか、経けい緯いがまったくわからない。

　しかも文章を追っていると、ミューリはどうやら今よりも身長が拳こぶし五つ分は高くなり、鼻筋の通った凜りんとした女騎き士しを想定しているようだ。ミューリの母の姿を見ていると、そうはなるまいと思うのだが、本人はいたって真面目だった。

「それで、兄様は本当は尻しつ尾ぽがすごく気になってて触さわりたいんだけど、周囲の目があるから気にならないふりをしていてね」

　聖職者、と遠回しに書いていたはずの人物が、いつの間にか兄様になっている。

　ならば兄として、一言言わねばなるまいと思う。

「あなたの尻しつ尾ぽが気になるのは、森を駆かけまわって山ほどのごみをひっつけてるからだと思います。いつもいつも、本当に掃そう除じが大変だったんですよ」

「黙だまってて！」

　ミューリの剣けん幕まくに口をつぐみ、やれやれとため息をつく。

　結けつ婚こんして、と無茶な要求を突つきつけることはなくなったものの、ミューリのまっすぐすぎる恋こい心ごころらしきものは、なんだか妙みような方向に突つき進すすみつつあるようだった。

「あなたのご両親の旅も、大体こんな感じでしたかね」

　子供の頃ころの旅で見た、荷台からの風景を思い出す。ミューリの言った言葉ではないが、なんだか妙みような気持ちになってくる。あの頃ころとそっくりなようでいて、全然違ちがう気もするからだ。

「でも兄様が本当に好きなのは尻しつ尾ぽじゃなくて、綺き麗れいな髪かみの毛けのほうで、髪かみの毛けの艶つやを……ねえねえ、兄様、艶つやってどう書くんだっけ？」

　ミューリに袖そでを引かれ、羽ペンを受け取って紙の隅すみに書いてやる。その単語の隣となりの文章では、潔けつ癖ぺきで石頭の聖職者が、美しき女騎き士しの銀色の髪かみの毛けに心を揺ゆさぶられ懊おう悩のうする場面が書かれていた。

　なにも言うまいと、手た綱づなを握にぎり直す。

　ミューリはじーっと文字を見つめた後、覚えたての単語を綴つづって満足げにしていた。

　子供の頃ころに見たあの二人の旅は、実に楽しそうだった。

　けれど吞のん気きさでは自分たちも負けていないのではないか。

　そんなことを思いながら、荷馬車を進めていったのだった。

　街かい道どうを進むと、やがて旅人たちが道中の安全を祈って積み上げた小石の山にさしかかり、そこを左に曲がって進んでいけば、ほどなく小川を渡わたる小橋に出る。それを渡わたってしばらく行くと、野原に目立った森がある。件くだんの建物は、その深い森の中に隠かくれている。

　そう教えられていたのだが、山やま奥おく深ふかくで生まれ育ったミューリにとっては、「森？」というような林だった。

「コル様！」

　そんなわけで、敷しき地ちで作業をしていたクラークはすぐ荷馬車に気がついて、自分たちだとわかると、飛び上がらんばかりだった。たちまち建物に続く草むらの道を走ってきた。

「どうされたんですか？　シャロンがまたなにか問題を？」

　この二人の関係性は、どちらかといえば頼たよりないクラークの手た綱づなを握にぎるシャロン、という印象だったのだが、クラークの一言は若じやつ干かんその印象を修正する必要を思わせた。少なくともミューリなどは、シャロンの弱みを握にぎれそうだぞ、と狼オオカミの顔をしている。

「えーっとね。シャロンさんから、これを持っていってって頼たのまれたんだよ」

　いつもなら鶏にわとり呼ばわりのシャロンをさんづけで呼んで、彼女から託たくされた着き替がえやらを見せていた。

「あ、これはこれは……」

「シャロンさんに感謝しないとだめだよ！　あんなにしっかりした人はそういないんだから！」

　クラークのみならず、自分も目をぱちくりとさせた。ミューリの企たくらみなど想像すらしていないだろうクラークは、泥どろだらけの顔で疲つかれたように笑っていた。

「ふふ。あなたたちの前では見み栄えを張っていますから、そう見えるのかもしれませんね」

「え、そうなの？　シャロンさんはすっごくしっかりしてるように見えるけど」

　口ではそんなことを言いながら、魚が食いついたぞと目を輝かがやかせているミューリの頭を小こ突づいて、割って入る。

「実は建物の修しゆう繕ぜんのことで、ちょっとご相談が」

　邪じや魔まをされたミューリは、不服そうにこちらの足を踏ふんでくる。

　やり取りの意味がわかっていないクラークはやや戸と惑まどいながらも、聖職者らしく気き遣づかいを見せた。

「えっと、こんなところではなんですから。それに……シャロンからではない荷物もあるようですし」

「あ、そうでした。ハイランド様からも、クラークさんに渡わたして欲しいと色々預ってきまして」

　荷台に積まれているのが食べ物やらだとわかると、クラークは首から提さげている教会の紋もん章しようを荒あれた手で握にぎり、感謝の祈いのりを捧ささげていた。

　だだっ広い敷しき地ちには石造りの建物が複数建ち、主屋を中心に東西南北に配置されている。それぞれは石を敷しき詰つめた渡わたり廊ろう下かで繫つながっているようなのだが、渡わたり廊ろう下か沿いに建てられた装そう飾しよく用の石柱には蔓つるが巻きつき、ぼうぼうの草が覆おおっている。街かい道どうに続く道から屋や敷しきまでも草むらになっていて、道のように見えていたものはクラークが切り開いた跡あとだった。

「これを、お一人で？」

「なかなか作業が進まなくて、お恥はずかしいのですが……」

　荷馬車を屋や敷しきの前につけると、一足先に草むらを搔かき分わけて周囲の庭を見て回っていたミューリが戻もどってきて、肩かたをすくめた。

「一人じゃ絶対無理だと思う」

　自分もそう思うし、クラークは疲つかれて脂あぶらの抜ぬけきった、乾かわいた笑え顔がおを浮うかべていた。

「中はそこまでじゃないんだね」

　主屋の入口の扉とびらは蝶ちよう番つがいが腐くさっていて傾かたむいていたが、石の床ゆかということもあり植物が繁はん茂もしていることはなかった。クラークは普ふ段だんは入り口からすぐの広間で寝ね起おきしているようで、粗そ末まつな毛布と荷物が置かれている。枕まくら元の蠟ろう燭そくと聖典がなければ、野や盗とうの野宿と言われてもわかるまい。

「この主屋は石造りなので比ひ較かく的てき綺き麗れいなのですが、木造の建物は劣れつ化かが激しいですし、北側の別べつ棟むねも動物の巣になっているみたいで……。今も夜中になると、ごそごそ音がするのです」

　廃はい墟きよとはいえ、貴族の敷しき地ちに近づけば面めん倒どうごとに巻き込まれるかもしれないので、近くの村の人間も近寄らないのだろう。近きん隣りんの動物たちにはよい避ひ難なん場所になっているに違ちがいない。

「動物さんは人が入るようになったらいなくなるだろうけど、とにかく問題はお庭だよね。こんなに広いなんて」

　田園の屋や敷しきとしてはさほど広い部類でもないだろうが、山やま奥おくの狭せま苦くるしい村であるニョッヒラ出身のミューリには、広大な敷しき地ちに見えるのだろう。

「これだと井戸も完全に埋うまっているでしょうから、大仕事ですね」

　修道院といえば、小石の敷しき詰つめられた歩道に清水のせせらぎと、薬草の菜園と思し索さくに耽ふけるための刈かり込まれた草地などを想像するが、現状はあまりにも程ほど遠とおい。

「一人で草くさ刈かりしてたら、建物を一周する頃ころには最初に刈かったところがまた生おい茂しげっちゃうでしょ。それで建物の修しゆう繕ぜんまでしようなんて到とう底てい無理だよ」

　責任感の塊かたまり、という面もあろうが、自分はここの様子を見てなんとなくわかったことがある。クラークはこの苦難を、神から与あたえられた試練だとばかりに楽しんでいたのではないか。それゆえにシャロンは苦々しく、意地っ張りと言っていたに違ちがいない。

　良よき聖職者は奇き妙みような苦難好きでもある。クラークの気持ちもわかるし、試練などより効率を優先しろと言いたくなるシャロンの歯がゆさもわかる。ただ、そうしてやいのやいのとやり合う二人を想像すれば、仲の良よさもまた容易に想像できて、一人微ほほ笑えんでしまう。

　しかしこのままクラークだけに作業をさせていたら、きっと永遠に終わらないのも事実だろう。心ここ地ちよい苦難に浸ひたっているところを邪じや魔ますることにはなるのだが、自分もまたミューリという厳しい目付け役がいるので、用件を告げた。

「実は、シャロンさんには相談済みなのですが、この修道院の建物をハイランド様の手を借りて一気に補修してしまいたいと」

「え？」

　ぼんやりしているように見えて、なにかと世せ知ち辛がらい街中の小さな司教区で助司祭を務めていたクラークは、その一言で良よくない未来を想像したようだった。

「いえ、ご安心ください。引き続き皆みなさんの信しん仰こうのために利用するように、ということなのですが、手早く補修をした後、私たちの目的のために少し間借りをさせてもらいたいのです」

「は、はあ……」

　まだ戸と惑まどいが抜ぬけきらない様子のクラークに、ミューリが言った。

「秘密の計画があるんだよ」

　意味ありげに言うミューリにため息をついて、シャロンに伝えたのと同じことを、クラークに伝えたのだった。

　日が落ち、焚たき火びを囲んでの夕食を終えた後、ミューリは廃はい墟きよでの生活というものにまたなにか着想を得たらしく、焚たき火びの前でせっせと羽ペンを走らせていた。街中でならば薪たきぎがもったいないと言うところだが、燃やすものならここに文字どおり山とあった。

　カナンの計画を聞いたクラークは、シャロン同様に世に平和が訪おとずれるのであればと、前向きに受け入れてくれた。聖典の写本を製作する際も、ぜひ手伝いたいと。

　そんな仕事の話が終われば、ここには焚たき火びと、時間と、ハイランドから持たされた上等の葡ぶ萄どう酒しゆがある。おまけにいつも騒さわがしいミューリが静かなので、自分は心ゆくまで、クラークと神学談議ができた。

「なるほど、コル様の解かい釈しやくはさすがです」

「とんでもありません。私は文字を追いかけ、聞きかじった知識でどうにか自分なりに再構成してみただけです。それよりも、クラークさんの司牧の実じつ践せんに基もとづいた解かい釈しやくのほうが実に奥おく深ぶかく、勉強になります」

　クラークがこんなところにまで持ってきていた聖典は、もちろんきちんと装そう丁ていされたものではない。クラークが自らぼろ紙に筆写した手製のものだったが、聖職禄ろくも滞とどこおりがちな街の助司祭の身分で、まとまった量の紙と羽ペンを用意するのは大変なことだったろう。

　市し井せいには、目立たずともこんなに信しん仰こう心に篤あつい人がいると思えば、聖典の翻ほん訳やくには自分よりももっと相応ふさわしい人物がたくさんいたのではないか、と疑問が湧わいてきてしまう。せめて広く大陸にばらまく前に、もっと多くの人々に吟ぎん味みしてもらうべきなのではないか。

　ふとした会話の隙すき間まにそんな気持ちを吐と露ろすれば、クラークはきょとんとしてから、蠟ろう燭そくの火のような笑え顔がおを見せた。

「不思議な話ですが」

　クラークは言って、二人の間の真ん中に置かれた、手製の聖典をめくった。

「教会文字で書かれたこれを、暗記するほど読み込みました。おそらくまったく言葉の通じない遠国の聖職者とも、聖典についてのことならば、教会文字を使って会話ができると思います」

　クラークがやや饒じよう舌ぜつなのは、ハイランドから持たせてもらった上等な葡ぶ萄どう酒しゆのせいだろう。

「ただ、文字の読めない、もちろん聖典など読み通したことのない街の人々に聖典の内容を説明するとなると、話は別です」

　刈かり取とった後の乾かん燥そうが足りなかったのか、煙けむりがちだった薪たきぎが、ぱちっと爆はぜた。

「あれほど理解していたはずのことが、日常の言葉で語ろうとした途と端たん、舌が石になってしまうのです。たとえば敬けい虔けんさを示す単語があります。教会文字で記されたそれを、俗ぞく語ごに言いい換かえる時、あまりにも複雑な意味をどのように表現したらいいか途と方ほうにくれました。三角の穴に四角い積み木を通すように、なにかを削けずらなければなりませんが、それがなにかわからなかった。その豊かで複雑な語の意味の、どの枝を取とり払はらうべきかわからなかったのです。ですが」

　クラークはこちらを見た。少し、嫉しつ妬との籠こもったような目だった。

「コル様の翻ほん訳やくされた説話の個か所しよは、驚おどろくべき鋭するどさで、日常の言葉になっていました。私は初めてコル様の翻ほん訳やくを見た時、自分が俗ぞく語ごで読んでいるのだとしばらく気がつかなかったほどなのです」

　ほとんど空になった杯さかずきを、クラークは静かに啜すすった。

「なぜそんな芸当ができるのか、私にはまったくわかりません」

　酒のせいか、ここでの作業の疲つかれのせいか、クラークの目め尻じりがややとろんとしている。

「コル様は、その類たぐいまれなる才を神から与あたえられました。世に広めるのをためらうべきではない……と思いますし」

　ひっく、としゃっくりをしたクラークが、続けた。

「臆おくすることなどないと思います。その言葉で、腐ふ敗はいした教会の目を覚まさせてください」

　明らかに酔よっている顔つきなのに、こちらを見るクラークの目だけが、思いのほか強く光っていた。ラウズボーンの中でも貧しい教区の助司祭だというから、世の理り不ふ尽じんをいくらでも見ているはずで、教会の腐ふ敗はいや聖職者としての力不足を嫌いやでも感じてきたはずだ。けれど末まつ端たんの助司祭の力ではどうすることもできず、運命を受け入れるほかなかった。

　きっとそういう者たちが、世の中にはたくさんいる。その瞬しゆん間かん、自分はカナンたちのような高位の聖職者のみならず、クラークたちのような者の希望にもなれるのだと気がついた。

　けれど、己おのれの翻ほん訳やくした聖典こそ世界に広まるべし、と腹をくくりきれない部分があったのは、自信のなさとは少し違ちがう、若じやつ干かんの後ろめたさとも呼べる気持ちのせいだった。それは、なぜこんなにも鋭するどく翻ほん訳やくできるのか？　というクラークの問いの答えに、心当たりがあったからだ。自分に翻ほん訳やくの才があるとしたら、それがどこからきたものか、自分にはよくわかっていた。

「もしも私の才が、神から与あたえられたものであったなら、まだしも自信を持てたのでしょうが」

「……？」

　瞼まぶたが半分綴とじたまま、怪あやしげな手つきで酒を注ぐクラークが、こちらを見る。

　自分も酒をごくりと飲み、その力を借りた。

「私がわかりやすい言葉で聖典を表現できているのだとしたら、それはあれのおかげなのです」

　クラークが自分の指差したほうを見れば、ミューリが紙の中に顔を埋うずめようかという勢いで、ペンを走らせていた。

「まったく……本当にまったく、信しん仰こうに興味を示さないのです。挙句に暇さえあれば山を駆かけまわるおてんば娘むすめで、せいぜい耳に届く言葉は二言か三言。そんな具合ですから、鋭するどくならざるをえなかったのです。短く、簡潔に、バカでかいカエルを捕つかまえたと言って泥どろだらけで見せにきた隙すきに、耳にねじ込むように教えられるように」

　狼オオカミの耳が出ていたら気がついたかもしれなかったが、ミューリは相変わらず執しつ筆ぴつに夢中なまま。クラークはそんなミューリを見やり、小さく笑い出した。

「あはは。なるほど、なるほど……」

　そして、言った。

「愛ですね」

　口にこぶしを当て、酔よいのしゃっくりと一いつ緒しよにもう一度笑ったクラークは、ため息をつくように言葉を編む。

「愛がコル様の信しん仰こうを育てたのですね」

「……」

　返事をできなかったのは、気き恥はずかしさのせいではない。そんなふうに評されることが初めてで、でも違い和わ感かんがなかったからだ。

　ミューリはお説教には耳を貸さなかったが、自分の言葉にはいつも耳をそばだてていた。しかも憎にくらしいことに知ち恵えが回り、ちょっとでもお説教に瑕か疵しがあれば即そく座ざに嚙かみついてくる。

　けれどそんなミューリから目を離はなせず、なんだかんだこんなところにまで二人できてしまったし、世界で二人にしか使えない紋もん章しようまでこしらえているのは、そんなミューリの幸福を願ってやまなかったから。

　愛と言われたら、それ以外の表現はありえなかった。

「……なんだか、納なつ得とくいきませんけれど」

　自分の気持ちを正確に表すのに、なぜか気持ちと真逆の言葉が必要だった。

　クラークも兄きよう妹だいの複雑な感情がわかったのか、町の普ふ通つうの若者のように笑っていた。

「思し索さくの末に言葉を磨みがいたのではありません。本当に、ひたすら怒ど鳴なっていたんですよ」

「それもまた、愛というものでしょう。愛する者にどうにか信しん仰こうを伝えたいというその気持ちが、世界を変えるほどのものだったということです」

　ひどく真面目に言ってから、クラークは屈くつ託たくなく笑う。さすがにミューリもこちらの様子に気がついていたものの、会話の内容は聞き漏もらしていたようで、怪け訝げんそうな表情をしている。

　自分もまた笑えてきてしまったのは、クラークの言うとおりだったからだろう。

　カナンの計画がうまくいき、自分の翻ほん訳やくした聖典が大陸に行いき渡わたるというのは、ニョッヒラで散々張り上げたミューリへの怒ど鳴なり声が、世界に広まるということなのだ。しかもミューリの心が動く前に、世界のほうが動いてしまったというのだから笑うほかない。ちょっとした皮肉を利きかせた、童話のような話だった。

　ミューリは頑がん固こで、一いち途ずで、こうと決めたら梃て子こでも動かない。どれだけ手を焼いたかわからず、胃を痛くしたことだって数限りない。けれども放り出せなかったのは、そう。

　ミューリのことを愛していたからだ。

　もちろんそれはミューリが期待してやまない、恋れん愛あい的な意味ではない、と思っている。

　しかし、片時も目を離はなせず、一挙手一投足が気になって、どんな狼ろう藉ぜきを働かれてもその笑え顔がおですべてを帳消しにしてしまうのは、愛という言葉以外に相応ふさわしいものが見つからなかった。

　そう思うと、笑いはやがて疲つかれたようなものに代わり、最後には不思議な諦あきらめに似たため息になった。自身を話題にされているらしいとはわかっても、内容がわからないせいで、ミューリは嫌いやそうな顔をしている。そんなミューリにはもちろん、クラークに向けるわけでもなく、自分は言った。こう言う以外に思い当たらなかった。

「愛とはかくも、ままならないもののようです」

　いつ嚙かみつこうかという顔をしてこちらを見ていたミューリだが、その言葉にはなにか魅み力りよくを感じたらしい。背筋を伸のばしてまばたきすると、熱心に手元の紙に書き留めていた。

　対するクラークは、割れた大地に雨が降ったかのような顔をして、深くうなずいていた。

「お話に出てきた不思議な技術ですが」

　そしてクラークは、不意にそう言った。

「職人様が見つかるといいですね」

　なぜ急に、とは問わなかった。教会は印刷術について、異い端たんを広める原因になるのではと思って封ふう印いんしたが、クラークはそう考えていないのだろうとわかったから。世の中は、たった今交かわした話のように、笑え顔がおと共に広めるべき物語で溢あふれている。クラークの横顔には、そんな確信が見て取れた。

　あの技術を巡めぐる話は、世界をどう捉とらえるかの話であり、教会は世の中を信じていないから封ふう印いんしようとし、クラークは世の中の前向きさを信じている。

　その実例として、薄はく明めいの枢すう機き卿きようと、その隣となりにいる銀色の少女のお話があった。

　目を閉じたクラークは、ひときわ大きなしゃっくりをした。

「ああ、シャロンたちのいる家に戻もどりたいです……」

　作業で疲つかれたところに、上等の葡ぶ萄どう酒しゆは効きすぎたらしい。それとも、世界を動かすほどの愛とやらを目まの当あたりにしたからだろうか。

　そのままこくりこくりと船を漕こぎ始めたクラークに、毛布を掛かける。さっきまで紙の中に頭を突つっ込もうかという勢いだったミューリは、紙の端はしから妙みように油断のない目を向けてきている。

　ここは周囲を雑木林に囲まれた、せいぜい狐きつねかなにかが出入りする程度の廃はい墟きよである。

　小さく笑って右みぎ腕うでを広げれば、ミューリは妙みようにむすっとした顔でにじり寄り、腕うでの中に納まってくる。けれど目を閉じる時には、騎き士しの証あかしである剣けんの鞘さやを、狼オオカミの紋もん章しようが見えないように裏返していたのだった。


　早起きには自信があるのだが、目を覚ました時にはすでにクラークが作業を開始していた。

　石柱から蔓つるを剝はがし、灌かん木ぼくを引ひっこ抜ぬき、美しき修道院へとすべく奮ふん闘とうしている。

　たとえあまりにだだっ広く、最後の草を抜ぬく頃ころには最初に草を抜ぬいたところがまた生おい茂しげっていたとしても、諦あきらめない。

「ほらミューリ、あなたの剣けんの出番ですよ」

　引ひっこ抜ぬくには育ちすぎた木立を前に思案しているクラークを見やり、寝ねぼけ眼まなこのミューリに言うと、麻あさ袋ぶくろからパンを取り出していたおてんば娘むすめは半目でこちらを睨にらむ。

「騎き士しの剣けんは野の良ら作業用じゃないんだけど」

「では、手を使いましょう」

　立ち上がり、クラークの下もとに歩いていくと、残されたミューリはげんなりしつつ、パンを口に詰つめ込んでから、後を追いかけてきた。

「ほら、いくよ！　せーのっ！」

　口ではぶつくさ言いながら、一度作業を始めればミューリはなんでも楽しむ才能の持ち主だ。

　手て際ぎわの悪い羊二頭にてきぱきと指示を出し、自らも率そつ先せんして働いていく。見る見るうちに引ひっこ抜ぬいた草や灌かん木ぼくで山ができ、一息つく頃ころには周囲が土の匂においで満ちていた。

「これなら、一週間もあればひととおり片づけられるかもね」

　棲すみ家かを追われ、右往左往していたバッタを見ながら昼食を食べていた時のこと。

　ミューリが不意に細い首を伸のばして、雑木林の向こうを見ていた。

「あれ、誰だれかくるよ。馬の足音がする」

　そう言って剣けんに手を伸のばしたのは、騎き士しごっこの延長だろう。

「ハイランド様でしょうか？」

　あの心優やさしい人物なら平気で力仕事も手伝いそうだが、ミューリは首をひねっていた。

　その理由がほどなくわかったのは、雑木林を越こえて、自分たちからも馬の背に乗る人物が見えてからのこと。

「ル・ロワさん？」

　馬の背に乗る真ん丸なパン生き地じみたいな人物は、こちらに気がつくと満面の笑えみで大きく手を振ふったのだった。

　自分が子供の頃ころ、少しの間この人物と一いつ緒しよに旅をした。二人旅というわけではなく、ほかにも道中知り合った人たちと一いつ緒しよだったのだが、この人物と同じ時間を過ごして初めて、博識、という単語の本当の意味を知った。

　けれどもル・ロワを記き憶おくに印象づけるのは、その博識さよりも豪ごう放ほう磊らい落らくさのほうだったことも、すぐに思い出した。

「エーブさんから連れん絡らくをもらいましてね！　巷ちまたを賑にぎわせている薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様が、あのコル様だというじゃありませんか！　いてもたってもいられずに夜の海を船で渡わたってきてしまいましたよ！」

　短く刈かり込まれた髪かみの毛けにはずいぶん白いものが交じっているが、声の張りと喋しやべり方は昔のまんまだ。それに、体のほうはさらに大きくなった分、むしろ歳としを経てなお力強くなっていた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ル・ロワさん」

「ロレンスさんたちの結けつ婚こん式しき以来ですね！　やあ、こちらが噂うわさの娘むすめさんですか！」

　羊の化け身しんであるハスキンズを目まの当あたりにした時、ミューリは黄金の毛皮を持つ羊の、そのあまりの迫はく力りよくに震ふるえあがっていた。そして今また、ミューリの中で苦手な人物一覧が更こう新しんされたようだった。

「お母様と瓜うり二ふたつですな！」

「……」

　たじろぎながら握あく手しゆを交かわし終えると、自分の後ろに隠かくれるように下がってしまっていた。

「それにしても、その、こちらから伺うかがおうと思っていたのですが……」

「なにを仰おつしやいます！　なにやら本について聞きたいことがあるそうですが、本との出会いは一いち期ご一いち会え！　たった半はん刻ときの遅おくれで永遠に出会えなくなった本が今までに一体何冊あったことか！」

　同じ重さの金よりも高価な書しよ籍せきを扱あつかう書しよ籍せき商と言うと、白い手て袋ぶくろをはめた貴族然とした人物を想像するが、ル・ロワは決して書しよ籍せき商の中で例外的な人物ではないらしい。貴重な本を求めて東とう奔ほん西せい走そう、時には声の大きさや強ごう引いんさがないと務まらない仕事なのだそうだ。

「あ、申し遅おくれました。私の名はル・ロワと申します。さすらいの書しよ籍せき商ですな。神学関連の書しよ籍せきをお求めの際はぜひご連れん絡らくを！」

　ミューリ以上に目を丸くして立たち尽つくしていたクラークに、ル・ロワはようやく自己紹しよう介かいをして、握あく手しゆを交かわしていた。
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「さあて、それで薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様が一体どんな物をお求めですかな!?　それとも」

　と、周辺からは大声によって土竜もぐらでさえ逃にげ出だしていそうな中、声を潜ひそめた。

「教会を痛つう烈れつに批判する書しよ籍せきでも執しつ筆ぴつなされたのでしょうか？」

「へ？」

「これは売れますよ。教会に恨うらみを抱いだいているけれど、信しん仰こうそのものは失ってない貴族様というのはことのほか多いですからね。中でも危険な書物を所有する刺し激げきに飢うえている方たちには、復ふく讐しゆう心を満たし、信しん仰こう心を満たし、所有欲も満たす、最高の書物となりましょう！」

　背は自分より低いはずなのに、なぜかル・ロワに見下ろされ、押し潰つぶされそうな気になってくる。エーブでさえ見せないような、貪どん欲よくの熱に浮うかされた笑え顔がおでにじり寄るル・ロワをどうにか押し返せたのは、後ろで動どう揺ようした様子のミューリが剣けんに手をかけていたからだ。

「いえ、ル・ロワさん、私はそんな書物は」

「書いてらっしゃらない？」

　何度も力強くうなずくと、ル・ロワは遊びの約束をすっぽかされた少年のような顔を見せる。

「書くご予定は？」

「あり、ません」

「本当に？」

　もう一度うなずくと、大きなため息をついていた。

「お心が決まりましたら、ぜひご連れん絡らくを」

　初めて出会った時も、傭よう兵へいたちが集つどうきな臭くさい空気が満ちる中、戦場で祈いのるための聖典を山ほど担かついで売り歩いていたような人物だ。あの頃ころから歳としを重ねて丸くなったのは、体だけだったらしい。

　とはいえ、カナンたちと共にこれからなそうと計画しているのは、痛つう烈れつな教会批判であることは間ま違ちがいないので、その点ではル・ロワの嗅きゆう覚かくは正確なのかもしれない。

「となるとどんなご用件で？」

「本の売買についてのご相談でなくて恐きよう縮しゆくなのですが……」

　そのために、連れん絡らくが取れたらこっちから出向こうと思っていた。けれどル・ロワはとんでもない本の可能性を想像し、儲もうけになると思って駆かけつけてきた。夜を徹てつして船できたという言葉が本当なら、その経費は相当なものだ。

「いえいえ、町の商会ではなく私に声をかけてくださったのは、それなりの理由があるはずです。エーブさんも、手紙の中で迷めい惑わくそうでした。ということは、面おも白しろい話に違ちがいありません」

　ル・ロワは、エーブが迷めい惑わくそうにしていたというくだりで、文字どおり腹を抱かかえてくすくすと笑っていた。軒のき先さきに蜂はち蜜みつの巣箱を置くようなもの、とエーブは言った。

　さしずめこの書しよ籍せき商は、その匂においに釣つられてやってきた熊だ。

「お聞きしたいのは、本の作り方についてだったのですが……」

「ほ？」

　時には世の表に出してはならない類たぐいの本も扱あつかう書しよ籍せき商の目が、丸くなる。

「教会が禁止した、本を簡単に増やす方法があるとか」

　その直後、人の顔というのはこんなにも感情豊かなのか、と目を瞠みはることとなった。

「……存じていますよ」

　恐おそろしく嫌いやそうな顔をしたル・ロワは、絞しぼり出だすようにそう言った。

「なるほど……町の紙屋には聞けない話ですな」

　がりがりと頭を爪つめで搔かき、唇くちびるをひん曲げながら大きなため息をつく。

　その感情の落差は、猫ねこの目のように機き嫌げんが変わるミューリよりも激しい。

「しかし、その話をどこで耳にしたんです？　もう何年も前に、教皇庁ご用よう達たしの装そう丁てい職人たちの工こう房ぼうで開発された手法ですよ。異い端たん視され、世に広まる前に職人たちは捕とらえられ、存在そのものがほとんど知られていないものです」

「えっと、それは……」

　カナンの名前を出していいのか確信が持てず口ごもると、ル・ロワは大きな手のひらを広げてこちらに見せた。

「いや、失礼。それは問いすぎでしたな」

　持っているだけで教会に目をつけられる本が、世の中には確かに存在する。

　そんな書しよ籍せきばかり扱あつかうル・ロワは、踏ふみ込みすぎない術を身に着けているようだ。

「コル様がなぜそんな技術の話を追いかけているのかも、問わないようにいたしましょう」

　神に誓ちかうかのように胸に手を当てるル・ロワは、続けてこちらを見やる。

「ですが、コル様も誓ちかっていただきたい」

　もちろん迷めい惑わくはかけないつもりだ、と口を開く前に、ル・ロワが言った。

「教会を痛つう烈れつに批判する本をお書きになりましたら、まず私に連れん絡らくをすると」

「えっ……と……」

　どう返事をすればいいのか、一いつ瞬しゆん頭が混乱して言葉に詰つまる。けれどル・ロワの目は、うんと言うまで逸そらさないという、ミューリの世話でよく見かけたものと同じだった。

　ミューリが自分の陰かげに隠かくれながらル・ロワをじっと見つめているのは、自身より強い同類に出会ったからなのだろう。

「……誓ちかい、ます」

　ようやく出てきた言葉は、結けつ婚こんの儀ぎの宣せん誓せいみたいになったのだった。

　クラークは、ル・ロワとの会話を、あまり聞いてはいけないものだろうと気を利きかせていた。寝ね床どこに使っている主屋に自分たちを案内した後は、外に作業に出て、ミューリもクラークのほうについていった。面おも白しろそうな廃はい墟きよ探たん索さくと、興味のない技術の話と、迫はく力りよくはあるがどうやら害意はなさそうなル・ロワという組み合わせを勘かん案あんし、廃はい墟きよ探たん索さくが勝ったのだろう。

「私たちは、たった一人、異い端たん審しん問もん官の手をすり抜ぬけたという職人を探しているのです」

　ハイランドからの差し入れの葡ぶ萄どう酒しゆを注いで出すと、ル・ロワは一息に半分ほど飲み干してしまう。

「ふむ。確か、王国に逃にげ込んでそれっきり、ということでしたね」

　そこまで知っているのかと驚おどろけば、ル・ロワは悪いた戯ずらっぽく額を撫なでていた。

「私は昔、教皇庁の書庫の迷めい宮きゆうで働いていたことがありまして。伝つ手てがありますし、そもそも私のような書しよ籍せき商は皆みな、その話に耳をそばだてていましたから」

　博識の源は教皇庁での経験からなのか、と驚おどろいた。もしかしたらカナンとも面識があるのかもしれない。

「耳をそばだてていたというのは、職人を助けようと？」

　本を売る商人ならば、簡単に複写できる技術は垂すい涎ぜんの的だろう。ならば職人の行ゆく方えにも心当たりがあったりするのでは。

　そんな期待をもって尋たずねたのだが、ル・ロワはにこりともしなかった。

「逆です。散り散りになった職人たちの足取りを異い端たん審しん問もん官に伝えていたのは、ほとんどが私のように稀き覯こう本を扱あつかう書しよ籍せき商でしょう」

　驚おどろきに口をつぐむこちらを、ル・ロワは静かに見つめていた。

「なにせ、たった一冊しかないはずの本を、容易に増やしてしまいかねないものですから」

「あっ」

　誰だれかの得は、誰だれかの損なのだ。

「印刷術がまだ異い端たん視されていなかった頃ころでさえ、話を漏もれ聞きいた筆写職人の組合や羽ペンの職人たちなどから、工こう房ぼうへの嫌いやがらせがあったようです。代わりに、本が増えれば儲もうけも増える羊皮紙職人や羊飼い、紙すき職人や細密絵師たちには期待されていたようですが。そして、私たちのような稀き覯こう書を取とり扱あつかう書しよ籍せき商は、前者の側というわけです」

　一冊の本を作るのにはたくさんの人が関わるが、彼らの間で利害が常に一いつ致ちしているとは限らないのだ。

「まあ、結局は、彼らに安価にして迅じん速そくな本の製作方法を見つけるよう依い頼らいしていた教会側の判断が一転し、異い端たんと見なされたことで状じよう況きようは決したわけですが」

　元は教会が技術開発を依い頼らいしていた、という話は初耳だった。カナンとしては言いにくいことだったのかもしれないが、職人にとって理り不ふ尽じんな話であるものの、教会内部は一枚岩ではないともカナンは言っていたので、その一例ということなのだろう。文書の製作に関わる部門がその膨ぼう大だいな作業をどうにか減らそうと技術開発を支し援えんして、異い端たん審しん問もん官たちは災さい厄やくだとみなしたというあたりだろうか。

「また、職人たちが逃にげるにしても、彼らは非常に分が悪かったんですな。彼らが糊こ口こうをしのぐには手にした技術に頼たよるしかありませんが、世の中で文字を読める人は少数派で、家に本を置こうなんて考えるのはお貴族様か、敬けい虔けんな聖職者くらいのものです。顧こ客きやくの数は限られているから、非常に目立ちます」

　街中で砂糖菓が子しと上等の羊肉が売れただけで、どこかのお偉えらいさんが街にやってくるのでは、と商人の間で噂うわさになっていたらしいことを思い出す。安価に本を作ったりすれば、暗くら闇やみで火を焚たくようなものだろう。

「ですから、職人たちがほうほうの体で逃にげ出だした後、逃にげた先でも製本の仕事に関わったせいでほとんどの者が捕つかまりました。一時うまく逃にげられた者は、錬れん金きん術じゆつ師しや奇き矯きような貴族の庇ひ護ごを受けていたようですが、構図は同じです。結局、手元には道具があって、技術があれば、危険だとわかっていてもそれにすがってしまう、職人の悲しい性さがによって遠からず見つかり、捕つかまったのです」

「……では、最後まで逃にげきった職人というのは？」

「慎しん重ちようだったのでしょう。あるいは、怯おびえきっていたか」

　異い端たん審しん問もん官に追われる身、というのはもちろん話にしか聞いたことがない。

　けれど彼らはどこにでも現れ、どこまでも着いてくる影かげのようなものだと噂うわさされる。処しよ刑けい台の縄と同じ意味を持つ彼らに追われたら、二度と安らかに眠ねむれないだろう。

「ただ、もっともありそうなのは、そんな職人はいない、ということなのですけどね」

「え？」

　突とつ然ぜんなにを言い出すのかと思えば、ル・ロワは至し極ごく真面目な顔だった。

「すべての職人を捕つかまえたとしても、職人が逃とう亡ぼう中に誰だれかに技術を託たくした可能性もあります。だとすれば、その技術を持つ人間を異い端たん審しん問もん官が未いまだに探してうろついている、と関係者に思わせておけば、強力な抑よく止し力になります」

　執しつ拗ようで狡こう猾かつ。

　そうやって異い端たんや異教徒と戦って、彼らは教会の正しい教えを守ってきたのだ。

「とはいえ、ここしばらくとんとその話を聞きませんでした。頭から消えかけていたところにコル様の言葉でしたから」

　悪い夢が蘇よみがえってきた、というところのようだ。

「単なる聞きかじり、ということでもないのですか？」

　それは、安易に手を出さないほうがいい、という親切心からの一言でもあっただろう。

「……残念ながら」

　ル・ロワほどの人間なら、自分が誰だれから話を聞いたのか、それでなんとなくわかったかもしれない。

「技術の危険性は、把は握あくしていると思います。それでも職人を見つけたい理由があるのです」

　ひとつはカナンたちの計画のため。もうひとつは、昨晩のクラークのことを思い出して。

「お心当たりありませんか」

　書しよ籍せき商にとっては悪夢の技術。

　ル・ロワがたとえ知っていたとしても、教える義理はない。

　けれどル・ロワが首を横に振ふった時の顔は、噓うそをついているようには見えなかった。

　ル・ロワなら職人の居場所を知っている、とまでは思っておらずとも、その界かい隈わいの人間として異い端たん審しん問もん官も知りえていないような情報を持っているのでは、くらいは思っていた。

　それがまさか書しよ籍せき商たちが積極的に職人の行ゆく方えを探し、異い端たん審しん問もん官に密告していたとは想像できなかった。書しよ籍せき商にとって、件くだんの技術を操あやつる職人たちは、単なる商しよう売ばい敵がたきという程度では済まず、自分たちの仕事を根こそぎ消し去ってしまいかねないものだったのだ。

　そして日々教会の目をかいくぐって危険な書しよ籍せきを取とり扱あつかう、抜ぬけ目めのない書しよ籍せき商たちが探しても、最後の職人は網あみに引っかからなかったという。

　シャロンやミューリは困難な任務だと指し摘てきしたし、自分もわかっていたつもりだ。それでもいきなり完全な暗あん礁しように乗り上げてしまうとは思っていなかったのは、今までの旅でなんとなくうまくいってきたという過信があったのかもしれない。

　しかしこの探たん索さくの海では、自分よりも大きく航海に長たけた船までもが、長らく航路の先で座ざ礁しようしたままだという。その船の乗組員にいたっては、そもそも向かう先に島はないのではないかとさえ考えている。

　ル・ロワと話した後、どうしたものかと主屋の入り口に座り込んでしまった。

　それに、ぐるぐると考えているとどうしても頭に浮うかぶのは、カナンのことだった。

　カナンは書しよ籍せき商たちの動向を知っていたはずだ。そして異い端たん審しん問もん官とも近しいのだから、逃にげきった職人というのはある種の警告のために残された架か空くうの存在なのではないか、という可能性に至っていたのではないか。

　だとすると、そもそも見つけ出すのは無理だと思って、計画を持ち込んだことになる。

　なにかしらの罠わな、と一いつ瞬しゆん思ったものの、カナンの身元を確かめたりするようなことをハイランドが怠おこたったとも思えないし、なによりカナンの熱意が噓うそだとも思えなかった。

　あるいは不可能を可能にする奇き跡せきが起きるという、敬けい虔けんな聖職者ゆえの思い込みが、悪い可能性など考こう慮りよするに値あたいせず、として自分たちに説明を怠おこたっただけなのか。

　けれど強力な信しん仰こうが俗ぞく世せいの力となって問題を解決するというのは、ミューリが好むおとぎ話の類たぐいである、ということくらいは自分にもわかる。カナンの語った技術を持つ職人を見つけられなければ、カナンの計画もまた、絵に描えがいたパンにすぎないのだから。

「カナンさんのこともそうですが、この状じよう況きようで手がかりなど、一体どうしたら……」

　もう何度目かわからない呟つぶやきを口にしたところで、ミューリが目の前を一目散に駆かけ抜ぬけて行った。

「ミューリ？　なにをあんなに慌あわてて……」

　と思うのも束つかの間ま、二頭の馬の手た綱づなを引いて戻もどってきた。馬の後ろには、慌あわてた様子のクラークまで連れて。

「あ、兄様も！　きて！　今すぐ！」

「……？」

　その様子は、ニョッヒラでよく見たものだった。悪いた戯ずらをしたはいいが、自分の力ではどうにもならない事態を引き起こし、助けを求めるような。

　いったいなにをしでかしたのだと追いかけて、敷しき地ちの中心部に向かう。草やら灌かん木ぼくやらがぼうぼうになっているところまできて、自分はクラークと同様に顔を青ざめさせた。

「ル・ロワさん!?」

「お～……コ、コル様～……？」

　なにがどうなっているのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。

　敷しき地ち内の建物は、どれも石造りの渡わたり廊ろう下かで繫つながっている。その廊ろう下かの両りよう脇わきには装そう飾しよく用の石柱が等とう間かん隔かくに立てられていたのだが、その石柱も長年手入れがなされず、何本か倒たおれていた。

　そして今まさに目の前で折り重なるようにして倒たおれている石柱の隙すき間まから、逆さまにル・ロワの足が生えていたのだ。

「兄様！　この綱つなを石柱に巻きつけて！　クラークさんは木の棒で、梃て子この要領で石柱を持ち上げて！」

　ミューリはてきぱきと指示を出すと、兎うさぎのように軽々しく飛んで、倒たおれた石柱の上からル・ロワの様子を探さぐっている。

「もうちょっと大だい丈じよう夫ぶそう？　というか、下からは抜ぬけられない？」

「狭せまい地下通路で、無理ですな……。壁かべはしっかりしてるみたいですから、これ以上崩くずれることもなさそうです。が……頭に血が上ります！」

　どうやら石柱がル・ロワの上に倒とう壊かいしたのではなく、なにかの拍ひよう子しに、倒たおれた石柱の隙すき間まにはまり込んだらしかった。あるいは石柱の間から地下通路とやらに入ろうとして、腹がつっかえてにっちもさっちもいかなくなったのだろうか。

　どちらにせよ、助けるには石柱を動かすしかなさそうだ。

　ミューリの指示通りに作業をして、荷馬に慎しん重ちように引いてもらう。石柱を一本、また一本とどかし、なんとか助けられた。

「ふう……人にん参じんになった気分でしたな！」

「蕪かぶじゃなくて？」

　蕪かぶだ、蕪かぶですね、と自分はクラークとうなずき合う。

「一体どうされたんです」

　土つち埃ぼこりで真っ黒な顔をしたル・ロワに尋たずねると、苦笑いを返された。

「いやあ、こういう場所にいると、ついじっとできず」

「肝きもが冷えましたよ。お怪け我がは？」

「大だい丈じよう夫ぶです。腹をちょっと擦すりむいたくらいですな」

　まるで二人目のミューリだと呆あきれていたら、ル・ロワはぱんぱんと腹のあたりについた土を払はらいながらも、周囲を落ち着かなげに見回している。どうやら地下通路の続く先を探しているらしい。

「貴族様の屋や敷しきには、地下室がつきものです。単に酒を熟成させる地下倉のこともあれば、町中に置いておけない黄金の隠かくし場ば所しよであることもあります。時には屋や敷しきの持ち主が変わる中で存在を忘れられる地下室もありまして、そういう場所には処分に困った危険な本があることも。なので、倒たおれた石柱の隙すき間まに地下通路らしきものを見つけ、じっとしていられませんで」

　自分たちとはまったく違ちがう種類の人間のようだと、自分とクラークは疲つかれたように目配せをし合う。

「確かに、古い修道院なんかでそういうお話は聞きますが」

「ああ、それですそれです。古い修道院なんかは特に、元々は冒ぼう険けん心に満ちた商人たちの避ひ難なん所だったり、異教徒と戦った騎き士したちの要よう塞さいとしても使われたのが発ほつ端たんだったりしますから。面おも白しろくて貴重なものが、忘れ去られた隠かくし部屋にたっぷりしまわれていたりするのです」

　そして、ル・ロワのような者たちが、宝を探して嗅かぎまわるということなのだろう。

　それであんな悪あく魔まの儀ぎ式しきで使われる生いけ贄にえみたいなことになっていたら世話がないのだが、とにかく無事で良よかった、と思っていたら、妙みように周囲が静かな気がした。

「あの、ミューリはどこに？」

　こういう話に最も目がないはずのおてんば娘むすめの姿がない。

　まさか、と思って崩くずれた石いし畳だたみの側にひざまずいて、暗い穴の中に顔を突つっ込んだ。

「ミューリ！」

　穴の中は通路と呼んでよいのか微び妙みような造りで、まん丸いル・ロワでなくとも、大の大人では這はって進むのがせいぜいだろう。けれど小さな盥たらいの中でのんびりお湯に浸つかれる小こ柄がらな少女なら、その限りにない。

　暗がりの向こうに、ミューリの靴くつ裏と、小さなお尻しりの影かげが見えた。

「戻もどってきなさい！」

　通路が崩くずれたらと思うと恐きよう怖ふで息をするのも困難だったが、ミューリは言われる前にすでに後退を始めていたようで、ほどなくずりずりと四よつん這ばいのまま穴の下に戻もどってきた。

「あなたは！　まったくなにを！」

　地下通路の中は空気が淀よどんでいたのか、ミューリは顔を上げるとしきりに鼻をこすり、くしゃみに似た咳せきをしていた。それからよたよたと穴から立ち上がろうとしていたので、猫ねこを引っ張り出すみたいに、脇わきの下したに両手を差し込んで穴の中から引きずり出した。

「あーあー……服もこんなに汚よごして！」

　ミューリが着ているのは、ラポネルにも着ていった、ハイランドからあつらえてもらった騎き士しの見習い少年が着るような上等の服だ。一体金貨で何枚するのかわからないそれが、土つち埃ぼこりだらけになっていた。

　ぺたんと腰こしを下ろしていたミューリは、最後に大きくくしゃみをして、立ち上がる。

「も～、うるさいなあ」

「……！」

　𠮟しかる言葉さえ見つけられずにいると、周囲を歩き回っていたル・ロワが、笑い出すのをこらえたような顔で言った。

「それで、奥にはなにかありましたかな？」

　ミューリを𠮟しかろうとする自分をなだめるように、ル・ロワはこちらに向けて片目を瞑つぶってみせる。この二人を仲良くさせてはならない、と思うのに十分なしぐさだ。

「なんにもなかったし、秘密の通路じゃなさそう。すっごい動物臭くさかったし、通路の奥で子こ狐ぎつねくんたちと目が合ったよ。狐きつねさん親子の隠かくれ家がになってるみたい」

　自分がせっせと服を払はらうのを、鬱うつ陶とうしそうにしながらミューリはそう言った。

「ははは、でしょうな。もう少し助けてもらうのが遅おそかったら、私も鼻をかじられていたかも」

　好こう奇き心旺おう盛せいな子こ狐ぎつねが、突とつ然ぜん地下に現れたル・ロワの丸い顔に驚おどろきつつ、おっかなびっくり近寄る様子が目に浮うかんだ。

「これは通路ではなく、水路のようです。あっちに草に埋うもれた露ろ天てんの浴場がありました」

「お風ふ呂ろ!?」

　ニョッヒラ生まれのミューリは期待に満ちた声を上げたが、入れるようになるのは何か月も先だろう。

「おそらくあの北の建物で沸わかされた湯が、この水路を通って、流れ込むのでしょう」

　指さすル・ロワの説明に、クラークはなにか納なつ得とくしているようだった。

「では夜中にごそごそしているのは、狐きつねの親子ということですか」

　少し残念そうなのは、廃はい墟きよで寝ね泊とまりしている聖職者の前に現れるという、天使かなにかを期待していたのかもしれない。

「しかし、屋外に浴場があるとはずいぶんまた古風な建物です。エーブさんから聞いたのですが、ここは修道院に改装されるとのことですよね？」

「あ、はい。ハイランド様をご存知でしょうか？　大変信しん仰こう心に篤あつい王族の方が、そのように手配してくださいまして」

　クラークの返事にル・ロワは笑え顔がおでうなずき、ゆっくりと周囲を見回した。

「元々は、古い……とても古い建物なのかもしれません。それこそ王国のできる前、古代帝てい国こくの兵士たちが、この大きな島に侵しん攻こうした際に建てられたものかも」

　穏おだやかな、どこか恍こう惚こつとしているとさえ言えそうなル・ロワの横顔からは、さっきまでの悪いた戯ずらめいた雰ふん囲い気きが消えている。代わりに、そこには歴史を愛する賢けん人じんの顔があった。

「一度由ゆい緒しよを調べられては？　修道院の売りのひとつになると思いますよ」

　けれどすぐに、見慣れたひょうきんなものに戻もどってしまう。

「ねえねえ、それって、王国に残る騎き士し団の、大元になった人たちの話？」

　そして子こ狐ぎつねよりも好こう奇き心旺おう盛せいなミューリは、近寄りがたそうにしていたル・ロワの話に食いついていた。

「騎き士したちの歴史に興味が？」

　ミューリは目を見開いて、強くうなずく。

「よろしい。私が講義して進ぜましょう」

　膨ぼう大だいな量の書物に通じているル・ロワだ。ラウズボーンの大聖堂の前で、今は使われていない騎き士し団の紋もん章しようをお守りとして売っていた露ろ店てん商しようよりよほど濃のう密みつな話が聞けるに違ちがいない。自分でさえ若じやつ干かん興味を惹ひかれる。

　けれど、自分としては職人の行ゆく方えについてもっと話したいことがあった。

「ル・ロワさん、私もまだお伺うかがいたいしたいことが……」

「ほ？」

「だめ！　兄様はまたつまんない神様のお話でしょ！」

　ル・ロワの服の袖そでを摑つかんで離はなさないミューリが、これは自分の獲え物ものだと主張する。

　自分とミューリに挟はさまれ、ル・ロワは楽しげに腹をさすっている。

　そしてそんなところに、孤こ児じ院で似たような光景を何度も見てきたのだろうクラークが、疲れたように微ほほ笑えみながらこう言った。

「皆みなさま、ひとまず休きゆう憩けいにしませんか」

　子供と子供みたいな大人は、それでようやく収まったのだった。

　結局廃はい墟きよでもう一晩を過ごし、翌日の朝、廃はい墟きよに残って引き続き作業をしたがるクラークを説得し、しばし休養を取るようにと一いつ緒しよにラウズボーンに戻もどった。

　昼前には到とう着ちやくし、シャロンの待つ孤こ児じ院まで送り届けると、クラークは早さつ速そくシャロンに小言を言われつつ、大喜びする子供たちに引っ張り込まれるようにして建物の中に消えていった。

「たまには役に立つじゃないか」

　軽く笑いながら言うシャロンの憎にくまれ口ぐちに、ミューリはいーっと歯を剝むいていたので、やっぱり二人は仲良しなのだと思う。

　ル・ロワはエーブの屋や敷しきに間借りするつもりらしく、荷馬車で送り届けるとちょうど買いつけた代しろ物ものを搬はん出しゆつしていたエーブと出くわした。ル・ロワの暑苦しさに辟へき易えきしている様子のエーブを見ることができて、少し得した気分だった。

　最後に屋や敷しきに戻もどると、その日は屋や敷しきにいたハイランドが出で迎むかえてくれて、ずいぶん薄うす汚よごれた様子のミューリに目をぱちくりとさせていた。

「職人の行ゆく方えは、書しよ籍せき商もまた、追いかけていたのか」

　ミューリが部屋で土つち埃ぼこりだらけの体を洗っている間、中庭沿いの回かい廊ろうでル・ロワとの会話をハイランドに報告した。彼ら書しよ籍せき商は自分たちの商売を守るために件くだんの職人たちを追いかけていたし、最後の一人とされる職人の行ゆく方えは杳ようとして見つからないことから、異い端たん審しん問もん官たちによる意図的な策略なのではないか、ということも伝えた。

「なるほど……そこまで意地の悪い想像はできなかったな。けれど、いかにもありうる話だ」

「いかが、しましょうか」

　自分はもちろん引き続き職人を探すつもりだが、はっきり言って手て掛がかりが少なすぎた。しかもル・ロワたち書しよ籍せき商が長年目を光らせていてもなお見つからないままだというのだから、余計に自分の出る幕などないだろう。

　それに、カナンもこの可能性に気がついていたのではという疑問がずっとあった。気がついていたのだとしたら、どういう思おも惑わくでこの計画を持ち込んできたのか。仮にカナンが善良なのだとしても、その後ろにいる人々の動機は少し疑うべきなのではないかと思った、その矢先のことだった。

「カナン殿どのは、わかっていたのかもしれないね」

　驚おどろいて顔を上げたのは、ハイランドが優やさしく微ほほ笑えんでいたからだ。

「けれど教会から裏切り者と呼ばれる危険を冒おかしてまで、ここにきた。そこには強い動機があるはずだ。単なる信しん仰こう心で、見込みのない計画を伝えるためだけにきたとは思えない」

「……」

　ハイランドの言葉の向く先がわからずにいると、肩かたをすくめられた。

「カナン殿どのの語った技術は確かに奇き跡せきだけれど、それは魔ま法ほうではない。私たちの手でも十分に代だい替たいできるものだ」

　ミューリがそうしたように、ハイランドは悪いた戯ずらっぽく、右手をわきわきとさせてみる。

「写字生の手が十分にあれば、計画は続行できる。カナン殿どのの真の目的は、こっちだったのかもしれないね」

　危険すぎて封ふう印いんされた技術を復活させる。ミューリの側そばにいるせいか、そんな荒こう唐とう無む稽けいなことを疑いもしなかったが、冷静なハイランドの目には最初から全体像が映っていたのかもしれない。

「商人たちにはなんの益もない話だから協力を仰あおげない。カナン殿どのたちが普ふ通つうの高位聖職者なら、支配下の大聖堂や修道院の人員を狩かり出したり、なんなら各種の特権を見返りに、筆写のための資金を都合できたりするのだろう。けれど、カナン殿どのたちはまさにそういう権力を不当に持つ者たちを撲ぼく滅めつするために動いている。俗ぞく世せいの貴族に力を借りるにしても、所領と教会の利害が絡からみすぎていて、誰だれが味方かわかったものではない。だから明確に教会の敵だとわかっている私たちに話を持ってきた……というところではないだろうか」

　ハイランドは庶しよ子しとはいえ、王族に連なる身だ。自分たちはそのおかげで路銀の心配などしないでいられるし、滞たい在ざいしているこの屋や敷しきも豪ごう華かな作りだった。

　だから伝説の技術を復活させられずとも、大陸に広めるのに十分な聖典をつくる費用を賄まかなえるのでは、とカナンたちが目星をつけたとしても、確かにおかしいことはなかった。

　資金の問題は、カナンもまた最初から口にしていたのだ。

「それに、何千冊も我々が作る必要はない。重要なのは、異い端たん審しん問もん官がその技術を恐おそれたのと同じ状じよう況きようを作れるかどうかだろうから」

　少しなぞかけめいた物言いだったが、言いたいことはすぐにわかった。

「彼らが回収するよりも早く、世に広められるか、どうか？」

「そう。俗ぞく語ごの聖典の素す晴ばらしさを知った誰だれかが、一冊の聖典を複写してくれて、その複写を手に入れた誰だれかが同じことをしてくれる。そうすれば我々の手間は減る。もちろん時間はかかるし、不確実だ。カナン殿どのの言う技術があれば、その不確実性を消し去れる。けれど私たちと手を組むことも、それに勝まさるほどではなくとも、まあまあ戦力になると踏ふんだのではあるまいか」

　弱々しい火であぶっていては、焦こげるばかりで火が点つかないかもしれない。一面を燃え上がらせるには、それなりの火種を用意する必要がある。

　ただ、自分は危あやうく口を開きかけた。王族に向けるにはあまりに不敬な一言だった。

　資金的には、いかがなのでしょうか。

　シャロンは修道院の補修費用でさえ、頼たよるのをためらっていた。それとも、後うしろ盾だてとなっているデバウ商会や、あるいはエーブに資し金きん繰ぐりを頼たよるつもりなのだろうか。

　そしてハイランドは、言葉を飲み込んだこちらのことに気がついたらしい。少し照れたように微ほほ笑えんでから、口を開く。

「写字生を大量に用意すればいい。場所は修道院というおあつらえ向きのものがある。ならば問題はあるまい」

　任せておけ、とばかりにうなずいてみせるのだから、なにか手があるのだ。

　自分は不安に思いつつ、あまり詮せん索さくするのはハイランドを信用していないということにもなると思い、口をつぐんだ。

「ふふ。そんな真しん剣けんな顔をしていると……と思ったが、騎き士しはまだ部屋で湯ゆ浴あみ中だったね」

　わざとらしくそんなことを言っていたので、この話は終わりだ、ということだろう。自分も仕方なく笑って、話題を流すほかなかった。

「それと職人の件はもちろんなのだけど、カナン殿どのに聖典の翻ほん訳やく版を渡わたしたら、早さつ速そく翻ほん訳やくについていくつも質問を寄こしてきた。見てもらえないだろうか」

「それは、はい。もちろんです。いささか怖こわくはありますが……」

「向こうも同じことを思って、筆を執とっていると思うよ」

　あの執しつ務む室で相対した時、自分はカナンの雰ふん囲い気きに吞のまれないように必死だったのだが、それはカナンの側も同じだったらしい。そのことを思い出すと、いくらか気分も軽くなる。

「あ、そういえば」

　ハイランドと共にカナンからの手紙を取りに執しつ務む室に向かおうとした途と中ちゆう、ふと思い出したことがあった。

「修道院予定地の建物なのですが、由ゆい緒しよある建物なのでしょうか？　どうも、王国ができる前に遡さかのぼれるような、古い様式なのではと」

「ありうる話ではあるけれど……それが？」

「修道院の売りになるのではとル・ロワさん……協力をお願いした書しよ籍せき商の方が」

　その言葉に、ハイランドはどこか居心ここ地ち悪わるそうに微ほほ笑えんだ。

「私がもっと金勘かん定じようのうまい領主ならば、皆みなの手を煩わずらわせずに済んだろうに」

　実直で、自らに厳しい貴族の中の貴族。

「そういうハイランド様だからこそ、少なくとも私は今ここにいると思っていますよ」

　ハイランドに、笑い返してみせた。

「ミューリがいないうちに、私も自分の気持ちをお伝えすべきかと」

　冗じよう談だんめかして付け加えると、ハイランドは降参を示すように大きく肩かたをすくめていた。

「修道院の件は、調べておこう」

　ハイランドは楽しげに言って、こちらを見やる。

「君たちの協力があれば、きっと諸もろ々もろうまくいくはずだ」

　なんの根こん拠きよもないといえばそれまでだが、笑え顔がおで同意できるのは、ひとえにハイランドの人ひと柄がらゆえなのだった。

　ハイランドと別れて部屋に戻もどる頃ころには、ミューリの湯ゆ浴あみも終わっていた。今はせっせと髪かみの毛けの手入れをする少女をよそに、カナンからの手紙を広げて机につく。受け取ってから我が慢まんできず、部屋に向かう途と中ちゆうで開いてしまったのだが、改めて目を通すと頰ほおが紅潮する思いだった。

「恋こい文ぶみ？」

　横から覗のぞき込んだミューリが、妙みように据すわった目でそう言ったくらいに。

「ち、違ちがいます」

　思わず口ごもってしまったのは、文章の向こうにカナンの顔が透すけて見えるくらい、情熱的な褒ほめ言葉で溢あふれていたからかもしれない。

「すっごく楽しそうな匂におい」

　ミューリはカナンの手紙に鼻を近づけ、面おも白しろくなさそうにすんすんと鼻を鳴らす。

「本当に女の子じゃなかったよね？」

　苦笑いしながら、やきもちやきの狼オオカミをいなす。

「神学問答ができる相手というのは、すごく限られますから。遠い異国の地で出会う、故郷の仲間のようなものです」

「兄様たちの、訳のわからない話」

　自分の入れない話題はなんにせよ面おも白しろくない、とばかりに、まだ少し湿しめっている狼オオカミの尻しつ尾ぽを振ふっていた。

「あなただって、ル・ロワさんと大いに話が盛り上がっていたでしょう」

　荷馬車の荷台の上では、ひたすら二人で話し続けていた。自分とクラークは御ぎよ者しや台で聖典の解かい釈しやくを巡めぐる話をしていたのだが、到とう底てい背後の熱意には敵かなわなかった。夢中で話すミューリの熱量を知っている身として、そのミューリが喉のどを嗄からすくらい話に付き合えるル・ロワの偉い大だいさを改めて実感したところだ。

「今日はこの後、街の書庫に一いつ緒しよに行く約束もしたよ。修道院のことを調べないといけないからね」

　街の参事会は、各地の年代記や貴族の紋もん章しよう、主要な戦せん役えきの記録などを蒐しゆう集しゆうしている。

　あそこにル・ロワと一いつ緒しよに行けば、確かにミューリのような少女にはまさに天国だろう。

「あまり迷めい惑わくをかけてはいけませんよ」

　行くなと言っても聞く耳を持たないだろうし、ハイランドの懐ふところ具合を鑑かんがみると、修道院の売り文句というのはもっと真しん剣けんに考えるべきことのように思えていた。ミューリがそれを見つけてきてくれれば、回りまわってハイランドの役に立つ。

　そう思って最低限の小言で済ませると、ミューリは不服そうな目でこちらを見ていた。

　ただ、不服の理由は、自分が想像していたのとだいぶ違ちがっていたようなのだが。

「いいの？　男の人と、遊びに行くのに」

「……」

　数すう瞬しゆん、なにを言っているのかわからなかった。

　ミューリの言いたいことに気がついた瞬しゆん間かん、思わず笑いそうになったのは、いっつも二歩も三歩も先を行ってこちらを翻ほん弄ろうするミューリが、こんなにわかりやすく女の子らしいことを言うのかと思ったからだ。

　そしてもちろん、ル・ロワとミューリを並べてみても、なんの不安があるだろうか。

「ル・ロワさんと食事をしにいくとなったら、食べすぎないか心配するところですが」

　あの丸い体型を維い持じするには、ミューリでさえ呆あつ気けに取られるくらい食べなければならないというのを、昨日今日で知った。あの食事量に慣れられたら、とても困る。

「……そういうことじゃ、ないんだけど」

　不満そうなミューリの言いたいことは、もちろんわかる。

　ちょっと前までのミューリからの求きゆう婚こん攻こう勢せいは、方向を変えただけで消えてなくなったわけではないのだから。

「あなたと私にはこれがありますから。それで十分でしょう？」

　指さしたのは、ミューリの腰こし帯おびに刺し繡しゆうされている、そっぽを向いたような狼オオカミの紋もん章しようだ。

　この紋もん章しようを使えるのは、世界を探しても二人だけ。

　ミューリは目線を落として腰こし帯おびを見て、それからため息をついて顔を上げた。

「嚙かみつくのは許してあげる」

　カナンの手紙にやきもちをやいて、ちょっとじゃれつきたかったのだろう。

　けれど自分に同じような鼻があれば、ミューリがせっせと書き記している夢物語にも、同じ空気を容易に嗅かぎ取とることができたはずだ。ミューリの母である賢けん狼ろうにあの紙束を渡わたしたら、ずいぶん分厚い恋こい文ぶみじゃのうと笑うことだろう。

「羊肉を前にした時も、その自制心を発揮してもらいたいものです」

　そんな一言を付け加えると、唇くちびるをひん曲げたミューリはこちらの肩かたを叩たたいてくる。

「兄様の意地悪」

　聞き慣れた台詞せりふに咳せき込むように笑えば、もう一度肩かたを叩たたかれた。

「それに、あなたなりにル・ロワさんから職人さんの情報を聞き出そうとしてくれている。そうですよね？」

　間ま抜ぬけな羊だとしても、さすがに学習する。

　ミューリはひん曲げていた唇くちびるを今度は少し尖とがらせて、鼻の穴をぷくりと開く。

　気づいてもらえるとは思っていなかったのかもしれない。

「ふん……。わかってるなら、いいんだよ」

　尻しつ尾ぽがぱたぱた振ふられているのは見なかったことにして、ありがとうございます、と恭うやうやしく頭こうべを垂れておく。

　するとミューリは肩かたをすくめた後、椅い子すをもう一脚きやく持ってきて横につける。それから櫛くしをばんと机の上に置くやいなや、最後に背中をこちらに向けてからこう言った。

「ただ、すっごい頭の良いい人だから、職人さんの話を知ってたとしても聞き出すのは大変かも」

　労働には対価を。

　やれやれと櫛くしを手に取り、ミューリの髪かみにそっと櫛くしを沈しずめると、ミューリはようやく満足げに笑ったのだった。

「そういえばさ、金きん髪ぱつは職人さんの話になんて言ってた？　そのお話をしにいったんでしょ？」

「存在しないかもという説には、さもありなんという反応でした。最初からある程度考こう慮りよされていたのでしょう」

　まだ湿しめっていてひんやりするミューリの髪かみの毛けには、不思議な質感がある。これだけ綺き麗れいなら夢中で手入れをしたくなる理由もわかろうものだ、と思っていたら、ミューリが奇き妙みようなことを聞いてきた。

「金きん髪ぱつは、あんまり落ち込んでなかったの？」

　肩かた越ごしに振ふり向むいてまで確かく認にんするミューリに、やや戸と惑まどう。

「え、ええ。ただ、理由はわかりますよ」

　前を向いてください、と肩かたをつつくと、ミューリはこちらを気にしながらも前を向く。

「カナンさんの持ち込んだ計画は、お話の技術がなくとも原理的には実現可能ですから」

　これがどうしても失われた技術の復活が必要ということであれば、もっと悲ひ壮そう感が強くなっていたことだろう。王国と教会の争いを平和裏りに終えられるどころか、教会の浄じよう化かまで行える千せん載ざい一いち遇ぐうの機会なのだから、なんとしてもものにしなければならないと必死になったはずだ。

「単純に本を作る職人さんたちを雇やとう資金の問題ということであれば、完全にお先真っ暗というわけではありません。金額の大きさは確かに問題でしょうが、ハイランド様にはなにかお考えがありそうでした。職人さんが見つからずとも、そのまま前に進もうという決意のようなものを確かに感じましたよ」

　軽い手つきでミューリの髪かみに櫛くしを通していたのだが、不意にその体が小さくなった気がした。大きくため息をついたのだと理解する頃ころには、こちらを向いたミューリの目が湿しめった髪かみの毛けよりも冷たくなっていた。

「兄様はやっぱり、私がいないとだめだと思う」

「……と、突とつ然ぜんなんですか？」

　ミューリはすぐに答えず、引き続き髪かみの毛けを梳すけと手ぶりで示してから、前に向き直る。

　背中の様子から、さっきまでの甘えるような空気はなくなっていた。

「実現したいことの前に問題が立ちはだかっていて、その解決法があの金きん髪ぱつの手に残されてるとする。だったらあの金きん髪ぱつの性格からして、暗い顔なんてするわけないよ。むしろほっとした様子で、こう言うだろうね」

　ミューリは肩かたをそびやかしていた。

「自分が犠ぎ牲せいになることで解決できるなら、気楽なものだって」

　髪かみを梳くしけずる手が止まり、ミューリが肩かた越ごしにちらりと振ふり返かえる。

「笑え顔がおで言いそうでしょ？」

　二の句を継つげないのは、あまりにも容易にその場面が想像できるからだ。

「本当にそうするかはわからないけど、とんでもない仕方でお金を用意するかもしれないから、注意したほうがいいと思うな」

　あのシャロンもまた、ハイランドに資金の相談をすることをためらっていた。それはハイランドの責任感の強さを危き惧ぐしてのことだった。そして自分がハイランドを信しん頼らいできるとしたら、まさにその責任感の強さゆえなのだ。

　修道院の運営の足しになるかもと、由ゆい緒しよについて尋たずねた時の顔が思い出される。

　私がもっと金勘かん定じようのうまい領主ならば、とハイランドは言った。

「兄様があの金きん髪ぱつを心配するのはしゃくだけどね」

　蓮はすっ葉ぱな物言いの後、肩かたをすくめる。

「お菓か子しを用意してくれなくなったら、私も困るもの」

　こちらに背を向けたままそんなことを言ったミューリの顔が、一体どんな風だったか。

　自分はもちろんありありと想像できたし、ミューリは意地っ張りなところもあるが、それ以上に心優やさしい女の子なのだ。

「完全に、油断していました」

　ある日ハイランドが大金を用意して、首しゆ尾びよく写字生たちを手配したとしても、なんの疑問も抱いだかなかっただろう。その笑え顔がおを本当の笑え顔がおだと思い込んで、問いかけすらしないはずだ。

　危険な穴がたくさん存在する森の中、狼オオカミは数歩先で道を確かめて、仲間が迷い込むのを助けてくれる。止まっていた手を、今まで以上にゆっくりと、丁てい寧ねいに動かした。

「あなたは立派な私の騎き士しです」

　灰に銀粉を混ぜたような髪かみの毛けを梳くしけずりながら、そう言った。

　ミューリはこちらを振ふり向むかなかったが、狼オオカミの耳と尻しつ尾ぽから、どんな顔をしているかはさっき以上によく分かったのだった。

　髪かみの毛けを梳すき終わり、せがむので三つ編みにしてやると、ミューリはまだちょっと土つち埃ぼこりの匂においがする騎き士し見習いの服を着て、鼻息荒あらくル・ロワの下もとに向かってしまった。

　その腰こしに剣けんが揺ゆれているのを止められなかったのは、ついさっきに大事なことを気付かせてくれた借りがあるから、というわけではない。ちょうど、街の参事会で行われる昼の宴うたげに参加するハイランドと外出が重なったのだ。ハイランドはミューリとの騎き士し団に特権を授さずけてくれたいわば主君なのだから、騎き士したる自分が主君の道中の安全を守らなければならない、という理り屈くつらしい。ハイランドはもちろん小さな騎き士しの護衛を喜んで、自分の馬車の中に招き入れていた。

　そんなわけで、自分は二人の乗る馬車が石いし畳だたみの道をがたがた進んでいく様を、下男たちと一いつ緒しよに見送ることとなった。

　ハイランドはいつもと変わらぬ笑え顔がおだし、ミューリとのじゃれ合いを楽しんでいる様子も噓うそには見えない。けれどミューリの語った話が本当なら、ハイランドはあの笑え顔がおの下に危険な決意を秘めていることになる。確かにカナンたちの持ち込んできた話は、王国と教会の関係がどう転ぶかを左右する重大なものであることは間ま違ちがいなく、なんとしてでも実現しなければならないという気持ちは共有できる。

　けれど無茶なことはして欲しくないと思うし、黙だまってそうして欲しくなかった。

　ハイランドが、岩のような責任感と、少なくない王族としての矜きよう持じもあって、そうしているのだとしても。

「身分とは、神が定めしものとはいえ……」

　窮きゆう屈くつなものだ。

　それを真正面からどうにかしようという気き概がいを持つのは、灰に銀粉を混ぜたような不思議な色合いの髪かみを持つ、おてんば娘むすめだけなのかもしれない。

「コル様、いかがされましたか」

　と、老いた下男が声をかけてくれた。いつまでそこにいるのか、と不思議そうな顔だった。

「少し、物思いに。いけない癖くせです」

　老いた下男は歯の少なくなった顔をくしゃりと笑わせ、鋼鉄の門もん扉ぴに手をかける。

　そしてそれを閉じようとしたところで、視線をふと道の先に向けていた。自分もそちらに目を向けると、こちらに向けて歩いてきていた者がぎくりとして足を止めた。

「え……ローズ、さん？」

　言いい淀よどんでしまったのは、若じやつ干かん自信がなかったから。

　なにせ初めて出会った時は行いき倒だおれの泥どろまみれで、騎き士し見習いという身分も風ふう前ぜんの灯ともしびだった。

　けれど道の先でなんだか戸と惑まどいがちにしている今の姿は、地味な色合いがらも肩かたのマントを翻ひるがえした、立派な騎き士しのいでたちだったのだ。

「お客様ですかな」

　下男が門もん扉ぴを閉める手を止めて、こちらに問いかけてくる。ローズは聖クルザ騎き士し団の人員であり、たまたま近所を散歩していたということもあるまい。またローズのほうも、なにか意を決したように肩かたをいからせ、大おお股またに歩いてくる。

　おそらくだが、ここに用があったのは確かだが、思ったよりも遠い距きよ離りで知り合いと目が合った時の気き恥はずかしさだろう、と思った。

　けれども聖クルザ騎き士し団員たるもの、いつまでも照れてられないとばかりに、ローズは折り目正しく挨あい拶さつをしてきたのだった。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう。コル様」

　そして胸に手を当てその場に膝ひざをつこうとしたのは、さすがにおしとどめた。

「お久しぶりです。どうぞ楽に」

　ローズはマントを羽織って革かわの胸当てをつけ、腰こしに長ちよう剣けんを佩はいて膝ひざ近くまである旅用のごつい革かわ靴ぐつを履はいている。立派な旅装姿だが、靴くつには春の雪解けの名な残ごりを少しとどめていた。
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「見たところ、旅装のままですよね。いかがでしょう、お屋や敷しきで休まれては」

「……お気き遣づかい、痛み入ります」

　いかにも騎き士しらしい言こと葉ば遣づかいがまだどこかこなれていないのは、単純に若さのせいだろう。

　それから下男が案内してくれたのは、色つき硝子ガラスで天使の絵が描えがかれた、通り沿いの日当たりの良いい部屋だった。

「ハイランド様は、まさに先ほど出かけられまして」

　部屋の外で下女の持ってきた飲み物を受け取り、自分の手でローズの前に置く。ローズは色つき硝子ガラスの組み合わせで描えがかれた天使を眩まぶしそうに見上げていたが、ほんの少し会っていないだけで、ずいぶん大人になったように見えた。ミューリが見たら、騎き士しとして差をつけられたと悔くやしがるかもしれない。

　そういえば、このローズはまだミューリが騎き士しの身分を賜たまわったことを知らないはずだが、自分から伝えるか、それともミューリが自身で伝えたがるだろうかと妙みようなことを思ってしまう。

　ただローズ少年はミューリにそれとなく好意を持っていた気がするから、ミューリと会話が増えるようにしたほうがよいだろうか……などと思いながら席についたら、ローズはそれを待っていたように口を開く。

「ハイランド様へは改めて挨あい拶さつに伺うかがいます。今日は、コル様へ団長からの急ぎの手紙をお持ちしました」

「え、私へ？」

　まさか自分に用があったとは思わず驚おどろいていると、ローズは胸むな元もとから一通の書簡を取り出した。馬の尻しつ尾ぽの毛で作られた紐ひもでくくられた、赤い蠟ろうに騎き士し団の印章が押された正式な体てい裁さいの書簡だった。

　やや緊きん張ちようしながら受け取り、開けてもいいかと目線で問えば、うなずかれる。

　そうして目に入った文章に、さらに驚おどろかされた。

「コル様のご助力と神のお導きにより、私たちは再び騎き士しとしての名めい誉よを取とり戻もどすことができました」

　ローズはそう言って、こちらの手元にある手紙に視線を落としてから、顔を上げる。

「ですが、私たちではどうしても力不足になることが幾いく度どもありました。そのたびに実感したのは、コル様のご威い光こうです」

　手紙には、あの銀の髭ひげを蓄たくわえた騎き士しの中の騎き士しといった団長の筆で、そんな内容が記されていた。彼らは王国内で不正を働く教会を相手に、教会とのさらなる対立に鑑かんがみて手出しできない王国に代わって、不正を暴いて回っている。

　聖クルザ騎き士し団にはおとぎ話にも歌われるような民衆人気もあるおかげか、その活かつ躍やくたるや目覚ましいものだと耳にしていたが、万ばん事じうまくいくというわけでもないようだった。

「比ひ較かく的てき大きな町では問題ないのです。聖クルザ騎き士し団の名を知らない者などおらず、聖典を突つきつければ彼らに言い訳の余地などないからです。しかし、古くて小さい町や村、特に世せ襲しゆうで司教の座が守られていたり、聖職者が教会文字を読めなかったりするような、神の御加護でさえ届かない地域では、そうではありません」

　生しよう涯がい独身のはずの司教職が世せ襲しゆう、という眩暈めまいのするような矛む盾じゆんや、聖職者が教会文字で書かれた聖典を読めず内容もろくに聞いたことさえない、という冗じよう談だんのようなことはままある話だ。

「そんな場では、我らを野や盗とうかなにかの集団だと罵ののしり、呪のろいの言葉と共に水をかけられる始末です。ところが」

　薄はく明めいの枢すう機き卿きようの命であるとわかると、彼らはたちまちおとなしくなる、と手紙にはあった。

　そして例外なく、そういう教会には聖典の一部を抜ばつ粋すいして俗ぞく語ごに翻ほん訳やくした冊子があるのだと。

「彼らは神の言葉は知らずとも、それなりに世間の流れには耳じ目もくを傾かたむけています。出入りの商人や、大きな町に作物や家か畜ちくを売りにいった領民から、コル様のお名前を耳にするようです。それから時には誤字だらけではあるものの、俗ぞく語ごになった聖典の一部を書き写したものを手に入れ、初めて神の教えに触ふれているのだとか」

　そんなふうに自分たちの働きが影えい響きようを与あたえているのかと心底驚おどろいたし、同時に、やはり正しいことをしていれば人々は気付いてくれるのだという希望もまた、強く感じることができた。

「では、ローズさんのお荷物の中にあるのは」

　手紙にはちょっと恥はずかしくなってしまうくらいの褒ほめ言葉と、聖典を俗ぞく語ごに翻ほん訳やくするということの素す晴ばらしさが語られていた。そんな手紙の後半の一文には、名ばかりの聖職者たちの無知蒙もう昧まいをただすため、ぜひとも薄はく明めいの枢すう機き卿きように同道願いたいとあったが、もちろんそれは挨あい拶さつみたいなものだ。

　そこに本人がおらずとも、言葉を伝えることは可能なのだから。

「コル様の翻ほん訳やくされた聖典を、急ぎ一冊分書き写してこいと団長より命令を受けて参りました」

　ローズが肩かたにかけていた麻あさ袋ぶくろの口を開ければ、見慣れた羽ペンやらが出てきた。この少年が記した手紙は以前目にしたことがあり、実に綺き麗れいで几き帳ちよう面めんな文字だった。

　カナンに続き、ローズもまた聖典の俗ぞく語ご版を写しにやってきた。

　これは偶ぐう然ぜんというより、自分たちが正しい方向に進んでいることの、その結果が出始めたということだろう。まさに今、世の中を巡めぐる状じよう況きようの中で求められるものが、俗ぞく語ごの聖典なのだ。

「ハイランド様にお伺うかがいしてみないとわかりませんが、お屋や敷しきの滞たい在ざいはおそらく大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　聖典の筆写となると、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできることではない。

　するとローズは、大おお慌あわてで首を横に振ふる。

「いえ、そこまでのご迷めい惑わくはかけられません。大聖堂のほうで厄やつ介かいになろうかと」

　教会の懐ふところ刀がたなたる聖クルザ騎き士し団であれば、それが筋かとも思う。ローズたちの分隊は聖クルザ騎き士し団の中でも王国出身者で固められているが、建前上、教会の味方であり、王国の敵なのだ。若じやつ干かん残念な気持ちでいると、ローズは不意に視線を落とし、さっきまでの実直な騎き士しの面おも影かげが薄うすれ、少年らしい地を表情に見せていた。

「ただ、ひとつお願いが……」

「なんでしょう？」

　その妙みように思いつめたような顔に、ふと、ミューリのことが浮うかぶ。

　だってあの子は私のことが好きだもの、とミューリはローズについてそう言った。

　騎き士しは独身を貫つらぬく規則を持つところもあるが、絶対ではない。それに兄代わりの身として、ローズのような少年がミューリと仲良くなってくれたら、いっそ安心できるところだ。

　そんなことを勝手に思っていたところ、意を決したようにローズはこう言った。

「作業の際は、その、時折で構いません。コル様にご指導いただくことは可能でしょうか」

「え？」

　じっと見つめられ、目をしばたかせてしまう。予想が全然的外れだったこともあるが、それくらいローズの視線が力強かったのだ。

「それは、はい、構いませんが……」

「ありがとうございます！　コル様のおかげで私たち騎き士し団は本当に救われました。しかも行く先々でコル様のすごさを実感するのです。あのとき泥どろ道みちで拾われたことはまさに神のお導きとしか思えません。唯ゆい一いつ、心残りがあるとすれば」

　ローズは、悔くやしそうに言った。

「もっと教えを乞こうていればと、私は己おのれの不明を恥はじるばかりです。コル様には、失礼な態度もとってしまいました……。今回の筆写の役目を仰おおせつかったことは、己おのれの不勉強を埋うめ合あわせるという私情もあったことを告白いたします。が、全ぜん身しん全ぜん霊れいで学ばせていただきます！」

「えーっと……それは……はい。あの、こちらこそ」

　ミューリを目当てに、なんて想像していた自分をむしろ恥はじるばかりだ。

　文字は人を現すとよく言ったものだが、ローズは几き帳ちよう面めんで筆圧の強い文字に相応ふさわしい少年だったようだ。

「私の拙つたない学識でよろしければ、喜んでお力になりましょう」

　ローズは眩まぶしいほどに顔を輝かがやかせ、さらにもう一度頭を下げて、礼を言ったのだった。

　そしてハイランドが留守ということと、ローズは旅路からそのままここにきたこともあって、ひとまずは辞して、大聖堂に挨あい拶さつに向かうと言って席を立った。自分も見送りのために席を立ち、扉とびらに手をかけた、その時だった。

「コル様」

　その声に振ふり向むくと、ローズが思ったより近くに立っていた。

「団長より、極ごく秘ひにお伝えするようにと言こと伝づてが」

「団長様から？」

　声を潜ひそめるローズの目を見返し、少年が街に到とう着ちやくするや旅装のままこの屋や敷しきにやってきた本当の理由は、このためだったのだと理解する。小さくうなずいて、一度扉とびらを開けて外を見やる。

　部屋の外にはのんびりとした午後の空気が漂ただよい、回かい廊ろうの向こうの中庭では、老いた下男が子犬を足元で遊ばせながら、果樹の手入れをしていた。

「人はいません」

　ローズはうなずき、けれどもさらに一歩近づいて、言った。

「王国内の不ふ穏おんな輩やからが、教会との間でわざと事を荒あら立だてようと画策しているようです」

　声も出ず、ただじっと見つめ返す。

「我々を闇やみ討うちし、王宮の仕業と見せかけようとした者がいます。返かえり討うちにして捕とらえてみれば、ケチな盗とう賊ぞく団のような奴やつらでしたが、黄金羊の紋もん章しようが染そめ抜ぬかれた肩けん章しようを持っていました。襲しゆう撃げきがうまくいった際に、それを証しよう拠ことして落とすつもりだったとか」

　聖クルザ騎き士し団は、伝説に歌われるような騎き士しの中の騎き士しだ。金で雇やとわれた盗とう賊ぞくたちの無む謀ぼうさにむしろ同情してしまう。

「連中は金で雇やとわれていたため、その背後に誰だれがいるかまではわかりませんでした。王国の非としたい教会か、あるいは教会の陰いん謀ぼうだと世間に思わせたい、王国側の遠回しな差し金か……」

　ローズたちは、聖クルザ騎き士し団の中でもウィンフィール王国出身者だけで固められた部隊であり、立ち位置が非常に微び妙みようなものだった。教会からも、王国からも、味方よりかは敵とみなされている。

　しかし、盗とう賊ぞくたちが王家の紋もん章しようを現場に置いていくつもりだったのならば、騎き士したちを単純に狙ねらった話ではない、という推測は正しいだろう。

「いずれにせよ、王国と教会の争いを焚たきつけようとする勢力がいる、ということですよね」

「はい」

　ローズはうなずき、少し言いにくそうにしていたが、こう言った。

「王国と教会、あるいはどちらに属さない者たちにも、戦いくさになれば喜ぶ者たちが大勢います」

　それは武具や食料品などで儲もうける商人かもしれないし、まさにローズたちのような、戦いくさを遂すい行こうするために存在している者たちかもしれない。彼らにとって、異教徒との戦いくさが終わったことは、存在意義がなくなったことを示している。

　新たな戦いくさは、そんな彼らの新しい仕事となる。

「また、団の者がここから少し離はなれた港で、教皇庁の関係者を見たという話もあります。闇やみ討うちと合わせ、なにか陰いん謀ぼうが進められていてもおかしくありません」

　教皇庁の人間という言葉に、感情が顔に出はしなかったろうか、と不安になる。真っ先にカナンのことが思い当たったからだ。

　彼はいわば教会を裏切ってここにきているかたちになるので、ローズのことは早さつ急きゆうに伝える必要があるだろう。

「わかりました。この話は……ハイランド様と共有しても？」

「もちろんです。今ではコル様と合わせ、ハイランド様こそ教会との争いの矢や面おもてに立つ身。陰いん謀ぼうがあるとすれば、次に狙ねらわれてもおかしくありません。皆みな様さまの安全のため、私たちがここに詰つめるべきではという議論も出たくらいですが、それはかえってご迷めい惑わくになるかもと……」

　王国と教会の争いの渦か中ちゆう、聖クルザ騎き士し団に護衛されることは様々な軋あつ轢れきを引き起こしてしまうだろう。けれどローズたちの気持ちをハイランドに伝えたら、きっと喜ぶはずだ。

「皆みな様さまの信しん仰こう心と、私たちを気き遣づかってくれるお気持ちは神もご存じのはずです。よく知らせてくださいました」

「いえ、我々の受けたご恩はこの程度では」

　意固地なくらいの律りち義ぎさだ。本物の騎き士しの精神を目まの当あたりにすると、うちのおてんば娘むすめが立派な騎き士しになるには、どうも根本から足りないものがあるような気がしてならない。

「我らに神のお導きがありますように」

　その文句に、ローズは恭うやうやしく頭こうべを垂れたのだった。

　ローズを見送った後、部屋に戻もどって真っ先に出てきたのはため息だ。

　教皇庁のカナンたちのみならず、聖クルザ騎き士し団も聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくの威い力りよくに気がついてくれたのは素す直なおにありがたかったが、それは別の言い方をすると、敵対的な勢力の視界にもまた、同じものが映っているということだ。この頃ころ合あいでローズたち騎き士し団が何者かの襲しゆう撃げきを受けたのも、自分たちが好機だと思っていることを、逆に危機だと見なす者たちがいるからだと考えれば、納なつ得とくがいく。

　ただ、ローズは騎き士し団の仲間が教皇庁の人間を見たらしいという話から、教会側がなにか企たくらんでいるのかとも疑っていたが、自分としてはあまりそう思えなかった。

　むしろ教会以上に、王国と教会の関係を引ひっ搔かき回そうと企たくらみそうな勢力に、ひとつ心当たりがあったのだ。

　それはハイランドこそよく知るはずの勢力で、帰宅したらそれをハイランドに確かめなければなるまい。世界を二分する王国と教会の争いだが、ややこしい役者には事欠かないのだ。

「ミューリの物語くらい、なにもかもがうまくいけばいいのですが」

　机の上には、暇ひまさえあればミューリが羽ペンを握にぎって書きつけている、空想の騎き士し物語の書かれた紙束がある。それを見て、思わず嘆たん息そく交じりに呟つぶやいてしまう。

　ただ、ここで唸うなっていたって仕方ないし、カナンのみならずローズたちも聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくに注目し出したのは、間ま違ちがいなく良よい兆候だ。大量に俗ぞく語ごの聖典を用意し、大陸側で配布してしまえば、燎りよう原げんの火のように正しい信しん仰こうが燃え上がるはず。

　カナンから送られてきた聖典の翻ほん訳やくに対する質問も、そこには文字に触ふれれば感じられるのではないか、というくらいの熱意が込こめられている。自分が訳した聖典について、これほど知力を振ふり絞しぼって関心を示してくれる人がいる。

　元はおてんば娘むすめに信しん仰こうをねじ込もうと磨みがき抜いた言葉ではありながら、それはたくさんの人の心に刺ささろうとしているのだ。

　このことを知れば、きっとミューリは自分の手て柄がらのように胸を張るだろう。そんな様子を想像するだけで苦笑いが浮うかんでしまうが、この流れならば本当に、俗ぞく語ご版の聖典でもって、王国と教会の争いを決定的なかたちで終わらせることができるかもしれないと思えてくる。

　ならば自分は、自分にできることを最大限やるほかない。

　椅い子すを引いて座り、カナンからの手紙に相対する。

　羽ペンを手に取って、ミューリが恋こい文ぶみかといぶかったくらいに熱意の籠こもった手紙に、それ以上の熱意で返事をしたためたのだった。

　ふと顔を上げたら、部屋の中がずいぶん薄うす暗ぐらかった。池の底で息を止めていたような気がして、大きく息を吐はく。木窓の向こうからは夕刻の礼拝を告げる鐘かねも聞こえてきて、結構な時間集中していたのだとわかった。

　凝こり固かたまった背中を伸のばし、そろそろハイランドたちも戻もどってくる頃ころだろうかと思ったまさにその時、扉とびらの向こうから慌あわただしく聞き慣れた足音が聞こえてきた。

「兄ー様っ！」

　勢いよく扉とびらが開き、ミューリの元気な声が響ひびき渡わたる。そしてこちらがなにか言うより早く大おお股またに歩み寄ってきて、抱かかえていたものを押しつけてきた。

「はい、これに着き替かえて、さっさと準備して！」

「……なんなんですか、藪やぶから棒に」

　出かける時は土つち埃ぼこり臭くさかったのに、戻もどってきたら古書独特の誇ほこり臭くささに変わっていたミューリから押しつけられたのは、商会の若わか旦だん那な風の衣い装しようだ。しかもミューリのほうもまた、騎き士し風の服を脱ぬぎ捨すてて、商会の小こ僧ぞうの格好に着き替かえていた。

「金きん髪ぱつの命令だからね！」

「ハイランド様の？」

　ハイランドの名前を使えばなんでも押し通せると考えているのではと疑念がありつつ、この勢いのミューリを押しとどめる労力を考えると、いったん従っておくのが得策かと思い直す。それにハイランドと会えるなら、ローズからの伝言についても話し合える。

　ただ、それまで着ていた服を脱ぬぎ捨すて、新しい服の上着を頭から被っていたミューリは、不意に着き替がえる手を止め、鼻をすんすんと鳴らしていた。それからズボンも穿はかず、裸足はだしのままぺたぺたと音を立ててこちらに歩み寄ってくる。

「なんか、嗅かいだことのある匂においがする」

　それから見せた上うわ目め遣づかいは、異い端たん者を追求する騎き士しとも、浮うわ気きを問とい詰つめる恋こい人びとともとれるものだった。

「ローズ君……ローズさんがきていたんですよ」

　その名前に、ミューリは狼オオカミの耳を上下させていた。

「こんな匂においだっけ。なんか、こう」

「ほんのわずかな合間に、ずいぶん精せい悍かんな少年騎き士しになっていましたよ」

　ぱたぱたぱたっと尻しつ尾ぽが振ふられていた。

「でも、今の私も騎き士しだからね」

　なぜか張り合うように胸を張るミューリだが、上着だけ着て裸足はだしでいるその姿は、自じ堕だ落らくな二度寝ねから起きてきたばかりにも、粗そ相そうをして着き替がえた直後にも見える。なんにせよ、ローズから感じた峻しゆん厳げんさなど微み塵じんもない。

「騎き士しはそんなだらしない格好でうろうろしません」

「あ、早く着き替がえないと！」

　こちらの小言はどこ吹ふく風。慌あわてて着き替がえを再開したミューリに怪け訝げんな視線を向けつつ、自分も着き替がえて準備を終える。

　それから部屋を出て階下に下りると、アティフの街で一度だけ見た、町娘むすめの格好をしたハイランドが楽しそうに、微ほほ笑えみながら待っていたのだった。

　たっぷりの商品を積んだ船でラウズボーンにやってきて、出入りしている商会で見み初そめたお気に入りの下女を誘さそい、供回りと護衛を連れて街の気さくな居酒屋に繰くり出だした若商人。

　そんなふうに見えているのだろうと、諦あきらめに似た感情と共に思った。

「こういうのもたまには楽しいものだ」

　町娘むすめの格好をしたハイランドは言って、商会で荷に揚あげ夫でもしていそうな格好をした護衛の騎き士しから、葡ぶ萄どう酒しゆの注がれたジョッキを受け取っていた。

「『黄金の羊し歯だ亭てい』のお肉もおいしいけどね」

　ミューリが口にした店は、ラウズボーンの大聖堂前広場にあって、街の貴き顕けんがいそいそと通うようなところだ。吹ふき抜ぬけの店内には天てん井じようから店の看板を染そめ抜ぬいた巨きよ大だいな天幕が垂れ下がり、さながら酒と肉の大聖堂といえる。

　一方、今の自分たちがいるのは、ラウズボーンの中でも職人たちが多く住む区画にあり、こじんまりとした、ついでにいえば品が良よいとも言いがたい店だ。軒のき先さきでは野の良ら犬いぬがおこぼれを狙ねらってうろうろし、大おお騒さわぎする船乗りたちが酒しゆ杯はいを重ねる中、酔すい漢かんに負けない迫はく力りよくで娘むすめたちが給きゆう仕じし、その喧けん騒そうの隙すき間までは、客の財さい布ふを狙ねらっていそうな怪あやしげな者が、暗い顔で一人ちびちびと酒を飲んでいたりする、そんな店だ。

「一体なぜこんなところに？」

　周囲は似たような居酒屋が密集しているうえ、厨ちゆう房ぼうの煙けむりを逃にがす煙えん突とつが詰つまっているのか、店内は煙けむりで満ちていて目がしぱしぱする。

　ローズがもたらしてくれた話、特に王国内で暗あん躍やくする王国と教会の間を搔かき乱みだそうとする勢力や、カナンたちのことも話したいのだが、とてもそんな雰ふん囲い気きではない。

「書庫でル・ロワさんとたくさん本を読んでたんだけどね」

　木の皿に山盛り盛られているのは、ところどころが焦こげているものの、まだ脂あぶらの弾はじけている羊のあばら肉だ。強きよう烈れつな香りがするのは、客層に合わせているのか、たっぷりのすりおろした大にん蒜にくを使った濃こいソースがたっぷり塗ぬりたくられているからで、ハイランドは手摑づかみでそれを食べることそのものが楽しいかのようにかじりつき、ミューリは熱さをものともせずに一気に嚙かみつきながら、言った。

「修道院用の建物の由ゆい緒しよがわかったからさ」

「へえ？」

　それは素す直なおに気になったが、すぐに話が繫つながっていないことにも気がつく。

　改めて問いかけようとしたら、今度はハイランドが口を開く。

「私が参事会に赴おもむいたら、あの土地と建物を売ってくれた売り主と古い知り合いの者がいたんだよ。彼に建物の由ゆい緒しよを尋たずねてみたら、アローネ騎き士し団と呼ばれた、かつてこの土地にやってきた古代帝てい国こくに起源を遡さかのぼれる騎き士し団が使用していた、と教えてくれてね」

　ハイランドは羊の脂あぶらで汚よごれた指をどうすべきかとやや迷ってから、結局舐なめていた。その様子を見た護衛の騎き士しは、驚おどろくまいと必死に自制しているようだ。

「ただ、古い騎き士し団なので、書庫には正式な記録が残っていないようだった。だったね？」

　ハイランドがミューリに話を振ふる様子を見て、ミューリたちが本を読みに行ったのは参事会併へい設せつの書庫だったことを思い出す。同じ敷しき地ちの中でハイランドは街の重じゆう鎮ちんたちと会っていたので、そこで合流したのだろう。

「うん。ル・ロワさんも名前は知ってたけど、書庫には紋もん章しようが残ってなかった。だから大昔の、傭よう兵へい団みたいな騎き士し団なんじゃないかって」

「ですが……そこまでわかっていたなら、十分では？」

　相変わらずその話は、なぜ変装までしてこの店にきたかの説明になっていない。

　肉にがっつくミューリに小言を挟はさむべきか迷いつつ、手て荒あらい勢いで卓たくに置かれた棒ぼう鱈だらの丸焼きがあまりに美お味いしそうで、手を伸のばして続きを待つ。

「あふ、はふっ。んぐ。けどね、その騎き士し団はすっごい有名なんだって。せっかくなら話を集めて、補修の際にはそのお話に沿った修理をしたほうがいいんじゃないかって。ほら、色々お金が必要でしょ？　それで修道院って、たくさん人がきてくれたらたくさん儲もうかるっていうし」

　黄金に目の眩くらむ教会と戦おうとしている身としては、素す直なおにうなずきがたい話だったのだが、事実ではある。修道院の収入として手て堅がたいのは牧羊だが、巡じゆん礼れい者による寄付で巨きよ大だいな設備を調ととのえた修道院も多い。もしもあの建物がそのアローネ騎き士し団ゆかりの地ならば、それを売り文句にするのは運営的に悪いことではないかもしれない。

　ただ、ミューリがやたらそのことを強調するのは、資し金きん繰ぐりを巡めぐってハイランドの不ふ穏おんな決意を予想していたからではないかとも思った。ハイランドの重荷を、ミューリなりに少しでも減らそうとしているのではないか。いつもはハイランドに塩しお辛からい対応なのに、なんだかんだ仲間と認めているのだろう。

　わからないのは、アローネ騎き士し団とやらの話のために、なぜこんな場所にきたのかということと、そもそも、記録が残っていないのに有名とはどういうことなのかという点だ

　なんだかちぐはぐな話だと思っていたら、店内に充じゆう満まんしていた喧けん騒そうが、鳥の群れのように一いつ斉せいに向きを変える気配を感じた。

「あ、きたきた！」

　ミューリが声を上げるのと時を同じくして、周囲の客は立ち上がったりジョッキを掲かかげたり、店の軒のき先さきに拍はく手しゆを向けていた。

　自分も首を伸のばして見やれば、そこにいたのは楽師の一群だ。湯屋の集つどうニョッヒラではもちろん欠かせず、『黄金の羊し歯だ亭てい』にだってもちろんいる。ただ、彼らは見慣れた楽師たちとは違ちがっていた。

　彼らはいかにも一ひと癖くせありそうな、街の中でも猥わい雑ざつな地区で庶しよ民みんを相手に楽器を搔かき鳴ならす一座だったのだ。

「全知全能の主よ！　本日も酒にありつけることを感謝いたします！」

　こんな喧けん騒そうなのによくとおる声で楽師の一人が言って、弦げんをつま弾びいた。そこから唐とう突とつに始まった曲は、湯に浸つかる者たちを癒いやしたり、貴き顕けんの集つどう店で秘密の商談を覆おおい隠かくすために奏かなでられる調べとはまったく違ちがっていた。それは酒を手に足を踏ふみ鳴ならし、一日の憂うさをすべて吐はき出だそうとする者たち向けの激しい旋せん律りつだったのだ。

　軒のき先さきではたちまち客が腕うでを組んで輪になって、ぐるぐる回り踊おどり始めている。こういう店によくくる客たちには定番の曲らしく、好き勝手に声を合わせて歌っている者たちもいた。

　粗そ雑ざつでわかりやすい賑にぎやかさにミューリはもちろん大喜びだし、ハイランドも楽しげに拍ひよう子しに合わせて手を叩たたき、護衛の騎き士しは騒さわぎに乗じた掏す摸りが寄ってこないかと目を光らせていた。

「『黄金の羊し歯だ亭てい』では、こういう曲は聞けないからね！　この店にくる必要があったんだよ！」

　賑にぎやかさに圧あつ倒とうされていると、少し酒で酔よったのか頰ほおを赤くしたハイランドが、周囲の喧けん騒そうに負けないよう顔を近づけて大声で言った。

　しかしどうしてこんな騒さわがしさが必要だったのかと戸と惑まどっていると、ミューリがこちらの腰こしのあたりをごそごそ漁あさっていた。

「兄様！　銅貨を何枚かちょうだい！」

　言いながら、掏す摸りさながらに財さい布ふの中身を手にしたミューリは、こう言い添そえる。

「こういうところにくる楽師さんたちは、アローネ騎き士し団の歌を絶対知ってるんだってさ！」

　理由をまくしたてたミューリは、銅貨を数枚握にぎり締しめ、燃もえ盛さかるような喧けん騒そうの中を駆かけていった。その背中を見送ってようやく合が点てんがいったのは、世に存在する叙じよ事じ詩しや冒ぼう険けん譚たんは、そのすべてが文字で書き下ろされて、装そう丁ていを施ほどこされた書物に収められるわけではない、ということだった。記録としてではなく、人々の楽しみのために面おも白しろおかしく脚きやく色しよくされ、長い時の流れの中で歌い継つがれてきた物語というものも存在する。

　アローネ騎き士し団の話は、そういう類たぐいのものらしい。

「修道院に相応ふさわしいものかどうかは怪あやしいのだけれどね」

　楽師の周囲でおひねりや曲の注文を受け取る、ずいぶん人相の悪い道どう化け師しと交こう渉しようしているミューリを見ながら、ハイランドが言った。

「伝説的な浮うき名なを流した騎き士し団長、ということで有名らしいんだ。そうなると、敷しき地ちに残っていたらしい屋外浴場を残すべきかどうか、若じやつ干かん判断に迷うところだろう？」

　建物同士が石いし畳だたみの敷しき詰つめられた渡わたり廊ろう下かで繫つながれて、廊ろう下か沿いには装そう飾しよく用の石柱がずらりと並んでいた。それはいかにも古代帝てい国こく趣しゆ味みで、昨今の感性からいえば、やや官能的でさえある。

　けれど新設の修道院に、町で大人気の歌に出てくる屋外浴場があるとなったらどうか。

　湯けむりの里ニョッヒラにて湯屋を開いた、希代の行商人の下もとで手伝いをしていた身としては、商機を感じざるをえない。それに破は廉れん恥ちな騎き士し団長の残した浴場とはいえ、修道院では沐もく浴よくも重要な修しゆ行ぎようの一いつ環かんだと考えれば、信しん仰こう的にも問題ない範はん囲いに収まるかもしれない、などと考えていると、ミューリの交こう渉しようがうまくいったらしい様子が見えた。

　ほどなく搔かき鳴ならされる旋せん律りつも調子を変えて、勇ましいのだが妙みような甘さを加えてきた。たちまち踊おどり子こは楽師にしなだれかかるし、歌い手の娘むすめが語り出したのは、いかにもな騎き士しと美女との愛の物語だった。

　さてその内容はいかに、と耳をそばだてる間もなく、その歌詞に危あやうくむせかけた。

　王国内のとある閑かん静せいな田園に構えた美しき邸てい宅たく。その水路を流れてくる薔ば薇らの香りがする湯に足を浸ひたしながら、偉い大だいなる騎き士し団長は美女を侍はべらせて葡ぶ萄どう酒しゆを呷あおる、と歌っているのだが、ル・ロワが悪あく魔まのいけにえみたいに逆さまにはまっていたのが、まさにその浴場に湯を通す水路のはずだった。

　さらには屋外の浴場での開放的な男女の話が高らかに歌われて、酒以外の理由で赤面してしまう。

「これは、なかなかだね」

　ハイランドが苦く笑しよう交じりに言うと、楽器の調べはさらに大おお仰ぎようになり、歌い手の娘むすめは己おのれの胸に手をめり込ませんばかりに力んで声を張り上げる。

　私が戦いくさで武功を上げるのは、おお、貴女あなたへの愛を誓ちかうためなのです。しかし我が愛する人よ、我が武功が限りなければ、愛もまた限りないのです。

　要するに戦いくさのたび、新しい永遠の恋こい人びととやらをとっかえひっかえしていたらしい者の歌が朗々と歌い上げられると、調子に乗った酔よっ払ぱらいが給きゆう仕じの娘むすめの腰こしを抱だき、容よう赦しやなく頰ほおを叩たたかれてすっ転んでいた。

　戦いがまだ貴族たちだけのものであり、冒ぼう険けんこそが男たちの生きる意味とされた時代の歌だった。その時代には教会もまだそれほど勢力を持っておらず、貴族たちに人気の紋もん章しようは狼オオカミだったらしい。

　確かにこんな歌を文字に記して革かわの装そう丁ていを施ほどこし書しよ棚だなに入れておいては、たちまち教会からお咎とがめを食くらうだろう。こういうものは根なし草の楽師たちが、教会の取とり締しまりをひらひら交かわしながら歌い継ついできた物語なのだ。この世のすべての知識に通じていそうな書しよ籍せき商のル・ロワでさえ、網もう羅らしきれない世界がここにはある。

　歌が終わり、煽せん情じよう的てきな歌詞の余よ韻いんを消し去ろうといくらか苦みのある棒ぼう鱈だらの丸焼きを半分ほど食べ終えてから、世の中には自分の知らない世界がたくさんあるのだと深い感かん慨がいを抱いだく。

　その一方で、どうしても出てくるのはため息だ。

「歌の中身もそうですが、私はあの娘むすめが悪い遊びを覚えてしまったらしいことが心配です」

　視線の先では、再び賑にぎやかなものに変わった曲に合わせ、ミューリが踊おどり子こと一いつ緒しよになって踊おどっている。

「なに、堂に入っているじゃないか。見事なものだよ」

　ハイランドはミューリに甘すぎる。そう思いながらも、本職の踊おどり子こと手を取り合って踊おどる様は、確かに感心するほど見み栄ばえがするのでたちが悪い。そう思えば、ニョッヒラから出てきてすぐの頃ころ、立ち寄った関所の宿でも、ミューリは酔すい客きやくたちに踊おどりを披ひ露ろうして食べ物をせしめていた。

　しかもそこに妙みような既き視し感かんがあるのは、ミューリの母である賢けん狼ろうホロもまた、自分が子供の頃ころの旅で旅芸人の踊おどり子こと共に踊おどっていたからだ。

　血は争えない、と頭痛をこらえるように額に手を当てていたのだが、店中の関心が華はなやかに踊おどる娘むすめたちに集まっているのを見て、これはいい機会だと思う。

「ハイランド様。おてんば娘むすめがいないうちに、お伝えしたいことが」

「ん？」

　指についた肉の脂あぶらを舐なめる様がすっかり板についているハイランドが、こちらを見た。

「留守の間に、使いの騎き士しがきたのです。ローズさんを覚えてらっしゃいますか」

　ハイランドはたちまちいつもの顔を取とり戻もどし、少し周囲を窺うかがってから、耳打ちしろと手ぶりで示す。これだけの喧けん騒そうはかえって内ない緒しよ話ばなしに好都合で、体を乗り出してハイランドに耳打ちするのを見られても、へたくそな口説き方だと思われるだけだろう。

　ローズから聞いた三つの話は、聖典の写本を製作したいという申し出と、騎き士し団の人間が教皇庁の人間を見たらしいということ、それから、騎き士し団を襲おそってなんらかの問題に火を点つけようとした勢力がいるらしいことだ。

　かいつまんで伝え、聞こえたかどうかを確かめるように無言でハイランドの顔を見ると、どれだけ町娘むすめに扮ふんしても隠かくしきれない威い厳げんが、伏ふし目めがちの長いまつげに現れていた。

「ひとつ目は、もちろん大だい歓かん迎げいだ。けれど、大聖堂で筆写をしていれば、他の聖職者から目をつけられることもあろう。滞たい在ざいは屋や敷しきに移ってもらったほうがいいかもしれないね」

　ラウズボーン大聖堂の大司教ヤギネは、紆う余よ曲きよく折せつあった経けい緯いから、自分たちの味方だと信じてもいい。けれど大聖堂で働く聖職者の数はへたな商会よりも多く、王国と教会の争いについての感情はそれぞれ濃のう淡たんあるはずだ。ローズの寄宿をあまり快く思わない者たちがいるかもしれない。

「ふたつ目は……だから大陸で落ち合おう、と言ったのだけれど」

　カナンを匿かくまう立場のハイランドは、カナンの身になにかあれば責任を負わなければならない。

　とはいえ、これは天てん秤びんのどちらの皿に載のるか、という問題にすぎないとも思う。

「私たちがぞろぞろと大陸に赴おもむけば、カナン様たちが同じ問題に悩なやまされるかと」

　ならば自分たちが問題を引き受けたほうが、相手に負担をかけるより気が楽では。そう思っての言葉に、ハイランドはじっとこちらを見てから疲つかれたように笑う。

「甘えてしまったね」

「いえ」

　ハイランドは微ほほ笑えみ、一いつ瞬しゆん遠い目をしてから、こちらを見た。

「顔を見られているかもしれない、と伝えておこう。ただ……それならいっそ、屋や敷しきに詰つめてもらったほうが安心できるかもしれないね」

「屋や敷しきに、ですか？」

「カナン殿どのも聖典の筆写をしているのだから、君に直接質問ができたほうがいいだろうし、生活のためのあれこれを買いに街に繰くり出だす必要もあるだろう。屋や敷しきなら多くの問題を解決できる。確かに騎き士しのローズ少年と鉢はち合わせることになるが、ローズ少年が教皇庁の人間に気がついたわけではないのだろう？　よもやカナン殿どのがそうだとは思うまい」

　現実的な話だった。

「それにいざとなれば、我々の計画を説明すればローズ少年は理解してくれるのではないだろうか。彼はそこまで頑がん迷めいでもなかったと思う。大義は理解してくれるはずだ」

　やや頑がん固こなところがあるものの、自分のローズに対する印象は、それほどハイランドとずれてはいない。

「問題は、みっつめだね」

　ハイランドはわざとらしいほどに肩かたを上下させ、ため息をつく。その手が葡ぶ萄どう酒しゆのジョッキに伸ばされるが、口には運ばない。

「君に心当たりは？」

　遠えん慮りよしても仕方ない。

「第二王子様では、と」

　長ちよう兄けいになにかあった際の予備として育てられた、王位継けい承しよう権第二位のクリーベント王子。無事に長ちよう兄けいへと王位が継けい承しようされるのが既き定てい路線であり、さらに異教徒との戦いくさが終わった今、彼が王になる可能性はほぼ存在しない。兄が弓矢に倒たおれる可能性はないし、弟が戦いくさで武功を立てる機会もない。これから先、自分の人生で主役になることはなく、ただ家名と領地を次世代に受うけ継つぐ役割のみを期待されている彼は、貴族制度の暗くら闇やみで唸うなり声を上げる、厭えん世せいの人物だった。

　噂うわさでは今でも王位継けい承しようをあきらめておらず、同様に不ふ遇ぐうをかこっている貴族の子し弟ていたちを従え、内乱も辞さない構えでいるという。王国と教会の争いを激化させるため、王国内で活かつ躍やくしている聖クルザ騎き士し団を襲おそう理由は、たっぷりある。

　これほど寛かん大だいな人物もいまい、というくらい心優やさしいハイランドだが、クリーベント王子に対してだけは嫌けん悪お感を隠かくさない。それはハイランド自身が明るいとはいえない生おい立たちの中でも、懸けん命めいに王に仕えようとする立場であることも関係しているだろう。

「私も真っ先に思いつくのはそこだ。教会の密命を受けた人間と考えるには、少し手段が迂う遠えんすぎる。ましてや王や宮きゆう廷ていがそんなことをする理由となると、まったく皆かい無むだ」

　ハイランドはようやく葡ぶ萄どう酒しゆを啜すすり、それから視線を店の軒のき先さきのほうに向ける。情熱的な古い時代の騎き士したちの抒じよ情じよう詩しに代わり、無害な舞ぶ踏とう曲の拍ひよう子しに合わせて、客や楽師たちと一いつ緒しよになってミューリもひらひら踊おどっていた。

「聖クルザ騎き士し団の周囲に目を光らせるよう、王に進言しておこう。王国内に混乱を招こうという明確な尻しつ尾ぽを捕つかまえられれば、王もついに決断されるやもしれない。いよいよ、王国の禍か根こんを断たつ好機がきたとね……」

　ハイランドは、滅めつ多たに見せない冷たい目をしていた。視線の先に骨だけになった羊の皿があったのは、意識的なのかどうか。

　そんなハイランドが、ふとこちらの視線に気がついたように顔を上げた。

「少し酔よったかもしれない」

　クリーベント王子に対しては、様々な確かく執しつから、冷静ではいられないのだろう。

　自分は口にする言葉を持たず、ただ目を伏ふせ、頭を下げるのみだった。

「酔よい覚ましに、踊おどりにでも参加してみようか」

　ハイランドがそう言って立ち上がると、それまで静かに控ひかえていた護衛が慌あわてた様子で口を開く。

「お嬢じよう様さま、それは」

　そして、ハイランドはその一言を待っていたらしい。

「オランド、お嬢じよう様さまは禁止だと伝えたはずだよ。罰ばつとして君も参加したまえ」

　どうやらこの護衛も、老家令と同じくハイランド家に長く仕える人物らしい。ハイランドは生き真ま面じ目めそうなオランドに対し、ミューリそっくりの悪いた戯ずらっぽい顔を向け、その肩かたをポンポンと叩たたいている。いつも穏おだやかで冷静で、ミューリの剣けんの訓練に飽あきずに付き合ってくれる立派な騎き士しの見本のような人物が、少年みたいに嫌いやそうな顔をしていた。

「さあ、立って。行くよ」

　腕うでを引かれて渋しぶ々しぶながら立ち上がろうとするオランドの姿に、自分は思わず笑いかけてしまう。案外どこのお嬢じよう様さまの側そばにも、自分に似た苦労を抱かかえる者がいるのかもしれないのだ。

　けれど、彼一人にだけ押しつけるわけにもいくまい。

「私も行きましょう」

　驚おどろいたように喜ぶハイランドと、なるようになれと言わんばかりのオランドと共に、軒のき先さきの騒さわぎの輪に加わった。踊おどりそのものは楽しかったのだが、自分のことに気がついたミューリがはちきれんばかりの笑え顔がおで飛びついてきたのにはやや閉口した。その勢いもさることながら、すでに散々踊おどった後なので、全体的にじっとりしていて、雨上がりの後の犬のようだったのだから。

　楽器が搔かき鳴ならされ、野の良ら犬いぬが熱気に当てられ興奮気味に吠ほえ、人々が踊おどり、踏ふみ鳴ならす足音が頭の芯しんを痺しびれさせていく。悪い遊びに興じることをお許しください、と神に祈いのったが、街の狭せま苦くるしい道からは月でさえ見えない。

　それにミューリの笑え顔がおとハイランドの楽しそうな顔を前にしたら、きっと満月であってさえも気がつかなかったろうと、自分に言い訳したのだった。
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　目を覚ますと、体が動かなかった。

　昨晩は結局、街の衛兵が取とり締しまりにくるまで騒さわぎに興じ、酔よいと疲ひ労ろうと大笑いとでまっすぐ歩けない娘むすめ二人を、男連中がどうにかこうにか屋や敷しきまで連れ帰ってきた。

　もちろん一人はミューリであり、もう一人はハイランドだ。

　それぞれに肩かたを貸して屋や敷しきにたどり着き、互たがいの寝しん室しつへと続く廊ろう下かの分かれ道で護衛のオランドと交かわした視線には、どんな言葉よりも雄ゆう弁べんなものが詰つめ込まれていた。

　おおむね、お互たがい苦労しますね、というものだったのだが。

「水……うう……腰こしが……」

　滅めつ多たにしない踊おどりに興じたせいで、体が痛い。寝ねている間も苦しんだのか、ベッドの上でひどく斜ななめになっていることに気がついた。その変な姿勢が余計に体に負担をかけたようで、起き上がるだけで一苦労だ。

　いや、寝ね相ぞうの悪さの原因がほかにあったらしいというのは、服のあちこちにミューリの尻しつ尾ぽの毛がついていたことから理解した。自分のベッドに寝ねかせたはずなのに、夜中に勝手に潜もぐり込んできたのだろう。

「まったく……」

　当のおてんば娘むすめは姿が見えない。枕まくらもせずに寝ねていたせいか、ずきずき痛む頭を押さえながら部屋を見回すと、剣けんがなかった。朝から元気に中庭で剣けんを振ふり回まわしているか、今日もル・ロワのところに邪じや魔まをしにいっているかのどちらかだろう。

　とりあえず、水だ。街の猥わい雑ざつな居酒屋は質の悪い食材を誤ご魔ま化かすためなのか、それとも単に酒をたくさん注文させるためなのか、料理に強きよう烈れつに塩と大にん蒜にくを利きかせている。

　けれど水差しの中身は当たり前のように空で、ミューリが寝ね起おきに一気飲みをしている姿が目に浮うかぶ。ため息をついて水差しを手に井戸に向かおうとしたら、机の上に妙みようなものがあることに気がついた。

「……本？」

　質が悪く大きさも揃そろっていないくたくたの紙を、今にもちぎれそうな紐ひもで綴とじただけのものだが、確かに本のようだった。

「ある、騎き士しの……もの、がコり」

　ものがたりと書こうとして、綴つづりを間ま違ちがえている。表紙には表題と思おぼしきものだけでなく、文字を練習した跡あとや、騎き士しの横顔らしき落書きもあった。ミューリの筆ひつ跡せきではないので、持ち主を転々とする中で書かれたものだろう。頁ページを開いてみると、質の悪い紙特有の、黴かびっぽい匂においがする。

　けれど中身はかなり丁てい寧ねいに記されていて、読んでみると昨晩あの居酒屋で聞いた、古代帝てい国こくの時代に浮うき名なを流した騎き士しの話だとわかった。歌だとずいぶん軽けい薄はくで奔ほん放ぽうな騎き士しの物語だったが、読んでみると案外苦労話なども書かれていて、つい読みふけってしまう。

　はっと我に返ったのは、昨日の様子を思い出すような足音が、扉とびらの向こうから聞こえたからだった。

「あー、疲つかれたー」

　と、部屋の扉とびらが勢いよく開いてミューリが戻もどってきた。

「あれ、兄様、ようやく起きたの？」

　いつも寝ね坊ぼうを責められる側なので、ミューリはこういう場面になるとやけに嬉うれしそうだ。

「寝ねぐせついてるよ」

　腰こしに佩はいた剣けんを壁かべに立てかけると、ミューリは耳と尻しつ尾ぽを出してぱたぱたと振ふり、剣けんの訓練の余よ韻いんを振ふり払はらっていた。

「これ、どうしたんですか？」

　本の威い厳げんというのは、その大きさで決まる。聖典が常に一ひと抱かかえもある巨きよ大だいな装そう丁ていなのは、それほど内容に権けん威いがあるからだ。いっぽうの古代の騎き士しの物語は、ぺらぺらの紙で、手のひらに載のる程度の大きさで、本と呼ぶのも憚はばかられる。

　それを掲かかげてみせると、ミューリは肩かたをすくめていた。

「昨日の夜、楽師さんたちから借りてきたんだよ。覚えてないの？」

「……」

　ミューリたちの介かい抱ほうをしたのは自分らのはず……と思うのだが、改めて言われると、まっすぐ歩けなかったのはミューリたちだけではなかったかもしれない。あまり酒を飲んだという自覚はないものの、雰ふん囲い気きにあおられてだいぶ口にしていたような気もする。

　するとこの頭痛は、ミューリにしがみつかれて変な姿勢で寝ねていたからではなく、酒のせいだろうか。

「兄様もだいぶ酔よっぱらってたからね。夜、お酒さけ臭くさかったんだから」

　勝手にベッドに潜もぐり込んできたことについては、もちろん悪びれもしない。

　それに下手に抗こう弁べんすると藪やぶ蛇へびになるかもしれないと思い、話題を戻もどす。

「で、ですが、借りたって、なんのために？」

「書き写すためだよ。物語が全部歌われてるわけじゃないみたいだったから。修道院にお客さんを呼び寄せたいなら、詳くわしく調べたほうがいいでしょ」

　修道院は思し索さくと祈いのりの場所であって、決して遊びにくる場所ではない。そう思ったのだが、昨晩の客たちの盛り上がりを見ると、単なる浅あさ知ぢ恵えとも言いきれなさそうだ。

「確かに、少しでも資し金きん繰ぐりで助けられれば、ハイランド様の心労も減るでしょうが……」

「でしょ？　それに、修道院に実はすごい由ゆい緒しよがあって、人気になるかもって話だったら、大おお儲もうけに目のないエーブお姉さんがうっかりお金を追加で出してくれるかもしれないもの」

　エーブは確か、修道院の発展を見み越こして、門前市の特権などと引ひき換かえに資金を提供していたような気がする。人がぞろぞろやってくるかもとなれば、舌なめずりをして損得を計算するだろう。ただ、ミューリの話を聞いていると、元々賢かしこい少女ということを抜ぬきにしても、ずいぶん世事に長たけすぎている気がした。

「その話、ル・ロワさんの入いれ知ぢ恵えですね」

　ミューリは聞こえないふりをしていたが、確かに悪い話ではない。

　ハイランドが血を流すような資金の用立てをする可能性については、決してミューリの考えすぎとも思えないのだから。

「でさ。その本は今晩返さないといけないから、早く写さないといけないんだ。兄様も手伝ってくれるよね？」

　こんな本でも文字を書くのはそれなりに大変で、買おうと思えば結構な値段になるだろう。借りて筆写するなら、紙代とちょっとしたお礼だけで済む。

　ぱらぱらと冊子をめくり、文字数をざっと見積もれば、二人がかりならなんとかなるかとも思う。また、文章には妙みような記号や、抑よく揚ようを強く、のような覚書もあって、どうやら楽師たちの大事な商売道具のようだと気がつく。

「これ、楽師の皆みなさんが歌の参考にするものなんですね」

「うん。昨日、へべれけになった兄様が立てるようになるまで、楽師さんたちに話を聞いてたんだけど、色々教えてくれたよ」

　さらっと聞き捨てならないことを言われた気がしたのだが、からかったりする感じでさえないことが、余計に真実めかしている。

　昨晩は最後まで節度を保ち、信しん仰こうの道に相応ふさわしい夜を過ごしたはず、というのは、ミューリにしがみつかれながら見た夢だったのかもしれない。

「でね、町の紙屋さんの中に、こういう楽師さん向けの物語をまとめたものを取とり扱あつかってるところがあるんだってさ。訪おとずれる街によって人気の歌が違ちがうから、新しい街に着いたら知ってる歌を紙に書いて持っていって、地元で人気の歌を書いたものと交こう換かんしてもらうんだって」

　貴重な写本も、そうやって交こう換かんされることが少なくないと聞く。筆写するのが大変なので、どうしても完成した本の値段が高くなるからだ。それに売買ではなく筆写させてもらう形式なら、お気に入りの本をずっと手元に置いたうえで、新しい本も手に入れることができる。

　それ自体は特に驚おどろきもしないのだが、やはりこの冊子の存在には感心してしまう。

　ル・ロワのような筋金入りの書しよ籍せき商が取とり扱あつかう書物は、同じ重さの金よりも高額で取引されるとエーブは評していた。文字を読める人間は少なく、書ける人間はもっと少なく、家に書物を置けるようなのはまずもって貴族か富ふ裕ゆうな商人に限られる。

　けれど文字と物語の世界には、こういう路地裏の市場も存在しているのだ。

「でさ。に、い、さ、まっ」

　そんなことを考えていたら、ミューリが後ろ手に組んで、すすっと近寄ってきて上うわ目め遣づかいになる。ミューリのそういう振ふる舞まいは世間的には可か愛わいい部類に入るのだろうが、こちらとしては嫌いやな予感しかしない。

「紙屋さんに、行きたいんだけどなあ～」

　案の定の言葉に、小さくため息をつく。

　それに、一人で行けばいいじゃないかという言葉は、酒の残った頭でも無意味だとわかる。

「すごい種類の物語があるんだって」

　それを買うか、借りるかして書き写したい、ということだろう。

　そうなると、財さい布ふ役が必要になる。

「ほらほら、伝説の職人さんの手がかりも得られるかもしれないよ」

　とってつけたような理由だが、ル・ロワでも把は握あくしていない物語が取とり扱あつかわれている世界らしい、というのは確かにそうだった。伝説の職人の行ゆく方えについてはまったく八はつ方ぽう塞ふさがりだし、紙屋から話を聞けばなにかとっかかりになるかもしれない。

　渋しぶ々しぶミューリにうなずき返すと、「兄様大好き！」とふざけた様子で抱だきついてくる。

　調子のいい少女に呆あきれつつ、その頭の上にこんと錫すず製の水差しを置く。

「水は飲んだら足しておくこと」

　水差しの下で、狼オオカミの耳が窮きゆう屈くつそうにもがいている。

　大好きと言ったばかりなのに、たちまち不満をたっぷり顔に塗ぬりたくったミューリは、水差しをひったくるように受け取って、舌をべっと出したのだった。

　ミューリに急せかされ紙屋に向かう前に、ハイランドにカナンとローズの件を念押ししておかなくてはならない。そう思って執しつ務む室に赴おもむけば、青い顔をしたハイランドが憂ゆう鬱うつそうに羊皮紙に署名を施ほどこしていた。

　昨晩の確かく認にんと、紙屋に出かけてくることを伝えると、今にも砕くだけ散ちりそうな乾かわいた笑え顔がおを向けられた。さしものミューリもからかうことはせず、執しつ務む室をあとにしてから、昨日ははしゃぎすぎたかも、と反省したように呟つぶやいていた。

　それから自分たちは、ミューリの先導でラウズボーンの賑にぎやかな街を歩いていった。足取りに一いつ切さいの迷いがないので驚おどろいていたら、どうも野の良ら犬いぬが道を教えてくれているようだ。

　たどり着いたのは、街の北側に位置する若じやつ干かんうらびれた雰ふん囲い気きのある地区で、空気に独特の匂においがあった。皮なめしや膠にかわづくりといった工こう房ぼうが集っているのが原因だろう。火を長時間扱あつかう作業が多いので片時も気を抜ぬけず、大変な労苦を伴ともなう仕事ばかりだ。

　確かに、ここは黄金と同じくらい貴重な稀き覯こう書を取とり扱あつかう、ル・ロワたち書しよ籍せき商が足を踏ふみ入いれる場所ではない。

「この匂におい、獣じゆう脂しの蠟ろう燭そくづくりを思い出すなあ」

　蜜みつ蠟ろうと違ちがって獣じゆう脂しの蠟ろう燭そくづくりは独特な匂においがするので、湯屋で悪いた戯ずらをして𠮟しかられたミューリは罰ばつとしてよくやらされていた。

「こっちだってさ」

　瘦やせた野の良ら犬いぬの案内に従って職人街を進んでいけば、軒のき先さきに山盛り古着が積み上げられた工こう房ぼうにたどり着く。窓も扉とびらもない開放的な造りなので、外から中が丸見えだ。

　そこでは職人たちが、身長ほどもある大きな木き槌づちを二人がかりで持ち上げて、巨きよ大だいな桶おけの中に打ちつけていた。工こう房ぼうの隅すみでは子供たちがぼろぼろの古着を細かく引きちぎり、中心部には牛が一頭丸ごと入れそうな大きな鍋なべがでんと置かれ、湯がぐらぐらと煮にえたぎっている。

「すっごい」

　好こう奇き心の塊かたまりのミューリは紙を作る工程に興きよう味み津しん々しんだったが、ここで紙を売っているようには見えなかった。

「なにか用かね」

　背後からかけられた声に振ふり向むけば、肩かたに担かついでいた天てん秤びん棒ぼうを下ろしている男がいた。棒の前後には、溢あふれんばかりのぼろ布が積まれている。街中を回って集めてきたのだろう。

「失礼しました。こちらで、楽師の方たち向けの冊子を手に入れられると聞いたのですが」

　頑がん固こな職人たちの集つどう地区ではままあることで、よそ者に対するうさん臭くさそうな視線を向けられていたが、その言葉で幾いく分ぶん敵対的な視線が和やわらいだ。

「それなら、こっちじゃなくてあっちの区画を左に曲がりな。井戸のある広場に出るから、その角っこが紙かみ漉すきの工こう房ぼうだ」

　ここはその紙かみ漉すきに使う、ぼろ布を前処理するところのようだ。

「ありがとうございます」

　礼を言うと、それがこの地区ではずいぶん気取ったしぐさに見えたのか、男はへっと笑って肩かたをすくめていた。名な残ごり惜おしそうに工こう房ぼうを見ていたミューリを促うながして、示されたほうに向かう。

　すぐに紙かみ漉すきの工こう房ぼうはわかって、そちらは見慣れた店てん舗ぽを兼かねた工こう房ぼうになっていた。

「紙なら売りきれだよ」

　そして、こちらもあけっぴろげな軒のき先さきから中を覗のぞき込むなり、いかつい職人にそう言われた。

「楽師さんたち向けの本も？」

　後ろからミューリが顔を出すと、汚よごれた前まえ掛かけをつけた職人は、太い眉まゆを上下させた。

「ずいぶん若い歌い手のお嬢じようちゃんだな。踊おどり子こか？」

「どっちもできるけど、違ちがうよ」

　物もの怖おじしないミューリの様子が気に入ったのか、職人はふんっと鼻を鳴らして笑うと、手を拭ぬぐってからこちらに向かって手招きした。楽師たち向けの冊子は教会から目をつけられる内容のものが多いだろうから、通す人間は選んでいるのだろう。

　中に入ると、生いけ簀すのようなものがいくつか並んでいて、前まえ掛かけをした職人たちが四角い篩ふるいに似たものを水に浸ひたして振ふっている。壁かべ際ぎわにはいくつもその篩ふるいが立てかけられていて、細い針金で作られた網あみが張られているのが見えた。蓋ふたの上に大きな石が載せられた木の箱は、漉すきあげた紙から水を絞しぼる装置だろう。ミューリをここに置き去りにすれば、十日くらいは帰ってこなさそうな場所だ。

　あちこち目移りさせている少女の背中を巧たくみに押して、隣となり合あわせの部屋に入る。そこの壁かべには棚たなが取りつけられ、びっしりと小さな冊子が並べられていた。

「買うなら王国銀貨二枚、借りるなら一晩で銅貨五枚だ」

　銀貨は種類によって価値がまちまちで、王国発行の銀貨は若じやつ干かん弱い。けれどそれ一枚あれば、職人一家が数日はお腹なかいっぱい食べられるくらいの価値がある。聖典のように精神の涵かん養ようにもならず、腹の足しにもならないできの悪い紙の冊子が、王国銀貨二枚もするとはいくらなんでも高価すぎる。

　ただ、それは売るために適正な値段をつけているというより、借りる際の値段を安く見せるほうが目的なのだろう。

「ここにはないお話と交こう換かんするなら？」

「その時は一冊どれでも無料だが、書き写すための紙はここで買ってもらう。まあ、ここにない物語を知っているとも思えないがね」

　胸を張るだけのことはある。世の中こんなにも楽師たち向けの物語があるのかと目を瞠みはる思いだった。

「兄様、何冊までいい？」

　うずうずして、今にも耳と尻しつ尾ぽを出してしまいそうなミューリから、熱い視線を向けられる。

　何冊と答えようが絶対不服そうな顔をするはずなので、少し知ち恵えを巡めぐらせてこう答えた。

「ひとまず一冊借りて、写し終えたらまたきましょう」

　好き勝手な文章を思いつくままに書き記すのと違ちがい、すでにある文章を写す苦労を実感すれば、早々に音を上げるだろう。楽師たちから借りているアローネ騎き士し団の物語本もある。

　こちらの目もく論ろ見みに気がついているのかいないのか、ミューリは「じゃあ一番分厚いのを選んだほうがいいかな」とか言って、棚たなに顔を近づけていた。

「へえ、その若さで文字を書けるのか」

　話を聞いていた職人が、感心したようにミューリを見てそう言った。

「椅い子すに縛しばりつけて教え込んだのですよ」

　職人は声を上げて笑い、うなずいていた。身に覚えがあるのだろう。

「んで、あんたは……どこかの貴族のお抱かかえ文書官というところかね」

　昨晩着ていた商会の若わか旦だん那な風の服は、肉を焼いた煙けむりと踊おどり狂くるったせいでかいた酒混じりの汗あせとで、とても着れたものではない。着なれた聖職者風の質素な服に、聖職者と見られないように少し派手な腰こし帯おびを巻いている。

　これで文字に親しみがあって、楽師向けの冊子を探しにきたとなれば、どこかの貴族のお屋や敷しきで所領の収入を記録していたり、手紙の代筆をしていそうに見えるのだろう。

「大体、そんな感じです」

　この手の誤ご魔ま化かしでも言葉がつっかえなくなったのは、成長というべきなのか。

　けれど職人の見立ては、聞きたいことがあるこちらにとってありがたい。

「手が何本も生えていたら、と願う毎日です」

　笑う職人に、そうやって呼び水を撒まく。

「小耳に挟はさんだのですが、手で文字を書かずに済むような、文章をいっぺんに紙に記してしまう印刷術があるとかないとか。そんなことができたら、どれだけ仕事が楽になるでしょう」

　印刷術は完成するかしないかのところで異い端たん視されたせいで、ほぼ世の中に知られていない、というようなことをル・ロワは言っていた。

　それでももし逃にげた職人がその技術を使っているのなら、どこかで噂うわさになってはいるのではないか。一いち縷るの望みをかけて言ってみたのだが、職人はさらに声を大きくして笑ったのだった。

「そんな魔ま法ほうがあったら、うちも工こう房ぼうを倍にして大おお儲もうけできるんだが！」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおは、隠かくしごとをしているようにも見えない。そういうことに関しては自分よりよほど鋭するどいミューリを見ても、こちらには興味なさそうに冊子をめくっていた。

「とはいえ、あんまり紙が売れすぎるのも困りものだ。原料が足りないからって、街の人間を丸まる裸はだかにするわけにもいかんしな」

　職人はそう言って、こちらを見た。

「どうだい。あんたのところの領主様に言って、領地の人たちの古着やぼろ布を集めてくれないか？　そしたらここの本はいくらでも写していい」

　自分とミューリをここに通してくれたのは、この下心があったらしい。

「そういえば、紙は売りきれだとおっしゃっていましたね」

「つい先日も、ずいぶん身なりの良いいのがたっぷり買っていってね。それで在庫がからっきしなんだよ」

　なんとなくだが、カナンではなかろうかと思う。俗ぞく語ごの聖典についてこちらが照れるくらい熱心になっていたので、計画とは別に、個人的な筆写もするつもりなのかもしれない。

　それにしても、在庫がからっきしというのには驚おどろいた。ぼろ布が原料の紙は、商会などが日々の取引を記録するために使うのが大半だ。昨今の景気の良よさは紙屋の在庫を飲み込むほどなのかと思っていたら、職人の呆あきれたような呟つぶやきが妙みように耳についた。

「ありゃあ、貴族様がまたぞろ見み栄えのために、下手な歌でも書かせるんだろうな」

　困ったものだ、とばかりに腰こしに手を当て、大きくため息をついている。貴族の見み栄えのため、という予想もしていなかった単語に戸と惑まどっていると、口を挟はさんだのはミューリだった。

「たとえばこれみたいな？」

　手にした冊子を掲かかげ、ぱたぱた振ふっていた。

「騎き士しダグフォーク冒ぼう険けん記」

　ミューリが表題を読み上げると、職人が眉まゆに皺しわを寄せながら笑う。

「ああ、そういうやつだよ。まったくくだらねえ」

　ミューリを見やれば、肩かたをすくめられた。

「たった一人で砦とりでを守り、千人の傭よう兵へいを討うち取とって、神の御加護を受けながら無傷で凱がい旋せんする。空から花びらが舞まい散ちり、人々は彼の統治を感謝し、教会の鐘かねが鳴らされる。嗚呼ああ素す晴ばらしき騎き士しダグフォーク。偉い大だいなる戦士にして、慈じ悲ひ深ぶかき賢けん明めいなる領主」

　ミューリが昨晩の歌い手らしく、抑よく揚ようをたっぷりつけて歌い上げると、職人は感心したように眉まゆを上げていた。

　そして、自分にもどういう意味かわかってきた。

「あなたが毎晩書いているようなお話にそっくりなんですね」

　ミューリはたちまち唇くちびるを尖とがらせて、こちらの足を踏ふんづける。

「ここ何年か、この手の笑えもしない厚こう顔がん無む恥ちな歌が多いんだよ」

　職人はのっしのっしと棚たなに歩み寄り、一冊を引ひき抜ぬいた。

「もちろん昔っから、勇ゆう敢かんな騎き士しや領主様が相対する敵の数は、いつも十万の大軍勢だった。味方は勇ゆう猛もう果か敢かんで裏切り者はおろか、戦線から逃にげ出だすやつもいない。神は常に味方し、統治は公平無私で、小麦は職人の髭ひげより早く畑から生えてくる。すべては神の思おぼし召めしってな」

　職人はもさもさの顎あご髭ひげをしごき、ミューリが楽しげに笑っていた。

「とはいえ、それでも腕うでのある詩人なら聞ける歌に仕上げてくれるし、酔よっ払ぱらいの領主様にも恥はじって感情があった。まだ生きている間にそんな間ま抜ぬけな歌を詠よませるようなのは滅めつ多たにいなかった。それがどうだ。最近は景気がいいせいか、小金を摑つかんだ貴族様が、本当に従軍したのか、いや存在すら怪あやしいような戦いくさの功を誇ほこって、この手の歌をへぼ詩人に詠よませてばらまいてるんだ。そうすることで、我が家も詩人に歌い継つがれる風ふう雅がな家いえ柄がらの仲間入りだって、そう思ってるんだろう」

　職人が憤ふん懣まんやるかたない様子なのは、詩のできの悪さというよりも、苦労して作った紙にくだらない文字を書き記すその行こう為いに対してなのだろう。

　ミューリがせっせと書き記している理想の騎き士し冒ぼう険けん譚たんを見たら、卒そつ倒とうするかもしれない。

「読んでると頭がおかしくなりそうなできだからな。筆写職人じゃなく、文字の読めない細密絵師の見習いにでも書かせてるんだろう。誤った綴つづりが直されもせずあちこちに出てきたり、まあとにかくひどい代しろ物ものだよ」

　細密絵師は写本に挿そう画がを添そえる絵を描く職人で、文字の読めない者が多い。けれど文字もいわば絵の一種なので、形を真ま似ねる絵師としての技術があれば複写はできてしまう。そのため、手が早かったり仕事のない絵師が写本を作ることは珍めずらしくなかったが、文字が読めているわけではないので、誤字などは修正されずにそのまま受うけ継つがれることになる。

「このへんのしょうもないやつなら、一冊当たり銅貨三枚でいい」

　職人の言葉に、ミューリは即そく座ざにこう返す。

「二枚」

　職人が太い腕うでを胸の前で組む。

「二冊で五枚」

「三冊で七枚」

　むうっという職人の呻うめき声が聞こえそうだ。

　まったくミューリもよく口が回るものだ、と思いながら冊子をめくって、確かにできの悪い詩だと思う。それから隣となりの冊子を手に取ると、驚おどろいたことに同じ内容のものだった。

「なぜ同じものが？」

　できが悪いだけで人気なのだろうか、と思っていたら、ミューリとやいのやいの交こう渉しようをしていた職人がこちらを見た。

「ああ、それか。よっぽど見み栄えっ張ぱりの貴族様なのか、あっちこっちの町にばら撒まいているんだよ。おかげでラウズボーンにやってくる詩人たちは、こぞってそれを持ってきて、新しい歌と交こう換かんしたがるんだ」

「なるほど」

　こんなものでも本の体てい裁さいに仕立てるにはずいぶんな労力と、少なくない費用がかかる。

　まさに酔すい狂きようなことだと思っていたら、少し妙みような引ひっ掛かかりを覚えた。

　ずいぶんな労力と、少なくない費用？

　手にした冊子を見つめていたら、ミューリの元気な声が響ひびきわたる。

「じゃあ三冊で銅貨七枚と工こう房ぼうの掃そう除じ！」

「掃そう除じだと？　ふむ……真面目に働くんだろうな？」

「任せてよ！」

　ミューリがにこっと笑うと、根負けしたように頭を搔かく職人と握あく手しゆを交かわしていた。

　こんななんの役にも立たない本を何冊も読むのではなく、聖典の注解書でも読んでくれたらと思うのだが、高望みしすぎなのかもしれない。それに、内容はともかく、文字は案外綺き麗れいに書かれていて、お手本としては悪くない。

　書き手の手て癖くせなのか、時折、同じ文字が妙みようにかすれているのが気になるのだが。

「ねえねえ、親方のおすすめはどれ？」

「ああ？　もう親方呼ばわりか。まったく抜ぬけ目めない娘むすめっ子だな」

「んっふふふ」

　楽しそうなミューリが職人と一いつ緒しよに棚たなの本を選ぼうとして、ぼうっとしていたこちらを邪じや険けんに押してくる。

「もう、兄様、どいてどいて」

　押され、たたらを踏ふむこともしない。

　自分の意識は、手元の冊子に注ぎ込まれていた。

「兄様？」

　ミューリの問いかけを無視して、職人に声をかけた。

「本は、これを」

「ん？」

　おやという顔をした職人をよそに、ミューリがたちまち眉まゆを吊つり上あげる。

「ちょっと、兄様が決めないでよ！」

「それと、もう二冊はこちらとこちらを」

「あー！」

　ミューリに肩かたやら腕うでやらを叩たたかれるが、無視して職人に銅貨を七枚数えて手て渡わたした。

「ん……いや、いいのかい？　うち二冊は同じ内容だろう？」

　屈くつ強きような髭ひげの職人が、銅貨を受け取りつつそう言った。あるいは、隣となりにいる陸りく揚あげされた蛸たこのようになっているミューリを気にしていたのかもしれない。

「構いません。ところで」

　と、旅の途と中ちゆうでなんだかんだ小こ遣づかい稼かせぎをしていたミューリは、自身の財さい布ふを開こうかどうしようか悩なやんでいるようだったが、その肩かたを素す早ばやく、短く二回叩たたく。

「この詩に歌われている貴族様に心当たりがありませんか？」

　職人だけでなく、ミューリもまた、こちらを見上げていた。

　そしてミューリはようやく、こちらの手が震ふるえていることに気がついたのだった。

　紙職人の不思議そうな視線に見送られながら工こう房ぼうを後にして、今度は自分がミューリより大おお股またに道を歩いていた。

「ル・ロワさんはエーブさんのところにいるでしょうか」

　ミューリを振ふり向むきもせず尋たずねると、ここ最近は自分の前を歩いてばかりいたミューリが、小走りに追いかけてきながら答えた。

「久しぶりにウィンフィール王国にきたから、しばらく書庫に通うって言ってたかな。なんで？　というか──」

「ではあなたは書庫に行って、ル・ロワさんとこの冊子の貴族のことを調べてくれませんか」

　三冊借りてきた一冊をミューリに渡わたすと、ミューリはなにかもごもごと口を動かしていた。

「ん、うん。でも、兄様、あのさ」

「私はエーブさんに話を聞きにいきます。本当なら、ハイランド様に聞くのがよいのでしょうが……」

　それをためらったのは、自分もまだ確信が持てないからだ。ハイランドはカナンの計画を聞いた時から、自らの身を削けずるかたちになったとしても、無理やりにでも計画を遂すい行こうしようと決めている可能性があった。ならば無用な希望を持たせるのは罪でさえある。こちらで調べられるだけのことは調べ、確信を持ってから伝えるべきだった。

「ねえ、兄様ってば！」

　ミューリに手を引かれ、そちらを見る。悪いた戯ずらのしすぎで𠮟しかられて、放り込まれた納な屋やの扉とびらを閉められる時のような顔をしていた。

「急にどうしたの？　その、もしかして」

「手がかりがあったんですよ」

　紙工こう房ぼうに置かれていた、楽師たちの持ち寄ったできの悪い物語。確かに素材はぼろ布から作られる安い紙で、羊の皮から作られた羊皮紙や、固めた牛の革かわの表装が施ほどこされる分厚い聖典ではない。けれどいずれにせよ、本を作るにはそれなりの費用がかかる。

　そんな中、あの職人はできの悪い詩がどこの町にもばら撒まかれている、と言った。最初は酔すい狂きような貴族のやりそうなことだと思ったし、書かれている文字が随ずい分ぶん綺き麗れいなので、聖典の筆写の際は手伝いを頼たのめないだろうかという程度にしか気に留めていなかった。

　けれど、ひとつの事実がすべての見方を変えさせた。

　その本は、一部の文字だけがいつも同じように、かすれているのだから。

「え～、でも、それが？」

　早足に歩きながら説明すると、ミューリは怪け訝げんそうだった。

「思い出してください。カナンさんの話した技術の内容は、どんなものでした？」

「それは、えっと……あ!?」

「そうです。文字を彫ほった、判ですよ」

　ミューリはその言葉に、自分から受け取っていた一冊を慌あわててめくっていた。

「すべてではないですが、頁ページをまたいで、同じ文字のかすれが多いんですよ。おそらく、鋳い型がたを用いて同じ文字の判をいくつか作っているせいだと思います」

「……」

「そう思って注意して見ると、いくつかの文字は形が特とく徴ちよう的なんです。その特とく徴ちようが、すべての頁ページに渡わたって続いています。もちろん、凄すご腕うでの絵師が文字を書き写しているのなら、あり得ることかもしれませんが」

「……」

　目を細め、やがてしかめっ面つらになったのは、そこまで文字に親しみのないミューリには違ちがいが判わからなかったからかもしれない。

「そう言われたら、そうかも、だけど……」

「文字も綺き麗れいすぎます。こんなに整った文字で、どこの町にもあるくらいの量の冊子を作るなんて……一人の写字生の力とは思えません」

　文字の綺き麗れいさについては、練習中のミューリにも伝わったらしい。不承不承うなずいていた。

「もちろん私の考えすぎということもあるでしょうが、こう考えられませんか？」

　職人街の終わりに差さし掛かかり、ちょうど道が三差路になっていた。

　その分かれ道に立ち、ミューリに向けて言った。

「このできの悪い詩の世界は、ル・ロワさんたちが見向きもしなかった物語の生きる場所なんですよ」

　ミューリの赤い目が、ちょっと拗すねたようにこちらに向けられる。

「もしも職人さんがいるのだとしたら、ここは絶好の隠かくれ場ば所しよではありませんか」

　そんな都合の良いい話があるものか、とでも言おうとしたミューリの口が、ぱくんと閉じられる。それはこちらの真しん剣けんな顔と、手元の冊子を見比べてのこと。

　ほかのどんなことでもこの兄は間ま抜ぬけだが、本に関してだけはそうではない。

「詩に歌われている貴族さんなら、なにか知っているかもしれません。少なくとも、調べる価値はあるはずです」

　ミューリはもう抗こう弁べんせず、仕方ないなとばかりにうなずいていた。

「手伝い賃として、兄様にも本を書き写すのを手伝ってもらうからね。ひっどいできの詩だけど！」

「構いませんとも。では、後ほど大聖堂前で」

　言い終えるのも待たず、ミューリは分かれ道の左側に駆かけていった。

　たちまち見えなくなる銀色の髪かみの毛けを見送って、自分は右側の道を小走りに駆かけていったのだった。

　そうして息せききってラウズボーンの街を駆かけ回まわった後。

　大聖堂の入り口前の大きな石段前にたどり着くと、石段には羊の串くし焼やきを頰ほお張ばっていたミューリが腰こしを下ろし、ふてくされていた。

「全然だめだった」

　賑にぎやかな大聖堂前の広場には似つかわしくない曇くもり顔だ。

「こちらもです」

　エーブの滞たい在ざいする館まで走り、怪け訝げんそうにする元王国貴族のエーブに冊子を見せると、数多あまたの国々で取引する女商人は肩かたをすくめてから、護衛のアズたちにも見せていた。

　帰ってきた返答は、貴族の名前は聞いたことがないし、戦せん役えきはおそらく存在しない架か空くうのものであり、これは虚きよ構こうに満ちた武ぶ勲くん詩だろうというものだった。

「でも、ル・ロワさんは青ざめてたよ」

「え？」

「こういう本の世界に職人さんがいるかもなんて、まったく考えてもみなかったって」

　教会が恐おそれをなして取り潰つぶそうとするような、貴重な技術なのだ。こんなくだらないことに使うなんて思いもよらなかったという意味もあるだろうが、自分はもう一歩踏ふみ込みたかった。

「青ざめていたのは、ル・ロワさんも文字の特とく徴ちように気がついたからでは？」

　ル・ロワは海千山千の商人だが、そこに対たい峙じするのは、森の枯かれ葉はの上に獲え物ものの足あし跡あとを見つけることが大得意の銀の狼オオカミだ。文字の形の変化には気付かずとも、他人の顔色を見み抜ぬくのはお手のもののはず。

「ル・ロワさんは職人さんの敵って話だったのに、職人さんの手がかりになるかもしれないこの本を、ル・ロワさんには見せないようにって注意されなかったのがちょっと不思議だったけど」

　ミューリの赤い瞳ひとみが、こちらを見み据すえる。

「兄様も、たまーにすっごく悪くなるよね」

　そう言うミューリは、どこか嬉うれしそうに含ふくみ笑わらいを浮うかべている。

「私だけの判断では勘かん違ちがいかもしれませんから、ル・ロワさんの知見も借りたかったのです」

　噓うそではないが、それが真実のすべてでもない。ル・ロワは自分の知らないところで職人が見つかれば、商売に大きな支障が出ると考えるはず。だからこの冊子のことを知れば、死しに物もの狂ぐるいで調べるだろう。

　ミューリがにんまり笑うと、唇くちびるの下に狼オオカミの牙きばが見えた。

「野の良らの犬さんと、あの鶏にわとりの仲間の鳥さんに見張りを頼たのんであるから、どこかに行きそうならすぐわかると思う」

　ル・ロワと自分たちとでは職人に対する思おも惑わくが違ちがっても、強力な捜そう索さく者を一人味方につけたのと変わらない。

　そしてこちらが指示を出す前にすべて汲くみ取とってくれた銀色の狼オオカミは、ご褒ほう美びは？　と首を伸のばしてきたので、はいはいと頭を撫なでておく。

「とはいえ、この物語がでたらめだっていうのは本当みたいだったけど」

「エーブさんたちも同じ結論でした」

　書かれている貴族が誰だれなのかわかれば、そこを尋たずねていけば職人の足取りを追えるかもしれない。そう思ったのだが、さすがにすんなりと話は進まない。

　この冊子のおかげで、職人がどうやら実在するようだ、という感かん触しよくは得られたが、この冊子から職人の足取りを追いかけるとなると、相変わらず先がまったく見えなかった。

「追いかけられてるってわかってるから、架か空くうの貴族様にしたのかな」

「単純に考えればそうなのですが」

　けれど、エーブの屋や敷しきからの帰路、自分はその考え方だとつじつまが合わないことに気がついていた。

「紙工こう房ぼうの職人さんの話です。見み栄えっ張ぱりの貴族様の酔すい狂きようでなければ、できの悪い詩を本にする資金を誰だれも出さないでしょう？」

　ミューリは狼オオカミの耳を出していたら、きっとぴょんと立てたことだろう。

「いくら簡単に文字を印刷できても、紙代までただになるわけではありません」

「……仮にこの本を作るのにどこかの貴族様が手を貸しているとすると、自分のことだってわからない本にするのはおかしいか」

「そうです」

　ミューリは冊子を手に、首をひねっていた。

「じゃあ、なんなんだろう、これ？」

　なにか政治的意図が込こめられたものなのかとも思ったが、そうも思えない。書かれているのはありきたりにすぎる武ぶ勲くん詩が、肩かたに力が入りすぎの文体で、空回りした厳いかめしい言こと葉ば遣づかいと共に、これはすごい詩なのだぞという自負がたっぷり塗ぬり込められた、無ぶ粋すいな代しろ物ものだった。

　わざとこうしているのなら、かえって手て練だれの宮きゆう廷てい詩人などが候補に挙がるのだが、多分そうではないだろう。

「ここにくる前に紙工こう房ぼうに寄って、一応、これがどこからきたか知らないか聞いてみたけど」

　流れ者の楽師たちが持ち込むものだから、知りようもないはずだ。

「それとも、暗号だったりしないかな」

「暗号？」

　ミューリは冊子をめくり、逆さまにしたり、行の最初の文字列を読み上げたりしていた。

「職人さんは悪い奴やつらから追われてたんでしょ？　だから散り散りになってしまった味方を集めるため、暗号を仕込んでばら撒まいたとかどう？　これを手に取った別の職人さんたちは、それぞれ意味を汲くみ取とって、目的地を目指すんだよ！」

　戦いくさで壊かい走そうした仲間を探す物語に、そんな話があったような気がする。

　それに、世に流通するなんの変へん哲てつもない紙切れだが、なんの変へん哲てつもないがゆえに、なにか特別な意味があるのではないかという着想そのものは、悪いものではない。

「それか、そういう暗号があるんだっていう噓うそと一いつ緒しよに、売られていたものなのかも」

　ずる賢かしこさでは村一番だったミューリの発想に舌を巻く。

　まさにミューリと同じくらいの年とし頃ごろの時、自分はその手のものに引っかかった。

「嫌いやな記き憶おくが蘇よみがえります。自分も似たような売り文句で、詐さ欺ぎ師に紙束を買わされて騙だまされましたよ」

　子供の頃ころの話だ。放ほう浪ろう学生をやっていてお金に困った挙句、そういう詐さ欺ぎに出くわした。

　秘密を知ってしまったために片かた腕うでを切り落とされたという詐さ欺ぎ師に売りつけられた紙束は、商会でのしごきに耐たえられなかった小こ僧ぞうたちが逃にげ出だす際に持ち出した、商会の契けい約やく書の写しだの関税徴ちよう収しゆうの際の覚書だったのだが、あの頃ころの自分にはいかにも世の中の秘密が書かれているように見えたのだ。

「その紙束を抱かかえて途と方ほうに暮れてたら、父様と母様に拾われたんだっけ」

「そのとおりです。そういう意味では、安い買い物でしたが」

　その言葉に、ミューリは揃そろえて立てた膝ひざを抱かかえて笑っていた。

　もうずいぶん昔の話なのだが、あの頃ころまさに今のミューリのように、座り込んで紙を一枚一枚必死の思いで調べていた。誰だれ一人ひとり頼たよれる者のいない故郷から遠く離はなれた町で、路銀のすべてをつぎ込んで買ってしまった紙束だった。本物であってくれと、涙なみだが落ちないように祈いのるように天に掲かかげていたのも、今となってはほろ苦い思い出だ。

　もちろんそこには詐さ欺ぎ師の語ったような秘密など隠かくされておらず、せいぜいあったのは、太陽に透すかされて浮うかび上あがる不思議な紙の模様だけだった。

　あれはあるいは、涙なみだの模様だったのかもしれない。

　その時のことがずいぶん鮮せん明めいに思い出され、自分も歳としを取ったのだと笑った直後、息が止まった。

「ん？　兄様？」

　ミューリを見やるが、言葉が出ない。今の感覚はなんだろうか。

　記き憶おくの回想の中に、なにか見落としてはならないものがあった気がした。

　放ほう浪ろう学生？　いや、詐さ欺ぎ師？　それとも川べりの関税徴ちよう収しゆう所で、紙束を手に座り込んでいた時の記き憶おく？

　違ちがう、違ちがう、とひとつずつ思い返し、たどり着く。

　紙束を空に掲かかげた時のことだ。

「そう、そうですよ！」

　手にしていた冊子を開き、天に掲かかげて太陽を透すかしてみた。

　突とつ然ぜんの大きな動きに驚おどろいたのか、近くで餌えさをついばんでいた鳥たちがぱっと飛び立った。

　けれど自分の視線は紙に釘くぎづけになっていた。そこにはあの時の記き憶おくどおりのものが、確かにあったのだから。

「本当に、暗号かもしれません」

　石段に腰こし掛かけ、またぞろ兄がおかしな行動に出たぞと、ちょっと物もの憂うげな少女のように膝ひざの上で頰ほお杖づえをついていたミューリが目を丸くしていた。

「でも、ええっと、確かこれは、紙を作る時のあれだから……」

　ニョッヒラの湯屋で働いていた時、山やま奥おくの村のことゆえ、勉学に使う諸もろ々もろの道具は自前で用意することが多かった。湯屋に訪おとずれた貴き顕けんから聞き集めた話をまとめたり、借り受けた書物を自分の手で書き写し、製本し、写本を作ることが何度もあった。だから文字を書いたり製本する過程についてはある程度知識があっても、それ以前の知識、紙を作る工程については朧おぼろげなものしかない。

　けれど、涙なみだを溜ためながら空を見上げたあの時に、紙に浮うかび上あがった不思議な模様のことは忘れたことがない。そして自分は大人になってから、あの模様がなんだったのか調べたことがある。

「……」

　ふと気がつくと、不ふ機き嫌げんそうなミューリが、頰ほおを膨ふくらませて隣となりに立っていた。

「この冊子が、どこからきたかわかるかもしれません」

　ミューリは自身が手にしていた物と、こちらの手にしていた物を見比べ、大おお袈げ裟さなくらいに肩かたをすくめている。

「で？」

　なんだか興奮した様子の男に、呆あきれたように冷たい目を向ける旅の伴はん侶りよ。

　そんな様子を大昔の旅で何度も見かけた気がする。

　腰こしに手を当て少し首を傾かしげ気味なミューリの様子は、亜あ麻ま色の髪かみをした賢けん狼ろうにそっくりなのだった。

「紙には必ず、足あし跡あとがあるのです。暗号ですよ」

　詐さ欺ぎで騙だまされたおかげで、ミューリの両親と出会うことができた。そして今また、あの時の経験のおかげで光明を見み出いだそうとしている。

　あの時自分に紙束を売りつけてきたのは、もしかしたら本当に片かた腕うでの天使だったのかもしれない。

「ですから、ええっと、この暗号を……そう、そうです。この足あし跡あとをたどるには」

　高こう揚ようした気分のまま頭を巡めぐらせて、いつもの癖くせでミューリの手を取った。

「シャロンさんのところに行きましょう」

　ずいぶん嫌いやそうな顔をしたのは、人前で手を繫つながれたくなかったからか、それとも、犬っころ鶏にわとりとやり合う仲のシャロンと会いたくないからか。

　けれどもミューリは手を振ふりほどかず、気付けば隣となりを楽しげに駆かけていた。

「暗号？　暗号って言った？」

　母親譲ゆずりの赤い目は、まだまだ子供の輝かがやきを失っていない。

「宝の地図とは違ちがいますよ」

　なにか妙みようなことを期待されても困るのでそう言ったのだが、ミューリはあまり聞いていないようだ。ミューリはくすぐったそうに首をすくめると、駆かける速度を上げ、ついにこちらの手を引っ張った。

「ほら兄様！　急いで鶏にわとりの首を絞しめにいくよ！」

　まったく物ぶつ騒そうなことだと思いつつ、笑い返してしまう。

　神は我らに試練を与あたえたもう。

　しかし神はまた、我らに乗のり越こえられる試練しか与あたえないはずなのだから。

　シャロンたちの家に向かう道すがら、最初こそ興奮で走っていたのだが、よくよく考えれば昨晩の酒が抜ぬけきっていないのだ。あっという間に息が続かなくなって、いつでも元気なミューリにしこたまそのことで馬鹿にされたが、ミューリはてくてく歩きながら手にした冊子を食い入るように見つめ、表、裏とひっくり返し、念入りに調べていた。

　最初は紙に隠かくされた暗号という話に無む邪じや気きに興奮していたが、ろくに走ることもできない根こん性じようなしの兄が秘密に気がついて、狼オオカミたる自分が気がつけないのはおかしい、とだんだん腹が立ってきたようだった。

「私が特別賢かしこいわけではなくて、単なる知識の問題ですよ。その紙には──」

「言っちゃだめ！」

　ミューリは悔くやしげに言って、余計に意固地になって手て掛がかりを探していた。やりたいようにやらせておこうと思う一方、ミューリの抱かかえていた冊子を一冊ずつ受け取って、自分の仮説を確かめる。

　三冊の冊子の紙は、すべて同じ工こう房ぼうで作られた紙のようだ。この冊子がどこからきたのか知らないかと、ミューリは紙工こう房ぼうに尋たずねたのだろう。返事ははかばかしくなかったようだが、それはおそらく聞き方を間ま違ちがえているせいだ。

　この冊子に使われている紙がどこの工房のものかと尋たずねたら、わからないという答えそのものは同じだとしても、きっと紙屋は製作元の工こう房ぼうを見つける方法を教えてくれたに違ちがいない。

「コル様？」

　入り組んだ住宅街の路地を進んでいくと、小さな子供たちと一いつ緒しよになって軒のき先さきで作業をしているクラークが、こちらに気がついて声を上げた。

「お仕事中すみません」

「あ、いえ」

　クラークは子供たちと洗せん濯たくをしているところだった。桶おけに水を張り、灰を足し、クラークは手で、子供たちは足で布を踏ふんづけていたのだが、子供たちはどちらかというと水遊びの感覚だったようで、互たがいに水をかけ合ったり灰で顔に模様を書いたりして大おお騒さわぎだ。

　クラークの左頰ほおにも、渦うず巻まき模様が書かれている。

「どうされました？　修道院のことでなにか問題が？」

　手を拭ふいて慌あわてて立ち上がるクラークに、子供たちがじゃれついて𠮟しかられていた。

「どちらかというと良よい話……のはずなのですが、シャロンさんのお力を借りたく」

　良よい話、という単語をそのまま受け取ってよいものかどうか、そんな迷いを見せたものの、クラークはうなずいて言った。

「シャロンでしたら、中に」

　いつもシャロンが覗のぞき窓から顔を見せる扉とびらを開けて、自分たちを招いてくれる。子供たちはいくらかこちらを気にしていたものの、桶おけの中で飛とび跳はねるほうが面おも白しろかったらしい。すぐに興味を失なくして、きゃっきゃとはしゃいでいた。

「修道院の片付けで、たくさん灰が手に入ったので」

　建物の中に入ると、クラークがそう言った。軒のき先さきの騒さわぎは、山ほどの草や灌かん木ぼくを切って燃やしたので洗せん濯たく用の灰が手に入ったから、という意味だろう。

「しかし、それは？」

　クラークが不思議そうな視線を向けたのは、ミューリが手にする冊子の束だ。

　先ほど桶おけの中で洗われていた衣服がぼろぼろになって着れなくなり、ついに雑ぞう巾きんとしても用をなさなくなってから最後に生まれ変わるのが、この本たちだった。

「伝説の職人さんが作ったかもしれない本で、居場所がわかるかもしれないんだって」

「え！」

「私はわからないんだけど……」

　と、ミューリはこちらを責めるように見つめてくる。

「兄様は、本がどこからきたのかわかるって言うんだもの」

「シャロンさんのお力を借りられたら、おそらくわかります」

「シャロンの？」

　鷲わしの化け身しんであるシャロンは、クラークにも正体を隠かくしているらしい。

　しかし、今回はラウズボーンの空を舞まう鳥たちを支配する鷲わしの化け身しんたるシャロンにではなく、ラウズボーンの石いし畳だたみの上に両足をつけ、人の世の仕組みの中で采さい配はいを振ふるっていたシャロンに用があった。

「シャロン」

　建物を抜ぬけて中庭に出ると、洗ったばかりの衣服が、長く張ったロープに干されていた。ずいぶん数が多いので、手に入った灰を使って近所中の洗せん濯たく物を引き受けているのだろう。

　シャロンは子供たちが洗せん濯たく物を干す横で、針と糸で繕つくろい物をしていた。

「どうした、雁がん首くび揃そろえて」

「コル様が、シャロンの力を借りたいと」

　自分たちから力を借りたいと言われたら、シャロンもまた、鷲わしの化け身しんとしての力を想像したのだろう。クラークの前でそんな話をするなとばかりに顔をしかめたが、自分はミューリの抱かかえていた冊子を一冊手に取って、シャロンに差し出した。

「修道院の改修費用について、いくらか問題を解決できるかもしれない手て掛がかりがありまして」

「伝説の職人が作った本だよ。私が見つけたんだけどね！」

　ミューリの興奮気味の言葉に、ますます顔をしかめてから、シャロンは言う。

「……で？」

「この冊子がどこで作られたのかを探す必要があるのです」

　シャロンは手にした冊子の、裏、表、と見て、肩かたをすくめた。

「ふん……なるほど。それで私のところにきたのか。しかし、また面めん倒どうなことを」

「お願いできますか」

　シャロンが説明を求めないまま話が進んだことに、ミューリは目を丸くしていた。

「え、鶏にわとり、わかるの!?」

　ミューリに鶏にわとり呼ばわりされたシャロンは、やれやれと立ち上がってから、手にしていた冊子でミューリの頭を叩たたいていた。

「税を滞たい納のうした職人や商人を追いかけるのは大変だが、見つけられないわけじゃない。手段はいくつかある」

　シャロンはラウズボーンの港町で、一部から大変嫌きらわれる職業に就ついていた。彼女は徴ちよう税ぜい請うけ負おい人にんたちを束ねる組合で、副組合長の座にいたのだ。

「いろんな土地や国からやってきて、いい加減な証書を提出する商人たちだろうと、税を払はらわせるために地の果てまで追いかけたものだ」

　酷こく薄はくな笑えみが実に似合っているが、冊子を受け取ったのとは反対の左手には、繕つくろい途と中ちゆうの布と針が持たれていて、足元では幼い子供たちがシャロンの足にしがみつきながら興きよう味み津しん々しんに話を聞いている。

　血も涙なみだもない徴ちよう税ぜい吏りと呼ぶには、少し牧歌的すぎた。

「人手があったほうがいいな。こいつらでも役に立つだろ」

　シャロンは子供の中でも年長の一人に声をかけると、利発そうな少女が伝言を受け取って、屋や敷しきの中に駆かけていった。

「しかし、ハイランドでもなく、あのエーブとかいう商人でもなく、私のところにくるとは、あんたは案外世の中のことを知っているらしい」

　シャロンの言葉に、小さく肩かたをすくめる。

「かつて旅をしていた子供の頃ころの経験からです。商会から流出した会かい計けい簿ぼの写しや、偽にせの特権証書の売り手に、手ひどく騙だまされたことがあるんですよ」

「それはそれは」

「ただ、そのおかげで、この子の両親と出会い、助けてもらえることになり、今もまた大きな手て掛がかりを得られました」

　話に入れず不服そうだったミューリの頭に手を置いてそう言うと、うるさそうに払はらわれた。

「経験は必ずなにかしらの糧かてになるが、糧かてにできるかどうかは人による。犬っころにはもったいない兄貴分だな」

　髪かみの毛けを手で整えていたミューリはシャロンに言われ、いーっと歯を剝むいてそっぽを向いていた。そうこうしていると屋や敷しきに駆かけていった年長の子供が、同じくらいの年とし頃ごろの子たちを数人連れて戻もどってきた。

「よし、徴ちよう税ぜい人組合の会館に行くぞ」

「はーい」

　子供たちが元気よく返事をする横で、ミューリだけが不ふ機き嫌げんそうな困こん惑わく顔なのだった。

　紙工こう房ぼうで見つけたのは、十中八九、抹まつ殺さつされたはずの技術で印刷された冊子だ。けれど歌われている貴族がどこの誰だれで、この冊子がどこから流れてきたのかについては、誰だれもわからなかった。

　ミューリは冊子に書かれた落書きなどから手て掛がかりが得られないかと思っていたようだが、実はぼろ布から作られる紙には、羊皮紙にない特別な特とく徴ちようがある。それはシャロンもまた、知っているようなことだった。

　クラークは洗せん濯たくと留守番のため家に残り、シャロンを先頭にした子供たちを含ふくむ若じやつ干かん奇き妙みような一行が、ラウズボーンの賑にぎやかな港にほど近い立派な建物に向かうこととなった。そこは徴ちよう税ぜい人組合の会館で、今は組合を抜ぬけてしまったが元副組合長のシャロンが顔を見せれば、現げん役えきの徴ちよう税ぜい請うけ負おい人にんたちはシャロンを大歓かん迎げいした。組合に残された徴ちよう税ぜいに関する諸もろ々もろの資料を見たいという申し出にも、快く協力を買って出てくれた。

　しかも、シャロンが必要としているのは紙に書かれた内容ではなく、その紙そのものにあると伝えれば、彼らはすぐにシャロンがなにをしようとしているかわかったらしい。手て当あたり次し第だいに地下の書庫から運び出された無数の紙束が、日当たりの良よい部屋の窓まど際ぎわに積み上げられていく。

　そして準備ができたところで、シャロンがこう言った。

「さあ、宝探しだ！」

　子供たちがいるせいか、それとも組合では元々こんな感じだったのか、シャロンの芝しば居いがかった宣言に、皆みなが腕うでまくりをして作業を開始した。

　子供たちも現げん役えきの徴ちよう税ぜい請うけ負おい人にんたちも、そろって紙を手に取り光に掲かかげている。

　まるでそこに、天使の手形でも浮うかび上あがらないかと確かめるかのように。

「う～……こんなの、気がつかないよ！」

　悔くやし気に唸うなるミューリの手にあるのは、どこかの遠い場所にある商会が、ラウズボーンに大量の果実酒を持ち込むことを申しん請せいした記録だった。もちろんそこに密輸の痕こん跡せきを記す秘密の暗号が書かれているわけではない。けれどもこの手の紙には、必ず残る痕こん跡せきというものがある。

　ぼろ布を手で裂さき、槌つちで打ち、窯かまでぐらぐらと茹ゆでで、どろどろになったものを冷たい水の中で漉すいたものが紙となる。その最後の過程で網あみが張られた篩ふるいのようなものを利用するのだが、その篩ふるいの目が決め手となるのだ。

　細い針金が渡わたされたその網あみの目めは、工こう房ぼうによって形が違ちがう。だから梳すきあがった紙をよくよく見ると、それぞれ漉すいた時の網あみの目めが、独特な形で残っている。

　つまりこのうっすらと残った模様と共通する紙を徴ちよう税ぜい人たちの資料から見つけられれば、その紙を利用している商会にどこでその紙を買ったのかと尋たずねることができる。そうしてどこの紙工こう房ぼうで作られたものかわかれば、冊子を作るために紙を大量に購こう入にゆうしたはずの職人の居場所がわかるだろう、という算段だ。

　楽師たちがどこの街に行ってもこの冊子がある、と言わしめるほど刷っているのだから、紙工こう房ぼうも紙の買い手のことを覚えているはず。

　そしてあらゆる土地のあらゆる紙が集まる場所として、徴ちよう税ぜい人組合ほど相応ふさわしい場所は存在しないのだった。

「とはいえ、ほとんど街の数だけ工こう房ぼうがあります。簡単ではありませんよ」

　似たような模様も多い。

　ただ、地道な作業の果てには、間ま違ちがいなく答えがある。

「見つけられたら、脂あぶらの弾はじける羊肉だからね」

　ミューリはそんなことを言って、一枚、また一枚と紙を太陽に掲かかげていく。税を払はらわない不届き者を追おい詰つめるため、徴ちよう税ぜい人たちはこの手の作業に慣れているようで、すごい速さで作業をこなしていく。

　自分などはこの方法を思いついたところまではよかったのだが、知識ばかりで実じつ践せんをしたことがなかった。似たような模様の区別がつかず、冊子の紐ひもを解いてばらばらにした頁ページと何度も見比べていた。もちろんこういうことが大得意のミューリなどは、もたつくこちらを尻しり目めに、どんどん調べていく。

　不器用な自分が紙を調べるより、地下書庫から資料を運んできたり、調べ終わった資料を地下に戻もどしたりする作業を手伝ったほうがよさそうだぞと思った、その矢先のことだった。

「あった！」

　嬉うれしそうな声を上げたのは、ミューリよりももう少し歳とし若い女の子だ。

「ほら、これ！」

　女の子はシャロンに紙を手て渡わたし、シャロンが冊子とその紙を光に掲かかげて見比べると、優やさしげに微ほほ笑えんでその子の頭を撫なでていた。

「見つけたぞ」

　こちらに向けてそう言ったシャロンは、次いでその紙の内容に目を通している。

「どこの町の工こう房ぼうかわかりそうですか？」

　日常的な文書ならば、基本的には地元の工こう房ぼうの紙を使うはず。

「ヴィード商会の羊毛取引記録か。王国中東部で手広くやってるところだな。本ほん拠きよ地ちはサレントンって町だが……商会網もうで紙を使い回していたらちょっと厄やつ介かいだな」

「支店がここの港にもありますよ。すぐ人をやりましょう」

「紙の工こう房ぼうを知りたいだけだと伝えろよ」

「ついでに抜ぬけ荷も見つけてきますよ」

　徴ちよう税ぜい人とシャロンはそんな会話を交かわし、数人の男たちが部屋を出ていった。

　そうこうしている間にも、最初の一枚が見つかったことで類るい似じする地域の資料を重点的に調べたのか、一枚、二枚と同じ模様の紙がテーブルに置かれていく。シャロンはそれを見て、少しほっとしたようだ。

「どれも地域がかぶってる。これならすぐにどこのものかわかるだろ。もういいぞ」

　一昼夜、運が悪ければ一週間は必要だろうかと思っていたのに、あっという間に目当ての物を見つけ出せてしまった。

　この街にきた時、シャロンたち徴ちよう税ぜい人組合と、遠えん隔かく地交易に携たずさわる商人たちは一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きだったが、どうして商人からそれほど嫌きらわれていたかがよくわかる。それだけシャロンたちが優ゆう秀しゆうな狩人かりゆうどだったのだ。

「う～……全然活かつ躍やくできてない！」

　ミューリが悔くやしげに言うが、見比べるためにばらばらにした楽師向けの冊子を再び紐ひもで綴とじながら、ミューリの背中をポンと叩たたく。

「この冊子に私を導いてくれたのはあなたです。幸運の女め神がみ、いえ、狼オオカミですよ」

「……」

　ミューリはまだ不服そうだったが、一いつ瞬しゆんだけこちらにしがみついてから、資料の片付けを手伝っていた。

　その後、徴ちよう税ぜい人たちの来訪を受けたヴィード商会ではひと悶もん着ちやくあったようだが、無事に紙の出所を聞き出してきてくれた。その紙はヴィード商会の本店があるサレントンという町の工こう房ぼうで購こう入にゆうされたものだという。

　サレントンは王国中央部の草原から送られてくる羊毛の集積所のひとつとなっている町で、ここからだと馬に乗って二日ほどの距きよ離りだと聞かされた。ミューリは自分の足なら半日で行ってみせると息巻いていたが、ミューリだけ行かせてもしょうがない。

　シャロンに協力の礼を言い、最初の一枚を見つけてくれた少女にも厚く感謝を述べてから、ひとまずハイランドのいる屋や敷しきへと戻もどった。

　屋や敷しきの回かい廊ろうの壁かべに彫ほられた立派な燭しよく台だいを布で拭ふいていた下女に尋たずねると、ハイランドは執しつ務む室に客人といるとのことだった。

　いささか行ぎよう儀ぎが悪かったが、一刻も早く事を進めたい。執しつ務む室の前に控ひかえやや驚おどろいた様子のオランドと、数日前に見かけた屈くつ強きような護衛に挨あい拶さつをしてから、火急の用件だと言って扉とびらを開ける。

　そこには羊皮紙の束を前にしていたハイランドと、なにか相談ごとをしていたらしいカナンに、ローズまでそろっていたところ、ミューリが言った。

「獲え物ものの尻しつ尾ぽを捕つかまえたよ！」

　全員がぽかんとしたのは、言うまでもないのだった。

　息巻いて収しゆう穫かくを話そうとするミューリを押しとどめたところ、なにか察したカナンが咄とつ嗟さに、ローズのことを説明してくれた。

「ローズ様は是ぜ非ひお味方に引き込むべきだと思いまして」

　カナンは自らの正体を明かし、目的も告げたらしい。

　その結果は、ただちに椅い子すから立ち上がり、床ゆかに膝ひざをついたローズの姿だった。

「コル様、此こ度たびの計画、我が身命を賭として協力させていただきます！」

　止める間もなく膝ひざをついてしまったローズは、仰ぎよう々ぎようしい誓ちかいの礼をとってみせる。

　聖クルザ騎き士し団の分隊長は、分隊の中で誰だれよりも騎き士しらしい騎き士し、とローズのことを苦く笑しよう交じりに評していたが、偽いつわりはないようだ。

「聖クルザ騎き士し団の面々の中でも、さらにローズ様は信用が置けるとのことでしたので」

「教会より腐ふ敗はいを一いつ掃そうするとのこと、それこそ今の我らに課された使命です！」

　空腹で泥どろ道みちの中に頭から突つっ込んで倒たおれていた時でさえ、目を覚ませば背筋を伸のばして長々と礼を述べるような少年だった。元気な時の暑苦しさは、ミューリ以上かもしれない。

「こちらこそ、ローズさんの協力が得られれば百人力です」

「光栄です！」

　主君に対して頭こうべを垂れるようなローズを、どうにかこうにか立ち上がらせると、痛いくらいの握あく手しゆを求められる。けれどそんなローズも、ミューリと握あく手しゆを交かわす時だけは、やや照れていたようだった。

「して、君たちはまたどんな奇き跡せきを？」

　きっとここで語られていたのは、奇き跡せきの技術を持つ職人が見つからなかった時のことだろう。どこかほっとしたようなハイランドの顔は、その反動かもしれない。

　ミューリはこの執しつ務む室に残る重苦しい空気の欠片かけらに気がついているのかいないのか、ハイランドの問いに意い気き揚よう々ようと、まるですべてが自分の手て柄がらのように語り始めたのだった。

　紙工こう房ぼうで見つけた冊子はほぼ間ま違ちがいなく禁止されていた技術で刷られたもので、まずはサレントンの町に赴おもむき、ヴィード商会が紙を調達している工こう房ぼうに赴おもむく必要がある。

　ハイランドは質問を挟はさむこともなく聞き終わると、「馬を手配しよう」と言って鈴すずを鳴らし、部屋に入ってきた下女に命を下していた。

「ひとつ、皆みなさまにお願いがあるのですが」

　執しつ務む室に集つどう者たちの関心は、サレントンの紙工こう房ぼうを探し当てられるかどうかから、その後の職人の足取りの追い方に移っていたが、そこに言葉を挟はさんだ。

「サレントン行きに、ル・ロワさんという書しよ籍せき商の方を加えても？」

　ミューリは目をぱちぱちさせていた。ル・ロワとは件くだんの職人を巡めぐって利害が対立しているので、冊子を見せることで職人探しを焚たきつけはしたものの、なぜ敵を連れていくのかと思ったのだろう。

「ル・ロワさんは稀き覯こう書を取とり扱あつかう商人様で、件くだんの職人を巡めぐる利害については私たちと対立しているようです。ただ、本の知識、あるいは本を巡めぐる世界の知識については圧あつ倒とう的てきです。職人さんを探す過程のみならず、その後のことでも協力いただける可能性を残しておくべきかと」

　それらは噓うそではないが、理由のすべてでもない。

　一度言葉を切ってから、付け加えた。

「ル・ロワさんとは子供の頃ころに旅をしたことがあって、色々教えてもらった恩師でもあるのです。今回の職人さん探しでは真っ先に情報を求めた人でもありまして、私情なのですが……」

　もしも件くだんの職人が本当に見つかりそうならば、ル・ロワとはその情報を共有しておきたいと思った。もしかしたらル・ロワの仕入れた貴重な書しよ籍せきを、職人が秘密裏りに印刷しているかもしれないからだ。

「君が信用している人物なら、私は構わないと思う」

　ハイランドが真っ先にそう言った。

「敵であっても敬愛し、信用するというのは、騎き士し団では忘れてはならない教訓のひとつです」

　血で血を洗う戦場でも高潔さを失わない理想の騎き士し。

　そんなローズの宣せん誓せいにミューリは深くうなずき、カナンは微ほほ笑えみながら言った。

「ル・ロワさんでしたら存じています。書庫の大先せん輩ぱいですから」

「え」

　驚おどろいてカナンを見やると、小さく肩かたをすくめられた。

「書の世界は本当に狭せまいものです。ル・ロワさんはその昔、教皇庁内の書しよ籍せき整理を請うけ負おった商会から派は遣けんされ、迷めい宮きゆうのような場所で膨ぼう大だいな目録を作り上げた賢けん人じんです。私たちの間では有名人ですよ」

　書庫に出入りしていたらしいことは言っていたが、まさか目録を作成していたとは。

　けれどあの異常な知識量にも、それでなんとなく納なつ得とくできた。

「ただ、それでしたら、印刷術の職人の話をした時点で、私のことに勘かん付づいていると思います。あの技術を知っている人間は限られますから」

「……」

　クラークが片付けをしていた修道院跡あと地ちでの会話を思い出し、確かにそんな素そ振ぶりがあった。

「では、同行については……」

「私も構わないと思います。ル・ロワさんのような人とは、長い関係を優先させるべきです」

　実利的な判断のようにも、こちらに気を使ってもらったようにも思える。

　ハイランドはカナンが自分を前にずいぶん気を張っていた、というようなことを言っていた気がするが、やはり世慣れているという点では、自分など逆立ちしても勝てない気がする。

「そうと決まれば、早めに連れん絡らくを取ったほうがいいだろう。優ゆう秀しゆうな人物のようだから、すでに同じ結論にたどり着いてサレントンに向かっていてもおかしくない」

　さすがにそれは、とも思ったが、船乗りすらが恐おそれて嫌いやがる夜の海を船で渡わたってくるような人物だ。紙の模様のことにすぐに気づき、エーブに協力を仰あおいでヴィード商会にたどり着いているというのはありえないことでもなかった。

　ミューリに目配せすると、嫌いやそうに肩かたをすくめられたが、はいはいとばかりに立ち上がっていた。

「出立は明朝でどうだろうか。馬の足で天気に邪じや魔まされなければ、夕刻にはつけるだろう」

　ハイランドの提案に異議はない。

「神の御加護があらんことを」

　ハイランドの祈いのりに、深くうなずいたのだった。

　星のまたたく夜明け前は、この季節でもまだ空気がずいぶん冷たい。

　屋や敷しきの中庭に用意された馬たちの白い息が上がる中、旅装姿の面々がそろっていた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。ル・ロワ様」

「いやはや、あなた様だとは」

　カナンとル・ロワがそんなやり取りをする横で、ローズやオランド、それにカナンの護衛がそれぞれの馬の点検をしていた。

　自分とミューリは同じ馬に乗るとしても、カナンとその護衛、ローズ、ル・ロワ、それに加えて、ハイランドが安全のためだからと頑かたくなに同行を主張したオランド、という大所帯になったため、彼らを乗せる馬で中庭はいっぱいだった。

　ミューリは馬と直接会話ができそうなので、手た綱づなさばきなどわからなくても馬を駆かれると思うところだが、以前、馬に揺ゆられての旅路で尻しりが痛いと泣きごとをこぼしていた。

　荷馬車の旅なら歩いて並へい走そうもできるだろうが、騎き行こうとなるとそうはいかない。途と中ちゆうで手た綱づなを握にぎれなくなられても困るので、自分と同じ馬にした。騎き士しなら自分で馬を駆からないとならない、とかなんとか喚わめくかとも思ったが、ミューリがその提案をあっさり受け入れたことに拍ひよう子し抜ぬけした。とはいえその理由は、ミューリが夜よ更ふかししていた辺りから、なんとなく察しがついたのだが。

　悪い娘むすめはこれ幸いとばかりに、馬にまたがるとたてがみに顔を埋うめるようにして、眠ねむりこけていた。

　まったくもうとため息をつきながら、ミューリが寝ねぼけて落ちないように、両りよう腕うでの間にその小さい体が収まるよう調整する。その際、こんな時でも持っていくと言って聞かなかった長ちよう剣けんが非常に邪じや魔まだったのだが、きっと夢の中では、馬上で剣けんを振ふり回まわして戦場を駆かけ回っているのだろう。

「捜そう索さくと説得がうまくいくことを祈いのっているよ」

　見送りに立つハイランドが、寝ねているミューリに微ほほ笑えみかけてからそう言った。

「私はこちらで修道院の改修を進めておく。仮に伝説の職人が見つからなくとも、無む駄だにはならないからね」

「必ず吉きつ報ぽうを」

　ハイランドは微ほほ笑えみ、馬の鼻先を撫なでてから離はなれた。

「彼らを頼たのんだよ」

　その言葉は、ハイランドの側そばに付き従う護衛のオランドに向けて。道中危険なこともないと思うのだが、ハイランドは聖クルザ騎き士し団を襲しゆう撃げきしたのはクリーベント王子ではないかと疑っているため、油断はできないということだろう。

「では、行って参ります」

「神の御加護があらんことを」

　ハイランドや下男たちに見送られ、合計で馬六頭の一行が出発した。

　人っ子一人いない街中を進み、夜通し見張りに立っていた兵と朝の兵が入いれ替かわる市壁をくぐり、広い街かい道どうに出ると馬も速度を上げた。ぽこぽこという蹄ひづめの音と振しん動どうで目を覚ましたのか、体を起こしたミューリがこちらの顎あごに頭ず突つきをするような勢いで、大あくびをしていた。

「ふわあ～……あれ、もう街の外？」

　先頭には行く手を油断なく見張るローズの馬が行き、その後ろに地図を見ることに余念のないカナンとル・ロワの馬が並び、自分の馬を挟はさんで、しんがりにオランドとカナンの護衛の馬がついて周囲に目を光らせる、という配置だった。

「んふふ。騎き士しの一行だね」

　前後を見回して、自分も立派なその一員だ、とばかりに胸を張るミューリは、満足げに鼻を鳴らすともう一度あくびをした。

「だから早く寝ねなさいと言ったでしょう。夜よる遅おそくまで起きているからですよ」

　小言を向けてもミューリはどこ吹ふく風。馬に挨あい拶さつするかのように首筋を叩たたいている。

「だって、紙に隠かくされたあんな暗号があるなんて知ったら、我が慢まんできなかったんだもの」

　言い訳にもなっていないミューリの言い訳だった。昨日はハイランドの執しつ務む室で報告の後、ル・ロワに事の次し第だいを伝えた後、大おお慌あわてで楽師から借りた冊子の筆写をやった。もちろん自分も手伝わされ、慌あわただしく居酒屋に冊子を返しにいってやれやれと思っていたら、今度はあの荒こう唐とう無む稽けいな騎き士し道物語に取とり掛かかっていたのだ。ミューリは夢中な様子で、敵に囲まれた味方から救きゆう援えんを乞こう手紙、という話を付け加えていた。敵の目をくらませるため、文面にはどこの街にいるのかという情報は一いつ切さいないのだが、紙の模様から割り出せる、という流れだ。

　そのことに気がつくのは峻しゆん厳げんなる聖職者ではなく、銀色の騎き士しになっていたので、自分で紙の秘密に気がつけなかったことがよほど悔くやしかったらしい。

「職人さんは……ふああ～……あふ。どんな人なのかな」

　今度は馬の首にもたれかかるのではなく、こちらに背中を預けて眠ねむろうとしている。

「騎き士しがこんな甘えん坊ぼうでいいんですか？」

　呆あきれてミューリに言うと、身じろぎして寝ねやすい姿勢になったミューリは、寝ね床どこで仰あお向むけになった犬そのままに、満足そうに息を吐はく。

「騎き士しの行軍では、朝も夜も関係なく進むことがあるからね。お互たがいに身を寄せ合って休きゆう憩けいを取るのは普ふ通つうだよ。知らないの？」

　屁へ理り屈くつばかりのミューリにため息をつく。顎あごの下で笑っているらしいミューリの気配にもう一度大きなため息をついてから、まだ星がまたたく空が続く道の先を見やった。

「私はどんな職人さんかより、職人さんの目的のほうが気になりますよ」

　異い端たんとして抹まつ殺さつされた技術を駆く使しし、職人は金になるはずもない冊子を大量に刷っていた。

　あまりにも奇き妙みようすぎるし、なにか隠かくされた目的があるはずではないかと、文章に暗号が隠かくされていないか改めて調べたりもした。

　今のところ手て掛がかりは得られていないが、どんな陰いん謀ぼうに関わっているとしても驚おどろかない。

「すんなりいけばいいのですが」

「うん……うん……」

　ミューリの返事は、ほとんど寝ね言ごとだ。

　この時間から活動を始めている羊飼いたちの側そばを通り過ぎ、広々とした田園に出る頃ころには夜が白々と明け始めていた。

　少なくともその光景を見るだけならば、希望に満ちた出立なのだった。


　街をあとにしてもしばらくは寝ね息いきを立てていたミューリだが、日の光が頰ほおに当たる頃ころにはさすがに目を覚まし、夜明けの大草原に目を輝かがやかせていた。

　目的地のサレントンまでは難所もなく、雪解けのぬかるみだけが心配だったが、それもちょっと前の話のようで、急速に春の陽気に包まれる草原の道はミューリでなくとも笑ってしまうくらいに清すが々すがしかった。

　ラウズボーンから北上し、昼過ぎに到とう着ちやくした小さな港町から西に向かい、王国の内陸部へと進んでいく。途と中ちゆう、大河のように移動する羊の群れをやり過ごしたり、旅人が旅の安全祈き願がんをしてひとつずつ積み上げた小石の塚つかのふもとで休きゆう憩けいしたりして、馬を進めていった。

　天候にも恵めぐまれ、夕暮れ時の景色など実に素す晴ばらしかった。

　そうして予定通り、日の落ちる直前に、目的地サレントンへと到とう着ちやくした。町というよりも村が大きくなったような場所で、厳いかめしい市壁の検問もないのどかなところだ。

　ただ、もう少し馬に揺ゆられていたかったと思う自分とは対照的に、確保した宿の部屋に入るなり、ミューリは崩くずれ落おちるようにベッドに身を投げ出していたのだった。

「お尻しり……痛い……」

　こういうのは体が軽くてもあまり関係ないらしい。昼過ぎにはもう鞍くらに座るのを辛つらそうにしていたミューリは、お尻しりを上げた姿勢でベッドにうつぶせになっている。気の毒に思いつつ、つい言ってしまう。

「物語の騎き士しのように、平気な顔で騎き行こうとはいきませんね」

「うう～……兄様の意地悪！」

　ミューリは半べそで嚙かみつくように言うが、尻しりが痛くなってからは腰こしに提さげていた剣けんをこちらに押しつけてきたり、座っていられないからとおんぶするような形になったりと、散々世話を焼かされたので、このくらいの小言は正当な権利のうちだろう。

「まあ、慣れるしかないですね」

　旅装を解きながらそう言うと、ミューリの尻しつ尾ぽが大きく右から左に弧こを描えがく。

「ふーん。じゃあ、馬術も習っていいってことだよね！」

「えぇっ？」

「馬上の剣けん術じゆつ、槍そう術じゆつは騎き士しの華はなだからね！　兄様のお墨すみつきがあるなら、頑がん張ばって習わなきゃ！」

　尻しりを上げたうつぶせの間ま抜ぬけな姿勢で、ミューリはせいぜい勝かち誇ほこったような顔をしていた。

「あ～、馬上槍やり試合もいつか出たいなあ。ローズ君は出たことあるのかな。後で聞かないと」

「……」

　革かわの胸当てをして剣けんを佩はいたミューリが、馬に乗って颯さつ爽そうとニョッヒラの湯屋に帰り着く様子を想像する。母である賢けん狼ろうは大笑いしそうだが、父であるロレンスは頭を抱かかえるだろうことを思うと、これ以上おてんばに拍はく車しやをかけさせるわけにはいかない。

　嫁よめ入いり前の女の子が馬など駆かるものではないと言ったところで、ミューリの四つもある耳には届かないだろうが、騎き士しとしての話になら聞く耳を持つ弱点を突ついた。

「騎き兵へいは鉄の全身鎧よろいを着るのが普ふ通つうでしょう。あなたの小さな体に合う鎧よろいなんてありませんよ」

　ましてや馬上では、陸上よりもはるかに長い剣けんか、人の身長ほどもある槍やりを抱かかえる必要がある。ミューリは剣けんの筋は良いいらしいが、腕わん力りよくと体の大きさはいかんともしがたいはずだ。

「せっかく馬に乗れても伝令役ばかり、なんてことになりますよ」

「それは、確かに……」

　狼オオカミの耳と尻しつ尾ぽがぺたんとへこたれる。生まれつきの体の大きさはどうしようもない。

　これで馬の上で大だい剣けんを振ふり回まわすような無茶は諦あきらめてくれるだろうと思っていたら、ミューリは「よし」と言って急に起き上がった。

「じゃあ、体を大きくするためにご飯をいっぱい食べないと！」

「は？」

「ほらほら、兄様、行くよ！　ここは一階が酒場でしょ？　調理場がちょっと見えたけど、こーんなおっきなウナギが桶おけの中にいたんだから！」

　ミューリに腕うでを引っ張られ、強ごう引いんに部屋から連れ出されてしまう。

　討うち取とったつもりが、いつのまにか討うち取とられている。

　ぬるりと摑つかみどころがないのは、狼オオカミというよりそれこそウナギのよう。

「あなたは年々、ホロさんに似てきますね……」

「ん？　母様がなあに？」

　酒好きなところだけは似ませんように、と諦あきらめ交じりに祈いのるほかなかった。

　その日の夜は大きなウナギ料理を皆みなで堪たん能のうし、翌日早さつ速そくヴィード商会を訪ねることとなった。

　サレントンの町は内陸部から送られてくる羊毛と、海側から送られてくる交易品や海産物を交こう換かんするのが主な商あきないで、ヴィード商会は羊毛を取とり扱あつかう最も大きな商会だったようだ。宿の主人に聞けば、場所はすぐに見つかった。

「それで、なんで兄様とカナンくんなの！　ずるい！」

　商会に紙の出所を聞きにいく段になり、話し合いの末、自分とカナンがラウズボーンからの徴ちよう税ぜい人のふりをするのが一番よかろうということになった。正直に目的など伝えられないが、下手に目的を隠かくすのもまた、異い端たん審しん問もん官かなにかだと思われかねない。文字の書かれた紙を手になにかを探しているのは、大たい抵てい徴ちよう税ぜい人か、異い端たん審しん問もん官なのだから。

　そこでこの旅の面メン子ツの中で最も徴ちよう税ぜい人らしいのが、自分とカナンの組み合わせだったわけだが、冒ぼう険けんごとにはすべて首を突つっ込みたいミューリは不満たらたらだった。

「ミューリさん。追つい跡せきの手に気がついた職人が、建物からこっそり逃にげ出だすかもしれません。悪徳教会を懲こらしめる時にもよくあったのです。私たちで裏口を見張りましょう」

　ローズの言葉に、そういう冒ぼう険けんもあるのかと目を丸くしたミューリはたちまち機き嫌げんを直していた。ローズに礼を言うと、少年らしい少し照れたような笑えみを返された。

「朝から元気いっぱいですね」

　商会の軒のき先さきに向かう道すがらも、楽しそうなカナンに言われてしまう。

「まったく、いつになったらおてんば気質が抜ぬけるのか……」

　笑うカナンと共に、次から次に羊毛を積んだ荷馬車がやってくるヴィード商会の軒のき先さきに立った。さて己おのれの役目を果たさなければ、と軽く深呼吸をしたところに、カナンが不意に言った。

「コル様、ありがとうございました」

　聞き間ま違ちがいかと思って隣となりを見やると、商会の羊を模した看板を見上げていたカナンが、こちらを見た。

「私たちは職人の手がかりが見つかるなどと、思っていませんでしたから」

「それ、は」

　カナンは微ほほ笑えみ、顔を下げる。それから少し視線を横に逸そらしたのは、なにやら楽しそうな足取りで商会の裏手に回るミューリと、それに振ふり回まわされがちなローズを見ていたからだ。

「私たちは書庫の暗がりで、ただずっと己おのれの無力さを嘆なげいていたのです。ですが外の世界では、薄はく明めいの枢すう機き卿きようと呼ばれる方が教会を大きく変えようと戦っていると聞きました。そのことに勇気づけられ、このまま悪に屈くつするくらいならばと、破れかぶれで教皇庁を出てきたのです」

　交こう渉しようを口実に憧あこがれの人に会いにきたのだよ、とハイランドは冗じよう談だん交じりに言っていた。

「旅費でさえ、仲間たちでようやく出し合ったのです。ハイランド様に会い、私たちが書庫で夢見た教会の腐ふ敗はいを一いつ掃そうする案とやらを語れれば、それだけでなにかしら私たちも世界と戦った証あかしになるのでは。そんな感じでした」

　自分たちの横を、見上げるばかりに羊毛を積み上げた荷車が、三人の屈くつ強きような男たちに引っ張られて商会の荷に揚あげ場に入っていった。

「それがまさか、本当に職人の手がかりを得て、前に進めることになるだなんて」

　その言葉には、職人が見つかるかもという期待すらなかった。カナンたちは、世界に対して無力であることに慣れてしまった者たちなのだ。

　日ひ陰かげから日向ひなたに一歩出ることができたと、ただそれだけで喜べるくらいに。

「ですから、ハイランド様が想像した以上の名君だと理解した時、私はひどく後こう悔かいしましたよ」

　それはミューリと一いつ緒しよに、職人の尻しつ尾ぽを捕つかまえたと執しつ務む室に報しらせに向かった時のことではないかと思った。あの執しつ務む室の空気には、固くて重い雰ふん囲い気きが綿わた埃ぼこりのように積もっていた。ハイランドは職人に頼たよらない力ちから業わざで、無理にでも資金を用意することで聖典を複写する計画を語っていたのだろう。

　カナンはこちらを見て、肩かたをすくめるように笑った。

「ハイランド様に血を流させるわけにはいきません。それは話を持ち込んだ私たちの負うべき責任です。ル・ロワさんと手を組んででも、それを阻そ止しします」

　ヴィード商会は、羊に関するよろず商あきないを行っているようで、大きな毛刈がりの鋏はさみを何丁も背中に担かついだ旅商人が荷に揚あげ場から出ていった。それをやり過ごしてから、自分はカナンに言った。

「書庫の書しよ籍せきを、横流しするのですか？」

　同じ重さの金よりも貴重な本。ル・ロワが扱あつかうのはそういうものであり、教皇庁の書庫にはどんな本だって存在する。邪じや悪あくになれば、いくらだって金かね儲もうけはできるのであり、カナンたちはそうしないことで、高潔さを保ち続けてきたのだ。

　カナンはこちらを見て、自分の言葉に否定も肯こう定ていもしなかった。噓うそを戒いましめる聖職者にとって、それが肯こう定ていを意味することくらい、自分にもわかる。ニョッヒラから出てきたばかりの自分なら、ここでカナンの破は滅めつ的でさえある考えに、肩かたを摑つかんで説得しただろう。

　けれど自分もまた、旅をしてきたのだ。

「職人さんを見つければいいんですよ」

　ミューリならそう言うだろうと思っていたので、口調も似てしまったかもしれない。しかしこれだけ騒さわがしければ、商会の裏手にまでは届かないだろう。

「見つからなかったら、改めて考えましょう」

　そして、少しためらってから、カナンの背中を励はげますように叩たたいた。

　カナンはミューリと大して変わらない背せ丈たけのせいか、簡単にたたらを踏ふむ。

　けれどその足は、かえって勢いを得て、二歩目を踏ふみ出だした。

「信じて……いますとも！」

　カナンの無理に笑うような笑え顔がおを見ながら、自分も少し遅おくれて商会の軒のきをくぐる。

　ハイランドの屋や敷しきで対たい峙じした時は、その雰ふん囲い気きに吞のみ込まれそうなほどの余よ裕ゆうだったのに、今のカナンは年相応に緊きん張ちようした少年に見える。その強こわ張ばりをほぐすため、耳打ちするように言った。

「信じるのは、神を、ですよね？」

　カナンは目を見開いてからこちらを横目に見て、少年らしく首をすくめて笑う。

「もちろんです！」

　そう答えるや胸を張り、誰だれもが忙いそがしく立ち働いて喧けん騒そう渦うず巻まく商会の、荷に揚あげ場に向かって声を張り上げたのだった。

「失礼！　我々はラウズボーンより参りました！　商会のご主人はいらっしゃいますか！」

　カナンの声はこういう場所でもよくとおる。羊毛取引にきていた客たちは物もの珍めずらしそうに首を伸のばし、商会の荷に揚あげ夫や羊毛の検査をしていた者たちは目をぱちくりとさせていた。

「主人はわたくしですが……どのようなご用件で」

　小こ僧ぞうが店の奥に飛んでいったかと思うと、奥の帳場から人の好よさそうな商人が、やや警けい戒かいした顔つきで出てくる。自分とカナンの服装を見て、単なる客ではないとわかったのだろう。

「お忙いそがしいところ失礼します。我々はラウズボーンの徴ちよう税ぜい人組合より命を受けて参りました」

　最後の台詞せりふだけは、周囲に聞こえないよう声を潜ひそめて。

　ラウズボーンに羊毛を納品しているヴィード商会の主人は、息を吞のむ。

「い、一体、なぜ？　我々にはなにもやましいことなど……」

　商人なのだから、完全に潔白ということもないのだろう。とはいえもちろん、自分たちは羊毛の合間に砂を詰つめて目方を誤ご魔ま化かしたり、高価な種類の羊毛に安い種類の羊毛を混ぜたことを咎とがめにきたわけでもない。

「あなた様の誠実さは存じていますとも。我々が追いかける人物の手がかりが、あなた様の商会の納品書にありまして、どうかご協力をと」

　カナンが胸むな元もとから、組合で見つけた紙を取り出した。

「この書類に使った紙を、どちらで購こう入にゆうされました？」

　標的が自分たちではないらしいと納なつ得とくしてくれたらしい主人は、安あん堵どのため息をつきつつ、「失敬」と言って紙を受け取った。

「これは……うむ、確かにうちの納品書です。発送もここからですから……おい、ちょっとそこの計量の覚書を持ってきてくれ！」

　主人は遠巻きに見ていた小こ僧ぞうに声をかけ、羊毛を詰つめた箱の数を記していた紙を持ってこさせた。そして、二枚の紙を掲かかげて透すかして見みる。昼間でも薄うす暗ぐらい荷に揚あげ場だが、慣れた目にはすぐ判別がつくのだろう。

「ああ、同じですな。これはシアート親方の工こう房ぼうです。この町の紙工こう房ぼうですよ」

「シアート親方」

　カナンは名前を繰くり返かえし、こちらを見やる。

「工こう房ぼうの場所を教えてもらっても？」

「ええ、もちろんです。親方の工こう房ぼうは、教会の北側の職人街にあります。場所柄がら、羊皮紙の工こう房ぼうもたくさん集まっててややごちゃごちゃしてますが、聞けばすぐにわかるでしょう」

　カナンは主人から納品書を返してもらい、胸にしまう。

「ご協力感謝します。良き商あきないを」

　主人はやれやれと疲つかれたような笑えみを見せ、自分たちを見送ってくれた。

　日が遮さえぎられた荷に揚あげ場から通りに出ると、春の日差しが目に痛い。通りの向かい側の路地でこちらの様子を窺うかがっていたオランドが、調子を尋たずねるように片手を上げていた。

「コル様がどっしり控ひかえていてくれたおかげで、話が早く進みました」

　オランドに手を上げ返していると、カナンがそんなことを言った。こちらがなにもすることなく、単に突つっ立たっていただけだったことを気き遣づかってくれたのだろう。

「カナンさんの手て際ぎわの賜たま物ものですよ」

「まさか。コル様はじっと立っているだけで、威い厳げんがありますから」

　ハイランドを前にしても優ゆう雅がに振ふる舞まって、常に冷静に微ほほ笑えんでいたようなカナンが、実のところずいぶん緊きん張ちようしていたらしい。そのことを思うと、あながちお世辞というわけでもないのかもしれない、と思っておくことにした。

　それに、カナンの顔はずいぶんと晴れ晴れしていたのだ。その言葉を疑うのは、カナンの気持ちに水を差すようで憚はばかられた。

　叶かなわぬ夢だがせめて世の流れに一石投じた証あかしが欲ほしいと、カナンはまさしく夢のような計画を持ち込んできた。そして教会組織の日の当たらない場所にいたカナンは、この王国で太陽の尻しつ尾ぽを見た。

　いつもより歩ほ幅はばを大きくして通りを渡わたるカナンの背中を、自分は気け圧おされるのではなく、応おう援えんする気持ちで見つめていたのだった。

　それからミューリたちと合流した後は、ヴィード商会で教えられたとおりに教会の北側へ向かった。羊毛が集まる町に相応ふさわしく、羊皮紙の工こう房ぼうが多く軒のきを連ねていたが、件くだんのシアート親方の工こう房ぼうはすぐに見つかった。血の気の多い職人相手ならば今度こそ自分の出番だと、ミューリは楽師の冊子を手に駆かけ込んでいった。カナンの護衛やローズは、追手に気がついた職人が逃にげ出ださないようにと、工こう房ぼうの裏手の路地を見張っている。

　自分はオランドたちと一いつ緒しよに、忙いそがしそうに立ち働いていた貫かん禄ろくのある親方に冊子を見せて質問するミューリを、遠巻きに眺ながめていた。結構な量の冊子をばら撒まいていたのなら、間ま違ちがいなく購こう入にゆうした人間は顔を覚えられているはず。そして職人の懐ふところに潜もぐり込むことにかけて、確かにミューリは妙みように長たけている。

　なので、その数すう瞬しゆん後の光景は、まったく予想外なのだった。

「あの馬鹿、ついにやらかしやがったのか！」

　賑にぎやかな職人街でもなお響ひびく怒ど声せいに、ミューリがつま先立ちになって首をすくめていた。

　呆あつ気けに取られる自分をよそに、護衛のオランドが通りを渡わたってすぐに駆かけつける。

「親方殿どの、この冊子の書き手に心当たりが？」

　親方は騎き士しを見て、それから遅おくれてやってきた自分たちを見ると、怯ひるんだように苦々しげな顔をした。

「なんだ、あんたら……。い、いいか、あの馬鹿がどこの貴族様の怒いかりを買ったかは知らんがな、うちの工こう房ぼうは関係ない。これだけは言っておくぞ！」

　親方の後ろのほうでは、自分たちのやり取りを不安げに見ている職人たちがいる。

　どうやら親方は、自分たちをどこかの貴族が寄こした捕ほ吏りだとでも思ったらしい。

　貴族と揉もめることで、工こう房ぼうが閉へい鎖さされるような事態を危き惧ぐしたのかもしれない。

「それで、書き手を知っているんだな？」

　もちろんオランドは、親方の誤解を解くようなことはしない。しかも普ふ段だんの屋や敷しきでの立ち居振ふる舞まいからは想像もできないような、いかにも居い丈たけ高だかな貴族の手先のように問とい詰つめる。対する親方は身長こそオランドよりやや低いが、力仕事に従事する職人らしい立派な体格で、迫はく力りよくではまったくひけをとっていない。後ろで成り行きを見守っている職人たちも同様だ。しかも工こう房ぼうの奥のほうでは、職人たちが手近にあった得物を手にしはじめている。

　怒ど声せいを聞きつけ路地から駆かけつけたローズやカナンの護衛も、それに呼応するかのように、いつでも剣けんを抜ぬけるような姿勢になる。ル・ロワは顎あごを撫なでながら全体をのんびり見回して、さてどうすべきかと思案しているようだった。

　自分もこの険悪な空気をどうにかしたいが、いかにも貴族配下の書生らしい自分が下手に口を挟はさめば、余計こじれるかもしれない。けれど親方とオランドにしたって、今いま更さら自分たちで引けるような流れには見えなかった。

　意を決し、自分が止めるしかないかと声を上げかけたところを、手で制された。

　誰だれかと見やれば、ミューリだった。

「ねえ、喧けん嘩かしちゃやだよ」

　冊子を胸に抱だき、眉まゆ尻じりを下げての上うわ目め遣づかい。そこに加えて殊こと更さらか弱い声こわ音ねでそう言ったのだ。

　女子供はすっこんでろ、と親方が怒ど鳴なるのに身構えた直後、聞こえてきたのは唸うなり声だった。

　しかもどこか、安あん堵どしたように聞こえたものだ。

「むう、うぅむ……」

　ミューリの純真無む垢くを装よそおった目に、親方とオランドの両方が、それぞれ顔を背そむけていた。

「ふん。子供を泣かせるわけにはいかんからな……」

　親方が言うと、オランドも肩かたから力を抜ぬいて、うなずいていた。親方の後ろのほうでは、職人たちまでほっと息を吐はいていた。

　それでようやく気がついた。他の誰だれが口を挟はさんでも乱らん闘とう沙ざ汰たになったろうが、こんな可か憐れんな少女の頼たのみをむげにするわけにはいかない、という建前なのだろう。

「私たちは、この本を書いた人を知りたいだけ。皆みなに迷めい惑わくはかけないよ」

　ミューリの言葉に、自分も合わせてうなずいた。

　親方はため息をついて頭を搔かくと、こう言った。

「そいつなら知っているとも。一時はここで働いていたからな」

　書しよ籍せき商や異い端たん審しん問もん官でさえ見つけられなかった職人の、決定的な足あし跡あとにたどり着いた。

「どこに？　その人はどこにいるの？」

　親方はミューリを見やり、肩かたをすくめる。

「二年ほどここで働いていたが、ちょっと前に辞やめている。その後は町で写字生をしたりしていたが……そこも辞めた後は近きん隣りんの村で牧ぼく夫ふの真ま似ね事ごとをしているとか聞いたな。おおい、誰だれかジャンの居場所を知らんか！」

　遠巻きにやり取りを見ていた職人のうち、若い青年がおずおずと口を開いた。

「ジャンなら、雪解け祭の時期に町に帰ってきてましたよ。根こん性じようなしですから、羊の世話なんか無理でしょう。安居酒屋で飲んだくれてるのを何度か見ました」

「俺も見ました。糸いと巻まき亭ていだったかな」

「あそこか。腐くさった麦むぎ酒しゆを出すなんて噂うわさだし、いかにもジャンが行きそうだ」

　職人たちは口々にそんなことを言い始め、親方が顎あごをしゃくる。

「だそうだ。糸いと巻まき亭ていなら、町から北西に延びる道の途と中ちゆうにある。おんぼろの飲み屋で、糸いと巻まきの看板があるからすぐわかるはずだ……これでいいか？」

　その視線は、オランドに向けて。

「わかった。手間をかけさせたな」

　オランドはそう言って、こちらを見やる。親方もこの六人の中では自分のことを取りまとめ役だと思ったのか、不ふ機き嫌げんそうな、でもどこかおもねるような目を向けてくる。

　親方の後ろには職人たちがいて、彼らには守るべき生活があるのだ。

「私たちは、本当にそのジャンさんという方に話を聞きたいだけです。お邪じや魔ましました」

　親方は腕うで組ぐみをして、ため息をつく。とはいえ迷めい惑わくそうな顔なのは、自分たちにだけでなく、ジャンという職人に対してのものでもありそうだった。

　工こう房ぼうから離はなれる間も、軒のき先さきからは警けい戒かいするように親方がこちらを見つめ、その後ろではなんだったんだと好こう奇き心丸出しで職人たちが顔を見せている。

　そして、親方が職人たちを仕事に戻もどすべくどやしつけるのを遠くに見てから、ようやくこちらも口を開くことができた。

「喧けん嘩かにならなくてよかったです……」

　まさか親方が職人のことを知っているどころか、その職人が工こう房ぼうにとっての厄やつ介かい者だったとは思わなかった。

「コル様、すみませんでした。頑がん固こな職人相手にはあの手がよく効きますから」

「あ、いえ……」

「私の止めに入る頃ころ合あいいも完かん璧ぺきだったでしょ」

　オランドにミューリはそう言って、互たがいに笑えみを交かわしていた。お屋や敷しきでは実に人の好よい職務に忠実な好青年という感じだったが、ただの人が好よいだけの人物ではないらしい。

　自分はそういう駆かけ引ひきが苦手だし、どっと疲つかれてしまう。

「皆みなさまがいれば、どんな困難にも立ち向かえそうです」

　もはや前に進むことそのものが楽しいといったカナンが、わくわくしたような調子でそう言っていた。

「で、職人さんだけど」

　糸いと巻まき亭ていとやらを探しに歩き始めたところ、ミューリが切り出した。

「なんか問題がある感じだったね」

「貴族を怒おこらせる、と言っていました。どんな意味でしょうか」

　ローズの問いに、カナンが答える。

「その冊子の中身は、実にひどいできの詩ですから。おそらく、あの親方や仲間の職人たちはジャンという職人が詩を書いていたことを知っていて、いつか歌われた貴族様の怒いかりを買うと思われていたのでしょう」

「まるで宮きゆう廷てい道どう化けの話ですな」

　ル・ロワの口にした単語に、ミューリが好こう奇き心で目を見開く。

「王に仕え、唯ゆい一いつ王様を馬鹿呼ばわりできる道どう化けの話ですよ。大たい抵てい、どこかの頃ころ合あいいで虫の居所の悪かった王に処しよ刑けいされるのですが」

　驚おどろくミューリをよそに、カナンに尋たずねた。

「しかし、紙工こう房ぼうで働く職人に、貴族様が詩を依い頼らいするでしょうか」

「お抱かかえ詩人の座を狙ねらって、売り込みにいっていたのやもしれません。流る浪ろうの顕けん学がくが勉学の支し援えん者を求め、宮きゆう廷ていを渡わたり歩あるくように」

　なるほどと思う反面、それだと大量に冊子をばら撒まいていたらしい動機がわからないし、もうひとつわからない点がある。

「あれ、でも、ここに出てくる貴族さんは、架か空くうの人じゃなかった？」

　まさにその点を指し摘てきしたミューリが、手にしている冊子をぱたぱたと揺ゆらす。

　そこに、顎あごに手を当て考えていたローズが口を開いた。

「嫌いやがらせを請うけ負おっていたのでは？」

「嫌いやがらせ？」

　五人の視線を集め、ローズはちょっと緊きん張ちようしたようにうなずいた。

「戦いくさは騎き士しの晴れ舞ぶ台たいです。特に貴族の家いえ柄がらならば、戦場での働きは家全体の名めい誉よにかかわる話です。その歌のできがひどければ、面めん目ぼくは丸潰つぶれです。つまりばら撒まかれていたという詩は、誰だれかを称たたえようとするうわべを取とり繕つくろった、かえって評判を落とそうとするような、悪意あるものなのではないでしょうか」

「ははあ。いかにもありそうなことですな。貴族の名は架か空くうでも、地元ではすぐに誰だれのことかわかれば用に足る、ということもありましょう」

　ル・ロワの追加の説明に、ラウズボーンの紙工こう房ぼうでの職人の様子を思い出した。

　こんな詩を歌わせる恥はじ知しらずの貴族様、と親方は憤ふん慨がいしていた。

　近しい者ならばあの人のことだろうとわかるような内容で、ひどくできの悪い詩が出回っていたとしら、確かに嫌いやがらせとしては一流だ。印刷費用の問題も、嫌いやがらせを依い頼らいした貴族がいるとすれば、解決する。

「うーん……でもさ、だとしたら偉えらい人の怒いかりを買って、とっくに縛しばり首くびじゃない？」

　先ほどのシアート親方の話では、工こう房ぼうを辞やめた後は文字を操あやつれる技能を活いかし、写字生をしていたらしい。さらにそれも辞やめてしまい、町の外で羊の世話をしていたというから、大きな誰だれかの後うしろ盾だてがあったような感じがしない。

　そして羊飼いすら長続きせずに町に戻もどり、糸いと巻まき亭ていという安居酒屋で飲んだくれているとなると、権力者を向こうに回して危険な稼か業ぎようを営む気骨のある者、とはとても思われなかった。

「会ってみればわかりましょう」

　オランドが言って、道の先を指さした。建物が少なくなり、道行く人より野放しの鶏にわとりや豚ぶたのほうが多くなってくる町はずれ。元は羊の牧舎だったのではと思おぼしき建物の軒のき先さきに、ちょっと風が吹ふいたら飛んでいきそうな、糸いと巻まきを模した看板がぶら下がっていた。

「護衛を担になう者としては、あまり皆みなさんに立ち寄って欲しい場所ではありませんね」

　オランドの言葉どおり、お世辞にも雰ふん囲い気きの良いい店ではない。壁かべは雨風でぼろぼろになり、屋根は腐くさっているのか今にも崩くずれ落おちそうだ。こんなところには町の衛兵も見回りにこないようで、昼間だというのに赤ら顔の老人が軒のき先さきに座り込んで船を漕こいでいる。

「居酒屋というより、盗とう賊ぞく旅籠はたごかもしれません。我々も任務の途と中ちゆうで町や村の人たちの頼たのみで懲こらしめました」

　ローズはそう言うや、腰こしの長ちよう剣けんの留め金を外して警けい戒かいを露あらわにしたのだが、盗とう賊ぞく旅籠はたごという単語に目を輝かがやかせたミューリに食いつかれて、ちょっとあたふたしていた。

「穏おん便びんにお願いしますよ」

　ジャンと呼ばれた職人は、異い端たん審しん問もん官の追つい跡せきを交かわし、ことによると貴族の名めい誉よを汚けがすつもりで冊子をばら撒まいていた可能性さえある。それで仕事が長続きせずに場末の居酒屋で飲んだくれているとなれば、荒あらごとに発展する可能性は十分にあった。オランドとカナンの護衛に言葉を向けると、おそらくは実戦を経験している二人は、互たがいに目配せしてから揃そろって肩かたをすくめていた。

「そのつもりですが、相手の出方次し第だいです」

　オランドも屋や敷しきでは騎き士しらしい騎き士しだが、案外こういう場面が好きなのかもしれない。不敵に笑う二人の護衛と、表情を引ひき締しめたローズの間で、ミューリもまた感化されたように気合を入れている。

　あなたはそこで張りきらなくていいんですよと言いたかったが、そんなミューリをにこにこ楽しそうに見ていたカナンとル・ロワからうなずかれ、諦あきらめることにした。

「まずは扉とびらを蹴け破やぶって入るんだよね？」

「それは盗とう賊ぞくのすることです！」

　我が慢まんできず口を挟はさむと、オランドが笑っていた。

「さあ、参りましょう」

　オランドを先頭に通りを進み、糸巻き亭ていの薄うすい扉とびらをゆっくりと押し開けたのだった。

　糸巻き亭ていは場末も場末の居酒屋で、床ゆか板いたはほとんど剝はがれて土の床ゆかが剝むき出しになり、木賃宿も兼かねているのか店の隅すみでは毛布にくるまって寝ね転ころがっている者たちがあちこちにいる。

　どうにか居酒屋だとわかる程度に置かれた二つの長テーブルには、銅貨の縁ふちをナイフで削けずっている陰いん気きそうな商人に、突つっ伏ぷしていびきをかいているやせぎすの半はん裸らの男と、いかにも荒あらくれといった盗とう賊ぞく風の男たちが四人ほど、たむろしていた。

　ミューリと二人なら絶対にこない店だ。

「店主はいるか」

　オランドが肚はらの座った声を出すと、敵意に満ちた目でこちらを見ていた男たちが、格の違ちがいを悟さとったのか目を逸そらす。

「奥にいるよ」

　答えたのは、銅貨を削けずっていた商人だ。

「盗とう賊ぞくでも捕つかまえにきたのかい。領主様の館から宝でも盗ぬすまれたのか？」

　こんな場所に、オランドをはじめとして剣けんを佩はいたそれなりの身なりの者たちが押し寄せれば、想像できるのはその辺りかもしれない。

「その時はこんな悠ゆう長ちようなことはしない。まずお前の右みぎ腕うでを切り落としてから、質問を口にする」

　人相の悪い商人は口をすぼめ、テーブルの上の銅貨ごと両りよう腕うでを守るようにかき抱いだいていた。

「店主には私が」

　カナンの護衛がオランドに耳打ちし、店の奥に向かう。

　オランドが店内を睥へい睨げいする中、カナンが進み出て言った。

「ジャンという職人の方を探しています」

　元々丁てい寧ねいな話し方のカナンだが、より知識階級を思わせる滑なめらかな発音でそう言った。

　すると、荒あらごとに巻き込まれてはかなわないと寝ねたふりを決め込んでいた者たちも、半分くらいが毛布や菰こもの中から顔を上げていた。

「元はシアート親方の下もとで働き、近ちか頃ごろは牧ぼく夫ふの手伝いをしていたとか」

　おそらくサレントンの町で、物もの乞ごいや日ひ雇やといの仕事で糊こ口こうを凌しのいでいるのだろう者たちが、謝礼の気配を感じてそわそわしている。

　けれど口を開こうとしないのは、なにかためらっているようだった。

「お礼は致いたします。ご存じありませんか」

　その言葉の直後、ばたん、とわざとらしい足音がした。ここを縄張りにたむろしていたが、敵かないそうもないオランドたちがきて面おも白しろくなさそうだった四人の荒あらくれのうちの一人が、乱暴に椅い子すから足を下ろしたのだ。

「からかってるわけじゃねえなら、先に金を見せな」

　どういう意味だろうかと思ったが、カナンはなにも言わず、懐ふところから銅貨を数枚握にぎり、臆おくすることもなくその男に近づいて、テーブルの上に置いた。

「気前のいいこった。そいつだよ」

　男はテーブルに突つっ伏ぷして眠ねむりこけている半はん裸らの男を指さし、銅貨を浚さらい取る。

　ローズが鼻を鳴らしてため息をつき、オランドが本当だろうなと男を見み据すえる中、カナンが突つっ伏ぷして眠ねむりこけている男の背中に手を伸のばそうとした、その時だった。

「つ、連れてくのかい」

　ひどくひび割れた、長いこと使っていない楽器を鳴らしたような声だった。

「その人は、気のいい歌うたいさんだよ……」

　呻うめくような声がまた聞こえてくる。

「こんなところで、俺たちのために色々歌ってくれる人さ……歌は下手だけど……」

　いつの間にか、暗がりで寝ねころんでいた者たちが全員、こちらを見つめていた。

　ぼさぼさの髪かみと汚よごれた顔の中で、目だけが妙みようにきらきらと輝かがやいているように見える。

「……お話を伺うかがうだけです」

　気け圧おされたようにカナンが言うと、オランドが代わりに進み出る。ジャンと思おぼしき人物は相変わらず起きる気配がまったくなく、肩かたを揺ゆらしても唸うなり声で返事をするだけだ。オランドはため息をついて腰こしをかがめると、やせぎすの体を持ち上げてひょいと肩かたに担かついでしまう。

「井戸はあるか？」

　その問いに、荒あらくれの男の一人がせせら笑った。

「そいつは一度寝ねたらなかなか起きないぜ」

「裏手にあるよ。枯かれかけだけどな」

　もう一人が言って、オランドは礼を言う。まるで藁わら束でも抱かかえているかのような軽い足取りで、ジャンらしき人物を運んで店から出る。

　ル・ロワや、店主と話を終えていたカナンの護衛、それにローズが続いて、ミューリはこちらを見てから、オランドを追いかけていく。

「カナンさん」

　声をかけると、カナンは店の隅すみで寝ね起おきしているらしい者たちの呪じゆ縛ばくから、ようやく我に返っていた。

「す、すみません」

　こういう場所にくるのは初めてなのかもしれない。

　カナンを先に行かせてから、自分は店内の人々にぺこりと一礼をして、オランドたちの後を追った。

「……なぜ私は、動どう揺ようしているのでしょうか」

　店の裏手に回る途と中ちゆう、カナンがうわごとのように言った。

「聖者と名高い教会法学者の方を目まの当あたりにしたことがありますが」

　カナンは、ゆっくりとこちらを見る。

「普ふ通つうの人で驚おどろきました」

　少し違ちがうかもしれませんが、と付け加えると、カナンは強こわ張ばった笑えみをみせてうなずいた。

「職人様が見つかるかも、と興奮していたみたいです。まるで自分が大きな物語の中にいるような気になっていました」

　本ばかり読んで、と𠮟しかるミューリの声が聞こえてきそうな一言だった。

　遅おくれて店の裏手に回ると、すでにオランドが酔よっ払ぱらいの頭に水をかぶせているところで、驚おどろいたジャンが慌あわてて跳はね起おきていた。

「はわ！　はっ!?」

　そして周囲を見み渡わたして、自分が薄うす暗ぐらい場末の居酒屋ではなく、井戸脇わきの空き地にて妙みような連中に囲まれている、ということに気がついていた。

「お前がジャンか？」

　オランドの問いに、男は喉のど仏ぼとけが取れそうなくらい、ごくりと固かた唾ずを吞のんだ。

「……い、異い端たん審しん問もん官か……？」

　その一言で、この瘦やせぎすの男こそが、自分たちの探していた人物なのだとわかる。カナンの顔がいっそ青ざめていたのは、まさか本当に見つかるとは、という感動のせいだろう。

「ではあなたが、王国に逃にげ込んだ最後の職人様ですかな？」

　それまで控ひかえめだったル・ロワが口を挟はさむ。

「……ああ？　ああ……最後かどうかは知らんが……そうだよ。お前は、書しよ籍せき商か？　ここにいてもわかる。ひどい本の匂においだな」

　しかめ面つらのジャンは、自分よりもう少し年上の、世を拗すねきったような男だ。

「まったく……いまさらくるのかよ……」

　教会が躍やつ起きになって抹まつ殺さつしようとした、危険な技術を修めたという職人だ。彼は両りよう腕うでを広げると、そのまま濡ぬれた地面に倒たおれ込む。

「勝手につれてけ……縛しばり首くびにでもなんでもしやがれ……」

　ひっく、と大きなしゃっくりをして、また眠ねむりそうに目が閉じていく。

　ル・ロワはこちらを見て、肩かたをすくめている。どうしますか、ということだろう。

「あなたに仕事を頼たのみたいのです」

　ぶちまけた水のせいで、地面は泥どろでぬかるんでいる。しかしカナンは服が汚よごれるのも気にせず膝ひざをつき、ジャンの手を取った。場面が場面なら、戦場で死しに掛かけている者に寄より添そう従軍司祭のようだ。

「……なに？」

「あなたの力を貸してください。あなたの技術があれば、世界を変えられるかもしれないのです！」

　教会がその威い力りよくに気がつき抹まつ殺さつしようとしたほどの印刷術。それがあれば俗ぞく語ごの聖典を大陸に浸しん透とうさせ、足元から教会を揺ゆるがすことができるかもしれない。ひいては教皇の考えを改めさせ、王国と教会の争いまでをも解決できる可能性がある。

　カナンの必死の訴うつたえに、ジャンは眠ねむそうだった目を見開いていた。

　しかし、その目からゆっくり力が抜ぬけると、摑つかまれた手を張り払はらう。

「俺の知ったことじゃない」

　そして、泥どろだらけになるのも構わず、ゴロンと横向きになっての肘ひじ枕まくら。それはなにか信条があっての拒きよ否ひではなく、ただひたすらに世を拗すねているように見えた。

　ミューリはこういう場面に案外弱いし、オランドとカナンの護衛はなにやら意味ありげな目配せをしている。一方、正義感の強いローズは今にも剣けんの鞘さやで、ジャンの背中をその性しよう根ねごと叩たたき直なおしそうだ。

　そこにカナンが愚ぐ直ちよくにもう一度声をかけようとしたところ、意外なことにル・ロワが手で制して、その場にいたほかの誰だれにも思いつかない一言を言ったのだった。

「ま、なにはともあれ、一杯ぱいどうです？」

　その場で想像しうる、最も緊きん張ちよう感のない誘さそい文句だった。しかしカナンの悲ひ壮そうな決意を含ふくめた言葉よりも、よほどジャンの心を動かしたらしい。

「……まともな葡ぶ萄どう酒しゆか？」

「搾しぼりかすの入っていない、澄すんだものを用意しましょう」

　ジャンはがばっと起き上がり、オランドを向いて手招きする。

「水、もう一回かけてくれ」

　どうやら多少痛めつけてでも、と考えて腕うでまくりをしていたらしいオランドは、ため息をついてから、井戸の水を汲くんでジャンの頭にぶっかけたのだった。

　なぜ半はん裸らなのかとジャンに問えば、吐はいてどうしようもないほど汚よごしたか、賭かけに負けて取り上げられたかのどちらかだろう、と言っていた。一行はサレントンの中心部にほど近い、そこそこの店構えの居酒屋に向かい、軒のき先さきに出ている席についた。

　どうやらジャンの顔はサレントンの町の居酒屋には知られているようで、こんな奴やつにこんな酒はもったいない、とばかりの態度を隠かくさない給きゆう仕じの娘むすめが、荒あら々あらしくテーブルに酒を置いていった。

「んく、んくっ……くはっ、うめえ！」

　ミューリがごくりと生なま唾つばを飲んでいるので、頭を小こ突づいておく。

「良いい飲みっぷり」

　ル・ロワは人好きのする笑え顔がおだ。

「あんたらは飲まないのかい」

　ほどなく干し肉も出てきて、荒あら々あらしく嚙かみちぎりながらジャンが言う。

「では、ご相しよう伴ばんに与あずかりましょう。娘むすめ様、葡ぶ萄どう酒しゆをもう一杯ぱい！」

　この妙みような雰ふん囲い気きの中でも、ル・ロワはいつもの飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。軒のき先さきに蜂はちの巣すを置いておいたらやってくる熊だと、エーブはそんなふうに評していたのだったか。

「お、あんた飲めるねえ」

「相手を酔よいつぶすのが仕事、なんてこともありましてね」

　ジャンはあっという間にル・ロワを気に入ったらしい。

　オランドやカナンの護衛は、荒あらごとにはなるまいと思ったのか、剣けんの柄つかから手を放して少し離はなれた席についている。ル・ロワの対応にやきもきしてしかめっ面つらのローズを呼び寄せ、軽食を頼たのんでいた。

　テーブルにはジャンとル・ロワが差し向かいで座り、すぐ隣となりの席に自分とミューリとカナンがいる。

「で、よくわからないんだが」

　付き合いとは思えないほど実に美お味いしそうに葡ぶ萄どう酒しゆを飲むル・ロワが、羊の腸ちよう詰づめやら煮に込みやらをひとしきり頼たのんだのを見計らってから、ジャンは言った。

「なぜ俺は後ろ手に縛しばられていないんだ？」

　最後の晩ばん餐さんか？　と皮肉っぽく笑う。

「勘かん違ちがいがあるようです」

　カナンが口を挟はさむ。

「捕とらえられたあなたたちの仲間は、縛しばり首くびになったわけではありません」

「そうですね。教皇庁お膝ひざ元もとの都市からは出られませんが、今も職人として良いい暮らしをしているはずです」

　ル・ロワの同意が続くが、ジャンは顔をしかめている。

「そういうのを、飼い殺しって言うんだよ」

　なにも知らずに糸いと巻まき亭ていのような場所でジャンに出会ったなら、粗そ野やで無知なごろつきの一人と思うだろう。しかしその口から出る語ご彙いは、教養を感じさせるしっかりしたものだ。

「あなたの技術が必要なのです」

　カナンの言葉に、ジャンは鼻で笑おうとして、しゃっくりに邪じや魔まされていた。

「さっきもそんなことを言ってたな……」

「大切なことです。あなたの技術が、世界を変えるはずなのです」

　カナンはテーブルに手をつき、身を乗り出してカナンに語り掛かける。

　しかしジャンは鬱うつ陶とうしそうに顔を背そむけ、葡ぶ萄どう酒しゆを飲んでいた。

「知ったこっちゃない。俺はもう本には関わらない」

　ふてくされたように言って、運ばれてきたばかりの湯気が立つ羊の腸ちよう詰づめを、粘ねん土どでも食べるかのように口に押し込んでいた。

「では、大量にばら撒まいているという冊子はなんなのです？」

　カナンの問いに、目も上げない。

「紙工こう房ぼうで働いていたのも、紙を安く手に入れるためでは？」

　ジャンは行ぎよう儀ぎ悪く咀そ嚼しやくして、葡ぶ萄どう酒しゆで流し込むと、カナンを仄ほの暗ぐらい目で見み据すえた。

「ここでお前の首を絞しめるのと、向こうから長ちよう剣けんがすっ飛んでくるのはどちらが早いかな」

　カナンが口をつぐんで目を見開くのと、ミューリが口を挟はさむのは同時だった。

「剣けんはここにもあるよ」

　それで初めて、カナンはミューリに気がついたような顔をしていた。挑いどむような荒すさんだ目をミューリに向け、そして急に驚おどろいたような様子を見せた。

「……どしたの？」

　ミューリが怪け訝げんそうに聞き返すと、ジャンは我に返ったように咳せき払いをし、こう言った。

「なんで小こ娘むすめが長ちよう剣けんなんか持ってやがる」

「騎き士しだからね」

「はあ!?」

　その語気の強さに、少し離はなれたところで様子を見守っていたローズが椅い子すから立ち上がる。

　けれどミューリに危害を加える感じではなかったので、ひとまずローズに目配せして、うなずいておいた。

「……小こ娘むすめの騎き士し？　最近の貴族は妙みような遊びをしやがるじゃないか」

　酔よっ払ぱらいの絡からみ酒とは違ちがう雰ふん囲い気きに、どう口を挟はさんだものかわからないでいると、負けん気ではニョッヒラでも一番だったミューリの眉まゆが吊つり上あがる。

「はあ～!?」

　たちまち椅い子すから立ち上がり、片足を椅い子すに乗せて剣けんの柄つかに手をかけている。その剣けん幕まくに、思わずカナンがミューリの袖そでを引いていたくらいだ。

「この紋もん章しようが目に入らないわけ？　本物の騎き士しだよ！」

　剣けんの鞘さやには狼オオカミの紋もん章しようがあしらわれている。世界で二人だけに使用が認められた、ウィンフィール王国の王族の特権によって守られた紋もん章しようだ。

「おっ……はあ？　紋もん章しようだと？　しかも狼オオカミだなんて……」

　町の風ふう来らい坊ぼう気取りが、調子に乗って旅人に粉をかけたら相手がお忍しのびの貴族だった。ジャンの驚おどろきようはそんな話に出てくる三下を絵に描えがいたようなものだったのだが、様子が妙みようだ。

　そしてミューリのほうもまた、きょとんとしていた。

「え、狼オオカミの紋もん章しようのことわかるの？」

　ミューリとジャンの間にいるカナンが、話の流れをどうにか摑つかもうと、左右に視線を忙いそがしく向けている。

「そりゃあ……この王国で狼オオカミの紋もん章しようは……いや、大陸でだって、書物でしか見たことないぞ。本当に本物なのか？」

　紋もん章しようには流は行やり廃すたりがあり、特に狼オオカミの紋もん章しようはその不ふ穏おんさから、今はほとんど使われていないらしい。狼オオカミの血を引くミューリはそのことにいたくご立腹だったので、その裏返しか、狼オオカミの紋もん章しようが希少であるということに気がついてもらえて嬉うれしかったらしい。

「どう？　格好いいでしょ」

　ジャンは胸を張るミューリに対し、けっと唇くちびるを鳴らして葡ぶ萄どう酒しゆに口をつけていた。

　けれど、さっきまでのような完全に拒きよ絶ぜつするものではなく、むしろジャンは自身の好こう奇き心をどうにか抑おさえようとしているように見えた。

　が、結局それに失敗していた。

「じ、じゃあ、なんなんだ……お前、その……古代の帝てい国こくに連なる家いえ柄がらなのか？」

　その口調はそわそわとして、妙みように媚こびたような、憧しよう憬けいを含ふくむものだった。

　ミューリはすっかり機き嫌げんを直し、気安く答えている。
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「それだったらよかったんだけど、さすがに違ちがうんだよね」

　ミューリは椅い子すから足を下ろし、すとんと腰こしかけると、こちらのことを見もせずに指差して言った。

「私と兄様の大冒ぼう険けんに敬意を表して、えらーい貴族様が特権を授さずけてくれたんだよ」

　正しい認にん識しきとは言いがたいが、間ま違ちがっているとも一いち概がいに言えないミューリの説明だった。

　せっかくジャンとの会話の糸口が見えたのだから、もっときちんと話してジャンの心を摑つかむべきではないのか。そう思った直後、ジャンがこれ以上もない真しん剣けんな顔をしていることに気がついた。

「冒ぼう、険？」

「そう、冒ぼう険けん！」

　嬉うれしそうに言うミューリの向こうで、なにやら妙みような展開になっていると気がついたローズたちもまた、不思議そうな顔をして事態を見守っている。

「私も聞きたいですな。エーブさんからは断だん片ぺんしか聞けず」

　いつの間にか運ばれてきた料理をすっかり平らげていたル・ロワが、追加を頼たのもうというのか、店の中に向かって空のジョッキを振ふりながら言った。

　一体この流れはなんなのだと戸と惑まどっていたが、そういえば、ジャンはどんな冊子をばら撒まいていたのだったかと思い出す。

　それは、確か、恐おそろしくできの悪い……。

「え～。兄様、どうする？」

　自分よりよほど鋭するどいミューリは、一足先にジャンの好こう奇き心を摑つかんでいたらしい。わざとらしくもったいぶって、ジャンを焦じらしている。そんなミューリがこちらに顔を向け、片目をぱちぱとつむっているのは、話を合わせてよね、ということだろう。

　ここで間ま違ちがった対応をしたら、後でしこたまなじられる。

「ジャンさん。あなたの力……いえ、あなたの話も聞かせてもらえるなら、私たちの驚きよう天てん動どう地ちの旅物語をお教えいたしましょう」

「人骨を運ぶ幽ゆう霊れい船のお話なんて聞きたくない？　悪あく魔まこそ出てこなかったけど、本当の話なんだよ！」

　ジャンは目をしばたかせてから、ミューリと自分を見比べる。

　その目には強い好こう奇き心がある。

　なのにジャンは口を引き結び、肉の焦こげた部分を口にしたような顔をして、言った。

「……俺は、もう本には関わるのを辞やめたんだ」

　言葉を間ま違ちがえただろうか。ミューリの冷たい視線に肝きもが冷えたが、ジャンはうつむいてテーブルに視線を落としてから、握にぎりこぶしを震ふるえるほど強く握にぎりしめていた。

「けど、そんな面おも白しろそうな話があるなら、別だ……」

　ジャンの目は、ミューリの剣けんに注がれている。

　この瘦やせぎすの、世を拗すねた男がばら撒まいていた本の内容を思い出すべきだ。

　そこにあったのは、あまりにもできの悪い、架か空くうの貴族が戦場で大だい活かつ躍やくする話だった。

「じゃあ、やっぱりあなたは」

　その言葉にジャンは目を逸そらし、ジョッキを掲かかげていた。

　それは人生に対する白旗のようにも見えたし、助けを求める合図のようにも見えた。

「くそっ……くそったれ……」

　ジャンは呻うめき、ミューリを見た。

「年とし端はもいかない少女の騎き士し冒ぼう険けん譚たんだと……面おも白しろそうな話じゃねえかっ」

　糸いと巻まき亭ていで、ぼろにくるまって寝ねている物もの乞ごい同然の者たちが、ジャンの身を案じて声をかけてきた。その理由は、あんな場末の居酒屋で自分たちに歌を披ひ露ろうしてくれるからだという。

　しかし、彼らにさえへただと言われてしまうようなジャンは、どうしようもなく才能がないのだろう。そしてそれこそが、紙屋に並んでいた冊子を巡めぐる謎なぞの、すべてを解く鍵かぎなのだ。

　ローズが推測したような貴族への嫌いやがらせだとか、世に散らばった仲間を再び集める隠かくれた伝言だとか、それともなにか政治的な意図が隠かくされた誰だれかの陰いん謀ぼうの片棒を担かついでいる、というようなことを想像する必要はなかったのだ。

　そこにあるのが純じゆん粋すいな情熱だったのだとしたら、多少の奇き妙みような振ふる舞まいはまったくありうることだと、自分はミューリのみならず、ノードストンの事件でも学んできたばかり。

　ジャンはただひたすらに、自分の情熱に従っていただけなのだ。

「俺は、どうにも詩の才能がないんだ……」

　でもどうしても世に認められたい。

　ジャンの語り出した話は、そんな熱意に半生を費ついやした男の物語なのだった。

　始まりは、ほとんどの少年が素そ朴ぼくに抱いだく、いつか剣けんを手に戦場で功成り名を遂とげたい、というものだったという。けれど体は生まれつき貧ひん弱じやくで、鍛きたえても鍛きたえてもものにならず、結局騎き士しや傭よう兵へいたちに必要な物資を届ける輜し重ちよう隊の下したっ端ぱになってまで、戦場に赴おもむいた。そしてただ歩くだけで死ぬような目に遭あったらしい。

　戦場の現実を知り、ようやく剣けんを片手に駆かけ回まわる夢は諦あきらめても、かえって魂たましいは戦場の猛たけ々だけしさに深く囚とらわれてしまったのだという。自分がそこに立てないからこそ、思いを募つのらせてしまうというやつだ。

　ジャンはどうにか戦いくさと関われないものかと探し回り、ついに、戦いくさの世界を歌にすることならば腕うでっぷしがなくとも可能なのだと思いついた。そうして文字を教えてくれそうな本にまつわる工こう房ぼうの門を叩たたき、そこが件くだんの技術を開発した工こう房ぼうだったようだ。

　そこからはおおむね、カナンやル・ロワから聞いていた、異い端たん審しん問もん官と書しよ籍せき商による追つい跡せきの話を、職人側から見たものとなった。

「お前が手にしているそれ。その冊子をばら撒まいたのは……やけくそだったんだ」

「やけくそ」

　ミューリはいかにも話を真面目に聞いています、という厳げん粛しゆくな面おも持もちでその単語を繰くり返かえしていたが、品のない単語が好物なので気になったのだろう。こちらを見やるおてんば娘むすめに、ため息交じりに羊肉の脂あぶらでテーブルに綴つづりを書いてやった。

「あの工こう房ぼうにいた時から、お抱かかえ詩人を求める貴族の屋や敷しきに赴おもむいては、詩を捧ささげ、歌っていた。でもいつだって、しかめっ面つらで叩たたき出されるばかりだった。見る目のない馬鹿どもめ、と俺は常に毒づいていた」

　ジャンは話しながら、不安になる速さで葡ぶ萄どう酒しゆを飲み下す。

「だが、そうこうしてる間に教皇庁から追われ、俺は逃にげた。工こう房ぼうの仲間からはへぼ詩人と呼ばれて仲が悪かったから、連中と一いつ切さいかかわりを持たなかったのも幸いした。ようやくたどり着いたこの町で、未練がましく紙工こう房ぼうに勤めちゃいたが、我が慢まんできなかった。誰だれかに俺の詩を知って欲しくて、工こう房ぼうから持ち出したまま隠かくしていた道具を使って、本にしたんだ」

　そしてしばらく後、ジャンは少し離はなれた町の居酒屋にわざわざ赴おもむき、自分の詩がどうなったかを調べに行ったらしい。そこでジャンは、楽師たちから自分の詩が馬鹿にされているのを聞いて、心が折れてしまったのだという。夢を抱いだき、二度も夢に敗れた男はついに手にした技術を捨て、飲んだくれることとなった。

「俺の詩が悪いのは、きっと全部想像で書いているからなんだ……。一度でいい……一度でいいから、胸を震ふるわせる物語を目まの当あたりにしたい。それさえあれば、俺の詩をみんなに聞いてもらえるはずなんだ。俺は物語に出会えなかっただけだ。だが、お前らは……」

　ジャンが話し終える頃ころには、ぐでんぐでんになっていた。

　その半生に天が同情したわけでもなかろうが、昼を過ぎたあたりから生暖かい南風が吹ふき始め、空が薄うす暗ぐらくなっていた。雨になりそうだったこともあり、ひとまず見張りも兼かねて、オランドとローズが居酒屋の上階にある部屋にジャンを連れていって介かい抱ほうすることになった。

　空模様も相まって、すっかり倦けん怠たい感漂ただよう軒のき先さきで、自分たちはどっと疲つかれた様子で残されたぬるい酒を啜すすっていた。

「嵐あらしの夜の蠟ろう燭そくみたいな目でしたな」

　ル・ロワの言葉に、旅の途と中ちゆうに転がり込んだ道みち端ばたの、うち捨てられた掘ほつ立たて小屋で、隙すき間ま風かぜを遮さえぎりながらちらちらと揺ゆれる蠟ろう燭そくの火を思い出す。ほとんど消えかけ、でも変な拍ひよう子しに強く光る蠟ろう燭そくの灯あかりだ。

　芯しんがいよいよ短くなり、最後の時を迎むかえようとしている蠟ろう燭そくにも近いかもしれない。

「人の役目は神が定めしこととはいえ、苦しい試練を与あたえられた彼に同情します」

　カナンが聖職者らしく言って、ため息をつく。

「ただ、彼にも、私たちにもまだ光明はありました」

「むぐ……胸を震ふるわせる物語って言ってたね」

　話ばかりで食事をとり損そこねていたミューリは、パンに油で揚あげたウナギの切り身を挟はさんで辛から子し種をたっぷり塗ぬりつけ、かぶりつきながら言った。

　夢見た戦いくさの世界にどうにか関わろうとして、ジャンは何度も挫ざ折せつを味わってきた。体つきは貧ひん相そうで、歌は糸いと巻まき亭ていの物もの乞ごいたちにさえ駄だ目め出しをされ、そして肝かん心じんの詩でさえも、手て掛がかりとなった冊子を見れば明らかなように、気の毒なほど才能がなかった。

　それでも工こう房ぼうの扉とびらを叩たたいていっぱしの職人になっていたのだから、ジャンが無能というよりも、単純に向き不向きの話なのだろう。しかしジャンはそれを認めず、単に良いい題材と巡めぐり合あえていないだけだ、と頑かたくなだった。

　あるいは自分でも真実に気がついているのかもしれないが、その意地が最後のよりどころなのだろう。

「あれだけ深く酩めい酊ていしていての発言ですが、信用できますかな」

　ル・ロワの言葉で思い出すが、ジャンは背骨を抜ぬかれたかのように、テーブルに突つっ伏ぷして呻うめいていた。

「それほど深くの魂たましいからの言葉、とも言えます」

　カナンは力強く言いい募つのる。なんにせよカナンたちの計画を無事に遂すい行こうするには、ジャンに手を貸してもらうほかないのだから。

「それに、幸い、ここには彼を満足させられる人がいます」

　カナンの言葉に、自分は自然と希代の書しよ籍せき商であるル・ロワを見た。するとル・ロワのほうは、迷めい宮きゆうとも称しようされる教皇庁の書庫に勤めるカナンを見たし、カナンは期待に満ちた目でこちらを見ていた。ミューリはその三人とは別に、一人で得意げに胸を張っていた。

「どうやら、皆みなさん謙けん虚きよさだけは持ち合わせているご様子」

　ル・ロワが腹を揺ゆすりながら笑っていて、ミューリはきょとんしていた。

「私は、ル・ロワさんなら貴重な物語を知っているのではと」

「カナン殿どのこそ、私にも手の届かない書物と多く触ふれているでしょう」

「どれも本当に存在したのか怪あやしげな話です。ですがコル様は実際に聖典を俗ぞく語ごに翻ほん訳やくされ、今まさに教会という大きな組織を揺ゆるがそうとされている方です。詩に歌うべき事こと柄がらで、これ以上の話が有史以来ありますか」

　互たがいの視線が三人の間でぐるぐる回る。すると一人だけ輪に入れていないミューリが唇くちびるを引き結んでいるのに気がつき、慌あわててその背中に手を当てた。

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合でしょうか」

　そこに挟はさまれた聞き慣れぬ声は、テーブルから少し離はなれた場所で周囲を見張っていた、カナンの護衛だった。

「多少の犠ぎ牲せいは致いたし方なし。カナン様、書庫から出てくる時の決意をお忘れですか」

　エーブの護衛を務めていたアズよりも寡か黙もくなカナンの護衛の言葉は、とても重い。常に余よ裕ゆうを見せていたカナンが、どんな経けい緯いを経て教皇庁から出てきたのかも、それでなんとなく察せられた。

「悠ゆう長ちようなことを言わず、決断をする時です」

「う……し、しかし、ジャン殿どのはそもそも自らの夢のために技術を習得された方なのです。そして夢破れた結果、今はその技術に触ふれるのも嫌いやだと。ならば我らが彼の心を傷つけ、その精神を苛さいなみながら誰だれかを救うことが、本当に正しい行いなのかどうかわかりません」

　カナンの護衛は相変わらずの鉄面皮だったが、構えていた足の左右を入いれ替かえる様は、なにかを譲じよう歩ほするようにも見え、再び沈ちん黙もくに戻もどっていた。

　無論、ジャンにやる気になってもらえるならそれに越こしたことはないが、世界の平和ということを考えれば、たった一人の苦しみと引ひき換かえならばと切り捨てる論法もあるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　そこに、ミューリが立ち上がって言った。

「だってあの人は、私と兄様の冒ぼう険けんって言葉を聞いて心動かされてたじゃない！」

　ならばジャンのやる気を引き出す方法は決まりきっている、とばかりのミューリだ。

　しかし、世界を二分すると言っても過言ではない、王国と教会の争いに関わりうるような話がかかっているのだ。ジャンに聞かせるのは、それこそ選えりすぐった物語であるべきだろう。

　とはいえジャンがミューリの剣けんと紋もん章しように興味を惹ひかれていたのもまた事実ではある。

　自分たちの冒ぼう険けんこそ至高と信じてやまないミューリを言いくるめるのに、神学論争で鍛きたえた術を使った。

「あなたのことを否定しているのではありません。山に登る道は一本とは限りませんから、その相談をしているのですよ」

　ミューリは誤ご魔ま化かしの匂においを嗅かぎつけてなにか言おうとしたが、ル・ロワがそこに言い添そえる。

「私の経験から、人には好みがあります。つまり、ひとつに絞しぼって賭かけるのではなく、各おの々おのが自信のある一編なりを聞かせればよろしいのでは。案外人の好みとは、事前にはわからないものですから」

　書しよ籍せきというものを売買するル・ロワの言葉には重みがある。

　ミューリはまだなにか言いたそうな顔をしていたが、結局口をつぐんで椅い子すに座り直した。

「では、ジャン殿どのが目を覚ますのを待ってから、彼の心を揺ゆさぶる物語を聞かせる……ということでよろしいでしょうか」

「そうしましょう」

　カナンはなにかを考えるように、視線を遠くに向けている。

　そこにふと頰ほおに冷たいものが触ふれたかと思うと、他の面々も顔を空に向けていた。

「降り出しましたな」

「宿に戻もどりましょうか。ミューリ、残りは包んでもらいなさい」

　自分の話をすれば一発なのに、とまだぶつぶつ言っているミューリは、口に目いっぱい料理を詰つめ込んでから、給きゆう仕じの娘むすめを呼んでいたのだった。

　木窓を閉じていると、部屋はずいぶん薄うす暗ぐらい。けれど蠟ろう燭そくをつけると余計に影かげが濃こくなって、かえって気分が重くなる。

「まったく、奇き妙みようなことになりましたね……」

　職人を見つければ、そこですべての問題が解決するのだとなんとなく思い込んでいた。

　あるいは反対されるにしても、説得すればという楽観があったことは否いなめない。

　まさか夢破れた結果、修めた技術を忌き避ひしているなどとは想像もできなかった。

「さっさと私のお話を聞かせたらいいんだよ」

　耳と尻しつ尾ぽを出したミューリが行ぎよう儀ぎ悪くベッドの上で胡坐あぐらをかいて、居酒屋から持ってきた羊の骨付きあばら肉をがりがりと嚙かんでいる。

「イレニアさんやオータムさんの話はできませんよ」

　人ならざる者は教会に見つかれば即そく火あぶりだという。実際には魔ま女じよなどと同じで、怪あやしいと疑われた哀あわれな者たちが犠ぎ牲せいになるのがほとんどだろうが、なにせこちらの話は真実なのだ。

　万が一ジャンに気に入られて広くばら撒まかれでもしたら、大変なことになる。

「そんなことしないよ」

「ではノードストン様の話ですか？」

　ミューリが口にした人骨を運ぶ幽ゆう霊れい船の話などは、確かに酔よっ払ぱらいの集つどう居酒屋では人気の演目になりそうだ。けれど代だい替がわりしたとはいえ、存命貴族の怪あやしげな話は、新領主のステファンにも迷めい惑わくがかかる。

　それとも……と思っていたら、肉を綺き麗れいにこそぎ取った骨を口に咥くわえたままのミューリは体を伸のばし、荷物から紙束を引っ張り出してぱんとベッドを叩たたいた。

「それもいいかなと思ったけど、こっちのほうがよさそうかなって」

　表情を取とり繕つくろうこともできなかったのは、最もありえないと思っていた、空想の騎き士し物語を持ち出されたからだ。

「……なあに、その顔」

　ミューリに湿しめった目で睨にらまれる。

　あまり小言は言いたくないが、迂う闊かつなことをしてジャンをうんざりさせては元も子もない。

　羊の足なりに、地面の穴を避さけて歩くように言葉を選ぶ。

「その……それはあなたの夢を記したものでしょう。他人に昨日見た夢の話をするな、とは古くから言われることです」

　見たこと、思ったことをなんでも聞いて欲しがった頃ころのミューリには、それでたびたび辟へき易えきさせられた。正面から指し摘てきすればきっと怒おこり出すだろうが……と身構えていたら、ミューリは肩かたをすくめるだけだった。

「別に、これそのものを見せるのが目的じゃないよ」

「え？」

　言っている意味がわからず、ぽかんとしてしまう。開け放したままの木窓の向こうから、湿しめった空気が流れ込んできて蠟ろう燭そくの火を揺ゆらす。

　打てば響ひびき、一を返せば十の反はん撃げきでやり返してくるミューリが、足の指を摑つかんだまま、尻しつ尾ぽをゆらゆらさせていた。その表情が浮うかないように見えるのも、決して木窓の外の薄うす暗ぐらい空模様のせいではなさそうだ。

　戸と惑まどっていると、ミューリは目を閉じて、大きくため息をついた。

「これは、夢だもの」

　遠えん雷らいが轟とどろいたような気がしたのは、窓の下を荷車が通りかかったから。けれどいよいよ雨が降り出しそうなほどに暗くなった空は、ミューリの顔に色いろ濃こく影かげを落としていた。

「叶かなわない夢。兄様だって、わかってるでしょ？」

　ラポネルからずっと夢中になっている、その騎き士し物語。ラポネルで遭そう遇ぐうした、司教とそれに率いられた領民へと立ち向かったあの過程が、どうしても気に食わないのだと言っていた。

　完全武装した不ふ撓とう不ふ屈くつの老貴族と、狼オオカミの姿に戻もどって森を駆かける白銀の狼オオカミ。

　戦いくさ叙じよ事じ詩しとしては実に素す晴ばらしい素材だろうが、ミューリはそれでもなお不服だった。

　なぜなら、狼オオカミの横に立っていて欲しい人物は、ほかにいたのだから。

「……でも」

　ミューリが手を置いているのは、この少女が想像しうる限りに素す晴ばらしい未来を書き溜ためたものなのではないか。そう言いかけて口をつぐんだのは、こちらを見るミューリが、困ったように笑っていたからだ。

「あのお爺じいさんと一いつ緒しよに、敵を迎むかえ撃うつために森の中を駆かけた時は、本当に……本当にすっごくわくわくして、楽しかったけど」

　ミューリが肩かたを落とすと、こんなに華きや奢しやだったろうかと思うくらいに首が細く見えた。

「森の終わりに立って、お爺じいさんが剣けんを抜ぬいた時に気付いちゃったんだもの」

「気付いた？」

　聞き返すと、ミューリは首をすくめるようにうなずいた。ニョッヒラでは小さな頃ころから悪いた戯ずらばかりで、木の枝を剣けんに見立てて振ふり回まわしていた。その挙句というわけでもないが、騎き士しの称しよう号ごうを手に入れて、毎日剣けんの訓練に勤いそしんでいる。

　そのミューリが、寝ね起おきでうまく焦しよう点てんが定まらないかのように、顔をしかめて笑うようにこちらを見る。

「兄様は、私が剣けんを振ふるうのを絶対に許さないだろうなって」

「……」

　その言葉に驚おどろく資格は、もちろん自分にはない。なぜなら普ふ段だんから口を酸すっぱくして、おてんばはやめておしとやかになさいと言っているのだから。

　それでも、ミューリは単純にそういうことを言っているのではない気がした。

「いや、許してくれるかもしれないけど、なんだろう。きっと、兄様と私はすっごく大きくすれ違ちがっちゃう気がしたんだよね」

　ミューリは手を伸のばし、想像の剣けんの柄つかを摑つかむようにぎゅっと手を握にぎる。

　常に肌はだ身み離はなさずの狼オオカミの紋もん章しようがあしらわれた剣けんは、今は少し離はなれた壁かべに立てかけてある。

「だってさ、私が剣けんを振ふって誰だれかの返り血を浴びたと考えてみなよ。きっと兄様は、私が斬きられた以上に悲しむはずだもの」

　その様が、あまりにもありありと想像できた。

　戦場は華か麗れいな貴族の舞ぶ踏とう会場ではない。この賢かしこい少女はあのノードストンの隣となりに立って、戦いくさで剣けんを振ふるうことの意味とその結果を見み抜ぬいたのだ。

「剣けんで人を傷つけ、たとえば殺しちゃったりしたら……兄様と楽しく笑い合うことなんてできなくなっちゃうだろうなって。そうしたらどんなことだって、無意味だもの。だから、これは夢。叶かなわない夢なんだよ」

　膝ひざを立てて抱かかえるように引き寄せると、ミューリは人差し指で騎き士し物語の紙を撫なでた。

「あの職人さんに聞かせるには、一番相応ふさわしくない？」

　そう言って小首を傾かしげた時に、さらりと音を立てて肩かたから落ちた長い髪かみの毛けが、ミューリをひどく大人びて見せた。

　底抜ぬけな無む邪じや気きさは変わらずとも、その透とう明めいな水の底には、とげとげしい現実の欠片かけらがいくつも沈しずんでいる。ミューリは裸足はだしでゆっくりと踏ふみしめながら、冷たい水の中に立たち尽つくしているのだ。慌あわてて動けば薄うすい皮ひ膚ふが裂さけて、血が流れ出てしまうのをわかりながら。

「兄様たちはあの職人さんに、きっと前向きなお話ばかりすると思うからさ」

　誰だれよりも能天気だったはずのミューリは、すっと視線を逸そらして開け放たれた木窓を見やる。

　幸いに春の嵐あらしにはならなそうだが、霧きり雨さめが降り出している。

「甘いパンには塩しお辛からいお肉が合うんだよ。私が悲しいお話をしたら、ちょうどいいでしょ」

　ミューリはベッドからするりと降りて、木窓を閉じる。

　なにか大事な扉とびらが、そっと閉じられたような気がした。

「吟ぎん遊ゆう詩し人じんの人にも聞いたんだ。人気なのは賑にぎやかな曲。でも最もお金を稼かせげるのは、しんみりした歌だって」

　振ふり向むいた時の笑え顔がおは、いつもの悪いた戯ずらっぽいものだった。

「あれ、父様から聞いたんだっけな」

「ミューリ」

「まあ、そんなわけだから」

　ミューリは視線を落とし、肩かたをすくめてはにかむと、ベッドの上の紙束を手に取って、隅すみをとんとんと整えた。

「私があの職人さんを説得できたら、ご褒ほう美び買ってよね」

「……」

「私用の、鉄鎧よろいとか。これは本気だよ！」

　ミューリくらい身軽なら、鎧よろいで動きを鈍にぶくする理由などどこにもない。けれどもミューリは戦いくさで剣けんを振ふるうことの意味を知ってしまい、それはありえないことなのだと理解していた。ならば騎き士しらしさを発揮できるのだとしたら、それは儀ぎ式しきめいた騎き士しの祭典である馬上槍やり試合くらいしかない。

　そんなミューリにどう言葉をかければいいのか、自分はその答えを持たなかった。あれほどおてんばを諫いさめたかったのに、ミューリは自らの限界をとっくに悟さとっていたのだから。

　まごついていると、ミューリが軽い足取りで扉とびらのほうに歩いていくので、慌あわてて声をかけた。

「ど、どこへ？」

　扉とびらに手を伸のばしていたミューリは、こちらを振ふり向むいて肩かたをすくめる。

「そんな顔しないでよ。大だい丈じよう夫ぶ。家出なんてしないから」

　ニョッヒラの湯屋で、今よりもっと分別のつかない幼子だった頃ころ、𠮟しかられたミューリはよく山に逃にげ込んでいた。

「さっきから廊ろう下かをうろうろしてる子がいるからね。人気者の兄様に順番を譲ゆずらないと」

　再び悪いた戯ずらっぽく笑って、耳と尻しつ尾ぽを隠かくしていた。扉とびらの向こうにいるのが誰だれであれ、ミューリはこんな空気の部屋にいたくないのだろう。

「母様だったら、たっぷりの葡ぶ萄どう酒しゆを飲むところだけど」

「だっ」

　駄だ目めだと言いかけて、ミューリはそんな小言そのものが嬉うれしかったかのように笑っていた。

「代わりに、ル・ロワのおじさんにおいしいもの食べさせてもらってくるね」

　さっきあれほど食べたのに、と呆あきれるのだが、あんまり心配するなということなのだろう。

　子こども扱あつかいすると怒おこるミューリは、確かにいつの間にか大人になっていたのだ。

　作り笑いとも違ちがう、けれど楽しくてそうするわけではない笑え顔がおを見せ、ミューリは小さく手を振ふって部屋から出ていった。

　泣いて笑って喚わめいて食べて、それこそ大きな子犬そのものだとばかり思っていた。

　部屋の中で寂さびしさを猛もう烈れつに感じたのは、一人残されたからではない。

　足音もなく成長していたことに、置いていかれた気しかしなかったからだ。

　成長は喜ぶべきことなのにと思う一方、こんなに寂さびしく感じるのかと呆あきれもした。

　ままならない。いや、自分のほうこそ未熟なのだろう。

　それにいまさらながらに気がついたが、ミューリはあんなことを言いつつ、いつの間に手を伸のばしていたのか、騎き士しの剣けんをちゃっかり持って外に出ていた。

　現実を見み据すえ、それでも夢に遊ぶことを忘れない。

　ミューリに敵かなわないのは、当たり前のことなのかもしれなかった。

　そんなふうに、部屋の中を舞まっていた埃ほこりが床ゆかに落ち着くように、自分の心も落ち着いていく。

　そして扉とびら越ごしに空気が伝わっていたのかどうか、扉とびらが控ひかえめに叩たたかれた。ミューリの口ぶりから誰だれかはなんとなくわかっていたが、扉とびらを開ければそこにいたのは、カナンなのだった。

　部屋に入ってきたカナンが聞き耳を立てていたとは思わないが、その聡そう明めいさから、ミューリと自分との間になにかあったというのは空気感から察しているはずだ。もちろん不調法に聞くことはなかったが、そのせいかどうか、落ち着かない様子でやや所在なげに立っていた。

「そんなところで……椅い子すをどうぞ」

　と、あんまり高級な宿でもないので、ル・ロワが座ったらばらばらになってしまいそうな椅い子すを勧すすめると、カナンはそちらを見てからゆっくりと首を横に振ふった。

「実は、お願いに参りました」

　相談、と言わなかったことに良いい予感はしなかったし、立たれたままでいるとこちらも身を持て余してしまう。率そつ先せんして自分がベッドの端はしに座るのを見て、カナンは諦あきらめたように勧すすめられた椅い子すに座った。

「お願い、と仰おつしやいましたか」

「はい。正確に言えば、共きよう闘とう、ということに近いでしょうか」

　奇き妙みような言葉の選び方だと思ったが、カナンは再度言った。

「ジャン様の説得ですが、私の話にコル様も協力してもらえないでしょうか」

「……」

　自分、カナン、ル・ロワと、三者三様に、ジャンへの説得には相応ふさわしい話があるのではないかと思っていた。カナンはその中で、薄はく明めいの枢すう機き卿きようの話こそ相応ふさわしい、と言っていた気がする。

　ただ、自分の協力というのがわからなかった。巷ちまたに流る布ふする噂うわさをより詳しよう細さいにするため、詳くわしく話を聞きたい、という感じではなかったからだ。

「それは……なにか、話を作る、ということでしょうか？」

　捏ねつ造ぞうとまでは言わなかったが、それに近い空気感は伝わったはずだ。

　カナンは開きかけた口を閉じ、目線を下げてから、言葉を選ぶ。

「話を作る、という指し摘てきは正しいです」

　よもやと思ったのは、カナンがそういうことをしたがる人物とは思えなかったから。

　けれどすぐに脳のう裏りをよぎったのは、ジャンに無む理り強じいしてでも技術を使わせるべきではと迫せまった、カナンの護衛のことだった。カナンたちは教会の中で少数派で、その清せい廉れんな思想から、主流派からは間ま違ちがいなく煙けむたがられている。そんな状じよう況きようで王国へと件くだんの計画を持ち込んできたのには、自分たちには想像しうる以上の葛かつ藤とうと、また危険があったに違ちがいない。

「ただ、捏ねつ造ぞうとは違ちがいます。違ちがうのですが……」

　カナンは大きく息を吸って、こちらをまっすぐに見た。

「私はこの機会を、神のお導きだと思っています。私は今この瞬しゆん間かん、このお話をコル様にするために、神に遣つかわされたのだと直感したのです」

　他の誰だれが言っても、大おお袈げ裟さな、と思っただろう。

　しかし目の前にいるカナンは、家系図に教皇の名前が載のるような生きつ粋すいの教会組織の家いえ柄がらであり、その血筋に負けないほどの信しん仰こう心を備えている。

　そのカナンが、言った。

「コル様。列れつ聖せい手続きを取りませんか？」

「……は？」

　もしかしたら、自分の顔は少し笑っていたかもしれない。

「列れつ聖せい手続きです。コル様、いえ、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう様」

　カナンが、椅い子すから前のめりに詰つめ寄より、両りよう膝ひざを床ゆかについてこちらを見上げていた。

「聖人になりませんか」

　冗じよう談だんを言っているようには思えない。

　けれど、冗じよう談だん以外の何物にも思えなかった。

「いえ、ちょっと、あの」

　数すう瞬しゆん意識が飛んでいた気さえする。

　慌あわてて言って、膝ひざに縋すがりつかんばかりのカナンの両りよう肩かたを手で押さえた。

「落ち着いてください。意味が、その、意味がわかりません」

　カナンはその言葉に、傷ついたかのように眉まゆを下げていた。それとも自分の聞き間ま違ちがいか？　いや、確かにカナンは、聖人にならないかと言ったのだ。

「冗じよう談だんでこのようなことは申しません」

　カナンはなおも膝ひざをついたまま、祭さい壇だんの向こうの神に祈いのるように言葉を続ける。

「案そのものは、ローズ様と話した時からずっと頭にあったことです」

　意外な名前だった。

「ローズ、さん？」

「はい。若くして立派な聖クルザ騎き士し団の騎き士しを務めていらっしゃるローズ様です。ややコル様への愛の深さに面食らいもしましたが」

　その一言だけは、少し笑いながら。

「順を追って話しましょう」

　冗じよう談だんを言っていくらか冷静さを取とり戻もどせたのか、カナンは立ち上がり、教きよう壇だんに立つ若き神学者のように言った。

「今現在、彼ら聖クルザ騎き士し団のウィンフィール王国分隊が、この王国内で教会の不正を糺ただしていることと関連します。ローズ様たちは当然、篤あつい信しん仰こう心を持たれている方たちです。そして、並の聖職者よりも教会法学に通じています。それゆえ、あの手この手で不正に蓄ちく財ざいをする腐ふ敗はいした教会を糾きゆう弾だんできている面があります」

　おまけに武力と、民衆の人気もあればまさに怖こわいものなしだ。

「ですが、法理など通用しない者たちがいます。それこそ、神の教えに帰き依えしない蛮ばん族ぞくのように」

　ローズの話が思い出された。司教の座が世せ襲しゆうであったり、聖典を読んだことさえない文もん盲もうの聖職者が治めるような田舎いなかの教会では、聖クルザ騎き士し団の権けん威いさえ通用しないのだと。

「そんな彼らを説得できるのは、コル様、あなた様のお名前があってのことだと」

　いかに無学ないんちき聖職者といえど、だからこそ世間の潮流にはある程度敏びん感かんらしい。日ひ頃ごろやり取りのある商人や領民から、今世の中はこんなふうになっていると話を聞くことで、世間の流れを把は握あくしているのだという。

　だからローズたちの糾きゆう弾だんに真っ向から反はん抗こうし、聖クルザ騎き士し団を野や盗とうだと言って水をぶっかけるような者たちでさえ、薄はく明めいの枢すう機き卿きようの名を出せば説得することができたのだ。

　なぜならば。

「コル様のお名前は、すでに世の中でそういう段階にあるのです」

　自分はそんなすごいものではない、という嘆なげきや訴うつたえは無意味なのだと、さすがにもう理解している。なにより自分はニョッヒラから出てきて、ハイランドと共にこの戦いに参加し、確かにこの手で石を山の上から転がり落としたのだ。

　ならばその結果を、受け入れるしかない。

「ローズ様からお聞きしたお話は、そのまま私たちの計画にも言えることだと思いました」

　カナンの言うことが、少しずつ見えてきた気がする。

「俗ぞく語ごの聖典は偽にせの聖典である、という疑いを持たれることもありましょう。いえ、十分に予想されることですし、より教会の組織が密に繫つながり合っている大陸では、むしろその点からの強い抵てい抗こうが予想されます」

　翻ほん訳やくは翻ほん訳やくであって、原典ではない。

「なにが正しいのかわからない民衆も、町の権けん威いある聖職者がそのように主張すれば、そうなのかと思ってしまうことでしょう。ですが、そこにコル様のお名前があれば、話は別となるはずです」

　誰だれそれの言ったことだから正しいなんていうのは、案外この世の中では無視できない力を持つ。信しん仰こう上の矛む盾じゆん点について、カナンが言うのと、ミューリが言うのとでまったく意味合いが異なってくるのと同じことだ。

「で、ですが、待ってください。確かに俗ぞく語ごの聖典の翻ほん訳やくに、私が関わっているのは広く知られたことでしょう。けれど、翻ほん訳やく版を広める際、殊こと更さら私の名前を使って広めるのとはまた話が違ちがうはずです。それは王国と教会の対立を強く煽あおることにもなりましょうし、かえって大陸側の教会の皆みな様さまからも反感を買うはずです」

　それはミューリにいつも呆あきれられる、自信のなさからくる謙けん虚きよさではない。簡単に想像のつく流れであり、避さけなければならないものだからだ。

　そしてたった一度読んだだけで分厚い聖典の注ちゆう釈しやく書を暗記してしまうというカナンは、当然、それらの考えをすべて吟ぎん味みしたうえで、この話を持ってきたのだ。

「そこで、列れつ聖せいなのです」

「……」

「コル様が教会公こう認にんの聖人となられることで、教会の権けん威いを身にまとうのです」

「……」

　二の句を継つげないが、カナンの目からも視線を逸そらせない。

　その真しん剣けんな瞳ひとみには、はっきりと、決意と理性が満ちている。

「コル様が教会公こう認にんの聖人になれば、これはあらゆる困難を解決します。そもそもコル様が教会の権けん威いを身にまとってしまえば、王国と教会の争いという境界線さえ書かき換かえることができるからです。なにせコル様は、教会の権けん威いを体現する存在になるのですから！」

　話の理り屈くつは繫つながっている気がするのに、全然理解できないのは、自分の尻しつ尾ぽを食べる蛇へびの絵を見ているような気分だからだ。

「さらに大切なこととして、コル様の思想に共鳴していても、しがらみからコル様を支持できない者たちが教会には大勢おりましょう。しかしコル様が列れつ聖せいされたとなれば、誰だれ憚はばかることなく、大手を振ふって応おう援えんすることができるようになるのです。その時のことを想像してみてください。それはまさしく、世界が入いれ替かわるような事態となるはずなのです！」

　たったまばたき一回分で、冬景色が春の装よそおいに変わるかのように。

「しか……し、列れつ聖せい、など」

「できないとお考えですか？」

　カナンの笑えみは、カナン自身が自らの行いの突とつ拍ぴよう子しもなさを理解しているような、切り立った崖がけの上に立っている少年そのままの、強こわ張ばった笑え顔がおだった。

「私たちは、教皇庁の書庫部門を司つかさどっているのです。すべての文書はここに集められ、ここから出ていくのですよ」

　有史以来、世界各地には名だたる聖職者たちがいた。教会はその教えを広める中で、異教徒たちと対たい抗こうしようと信徒を強く結束させる必要があった。その時に用いられた方法が、有名な聖職者を聖人として祭り上げることだった。

　ただ、聖人として認にん定ていされる列れつ聖せいは、ある日神が舞まい降おりてきて、天使のラッパと共にこの者を聖人とせよ、と告げるわけではない。人の手で書類が書かれ、事務手続きによってなされるものなのだ。

　それゆえに、地域の威い信しんを掛かけて地元の聖職者を列れつ聖せいさせようと金を積み上げる者たちが後を絶たず、申しん請せい手続きそのものが教会の巨きよ額がくの商あきないとなっていることも知られている。

　カナンはそういう腐ふ敗はいした金の流れにも通じているのだろう。なにせ腐ふ敗はいした黄金を溶とかしたインクで書かれた書類を預かり、書庫に収め、管理する当の者たちなのだから。複雑怪かい奇きな手続きに熟知し、蜘く蛛もの巣すとまで言われる教皇庁内の権力関係も知ち悉しつしているはずだ。

　どんな大貴族が豪ごう語ごするとしても、カナンたち以上にこの話に信ぴょう性を持たせられるとすれば、それはもはや神か教皇以外にはありえなかった。

「そして、列れつ聖せい手続きには必ず、聖人の伝記が必要になります」

　雲の向こうに続く梯子はしごを登のぼろうかというような話が、急に足元の水溜たまりを飛とび越こえる話に入いれ替かわる。カナンの言いたいことが、すぐにわかった。

「伝記を、ジャンさんに？」

　カナンはゆっくりとうなずいた。木窓の外で降る霧きり雨さめが、土に染しみ込むようなしぐさだった。

「はい。ジャン様は詩の才能こそ見受けられないものの、文章作法は理解され、むしろその過か剰じような正しさこそが、詩の邪じや魔まになっているとさえ思えます」

　紙工こう房ぼうでジャンの手による冊子を見た時、厳いかめしい言こと葉ば遣づかいで、前のめりにすぎるという感想を持った。けれどあれが抒じよ情じよう詩し、叙じよ事じ詩しではなく、厳いかめしい伝記であったとしたら、どうか。

　むしろあの前のめりで堅かた苦ぐるしい文章は、読む者の背筋を伸のばす公的な文書にこそ、相応ふさわしいのではなかろうか。

「誰だれからも顧かえりみられなかった書き手です。その筆によるものが聖人を生み出し、世界を変えると知れば、どうして奮い立たないことがあるでしょうか」

　喋しやべるカナンは、こぶしを握にぎり締しめている。ジャンの好みに自分はそこまで確信を持てないが、カナン自身、自分を鼓こ舞ぶしているようにも、口にしていることを本気で心の底から信じているようにも見える。

「神は、この世のすべてを、あるべき場所に配置しておられるのです。私は私とコル様がこの場所にきたのは、神の采さい配はい以外の何物でもありえないと思っています」

　カナンの本心がいずれにせよ、決して短たん絡らく的な思いつきでないことだけは確かだった。カナンのそれを一いつ蹴しゆうする理り屈くつを、すぐに見つけることはできない。だがうなずけるかどうかは、またまったく別の話だ。

「ですが、聖人は……そんな」

　あまりにも現実味がなさすぎた。それに自分がもしも聖人に相応ふさわしいのだとしたら、目の前のカナンだって十分に相応ふさわしい。あのローズだって、クラークだって相応ふさわしいだろう。

「お気持ちは、わかります」

　カナンは歩み寄り、こちらの手を取った。

「我こそは聖人に相応ふさわしい、と自じ認にんされるような方であれば、かえって聖人に相応ふさわしいことなどないのですから」

　だから列れつ聖せいされる聖人のほとんどは故人なのかもしれない、と自分は混乱した頭の中で、妙みように冷静に思ったりした。

「それに、もしもコル様が列れつ聖せいされたとしたら」

　カナンが手を放したのは、なにかが伝でん染せんするのを控ひかえたのかもしれない。

「ハイランド様が抱かかえる金銭の問題も解決いたします。お仲間の修道院にも、大きな助けとなりましょう。コル様は信しん仰こうの世界にお詳くわしいはず。私の言う意味がおわかりでしょう？」

　悲しそうな、世の道理には抗あらがえないと負けを認めたようなかすれた笑え顔がおのせいで、その言葉の真実味は否いや応おうなく増していた。

　なぜなら、聖人とはいわば奇き跡せきの体現者なのだ。その墓地には巡じゆん礼れい者が押し寄せ、修しゆ行ぎようしたとされる場所では大勢が身を横たえて奇き跡せきを願う。聖人が身にまとった聖衣の端は切ぎれ、愛用した聖典の一頁ページ、羽ペンの欠片かけら、果ては滞たい在ざいした家の柱だの、通りかかった家の軒のき先さきで腰こしを下ろした庭石だのが聖遺物とされ、高値がついて取引される。死んだ聖人に新しい服を着せるわけにはいかないが、生きている聖人ならばそうではない。彼が動くたびに新たな聖遺物が生まれ、いわば無限に宝物を作り出して売り出すことができる。

　触ふれた物すべてを黄金に変えたという古代の王のように、補修費用さえままならないシャロンやクラークの修道院を、一大巡じゆん礼れい地に変えることだってできるはずだ。

「……もちろん、強要は、できません」

　カナンはうつむきがちにそう言った。もしもカナンがやれることをすべてやる性格なら、今いま頃ごろジャンは麻あさ袋ぶくろに詰つめられてラウズボーンに向かう途と上じようだろう。

　いや、そもそもそういう賢かしこさを持っていたら、カナンは王国にやってこず、教会内部でその立場を利用した大おお儲もうけする仕組みを作り上げ、商売の邪じや魔まをする薄はく明めいの枢すう機き卿きようを引きずり落とそうと策を練っていたはずだ。

　カナンがこんなところにいる。その事実こそが、カナンのとてつもない計画のそもそもの源になっている。

「ひとつの可能性です。コル様」

　けれど大きな可能性、あまりにもすさまじい威い力りよくを秘めた可能性だ。

　自分はその大きさの前に立たち尽つくし、カナンの目に魅み入いられたまま動くことさえできない。

「……少し冷えてきましたね」

　動けない自分の代わりに、カナンのほうが視線を逸そらし、話題を変えた。カナンの視線の先では、閉じた木窓の向こうにはたはたと水すい滴てきが垂れている。

「ミューリさんは、ル・ロワさんたちと一いつ緒しよに、向かいの店で飲んでいると仰おつしやっていました」

　そう言いながらの笑え顔がおは、作り笑いには見えなかった。

「コル様も、後ほど」

　宝の地図は確かに渡わたした。あとはあなたが航路を決めてくれ。

　カナンがそう思ったかは定さだかではないが、一礼すると部屋から出ていった。

「聖……人……」

　その言葉を呟つぶやいてみても、あまりに現実味がない。ミューリの書く騎き士し道物語でさえ、こんな荒こう唐とう無む稽けいな展開はありえまい。

　しかしそこには現実の飛び石が、暗くら闇やみの中に道として続いている。

　うまく飛び続けた先にすべての解決策があると、カナンの地図には書いてあるのだから。

　どれくらい部屋の中で一人考えに耽ふけっていたのか、ふっと我に返ったのは、蠟ろう燭そくの火が揺ゆれて消えたからだった。顔を上げると、木窓の外では相変わらず雨が降っていて、霧きり雨さめから本降りになっていた。

　牧羊で有名なウィンフィール王国は、言いい換かえると、その羊たちを支えるだけの草が繁はん茂もする国でもある。内陸部は雨の多い国なのだろう。ニョッヒラなどは冬こそ雪ばかりだが、夏の雨は思いのほか少なく、霧きりのほうが身近だった。

　朝はあんなに晴れていたのに、と木窓をうっすら開けて空を見上げると、分厚い雲が太陽を遮さえぎっている。けれど視線を落とせば、通りの向かい側にある酒場から、灯あかりと一いつ緒しよに楽器の調べや笑い声が道に溢あふれ出でていた。

　未来を見通すことはできないが、少なくとも今日を楽しむことはできる。

　どこかで聞いたそんな言葉を反はん芻すうし、木窓を閉じようとした時のこと。手にジョッキを持った少女が、どこかつまらなそうな身み振ぶりで軒のき先さきから顔を覗のぞかせていた。そして、何気なく顔を上げた直後、こちらに気がついてぱっと顔を輝かがやかせていた。

　大声を上げないだけの分別はあったようだが、早くこっちにこい、と大きく手を振ふっている。

　はいはい、と手を振ふり返し、確かに部屋にいたところで妙みよう案あんが浮うかぶわけでもないかと思う。

　いや、そもそも妙みよう案あんなどというものはなく、自分が決断するかどうかなのだ。

　ジャンの協力が得られれば、途と方ほうもない数の写字生を雇やとうような負担を取り除くことができる。しかし聖典ほど分量があるものを本にするには、やはりそれなりの費用がかかる。加えてジャン一人だけで印刷の作業が賄まかなえるかどうかも不明であり、補助の職人や、印刷のための道具を作るのに多額の費用がかかるかもしれない。それらの負担はすべて、ハイランドの双そう肩けんにのしかかる。

　だがジャンの協力が得られなければ、それらとは比ひ較かくにならない莫ばく大だいな資金負担が、行く手をふさぐことになる。

　そしてカナンの提案は、ジャンにやる気を取とり戻もどさせるためだけではない。もしも本当に列れつ聖せいが成ったならば、おそらくこの先も出てくるだろうあらゆる金銭的問題をも解決する方法を手に入れることになる。

　そのうえ自分が聖人の称しよう号ごうを冠かんされたのであれば、カナンに言われるまで見落としていた、俗ぞく語ご版の聖典そのものの権けん威いについての問題もまた、解決してしまう。ローズが語ったような、文字の読めない聖職者や、神の教えに触ふれたことのない教会関係者はいくらでもいる。彼らに俗ぞく語ご版の聖典を受け入れさせるには、権けん威いある有名な誰だれそれ、という名前が武器として必要だった。

　その点、聖人という称しよう号ごうはあまりにも強力だ。奇き跡せきの担にない手てとされているのだから当然といえば当然だし、それゆえに、聖人は死後列れつ聖せいされることがほとんどなのだろう、とも思った。生きている人間にこの称しよう号ごうを与あたえ、不品行を咎とがめられて厄やつ介かいなことになった歴代教皇が何人もいたはずだ。カナンはその歴史の教訓を、逆手に取ろうとしている。

　できるのか？　という疑問は当然ある。けれどやると言わなければ、前に進むことはありえない。そしてもしもうまくいった時のことを考えれば、それはまさしくすべてが入いれ替かわるような結果をもたらすはずだった。

　あるいはこれほどためらってしまうのは、子供の頃ころに行商人に拾われたせいなのかもしれない。彼らの下もとで、天てん秤びんは必ず釣つり合あわなければならないと学んできたのだから。

　自分が聖人になるとしたら、天てん秤びんのもう片方の皿には、一体なにが載のるというのだろうか。

　果たして自分はなにを差し出すことになるのか。この心臓だけで足りるものなのか、それさえ想像できなかった。

　しかしカナンの計画を馬鹿げたものだと一いつ蹴しゆうすることもできなかったのは、そこから得られる利益があまりにも大きいからというだけではない。自分がこの話を受ければ、それこそジャンは乗り気になるのではないかと確かに思ったからだ。

　こんな馬鹿げた話に夢中にならない詩の書き手がいるだろうか？

　それに、この荒こう唐とう無む稽けいな与よ太た話ばなしでジャンを説得させられれば、ミューリにあの悲しい話をさせずに済むとも思った。

　夢破れて失意の底にいる者に対し、自分もまた叶かなわない夢を持っているのだという話をするのは、確かに寄より添そうという意味では正しいことなのかもしれない。でもミューリにはずっと無む邪じや気きに笑って、前を向いていて欲しかった。寂さびしげに微ほほ笑えみながら、叶かなわない夢を誰だれかと共有するようなことはしないで欲しかった。それはせめて自分に対し、今までのようにわがままとして、恨うらみ言ごととして語って欲しかった。

　聖人の話を受け入れれば、ジャンのみならず、ミューリもまた、あの紙束から顔を上げてこちらを見てくれる気がした。堅かた物ぶつの兄がそんな大それたことをしでかすのかと、目を輝かがやかせてくれるのではないか。それでどんな苦難が自分に訪おとずれようとも、ミューリが笑ってくれることに勝まさることはない。

　カナンの案は馬鹿げている。馬鹿げているが、ハイランドに手紙を出して真しん剣けんに相談すべきかもしれないと思い始めていた。ジャンの説得にどれくらいかかるかはわからないが、ジャンの様子からして、走って逃にげ出すようなこともあるまい。列れつ聖せいの計画について、ハイランドと現実的にどうなのかを相談する時間くらいはあるだろう。

　もっとも、その時間があるのが幸いかどうかはわからない。ハイランドもそう簡単に良いいとか悪いとか言えることではないだろうし、いざ良いいと言われたところで、結局は自分が決断しなければならないことに変わりはない。時間があるというのはそれだけ悩なやむ時間があるという意味で、苦しむ時間が長引くということでもある。

　ならばいっそのこと、ミューリに相談して決めるべきかもしれないと思った。

　それでミューリが面おも白しろがったのなら、自分が一歩を踏ふみ出だすきっかけとしては、十分なのだから。

　そうと決まればうまく閉まっていなかった木窓を閉め直し、蠟ろう燭そくの火が完全に消えていることを確かめて、部屋から出る。宿の廊ろう下かは雲と雨のせいか薄うす暗ぐらく、ほとんどの客はまだ旅の途と上じようか町で忙いそがしく立ち働いているようで、静まり返っていた。

　昨晩はミューリが大きなウナギを食べた一階の酒場も開けられておらず、厨ちゆう房ぼうは静まり返っていた。外が雨で薄うす暗ぐらいせいか、余計に閑かん散さんとした感じが寂さびしげで、足早に通り過ぎる。

　掃そう除じのため、テーブルの上に上げられた椅い子すが冬の枯かれ木きのようだ。

　そんな酒場部分を抜ぬけ、向かいの通りで賑にぎやかにしている店てん舗ぽに向かおうとしたところ、ひとけのなかった厨ちゆう房ぼうの奥から、なにかが倒たおれるような音がした。

　食べ物を漁あさる鼠ねずみか、その鼠ねずみを捕つかまえようとした猫ねこだろうか。いつもなら気に留めなかったろうが、雨風が吹ふき込んでいるのなら木窓を閉じておいたほうがいいかもしれないと思った。

　静けさに釣つられるようにそろりと厨ちゆう房ぼうに向かい、覗のぞき込む。やはり火の気はなく、静まり返っていて、誰だれもいない。元々扉とびらのない裏口の向こうには、雨が降り続く中庭が見えている。

　そこにふと、足元の土を突つき固めた床ゆかに、なにかを引きずったような跡あとが見えた。

　それは自分の足元から続いて、右斜ななめ前方の食しよく糧りよう庫こらしき部屋に延びている。昨晩のびっくりするような大ウナギに続き、巨きよ大だいなナマズでも仕入れてあって、それが倉庫の籠かごの中で暴れているのかもしれない。

　逃にげ出だしていたらおおごとだし、ミューリに話してやったら面おも白しろがるだろう。

　そんな具合にひょいと食しよく糧りよう庫こを覗のぞき込み、口元の笑えみが固まった。

「え」

　そこには、ぐるぐる巻きに縛しばられた宿の主人がいたのだから。

　直後、両りよう脇わきの影かげが動いたかと思うと、視界が闇やみに覆おおわれた。麻あさ袋ぶくろかなにかを被せられたのだと気がついた時には、みぞおちに強きよう烈れつな一いち撃げきをくらわされていた。息もできずに膝ひざをつき、たちまち体を縄でぐるぐる巻きにされていく。混乱と動どう揺ようの中、塩しお漬づけ肉の仕込みを想像した自分に呆あきれてしまう。

　声を上げなければという必死の思いで喉のどを開こうとするのだが、胃の奥からは嗚お咽えつと酸すっぱい液体しか出てこなかった。

　息ができず、急速に手足から感覚が失われていく。目の前が赤みがかった暗くら闇やみに覆おおわれていくのは、麻あさ袋ぶくろを被せられたせいではなく、息ができていないからだ。

「っ……」

　ミューリ、と仲間の騎き士しの名を呼んだはずだが、あるいはそれは、気を失う直前に見る夢のようなものだったのかもしれない。
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　びく、と体が震ふるえて目が覚めた。長い夢を見ていたような気がするが、ほんの一いつ瞬しゆんだった気もする。けれどゆっくり頭に血が巡めぐり出したのか、紙に垂らした水が広がるように、記き憶おくが蘇よみがえってくる。

　真っ先に思ったのは、天気が悪く人通りが減ったところを狙ねらった、宿屋強ごう盗とうに巻き込まれたのだろうかということだ。しかしそれだと生かしておく理由もない気がしたし、ましてや連れ去る理由などなかったはずだ。あの場に主人と一いつ緒しよに転がしておけばよかったのだから。

　だとすると……自分が狙ねらわれていた？　同時に連想したのは、聖クルザ騎き士し団が何者かの手引きで襲しゆう撃げきされた、というローズの話だ。

　そのあたりまで推論を働かせたところで、遠くから大きな足音と、それに負けない話声が聞こえてきた。

「人ひと違ちがいって、なにやってんだお前ら！」

　その後になにかぼそぼそと別の人の声が聞こえたが、ひどく気弱そうに聞こえたので、𠮟しつ責せきへの言い訳だったのかもしれない。

「ああもういい！　勝手に動くなよ！　おとなしく酒でも飲んでろ！」

　どすどすと足音が扉とびらの前まできて、鍵かぎが開けられる。自分はようやく、なにも見えないのは目を閉じているのではなく、相変わらず頭から麻あさ袋ぶくろかなにかを被せられているせいだと気がついた。

「まったく……おお、神よ、一体誰だれを連れ帰ったっていうんだ？」

　言こと葉ば遣づかいこそ野や卑ひだが、発音や語ご彙いにはどこか洗練があった。そのせいか、こんな状じよう況きようだというのにあまり怖こわくなかったし、「縄を解け」という男の指示にも驚おどろかなかった。

　乱暴に麻あさ袋ぶくろが剝はがされ、わずかに目がちかちかしたが、蠟ろう燭そくの灯あかりにすぐ目が慣れた。

　周囲を見回すと、想像していた盗とう賊ぞくのうらびれた隠かくれ家がとは違ちがい、調度品が妙みように整った綺き麗れいな部屋だった。壁かべには騎き士しの戦う場面を縫ぬい込んだ壁かべ布までかかっている。それから開け放たれた木窓の向こうを見やると、雨は上がっているようだった。

「おお、神のくそったれ」

　吐はき捨すてるような男の嘆なげきに釣つられ、ようやく部屋の真ん中に立ってこちらを見ていた男に視線を向けた。結構な上背のある、肩かた幅はばの広い男だ。外がい套とう、腰こしに佩はいた長ちよう剣けん、さらにそこに羊の紋もん章しようを見つけ、困こん惑わくした。

　王族？

　そこまで思って、頭の中で知識が繫つながった。目の前で苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしている人物に、心当たりがあった。

「誰だれだ、もしかしたら単なる小間使いかも、なんて言ったのは」

　男が獣けもののように顔をしかめ、扉とびらの脇わきの壁かべに背中を張りつけるようにして立って身を縮めている男たちを睨にらみ回していた。そのどれもが、到とう底てい山さん賊ぞくには見えないそこそこの身なりだ。

「お前ら、よりにもよって、とんでもないのを攫さらってきたな。こいつの顔を遠巻きに見たことがある」

　見上げると、男の茶色い目が、こちらを見つめていた。敵意も悪意も感じられないその目は、ただ一言、面めん倒どうなことになったという言葉を表していた。

「あー、その、なんだ」

　がりがりと頭を搔かいて、男は腰こしに両手を当てて言った。

「手て違ちがいだった」

　ならばそのまま解放して欲しい。

　そんな思いが伝わったのかどうか、男は大きな、とても大きなため息をつく。

「危害を加えるつもりはないんだが……簀す巻まきにして宿から連れ出して、なにもなかったことにしてくれなんてのは、難しいよな」

　みぞおちにはまだ大きな鉛なまりが入っているような気がするし、深く息を吸うと吐はき気けがする。

　けれど、もはや疑いはなかった。自分の顔を知っていて、見るなり嫌いやそうな顔をしているとなれば、候補はあまりに絞しぼられる。

「……あなた、は」

　腹の奥に鈍どん痛つうが響ひびくし、ねばついた口の中が気持ち悪い。

　男は手でこちらを制し、うなずいた。

「あんたは薄はく明めいの枢すう機き卿きよう。そうだな？」

「……クリーベント、王子」

　男は両手を肩かたの高さに上げ、おどけて見せた。

「腹はら違ちがいの我が妹からきっと悪しざまに俺の評判を聞かされているだろうが、言い訳できん状じよう況きようだな」

　それからもう一度、王位継けい承しよう権第二位の王子は、周囲で存在感をどうにか消そうとしている男たちを睨にらみつけて威い嚇かくしてから、最後にがっくりと床ゆかに向けてため息をつく。

「まあ、こうなってしまったのは仕方ない。楽しい話し合いにはならんだろうが、それもあんたの協力次し第だいで変わるだろう」

　クリーベントは部屋にいる男一人に顎あごをしゃくり、椅い子すを持ってこさせて、どっかと腰こしを下ろす。

「腹減ってないか？」

　そんな一言の似合う、傭よう兵へい隊たい長ちようみたいな男なのだった。

　腹を殴なぐられた後に食事など到とう底てい入りそうもなく、口をゆすぐ水だけをもらった。

　クリーベントは肉だのパンだのを仲間に持ってこさせ、むしゃむしゃ食べている。

　部屋の隅すみでうなだれていた者たちは、そのちょっと前に、一人ずつ頭を叩たたかれながら部屋から追い出されていた。

「先に言うとな、攫さらうつもりだったのは、教皇庁の遣いだそうだ」

　ひとしきり食事を口に詰つめ込み終わると、王子は葡ぶ萄どう酒しゆではなく庶しよ民みん的な麦むぎ酒しゆで流し込んでいた。その雑な振ふる舞まいの割りに、言葉には妙みような周しゆう到とうさがあった。

「……他ひ人とごと、のように聞こえますね」

　ハイランド曰いわく、まったく信用のならない蛇へびのような反逆者だというクリーベントは、肩かたを揺ゆらして笑った。

「ん？　あ～……揚あげ足あし取りは宮きゆう廷ていの常でな。用心深く話す癖くせが染しみついているんだ」

　いかつい見た目で少し恥はずかしそうに笑う様は、ミューリが好きそうだと思った。

「信じてもらうしかないんだが、俺は命令してない。仲間の連中が酒の勢いで計画して、酒が醒さめてからも仲間の手前、言い出したことの引っ込みがつかなくて、ついに実行に移してしまった。そんな具合だ」

　歯に挟はさまった肉の筋を小指で取りながら話す様子に、かえって真実味があった。

「教皇庁からのお客さんがいるってことはわかっていたからな。それであいつらは、一番澄すまし顔の、いけ好かない感じの奴やつがそれだと思ったらしい」

　カナンの存在について把は握あくしていることには驚おどろかなかったが、どんな人物かまでは仲間内で共有できていなかったようだ。確かにそれほど重要な立場の人間が、まさかカナンのような少年とは思わないだろうし、あの面メン子ツの中で違い和わ感かんがないとしたら、確かに自分だけだろう。

「雨が降っていて、通りに人の影かげは少なく、ずいぶん強そうな護衛までもがすべて離はなれていた。宿にたまたま人はなく、主人は昼過ぎに飲んだ酒がすぎて、仕込みも忘れて居い眠ねむりをしていた。度胸を見せて仲間の鼻を明かすには、最高の状じよう況きようだ」

　ええい、神よ、と雑にでも腹をくくってしまう瞬しゆん間かんというのは、自分にも覚えがある。確かに自分を攫さらうとしたら、あれ以上の好機はまずあるまい。

　ただ、やはり気になることはあった。

「……私たちの行動をすべて、あなたたちは把は握あくしていたのですか」

　クリーベントは片目を細め、なにかを見み透すかそうとするかのようにこちらを見ていたが、うなずいた。

「ああ、全部お見通しだ、と言いたいところだが、実はなにをしていたのかまでは知らん。教皇庁から人がきているらしいというのは、聖クルザ騎き士し団の仲間から聞いた話でな。そしたらどうやら、そいつが我が妹とやり取りしているらしいと聞いて驚おどろいた」

　カナンの情報が騎き士し団から流れていることには、少し表情が曇くもる。ローズが自分たちを裏切っていたわけではなかろうが、この目の前の王子がどうして徒党を組んで王国内を暗あん躍やくしているのかを思い出せば、騎き士し団の中に協力者がいることは、そう意外なことでもない。

「聖クルザ騎き士し団の中に、王国と教会の戦いくさを望んでいる者たちがいるということですね」

　クリーベントは肩かたをすくめていたが、誤ご魔ま化かすという意味ではなく、うなずく必要すらないということなのだろう。なぜなら聖クルザ騎き士し団は、戦うことを目的に作られた集団であり、平和な世の中に居場所はない。家か督とくを継つぐことができず、戦いくさで一旗揚あげるしかないクリーベントたちのような貴族とは、本来相あい性しようがいいのだ。

　だとすると、ローズが教えてくれた聖クルザ騎き士し団襲しゆう撃げきの話はそもそもが自作自演、ないし、内通者がクリーベントと協力したうえでのことだったのではあるまいか。

「我が妹の屋や敷しきを根気よく見張って、なにやらお前らが画策しているらしいのはわかったが、肝かん心じんなところがよくわからん。それが突とつ然ぜん馬を仕立て、雁がん首くび揃そろえてサレントンまできた。報告じゃあ、職人の工こう房ぼうを回って人探しをしていたようだが、なぜそんなことをしてたんだ？」

　屋や敷しきを見張って、というのは噓うそだと思った。あのミューリが気がつかないとは思えないからだ。むしろ屋や敷しきの中に内通者がいて、それから目を逸そらさせるための言葉だろう。屋や敷しきには商人やら、修しゆう繕ぜんの職人やら、いくらだって人の出入りがある。

　それにしてもハイランドだって警けい戒かいしているだろうに、クリーベントはやはり単なる粗そ野やな反乱者ではないのだ。

「なにをしていたのかは……言えません」

「まあ、そうだろうな」

　椅い子すの上で身じろぎしたので、殴なぐられるかも、と覚かく悟ごした。しかし王子は本当に身じろぎしただけで、むしろこちらの様子を見て傷ついたような表情を見せた。

「おい、少しは俺のことを信じろよ。うちの妹からどんな話を聞かされているんだ？」

　ハイランドの話では、王国で内乱を起こしてでも王位を簒さん奪だつしようとする悪逆の徒だった。

　けれどシャロンの話では、貴族制度の陥かん穽せいにはまり込んだ者たちを助けようとする、義ぎ賊ぞくの親分のような人物だった。

　大おお柄がらで、振ふる舞まいは粗そ野やで、けれど言こと葉ば遣づかいは意外に慎しん重ちような目の前の王子は、確かにそのどちらにも見える。

「あいつが生まれのことをこじらせて、親おや父じと兄貴に異常な忠誠を示す理由も、まあわからないではないがね、世界に一点の染しみも許さないって感じの性格には辟へき易えきするよ。あんたもよく付き合えるな」

　ハイランドはそんな人ではない、と思ったのだが、少し遠くから見たら、いや、身内から見たらそう感じるのかもしれない。薄はく明めいの枢すう機き卿きようだって、ミューリから見たら間ま抜ぬけな兄様なのだから。

「ただまあ、あんたらがサレントンでなにをしていたのかってのも、あんまり重要なことじゃない。俺たちとあんたらは目的地が違ちがうからな。いちいちぶつかるたびに争っていてもきりがない」

　浅せん慮りよの暴君、とはもう思えない。

　だから、その次にクリーベントが持ち出した提案にもさほど驚おどろかなかった。

「どうだ、こうして会えたのも神のお導きだろう。俺と手を組まないか」

　大きな体を窮きゆう屈くつそうに屈かがめて前のめり。そのまま大口を開けて嚙かみつくようにも見えるが、ひょいと手を伸のばして、柔やわらかい握あく手しゆをしようとしているようにも見える。

「それは、あなたがハイランド様と和解する、という意味ですか？」

　本気でそう思ったのではなく、懐かい柔じゆうは受けつけない、という意味でそう言った。

　自分がハイランドを裏切ることは、絶対にないからだ。

「それは……難しいだろうなあ……」

　本気で困ったように言っているので、少し笑いかけてしまう。

「あいつが俺を憎にくんでいるのは、同族嫌けん悪おだろうし」

　しかしその言葉に驚おどろくと、クリーベントもまたその反応に驚おどろいていた。

「おいおい、なに意外な顔をしてるんだよ。それ以外に理由はないだろ」

「えっと……」

「あいつは生まれのせいで、どれだけ優ゆう秀しゆうでも宮きゆう廷ていで立場がなかった。散々煮にえ湯ゆを飲まされてきてるが、それでも真面目という単語に筋金をとおしたような性格だ。拭ぬぐっても拭ぬぐっても染しみ出でてくる苛いら立だちを、王への忠誠という衣ころもで覆おおっているんだよ。言うなれば」

　と、クリーベントは少し悲しそうな、哀あわれむような顔をした。

「あいつは俺が羨うらやましいんだな。生まれに対して、誰だれ憚はばかることなく文句を言って、行動に移しているその自由がな。絶対に認めないだろうが、それ以外にないだろ。だって、あいつは本当にお人ひと好よしなんだ。普ふ通つうに考えたら、俺たちの仲間に同情してくれるはずだろ？」

　王位の継けい承しようで支障が出ないように、長ちよう兄けいの予備として育てられた王子。彼に付き従うのは、同様の理由で飼い殺しにされている貴族の次男や三男だという。

　確かに、もしも彼らの境きよう遇ぐうだけを思えば、ハイランドが手を差さし伸のべる様を想像するのは、それほど突とつ飛ぴなことではない。

「まあ、方法論がそもそも気に食わないってのは、あるかもしれないが」

「……あなたたちは、戦いくさを起こそうとしている」

　クリーベントは、悪びれずに肩かたをすくめてみせる。

「ほかにどうしろって？　みんなで畑でも耕すのか？　親や兄貴が馬で見まわる土地で？」

　貴族以外の者はそうしている、と言っても詮せんないことだろう。

　ただ、クリーベントもそのあたりのことはとっくに考えているようだった。

「まあ、ほとんどの奴やつらはその現実をわかってるんだけどな。野垂れ死にしたくなければ、結局はそうせざるを得ないって」

「なら」

　という言葉は、その悲しみにも似た笑えみで止められた。

「一度くらい、人生で輝かがやきたい。そう願うこともだめか？」

　子供の頃ころから剣けんを振ふり、馬に乗り、自分は家を継つげないかもしれないが、代わりに戦いくさに出て武功を立てられる。そんな言葉を信じて成長してきたのに、突とつ然ぜん梯子はしごを外される。

　つい数すう瞬しゆん前ぜんまで、やや粗そ野やだが気のいい青年にしか見えなかったクリーベントの目の奥に、怒いかりの炎ほのおが揺ゆらめいているのが見えた。

「戦いくさより平和がいい、なんてのはわかってる。俺たちは戦いくさ狂きようの傭よう兵へいじゃないんだ。だが、そこで輝かがやくことだけを夢見て冷や飯に耐たえてきたんだよ。そして、出番がくる前に世の中が変わってしまった。いつまでも郷きよう愁しゆうにしがみついてたってしょうがないのはわかっていても、そこにけりをつけて新しく道を進むには、きっかけが必要なんだ」

　その茶色の目は、ジャンのそれにそっくりだった。ジャンの目からはとっくに炎ほのおが消えていたところが違ちがうが、本質は同じだった。

　もしかしたらミューリもまた、こんな目をしていたのではないかとふと思う。自分が熱でうなされている間、ラポネルでこんな目をして、港を眺ながめていたのではないか。ミューリが剣けんを握にぎって誰だれかを斬きれば、それは自身が斬きられる以上に、兄が苦しむのではとその慧けい眼がんで見み抜ぬいていた。あの少女は賢かしこく、強いから、自らその道を閉とざすことができた。しかし影えい響きようはもちろんあった。どうしても我が慢まんできず、羽ペンを手に取った。

　ジャンにしたって、戦いくさの世界への憧あこがれを捨てきれず、最後に封ふう印いんしていた危険な技術を使ってまで、戦いくさの歌を紙に刷り上げた。今なら、どうしてシアート親方の工こう房ぼうを辞やめ、最終的に羊飼いの真ま似ねごとなんかまでしていたのかがわかるような気がした。手にした技術を捨てようとしたのは、自分の詩を楽師たちに笑われているのを目もく撃げきしたというのも、確かにひとつの大きな理由なのだろう。しかしジャンはジャンなりに、夢を諦あきらめた別の人生を必死に模も索さくしようとしていたのではないか。ジャンの真の不幸は夢破れたことではなく、その後に新しい道を見つけられず、糸いと巻まき亭ていで飲んだくれるしかなかったことではないのだろうか。

　そしてこんな話は、カナンたちだってそうなのだ。

　誠実に、黄金の誘ゆう惑わくに目もくれず、その気になればいくらでも書類を操作して教会の富を自分たちの懐ふところに誘ゆう導どうすることができただろうに、カナンたちはそうしなかった。皆みながカナンをウィンフィール王国に送り出したのは、ついにその我が慢まんも限界だったからではなかろうか。

　道を誤ることすらできないのなら、せめて道に殉じゆんじたという証あかしが欲ほしい。そう思って黒い川に飛び込んだところ、思いがけず、ありえないと思った飛び石が川の真ん中に現れたのが現状ではあるまいか。

　死ぬつもりで川に飛び込んだカナンは、その石を踏ふみしめ、力の限りにもう一歩飛び上がった。そして叫さけんだのが、列れつ聖せいという計画だ。自分はそのカナンの手に、気き迫はくに、気け圧おされていた。

　こうして考えてみると、世の中には運命に足を取られ、もがいている人たちが大勢いるのだと気づく。

　その彼らは誰だれもが手を伸のばし、自分の手の届くところにある。

　そして今の自分は、ミューリの手さえ、満足に摑つかみかねている。

「俺とあんたが手を組めば」

　そんなところに、クリーベントの言葉で我に返った。

「いろんな奴やつらが巧うまくケリをつけられる。そんな気がするんだが、どうだ？」

　クリーベント王子は、薄はく明めいの枢すう機き卿きようと呼ばれる自分たちの事情、あるいはジャンやカナンたちを巡めぐる状じよう況きようを詳くわしく知っているわけではないだろう。しかし、なぜそんなことを言ったのかはなんとなくわかった。

　王国と教会の争いは膠こう着ちやくしていて、これが誰だれにとっても良よい状じよう況きようではないのは明らかだからだ。

　王国と教会がいわば白と黒である以上、この争いはどちらかがどちらかを塗ぬり潰つぶすことでしか決着がつかないと目されている。つまりは戦いくさであり、自分やハイランドを含ふくむ多くの人が奮ふん闘とうしているのは、その悲ひ惨さんな戦いくさが起こらないようにするためなのだが、それは様々な人が次の舞ぶ台たいに行くのを妨さまたげることにもなりうるのだ。

　クリーベントはその膠こう着ちやくを破るため、新しい提案をしようというのだろう。

「もちろん我が妹を裏切れっていう話じゃない。あんたとあいつは、神の正しい教えを追いかければいいし、うちの奴やつらもそれに反対じゃない。きちんと礼拝に参加してる真面目な信徒で、盗とう賊ぞくや異教徒じゃないんだ」

「……王位は？　内乱も辞さないと」

　クリーベントは目を見開き、両手を上げた。

「まさにそれだ。俺だってあれこれ頑がん張ばってきたが、結局行き着く解決策は戦いくさなんだ。生まれのことは忘れて、町や農地で普ふ通つうに暮らすようになる前に、せめて一度でもいいから華はな々ばなしく輝かがやいてみたいんだよ。それをどうやってやろうかって話だ。どうしても内乱を起こしたいわけじゃない。俺たちは家族を血祭りにあげてまで、国を支配したいわけじゃないんだ。だから内乱のことはいったん忘れてくれ。我が妹は俺を血に飢うえた王位簒さん奪だつ者だと思いたいみたいだが」

　クリーベントはそこまで言って、間を開けた。そしてその間こそ、この人物が王子に相応ふさわしい資質を持っている証あかしなのだと気づいた。

「俺たちと同じ不満を持つ連中が、当然大陸にも山ほどいる。だったら狭せまい島国で家族喧げん嘩かみたいなことをしてないで、そいつらと一いつ緒しよに教会を巻き込んで大おお騒さわぎしたほうが、あと腐くされなく不満を押し流せるって思わないか？　だからこその、王国と教会の喧けん嘩かなんだよ」

　内乱はその国をずたずたにする。クリーベントはそれを最後の可能性のひとつとして捉とらえている。そして貴族の事情がどこの国も同じなら、戦いくさには別の理由があったほうがいい。

　それこそが、王国と教会の争いという、歴史上稀まれなる大きな争いなのだ。

　クリーベントの視野は、シャロンが空を飛んでいる時のように、広い。

「……あなたは、商人のように実利的な考え方をするのですね」

　クリーベントは肩かたをすくめて、お褒ほめに与あずかりどうも、とばかりだ。

　けれどクリーベントの考えは、理に適かなうような気がする一方、小さな火事を不用意に巨きよ大だいにするだけではないのかとも感じた。果たして教会を巻き込んだ世界規模の戦いくさは、個々の王国内の争いよりもましなのかどうか。

　こちらの胸中を見て取ったのか、クリーベントは体を小さくするように、大きく息を吐はいていた。

「もちろん、野放しで戦いになればいい、なんて発想じゃない。王や教会が、全面的な戦いくさになるのに及および腰ごしになるのは、皆みなその悲ひ惨さんさを知っているからだ。今は禿とく頭とうの爺じいさんたちから、戦いくさだらけだった昔の話を散々聞かされているからな。だからあんたと手を組んで、計画的にやれないかって話なんだよ」

「……」

　訝いぶかしげな視線を向けると、王子はごつい肩かたをすくめた。

「あんたが旗を振ふれば、教会に不満を持つ陣じん営えいは、王国だとか関係なくあんたについていくはずだ。そのうえで、あんたと教会の誰だれかお偉えらいさんで話し合って、どっかで会戦でもしたらいい。古代帝てい国こくの時代のような、叙じよ事じ詩しに歌われたような盛せい大だいなやつだ。異教徒との長くてだらだらした戦いくさが終わった今、領地も取れないのに本気の戦いくさをしたがってる奴やつなんてほとんどいない。今、俺たちみたいな奴やつら以外で戦いくさを煽あおっているのは、金かね儲もうけをしたい商人か、大きなことを言ってきたせいで後に引けない奴やつらだ。それこそ、お前を攫さらってきたのはいいが、持て余して半泣きで俺に手紙を寄こしてくるあいつらみたいなのが教会側にもいるんだよ。それこそ教皇や枢すう機き卿きようなんかだって、自分たちの利害関係で自じ縄じよう自じ縛ばくのはずだ」

　そう言われてクリーベントの足元を見やると、靴くつが泥どろだらけなことにようやく気がついた。

　おそらく背中を見れば、馬の跳はね上あげた泥どろでもっと汚よごれているだろう。

　部下からの連れん絡らくを受け、大慌てで駆けつけたのだ。

　クリーベントなりに事態を見み据すえ、どうにか落としどころを見つけようと心を砕くだいている。

「けど、あっちこっちの年代記に残るような戦いくさが行われたと考えてみろ。不満を囲っていた貴族の子し弟ていは、剣けんに生きる人生にも見切りをつけて満足するはずだ。ついでに王国も教会も、でかい戦いくさをしたんだからって理由で、互たがいに手を引く大義名分ができる。痛み分けで、万ばん々ばん歳ざいだ」

　絵に描えがいたような理想論のようでいて、本当にそうなりそうな気もする。王国と教会の争いを終わらせるには、互たがいに手を引く大義名分が必要だというのは、エーブやミューリが主張することでもある。

　カナンはそんな中、王国と教会の間で戦いくさをせずに解決する計画を持ち込んできた。そしてジャンがいれば、それも夢物語ではなくなりそうだった。けれどそれが確実にうまくいく保証はなく、うまくいかなかったとしたら、クリーベントの計画にこそ最後の救いが残っているような気がした。

「問題は、自然にはそうならないってことだ。世の中の奴やつら全員が、ハイランドのように物わかりがいいわけじゃないし、あいつのようになんでもかんでも腹の中に収めて、どれだけ腹が痛くても平気な顔をしていられるわけじゃない。なにより、俺はそれが正しいことじゃないと思っている。やりたいことをやりたいと言って、やりたくないことは嫌いやだと言うべきなんだ」

　我が妹、という若じやつ干かんの侮あなどりを含ふくんだ言葉をやめて、クリーベントがハイランドの名をきちんと呼んだ。

　それにクリーベントの語ったハイランドは、まさに容易に想像のつくハイランドの姿だ。

「神が俺たちをこの世に作ったんなら、俺たちは一回くらい輝かがやけるはずだ。そうだろう？」

　大人になりきれない子供の夢。そう断じることもできようが、だとすれば幸福とは一体なんなのか。

　もちろん、自分はクリーベントの提案に即そく座ざに判断できるはずもなかったが、聞かなかったことにして済むものでもないというのはわかっていた。受け止めて、どれだけ時間がかかろうとも咀そ嚼しやくすべきことだというのは、はっきりと理解していた。

　だからクリーベントの目をまっすぐに見つめ返していると、王子は話を聞いてもらった礼を言うように、一度ゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

「俺は俺の言葉を信じてもらえるように、今しばらくは仲間をうまく御ぎよしてみせる。内乱をやって、身内同士殺し合いたいなんて本当に思っちゃいないんだ」

　クリーベントはそう言って、自身の手元を見つめていた。

「ただ、世の中にいるのは俺たちだけじゃないってのを忘れないでくれよ。大陸側に似たような連中は山ほどいて、そういう奴やつらが俺たち以上に教会を焚たきつけている。時間は、思っているほど残ってないぞ」

　カナンも似たようなことを言っていた。ならば無む秩ちつ序じよな争いに発展する前に、誰だれかが導くべき。それでも、どうしても自分は戦いくさそのものが正しいこととは思えない。それにこの方法ではカナンたちの目もく論ろ見みのように、教会の腐ふ敗はいの浄じよう化かを望むことは難しい。

　自分としては、カナンの計画こそ最適解だと感じているからこそ、ジャンを追いかけていたのだ。むしろクリーベントがハイランドの言うような悪ではないとわかった今、カナンの計画に手を貸してもらえないだろうかとさえ思った。彼らが貴族の子し弟ていならば、読み書きは十分にできるはずなのだから。

　そこまで思った時、自分はクリーベントに聞くべきことがあると気がついた。

「……もしも戦いくさを起こさず、私たちが王国と教会の争いをまとめてしまったら、あなたはどうするつもりですか？」

　王子は虚きよを突つかれた顔すらしなかった。

　困ったように、ややひきつった笑えみを見せる。

「そうなると……当たって砕くだけるしかないかもな」

　彼らが当たって砕くだけるのは、王城の分厚い門と石いし壁かべだろう。

　その時自分は、きっとこの王子とは逆の立場、ハイランドの側に立っているはずだ。

「どうしても、戦いくさをしないとならないのですか？」

　きっと戦場で相まみえたその瞬しゆん間かんにも、同じことを言うような気がした。

「仕方ないだろ。ここは海に囲まれた島国だ。大陸でやれなければ、ほかに行く場所もない」

　クリーベントがそう言った瞬しゆん間かん、尻しりを針で刺さされたように体が震ふるえた。

「お？　おい、どうした？」

　彼らはハイランドから聞かされていたほど王を恨うらんでいるわけでも、破は滅めつを望んでいるわけでもない。ならば、そうなのだ。もっと適切な解決策があるではないかと。

「剣けんを振ふるって輝かがやける場所があれば、と仰おつしやいましたよね」

「ん？」

「剣けんを振ふるって輝かがやける場所があれば、あなたたちは、剣けんを交える必要がないと」

　肩かたをすくめるクリーベントに、重ねて言った。

「それは教会が相手だろうと、国王が相手だろうと、構わないと。それこそ、そのいずれでなくとも」

「そらそうだが……そんな戦いくさがありうるか？　幽ゆう霊れいとでも戦うのか？」

　首を横に振ふる。

　戦士たちが剣けんを振ふるのは、決して戦いくさだけではない。

「戦いではありません。冒ぼう険けんです」

「ん……？」

「かつてこのウィンフィール王国ができる前、この島に上陸した教会の騎き士しと古代帝てい国こくの戦士たちは、味方同士だったとか」

　クリーベント王子はしばし言葉を失なくし、最後に怪け訝げんそうな顔をした。

「それは大昔、まだこの島が誰だれのものでもなかったと言われていた頃ころの話だろ。実際には異教徒が住んでいたらしいが……が？」

　そこまで言って、聡そう明めいな王子は暗がりに死んだ誰だれかを見つけたような顔をしていた。

　きっと王国のあちこちに協力者がいて、最新の情報に耳をそばだてているのだろう彼は、呆あつ気けに取られた顔をしていた。

「もしかして、海の果てにあるかもって大陸の話をしているか？」

　認めるのには勇気がいる。それはミューリが大喜びで話したがり、ノードストンのような月明かりの狂きよう気きに照らされた者たちが口にする話だからだ。

「宮きゆう廷ていでそんな話をしてる山師がいるって聞いたが……おい。あんた、そんなことを本気で信じてるのか？」

　クリーベント王子は理性を働かせ、おそらく考えうるもっとも穏おん便びんなかたちで、戦いくさの案をひねり出していた。そのうえで、計画の実行に必要な仲間として、自分を誘さそおうとした。

　つまりこの王子は、方法論こそ違ちがえど、見ている方向はそこまで自分たちと異なっているわけではない。この先、王国と教会の話が煮に詰つまっていくにあたって、悪い方向に進むのを止めうる貴重な協力者になってくれる可能性が非常に高かった。

　けれど、新大陸の話を信じていると口にしてしまえば、薄はく明めいの枢すう機き卿きようが神を信じているのはその信しん仰こう心ゆえではなく、なんでもかんでも信じてしまう単なる間ま抜ぬけだからなのではないか、と思われかねなかった。頭の弱い信しん仰こう馬鹿だと思われれば、たまたま二人を繫つなげた貴重な糸が切れてしまう。

　もっとも、今いま更さら否定したところで無む駄だなのは、クリーベントの顔を見れば明らかだ。

　ならばどうすべきか。自分の部屋に、とんでもない聖人列れつ聖せい計画を持ち込んできたカナンのことを思い出す。

　そして自分には、共に極ごつ寒かんの海に飛び込んでくれた仲間がいるではないかと思い出した。

「宮きゆう廷ていで話をしているのは、ノードストンという貴族様では？」

　まさか踏ふみ込んでくるとは思っていなかったようだ。驚おどろいた様子のクリーベントが、思わずといった様子でうなずいていた。

「た、確かそうだ。おかしな噂うわさのある妙みような貴族……いや、そういえばお前らがそこに向かったというような話を聞いたが……」

「私はノードストン様にお会いする前から、新大陸の話を耳にしていました」

　噓うそではない。噓うそではないが、ろくに信じていなかったのは、ミューリがいないのをいいことに黙だまっておくことにした。

「そして私は、新大陸の存在こそが、王国と教会の争いを終結させる鍵かぎになるのではと考えていました。なぜならば、王国と教会は異教徒との戦いくさに勝った戦利品としての十分の一税を巡めぐって、争っているのですから。そこで限りある分け前の争いではなく、新しいなにかを獲かく得とくできる機会があるのなら、お互たがいにこの争いを水に流せるのではと考えました」

「……」

　今度はクリーベントがこちらの言葉を受け取り、口に含ふくむべきかどうか逡しゆん巡じゆんしていた。

　大おお雑ざつ把ぱに無茶な計画を進める蛮ばん族ぞくのように見えて、その実、クリーベントは現実的な策士だ。

　いっそ、クリーベントから見て、自分の考えがどれだけ現実的か判断してもらおうというくらい、腹をくくった。

「新大陸は荒こう唐とう無む稽けいな、船乗りたちの馬鹿話かもしれません。けれど、もしも」

　つばを飲み込もうとして、口の中がカラカラなことに気がついた。

「もしも、新大陸が存在すると信じるに足る根こん拠きよがあるとしたら」

　クリーベントは間ま違ちがいなく、大陸側の似たような不満分子とも繫つながっている。ならば大陸側で教会を煽あおっている者たち諸共に、新大陸を目指さないかと説得できるかもしれない。

　そして足元の支持者を掘ほり崩くずされれば、戦いくさを見み据すえている教会の首脳陣じんも考えを改めるほかないだろうというのは、まさにカナンの計画と共通するところだ。

　自分はカナンの計画も素す晴ばらしいものだと感じているが、山に登るのにたったひとつの道しないと信じるのは馬鹿げている。

「場合によってはあなたは、この話に協力してくれますか」

　本当に自分の誘ゆう拐かいが手て違ちがいだったかどうかは、わかったものではない。しかし少なくともクリーベントは、自分を不必要に痛めつけようとせず、この機を捉とらえて仲間に引き込もうとした。それが言いすぎなら、考えを理解して欲しいと話をしてきた。

　とはいえまさか、捕とらえた相手から突とつ拍ぴよう子しもない話を持ちかけられるとは思いもしなかったのだろう。

　クリーベントが、口に手を当てて唸うなっていた。

「……俺も大たい概がいだが、あんたも……」

　それは足が五本ある蛙かえるを見たような顔にも思えたが、この一見粗そ野やな王子は、五本も足があればどこに行けるのだろうか、と考えるだけの好こう奇き心があるようだった。

「いや、だが、新大陸、そうか……」

　王国と教会の争いは、いわば異教徒との戦いくさの残り火といえた。そして戦場でしか活かつ躍やくする場がないクリーベントたちは、その残り火で必死に剣けんを輝かがやかせようとする者たちだ。

　けれど異教徒との戦いくさは終わったのだ。だとすれば、新しい時代に相応ふさわしい、戦いくさ以外の解決策が必要なはずだと、自分は信じている。

「俺は、あんたを見くびっていたのかもしれない」

「夢見がちという意味では、そうだと思いますが」

　クリーベントはきょとんして、皮肉っぽく笑った。

「そこで負けるわけにはいかねえな」

　クリーベントの顔が本当に悔くやしそうだったのは、教会に対立する勢力と教会側の一大会戦などという策が、真しん剣けんに考えた末でのものであるとはいえ、一いつ笑しように付されてしかるべきくらい途と方ほうもない計画だという自覚があったからだろう。

　クリーベントは背中を椅い子すの背もたれに大きく預けると、天てん井じようの隅すみの蜘く蛛もの巣すを探すように、視線を遠くに向けた。

「馬鹿げた話だが……笑える話でもある。そして冒ぼう険けんってやつは、笑えるものであるほどいい」

　やっぱりミューリと話をさせたら、きっと仲良くなれるだろうと思った。

「それに、その話なら、あの頑がん固こなハイランドとも衝しよう突とつしない。そうだな？」

　その言葉に即そく答とうが躊躇ためらわれたのは、ノードストンのところで見た、世界が丸いことを示す球体の存在があったからだ。もしもあれが新大陸を探す重要な手て掛がかりになるのなら、教会の教義は大きな修正を余よ儀ぎなくされ、それは信しん仰こうの危機を招くかもしれない。清せい廉れんなる信しん仰こうの僕しもべであるハイランドが、それをよしとするかはわからない。

　けれど新大陸の案はカナンの計画と同様、少なくとも全面的な戦いくさは避さけられるし、王国は教会に降くだるわけではない。

　そして最も重要なこととして、仮にあの球体の存在が信しん仰こうの問題を引き起こすのならば、そこは自分の戦える場所でもあるということだった。

　信しん仰こうの戦場でならば、この不ふ肖しようの兄でもミューリより勇ゆう敢かんになれるはずなのだから。

「私は、うまくいくと信じています」

　神の正しさ以外は断言しない聖職者的な回答に、クリーベントは小さく笑っている。

　しかし、こうも言った。

「あいつは石頭だからな。もしも対立したら、神を説得する以上に苦労するだろうよ」

　笑っていたクリーベントは、最後に息を吐はく。

「俺たちには俺たちの思おも惑わくがある。そしてお前ら……いや、我が妹の思おも惑わくがある」

　カナンたちの計画もあるし、きっと世界には同じように各おの々おのの問題を解決しようと頑がん張ばっている者たちが大勢いるはずだ。

「俺と我が妹の思おも惑わくは今のところ交わらない白と黒だが、あんたにはまた別の独自の妙みような思おも惑わくがあって、そのインクなら俺たちとお前たちを繫つなぐ橋を描えがけるかもしれない」

「願わくば」

　そう答えてから、どうしても付け加える必要を感じて、こう言った。

「ただ、新大陸の根こん拠きよをどれだけ見つけられるかに、かかっているとは思いますが……」

「そらそうだ。けどまあ、どんなことだって代案がなにもないよりかはましだ。そうだろう？」

　その瞬しゆん間かん、叶かなわない夢だと騎き士し物語の話をしたミューリの顔が脳のう裏りをよぎる。

　そう。それは悲しい笑えみの似合う叶かなわない夢なのではなく、現実の愉ゆ快かいな代案であって欲しかった。

　自分はクリーベントのことを、貴重な戦力になるかもしれないと信じるに足る理由があった。同じように、クリーベントのほうも自分との繫つながりを意識してくれることを望むばかりだ。

「山を登る方法は、たくさんあるはずです」

「そう願うよ」

　クリーベント王子はそう言って身をかがめると、右手を差し出してきた。驚おどろきに目を見開けば、茶目っ気たっぷりに片目をつむってみせられた。

「証人もなにもいないから、なんの誓せい約やくにもなりはしないがな。俺たちは互たがいに憎にくみ合ってはいないことの確かく認にんにはなるはずだ」

　信用というのは、案外こういうものなのだろうと思った。

「も、ちろんです」

　手を差し出し、そのごつい手と、握あく手しゆを交かわす。誰だれも見ていないことが悔くやまれるが、今はこれで十分なのかもしれない。

「では……楽しい未来の話ではなく、厄やつ介かいで現実的な話に戻もどろうか」

「え？」

　これだけ打ち解けられたのに？　とクリーベントを見れば、まるでミューリみたいな呆あきれ顔がおだった。

「あのな、俺たちはあんたを攫さらったんだぞ。その問題はまったく解決されていない」

「あっ……」

「もちろん、あんたを攫さらったのは本当に手て違ちがいなんだ。俺のところにはな、兄貴が可か愛わいい花はな嫁よめを迎むかえて貴族生活を謳おう歌かしている中、結けつ婚こんの当てなんててんでなく、せめて最後に一花咲さかせてやるんだと息巻いてる若い男たちが、何十人といるんだよ。仲間同士の意地の張り合い、見み栄えの張り合いのせいで、引くに引けなくなったのもあるが、俺たちもいい加減先が見えなくて焦じれてきている。なにかやってないと頭がおかしくなりそうだって奴やつで溢あふれてるんだよ。だから後先考えず、もしかしたら王国と教会が揉もめてくれるかもってなくらいの考えで、教皇庁の遣いって奴やつを狙ねらったわけだ」

　しかしその短たん絡らくな計画に反し、誘ゆう拐かいはあまりにもうまくいった。

　その袋ふくろの中身を間ま違ちがえたことを別にしては。

「あんたとの話は前向きに進んだが、悪かったなって言ってあんたを帰すとする。けど、その後どうなる？　ハイランドが俺を憎にくみ、忌いみ嫌きらい、王国に巣くう諸悪の根源だと見なしているのは知っているし、そこに理由がないわけじゃない。そしてこの頃ころ合あいで薄はく明めいの枢すう機き卿きようを攫さらうとしたら、一体どこのどいつが、どんな思おも惑わくでやったということになる？」

　誰だれかを刺さし殺ころす現場を見ずとも、普ふ段だんから悪態をついて短たん剣けんを振ふり回まわしてる者がいれば、それが犯人だと思うだろう。

「あんたを無事に帰す必要がある。無事にってのは、俺たちが無事にって意味だ」

　クリーベント王子の勢力がどれほどの規模かわからないが、王権の正統な側にいるハイランドがその気になった時、無傷で戦たたかい抜ぬけるほどではもちろんないのだろう。王城に当たって砕くだけるのは、本当に行く場がなくなった時の最後の手段なのだ。

　それに、自分が攫さらわれたという報告を聞いたハイランドがどんなことを考えるかは、ローズから聖クルザ騎き士し団襲しゆう撃げきの話を聞き、犯人はクリーベント王子の陣じん営えいではないかと推論した時のあの冷たい目を思い出せば、容易に想像がついた。

「あんたに今日のことを黙だまっててくれと言ったところで、あんたの話でさえまともに聞かないかもしれないよな。むしろ処しよ刑けいのためのちょうどいい口実ができたってなくらいなもんだ」

「……ハイランド様は、理性的な方です」

　なんとかそう言ってみるが、自信はない。なにより、自分の身を案じて立ち上がるハイランドのことを想像したら、自分にはもっと気にすべき人物がいることを思い出したのだ。その人物の狂きよう信しんは、ハイランドの比ではない。想像の中の赤い瞳ひとみに射すくめられたところで、足元の床ゆかがばかリと開いて穴の中に落ちていくような恐きよう怖ふが走った。

「そ、そうです、本当に心配すべきはハイランド様ではありません！」

　椅い子すから立ち上がると、クリーベント王子は呆あつ気けに取られたように、ぽかんとこちらを見上げていた。

「こ、ここはどこなんですか？　サレントンから十分に離はなれているんですか？」

　雨が降っていたから、匂においでたどられるということはないだろう。けれど道はそもそもが雪解けの名な残ごりのせいで、泥どろまみれとは言わないまでも、柔やわらかかった。そこに雨が降ったのなら十分にぬかるみ、自分を運んだ者たちの足あし跡あと、あるいは荷馬車の轍わだち、馬の足あし跡あとがくっきりと残っているだろう。

「サレントンからは数刻の、仲間の屋や敷しきだが……轍わだちや馬の足あし跡あとのことを心配してるのか？　追いつくにしても夜が明けてからだろう。雨はやんだが、月も出てない。そして明ける頃ころには、働き者の羊飼いたちがすべての痕こん跡せきを消してくれてるはずだ」

　だからたどられるはずはない。それが、人間相手ならば。自分はそこまで思い、弾はじかれたように窓を振ふり向むいた。

　平野の続くウィンフィール王国だが、貴族の屋や敷しきの周囲には暖だん炉ろの薪たきぎやいざという時のため、森が残されていることが多い。シャロンとクラークの修道院予定地の屋や敷しきもそうだった。せめて雨が降ってくれていれば、と強く願っても、木窓の外は雨上がりの静けさに満ちている。

　固かた唾ずを吞のみ、木窓の向こうに目を凝こらす。

　さわさわと揺ゆれる黒い木々の中に、ついに一対ついの光る目を見つけた。

　一羽わの梟ふくろうが、ほっほー、と鳴いて、飛び立った。

「どうした？」

「……」

「おい、顔が真っ青だぞ」

　とっくに居場所はばれているのではないか。サレントンからラウズボーンまで、ミューリの本気の足ならあっという間だろう。そこからシャロンの屋や敷しきに飛び込んで、頭から丸吞のみにする勢いで協力を頼たのんだとする。ただちに鳥の群れが飛び立って、雨上がりの空をサレントンを中心に、次々仲間の鳥に呼びかけながら調べ上げていく。身を隠かくすなら、修道院予定地の狐きつねの親子のように、地下以外になかったはずだ。

　そしてミューリたちに居場所が割れているとしたら、ここは安全ではない。

　当然、自分にとってではなく、クリーベントたちにとってという意味だが、彼らはもはや敵ではないのだ。王国内の問題や、教会との争いをどうにか穏おん便びんなかたちで着地させようという点については、目的を同じくした貴重な仲間とみなしてよいはずだった。

「逃にげ──」

　とまで言いかけて、すぐに口をつぐむ。逃にげる？　自力で？　馬で？　どんな手段だろうと、間ま違ちがいなく追つい跡せきされる。相手は銀色の狼オオカミであり、空を支配する鳥なのだ。むしろこの屋や敷しきを離はなれ、彼らと自分が別々になることのほうが、彼らにとって危険ではないか。

　クリーベントの言い訳にハイランドが耳を貸すだろうと信じたくはあったが、自分が攫さらわれたことに、ハイランド以上にミューリが我を忘れている可能性を考こう慮りよすべきだった。

　もしも立場が逆だったとしたら、自分が冷静でいられるのか、確信がないのだから。

「おい、慌あわてすぎだろ。まさか童話のように、道々パンくずでも落としてきたって言うのか？」

　自分の様子にただならぬものを感じたらしいクリーベントが、半笑いにそう言った。

　自分はなんと説明したらいいのか迷ったが、こう言うほかない。

「私の連れには、山やま奥おく生まれの、生きつ粋すいの狩人かりゆうどがいるのです」

　それは平原の国に暮らす者には、ずいぶん効果的な言い方だったようだ。

　きっと、酒の席で聞く、魔ま法ほう使つかいと変わらない森の隠いん者じやを想像したのだろう。

「そ、その仲間にしても、ここの状じよう況きようを見れば納なつ得とくしてもらえないか？　手て違ちがいだったってわかってもらえないか？　いや、確かに教皇庁の遣いを狙ねらったのはそうなんだが……」

「……」

　自分がクリーベントたちを擁よう護ごしたとして、無理に言わされていると勘かん繰ぐられることはもちろんあろう。けれどもっとありうる厄やつ介かいな話として、聞く耳を持っていないくらい怒いかり狂くるっている可能性があった。ミューリは賢かしこいが、何百年と生きる母の賢けん狼ろうのような落ち着きというものを欠いている。自分がなにかを言うよりも先に、暗くら闇やみから一人ずつ、森の奥に引きずり込んでしまうかもしれない。

　自分がようやくミューリの存在に気がつくのは、屋や敷しきに誰だれもいなくなってから、なんてことが普ふ通つうにあると思った。

　どうすればいい？　クリーベント王子と完全に手を組むのが時期尚しよう早そうでも、彼らを盗とう賊ぞくかなにかのように討うってしまうのは明らかに間ま違ちがっている。なにより、カナンの計画がうまくいかなかった時には、新大陸にまつわる話で十分に共きよう闘とうが可能なのだから。

　そしてクリーベントたちを助けられるとすれば、今この場には、自分しかいない。

「逃にげるのは無理です。絶対に追いつかれます。それに私が側そばにいなければ、すべての言い訳に耳を傾かたむけてもらえず、罪を言いい渡わたされるかもしれません」

　聖クルザ騎き士し団の一件から、すでに王からなんらかの命が下されていてもおかしくない。

　クリーベントはそう簡単に処しよ刑けいされずとも、付き従っている下級貴族の次男や三男たちはどうかわからない。その場で首を刎はねられる可能性だって、ないわけではない。

「それに、怖おそれるべきは私の連れです。このままでは、あなたの仲間を音もなく、暗がりから襲おそいかねません」

　クリーベントの顔は引きつっているし、思わず木窓の外を見ていたので、自分の言葉を信じてくれているようだ。

「全員建物に入り、扉とびらを打ちつけ、木窓を閉めてください。向こうが頭に上った血を少しでも冷ましてくれたら、話し合いの余地があるはずです」

　できれば大広間で一か所に固まっていたいくらいだ。ミューリがどれほど頼たよりになるかは、敵に回ってみて初めてその真価がわかる。

「籠ろう城じようか……だが、問題は結局解決しなくないか？　ハイランドが俺の顔を見たうえで、許すかな。たとえあんたの口くち添ぞえがあってもだ」

　そんなことは、と思ったが、たとえば自分がエーブに抱いだく感情を、シャロンやハイランドは共有していない。クリーベントが最悪の状じよう況きようを想定しておくことを、考えすぎだと一いつ蹴しゆうすることはできない。

「いっそあんたをもう一度ぐるぐる巻きにして、こいつの命が惜おしくばって定番の流れのほうが可能性はないか？」

「ですが、それだと決別は決定的に……」

「少なくとも、あんたは俺のことを信じてくれてる。そうだろう？」

　その茶色い目に射すくめられ、自分はなぜクリーベントに多くの者が付き従うのか、わかる気がした。

「悪ぶってるなら、最後まで悪に徹てつするというのもまあ、筋が通った話ではあるしな」

　それは冗じよう談だんだろうが、民衆からの評判もさほど悪くないという話を知っている。

　本当に私利私欲のためだけに内乱をも辞さないという集団ならば、人々の見方はもっと違ちがうものだったはずだ。

「で、俺たちはあんたを解放する代わりに、王国に残っている俺の仲間に対しても、温情を示してもらえるように説得を試みる。我が妹も神の僕しもべなら、一度した約束は覆くつがえせないだろ」

　クリーベントは自分よりも広い視野の持ち主だった。内乱の首しゆ謀ぼう者が王国外に逃とう亡ぼうすれば、残党狩かりが行われるのは目に見えているが、それが正しいことではないと、自分も思っている。

　クリーベントたちのやっていることが褒ほめられたことではないのは重々承知だが、それでも事情がないとは言いきれないし、たとえカナンを攫さらうことに成功していたとしても、そんなひどいことをしたとも思えなかった。脅おどしあげ、王国と教会の仲は最悪だと吹ふき込んで、解放するのがせいぜいの目的だったはず。

　やったことの報むくいは受けるべきだとしても、斬ざん首しゆが相応だとはとても思えない。

　だが演技とはいえ、自分を縛しばりつけて人ひと質じちにとるようなことをすれば、いよいよハイランドとクリーベントの間の溝みぞを決定的なものにしてしまう。

「なにか、もっと良いい解決策があるはずです」

　クリーベントに言うと、気のいい義ぎ賊ぞくの頭領は肩かたをすくめていた。

「あんたは良いい奴やつだな」

　からかうような口ぶりは、すでに腹をくくっているせいにも思える。

　ただ、その潔いさぎよさにかえって腹が立った。

「このままでは誤解されたままですよ！」

　彼らの行動には彼らなりの事情があり、それは決して他人が軽かろんじていいようなことではないはずだ。王国と教会の争いは、望むと望まずとに関わらず、様々な立場の人間を巻き込んでいる。そこで相手の事情を慮おもんぱかれなくなれば、自分はそもそも信しん仰こうを保っていられないと思った。

「……だが、どうしろってんだ？」

　そのとおりだった。この状じよう況きようは、クリーベント王子たちの身から出た錆さびの面も多分にある。

　自分が攫さらわれたのは事実で、クリーベント王子たちが不ふ穏おんな集団だと思われているのも事実で、誘ゆう拐かいが単なる手て違ちがいだった、なんて説明で納なつ得とくされるようなことではないのだから。

　だとすると。

　手て違ちがいでなくす必要がある？

「私が望んで、あなたと会談したいと思ったということならどうですか？」

「ん……ん？」

　王子の太い眉まゆがひそめられる。

「私が自らこの場にきたことにすれば、ハイランド様も矛ほこを収めるのでは」

　ひそめられていた眉まゆが開いたかと思えば、呆あきれるような目で見られた。

「どんな理由で？　お前は我が妹を裏切るつもりだったのか？」

　確かにそうだ。この話が成立するには、以前から自分がクリーベントと秘密裏りに通じていないとならない。自分はもちろんハイランドから裏切り者とみられることなど、考えたくもない。それに僭せん越えつなことかもしれないが、ハイランドが信じてくれないのではと思った。クリーベントもまた、腹はら違ちがいの妹の性格をそんなふうに理解しているようだった。

　ただ、自分は怯ひるまなかった。なにかこの思考の道に、手ごたえを感じたからだ。すべてを悪い方向に押し流す川の中に、飛び石があるような気がしたのだ。

「そのハイランド様とあなたとの、和解が目的ではどうです？」

　小石を投げて、足場を探す。

　そういうお節せつ介かいなら、いかにも自分が秘密裏りに焼いてもおかしくない。

「うーん……護衛たちの目を欺あざむいてまで？　いくら俺との段取りを整えるにしたって、もっと手順ってものがあるだろ。特に、その、あんたが怯おびえるほどの凄すご腕うでの従者まで欺あざむくのがわからない。それだけあんたのことを心配してる奴やつだってことだろ？」

「うっ」

　確かにそうだ。宿屋から唐とう突とつに姿を消すことが、どれだけミューリを心配させることになるのかは言うまでもない。

　クリーベントがあまり乗り気でないのは、もう気にするな、ということなのだろう。むしろ自分たちは非難されるべき立場であり、どうなってもお前が気に病やむことではないと。

　ハイランドとは異母兄きよう妹だいのクリーベントだが、まさにそういうところに、ハイランドと同じ血を分けた人物らしさを見た気がした。

「私が、ここに、自らの足で、くる理由です！」

　自らを奮い立たせるようにそう言って、頭を巡めぐらせた。

　一体、どんな理由なら建前になる？

　クリーベントたちが逃にげおおせるのが無理で、ハイランドたちと面と向かい合うことが確実なら、争いの矛ほこを収めるのには、十分な建前が必要だ。自分が忽こつ然ぜんとあの宿屋から姿を消し、敵対しているはずのクリーベント王子と一いつ緒しよにいる、その正当な理由。

　このややこしい密会現場を説明する、もっともらしい理由だ。

「あなたも考えてください！　仲間がいるのでしょう！」

　クリーベントは一度だって、付き従う者たちのことを部下と言わなかった。

　王位継けい承しよう権第二位で、王と次期王に次いで、三番目にこの国で偉えらいはずなのに、日も暮れてから仲間内の争いから発展したような誘ゆう拐かい騒さわぎで呼び出されて、靴くつを泥どろだらけにして駆かけつけた。この人物は、悪い人ではありえないのだ。

　唸うなっていると、クリーベントはため息をついて、こう言った。

「なんだか立場があべこべだが……わかった、そうだな。仲間のためだ」

　クリーベントは苦く笑しようし、背中を丸めて顎あごに手を当てた。

「そういや、そもそもなんであんたはサレントンに？」

「……？」

「人を探してるって話だったろ。その辺は理由にならないか？　たとえば……俺たちが重要な手て掛がかりを持ってるぜ、と接せつ触しよくしたとかな」

　いい案だと思ったが、重大な問題がある。

「その人はすでに見つかっていました」

「おお神よ、く──」

　くそったれ、と続けようとしたのだろう。

「ただ、問題はありました。その人はその人なりの理由で、未来に絶望していました。私たちはどうしてもその人の力を借りたかったのですが、彼にはその気力がないのです」

「ふむ……。なら、そいつの苦く悩のうを、俺たちが解決できるってのはどうだ？」

「……」

「そんな都合のいいことないよな。いや、忘れてくれ」

「……」

　自分が二の句を告げなかったのは、暗くら闇やみの川に向けて投げた小石が、かつんとなにかに当たる音を聞いたからだった。

「……いえ」

「ん？」

「ある。あり、ます」

　目を丸くするのはクリーベントの番だった。

「馬鹿言うなよ。いいよ、気休めは」

「違ちがいます！　あります！　ありますよ！」

　椅い子すから立ち上がり、クリーベントの肩かたを摑つかんで揺ゆさぶっていた。

「ちょっと待ってください……そう、ええっと、そうです、そうですよ。なんで気がつかなかったのでしょう。ジャンさんの話を聞いた時点で、私はあなたの名前を思い出してもよかったのに」

「……なに？」

「その職人さんも、そしてあなたも、どちらも華々しい戦を必要としていたのですから」

　クリーベントは怪け訝げんそうな顔をしているが、説明しようとすれば、まだ形になりきっていない思考の泡あわがはじけてしまうような気がした。ジャンを巡めぐる話と、このクリーベントたちの話は、戦いくさという線でひとつに繫つなげることができるはずだった。

　ただ、自分はどういう理由からか、カナンやオランドはもとより、あのミューリにさえなにも言わず、宿屋から姿を消す必要があった。そのすべてとつじつまを合わせる方便がなくてはならない。

「その職人さんは、戦いくさの世界に関わりたかったのです。けれど腕うでっぷしはまったくだから、詩で関わろうとしていたのです」

　うまく説明できたか不安だったが、クリーベントは訳知り顔にうなずいた。

「仲間にもそういうのがいるよ。貴族ってのは戦いくさに魂たましいを縛しばりつけられてるからな。貧ひん弱じやくな体に生まれたら、そっち方面にしか道がない。だとしたら……俺たちをその職人に紹しよう介かいするためとかってことか？　戦いくさを起こす希望を見せるために？　ただ、それは、なんというか」

「妙みよう、ですね」

　自分はまさにハイランドと共に、戦いくさを止めようという立場なのだから。

　けれど方向性としては間ま違ちがっていないはずだ。

　自分はカナンの持ち込んだ計画を、是ぜが非でも形にしたいと望んでいたという設定は、問題ないだろう。そこから、毒を食らわば皿までとばかりに、ジャンを説得する話を用意するため、宿敵であるはずのクリーベントたちに接せつ触しよくしたという筋立ては、十分に成立するはずだった。

　けれどそれは、反対していたはずの戦いくさを起こす方向に舵かじを切ることになる。

　もしもなりふり構わず前に進もうと思うなら、カナンからのあのとてつもない計画、聖人列れつ聖せい計画をこそ、受け入れるべきではなかろうか。なにせカナンの聖人計画が成功すれば、資金の問題さえ解決してしまう。修道院の再建だの、その後の運営だのさえ、些さ末まつな話になる。

　自分の列れつ聖せいとジャンの協力があれば、聖典を溢あふれ返るほど刷るのはまったく難しい話ではない。ならばクリーベントとわざわざ密会するからには、カナンの計画を容易に凌しのぐようなものであるか、それをも巻き込むものでなくてはならない。

　そして、ミューリだ。なぜ自分は、ミューリにも黙だまって宿屋から姿を消す必要があったのか。

　ここが最も厄やつ介かいなところだった。

　あのノードストンの屋や敷しきで見た、星の形を模した球体の話を黙だまっている、というようなこととは訳が違ちがう。冒ぼう険けんの中での大事な決断を、ミューリ抜ぬきに進めようという話なのだから。

　それがあの少女をどれだけ傷つけるかと思うと、自分の身が斬きられたように辛つらい。

　それでなくたって、ハイランドは自分とミューリの絆きずなを、誰だれよりも大切に思ってくれている。ミューリとのことを説明できなければ、たちまちそこに欺ぎ瞞まんを見み出いだし、自分の言い訳には耳を貸さなくなるだろう。そのことはつまり、クリーベントの処しよ罰ばつに繫つながってくる。

「とにかく、あんたはその職人の機き嫌げんを取るため、なにか華はな々ばなしい戦いくさの話が必要だった。そこで、戦いくさを計画しているらしい俺たちに接せつ触しよくを図はかったとする」

　クリーベントは思考を整理するためだろう、そう言った。

「これだけだと、大きな丸い果実を小さな四角い箱に詰つめ込もうとするような話だ。入りそうだが、入らない。そもそもそれって、どんな戦いくさなんだ？」

　そう、どんな戦いくさなら？　ジャンを説得できる可能性を見み出いだすほど派手で、カナンの計画を袖そでにするほどで、ミューリにさえ黙だまって話を進めに行くような。

　どんなものをでっち上げれば、この三つを混ぜ合わせられるだろうか。

「第一、あんたのこれまでの活動を聞くと、本当の戦いくさじゃまずい。もうここが厳しい」

「そう……そう、ですよね」

　国を追われた訳ありの王子が、苦難の果てに王位を取とり戻もどす話は居酒屋でも人気があろうが、まさかそれを実地でやろうという話を持ち出すのは、あまりに不自然だ。ジャンの力を借りようという目的とそもそも矛む盾じゆんしているからだ。

　やはりクリーベントの言うとおり、ハイランドや王たちとの決定的な決別を覚かく悟ごしてでも、自分を人ひと質じちに取る三文芝しば居いのほうがまだしも彼らのためとなるのだろうか。

　けれどそうなった時、おそらくクリーベントたちは二度と故郷の土を踏ふめなくなってしまう。

　それが正義だとは到とう底てい思えなかった。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きようさんよ、俺はあんたの人ひと柄がらを十分に知れた。それにあんたは、俺のことを我が妹からの話ではなく、直接に知ってくれた」

　丸めていた背中を伸のばし、クリーベントがそんなことを言う。

　一いつ瞬しゆん見えた希望は、黒い川の流れに沈しずんだ。

「芝しば居いを打つなら、ここが取り囲まれる前のほうがいい。それに親おや父じ……王から軍の本隊が差し向けられるようなことになったら、それこそどうにもならなくなる」

　確かにそうだった。立ち上がるクリーベントを前に、まだ自分が頭を巡めぐらせるのに拘こう泥でいしているのは、命の瀬せ戸と際ぎわに立たされているのは彼らであり、自分だけは安全な立場に立っていることゆえの悠ゆう長ちようさと言えるかもしれない。

　それにクリーベントの案ならばすべてに説明がついて、ミューリも傷つかなくて済む。

「何度も縛しばることになって、悪いがね」

　そんな言葉にどうにか笑おうと努めたが、うまくいったかはわからない。

　クリーベントは頭を搔かきながら、部屋を出ていこうとする。

　その背中は大きく、多くの者たちを守り、導こうとする騎き士しのものだ。

　畏い敬けいの念を抱いだかざるを得ず、立ち上がって首から提さげた教会の紋もん章しようを握にぎった、その直後だ。

「いくらかの気休めになるかもしれないから、一応あんたが無事だってことを手紙にして、我が妹に送りつけようと思うが……って、どうした？」

　クリーベントが扉とびらに手をかけたところでこちらを振ふり向むき、呆あつ気けに取とられていた。自分はそんなクリーベントの声を、聞いているようで聞いていなかった。視線は一点に注がれ、自力で剝はがすことさえできなかった。

　視線の先にあったのは、貴族の屋や敷しきにはありがちな、調度品のひとつだ。底冷えのする石造りの建物では、冷たい空気が壁かべから流れてくるのを防ぐ一方で、客人たちに家の名めい誉よを伝える、それ。

「……壁かべ布がどうかしたか？」

　数々の色付きの糸で編まれたその壁かべ布は、とある一場面を描えがいていた。多くの騎き士しが馬に乗り、互たがいに槍やりを携たずさえ、城の前で戦っている。けれどそこには血ち生なま臭ぐささがなく、妙みような華はなやかさがあった。騎き士しの後ろにはラッパを鳴らす楽師たちがいて、彼らの周りには花を手にする女たちがいる。城の上には王や女王などの貴き顕けんがいて、色とりどりの旗を掲かかげている。

　なぜならそれは、戦いくさを模した騎き士したちの──。

　あのミューリが語った話が蘇よみがえる。

　派手なお祭りとしての、騎き士したちが参加する戦いくさの話だ。

「馬上、槍やり試合」

　そこには、すべての答えがあった。

「いけます」

「なに？」

　クリーベントは自分と壁かべ布の間で、二回視線を往復させていた。

「いけます。私には強きよう烈れつな理由があって、あなたに会いに、ここきたのです」

　神がそう采さい配はいしたかのよう、とは言わなかった。カナンならそう言ったはずだが、カナンだって決して唯い々い諾だく々だくと運命が口の中に流れ込むのを待っていたわけではない。自ら進み、道を見つけたのだ。あのミューリでさえ、夢だった戦場で剣けんを振ふり回まわすことを諦あきらめた後は、自らの夢を綴つづる場所を見つけ出していた。

　ならば自分も、負けてはいられない。

　理想論ばかり描えがいてしまう性格なら、たまには現実をその理想論の中に塗ぬり込めてみせるべきなのだ。それこそ四角い箱に、大きな丸い果実を押し込むように、ミューリがテーブルの上のご馳ち走そうを、全部口に詰つめ込もうとするかのように。

「私には解決すべき問題があります。と同時に、あなたとハイランド様がいがみ合っているのは王国の損失です。私には神の教えに従って、あなたたちを和解させる義務があります。決定的に決別するようなことは絶対にさせません」

　するとクリーベントは首をすくめ、図ずう体たいの割に小さい声で抗こう議ぎした。

「俺とあいつの話なら、いがんでるのはあいつだけだって……」

「些さ細さいな問題です！」

　ぴしゃりと言って、もう一度頭から計画を見直した。

　鍵かぎは馬上槍やり試合だ。これがあれば、ジャンからカナン、ミューリが飛びついて嚙かみつくのも超こえて、クリーベントまで届く。すべてをひとまとめにできるはずだ。

「私は、どうしてもここに、くる必要が、あったのです」

　自分のことを、自分のことではないかのように語る。

　クリーベントは扉とびらから手を放し、ため息をついた。

「聞かせてもらっても？」

　きっと少年の頃ころはそうやって家庭教師に質問したのだろうと、クリーベントは椅い子すに座るや、右手を掲かかげて質問したのだった。

　サレントンの宿屋にいるところ、人目を忍しのんだクリーベント王子の仲間から接せつ触しよくされた。立場的にとても危険な邂かい逅こうだったため、万が一にも噂うわさになることを避さけようと、宿屋の主人には宿屋強ごう盗とうだと思ってもらうこととなった。

　皆みなさんにはとても心配をおかけしたことをお詫わびします。特にミューリには、後からどんな小言を言われることも覚かく悟ごしています……。

　そんなことをしたためた手紙を、自分がたまたま持っていた手て拭ぬぐいと一いつ緒しよにクリーベントの仲間に託たくし、サレントンに向けて夜の道を発たってもらった。ミューリがうろうろしていれば匂においで気がつくだろうし、サレントンで牙きばを研といでいるのなら、ひとまずこちらの安全は理解してもらえるはず。

　クリーベントに計画を話すと、たちまち大おお柄がらな戦士は背中を丸めて唸うなり出したのだが、出てきたのは、「あんたを人ひと質じちに取るより勝算はありそうだ……」というものだった。

　最悪でも自分が自分で喉のどに短たん剣けんを突つき立たてでも、あなたたちの命は救いますと告げれば、苦笑いの後に背中を叩たたかれた。

　その夜は、おそらくは扉とびらを食い破ってなだれ込んでくることもあるまいと思いながらも、クリーベントの仲間たちと一階の広間で雑ざ魚こ寝ねをした。

　やはり気が気ではなく、些さ細さいな物音で目を覚ましてしまったが、ようやく人ひと心ごこ地ちついたのは明け方のこと。外の様子を見ようと、二階の部屋に向かって木窓を開いてからだ。

　昨晩の雨のせいで湿しつ度どの高い中、紫むらさき色いろの空に向かい生暖かく白い息を吐はいていると、一羽わの立派な鷲わしが窓まど枠わくに舞まい降おりてきた。

「……お手数、おかけします」

　鷲わしのシャロンは体を膨ふくらませ、ため息をつくように縮めていた。

「ミューリは……どうでした？」

『真っ先に聞くのがそこか』

　曲がらないはずの嘴くちばしが、笑えみの形に曲がったように見えた。

「心配させたと思いますし……」

　シャロンはぱちぱちとまぱたきをして、首を左右に傾かしげていた。

『狼オオカミは笑っている顔と怒おこっている顔の区別がつきにくいからな』

　いずれにせよ、牙きばを見せて口角が吊つり上あがっている、ということだろう。

『昼過ぎにはハイランドともども、ここに到とう着ちやくする。その目で確かめたらいい』

　そう言ったシャロンは、窓まど枠わくから少し部屋を覗のぞき込むようにした。

『悪い待たい遇ぐうではなさそうだ』

「はい。皆みなさん親切でした」

　呆あきれた目を向けられる。

「そもそも人ひと違ちがいだったようです」

『果たしてその言い訳が成立するかどうか』

　シャロンの口ぶりは、ハイランドの峻しゆん厳げんな態度を想像させた。

「成立しますよ」

『ふん？』

「雨降って地固まるとも言いますし」

　シャロンが振ふり向むくと、そこはいかにも雨上がりの翌日らしい早朝の景色だ。

『あんたは少なくとも一度、私たちのことを助けてくれたからな』

「今は助けられてばかりです」

　いくらか謙けん遜そんの気持ちがなかったといえば噓うそになるが、シャロンからずいぶん鋭するどい目を向けられた。

『まったくな。さて寝ねようと思ったら犬がやってきた。クラークを誤ご魔ま化かすのが大変だったんだぞ』

　その様子が目に浮うかぶ。

「とりあえずそのお詫わびは改めてしますが、おそらく修道院のことも解決できます。それでいくらか許してもらえませんか」

『……』

　シャロンはじっとこちらを見てから、羽をはためかせた。

『神の奇き跡せきってやつを期待しているよ』

　シャロンはそう言って、ぱっと飛び立っていった。

　ほどなく部屋の扉とびらがノックされ、クリーベントが窺うかがうように顔を見せた。

「すまん、朝の祈いのりの途と中ちゆうだったか？」

「いえ、立派な鷲わしが窓まど枠わくにいまして……」

　クリーベントは首を伸のばし、ははあ、と感かん嘆たんのため息を漏もらす。

「そんな聖人の話があるな。鳥や羊や、蛇へびや蜘く蛛もにまで説教をして回った聖職者がいると」

　面おも映はゆいが、そんな軽口にカナンの計画を思い出す。

　自分がこの事態を丸く収める話の中で、唯ゆい一いつ、カナンの聖人の計画だけは収めることができなかった。どれだけ頭をひねってもその一件だけが宙に浮ういたままなのには、その話があまりに巨きよ大だいすぎるということ以上に、別の心当たりがあった。

　このクリーベントとハイランドが、遺い恨こんを水に流して握あく手しゆを交かわす想像はできる。

　けれど自分が聖人としてあがめられるところだけは、想像できないどころか、積極的な感情として、嫌いやなのだ。

　もちろん好すき嫌きらいで判断していい話でないことはわかっているので、この騒さわぎが落ち着いたら、真しん剣けんに検討するつもりだった。

「とりあえず、下の連中は起こして顔を洗わせている。我が妹が軍勢をつれてくる頃ころには、服の皴しわも伸のびてるだろう」

　籠ろう城じようしている山さん賊ぞくとしてではなく、貴き顕けんと対たい峙じする貴族として振ふる舞まう必要がある。

「戦いくさでは、見た目ってのも大事だからな」

　体が大きく、髭ひげも濃こく、いかにも粗そ野やで山さん賊ぞくの頭領めいたクリーベントが言うと説得力がある。

「ま、これ以上は案じたところで仕方ない。飯でも食おうぜ」

　古い友人のように肩かたを叩たたかれ、木窓の向こうの、緩ゆるやかな下り坂の道の先を見やる。

　そこに鉄の直ひた垂たれをつけた馬を先頭にした一行が到とう着ちやくしたのは、シャロンの言葉どおり、昼を過ぎて少し経たってからのことなのだった。

「野や郎ろうども、胸張っていけ。こっちには薄はく明めいの枢すう機き卿きようがついてるんだ！」

　笑え顔がおも引きつってしまうクリーベントの檄げきだったが、彼らにとっては縛しばり首くびになるかどうかがかかっている。本物の戦いくさといったって遜そん色しよくない。全員が真しん剣けんな顔をしているし、仲間内の見み栄えの張り合いから自分を簀す巻まきにして連れ去ってしまった者たちも、クリーベントから一発もらったらしいあざを頰ほおに作って、そこに交じっている。

　人生で一度くらい輝かがやいたっていいはずだ、とクリーベントは言った。

　自分もまたそう思うし、緊きん張ちようの度合いでは自分も彼らとあまり変わっていない。

　ハイランドとミューリがどんな顔をしているのか、まったく想像もつかないのだから。

「行きましょう」

　屋や敷しきの両開きの扉とびらを開け放つと、昼の日差しが一いつ斉せいに屋や敷しきの広間に流れ込んでくる。

　その流れに負けないよう足を進め、ようやく目が慣れる頃ころ、彼らの様子が見て取れた。

「逃にげずにいたか」

　全身鉄鎧よろいでこそなかったものの、鉄てつ兜かぶとを被り、籠こ手てを嵌はめ、拍はく車しやのついた武骨な靴くつを履はいたハイランドは、およそ儀ぎ礼れい的とは程ほど遠とおい、肉厚の長ちよう剣けんを腰こしに提さげている。

　その後ろには、数十からなる歩兵たちが控ひかえていた。

「逃にげないとも。俺たちには逃にげる理由がないからな」

　仲間が全員屋や敷しきから出るのを見届けてから、クリーベントが答えた。

「王からの勅ちよつ許きよ状が出ている」

　ハイランドが顎あごをしゃくると、隣となりに控ひかえていたオランドが一葉の羊皮紙を広げて見せた。

　もちろんここからは文字が見えないが、真っ赤な印が押されているのだけはわかる。

「逆ぎやく賊ぞくとわかり次し第だい、捕とらえよというお達しだ」

　ハイランドの後ろには馬が十数頭と、装備を整えて槍やりを構えた歩兵がその三倍は控ひかえている。

　一晩中駆かけ続ければ、歩兵でもラウズボーンから間に合ったろうが、おそらくはハイランドが王族の権限でサレントンや近きん隣りんの貴族から借り受けてきた兵だろう。

　ただ、その中にミューリの姿がなかった。てっきり目を吊つり上あげて長ちよう剣けんの柄つかに手をかけながら現れると思っていたのに、見当たらないのだ。カナンやル・ロワなどの姿もなく、それが不安を搔かき立たてる。

「逆ぎやく賊ぞくか。だったら問題ないな」

　クリーベントが言って、こちらを見た。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きようと一晩じっくり話をさせてもらった。どう転ぶかこっちにも予想できなかったからな。会談のことを秘密にしていたのは謝ろう」

　ハイランドはその言い分にそよとも表情を変えず、視線をこちらに向けた。

「ご無事か？」

　いつもの気安い感じではなく、硬こう質しつな声に背筋が伸のびる。

　けれど怯ひるんでいる場合ではない。

「はい。王子とは存分に対話を」

　ハイランドはうなずくと、剣けんの柄つかに手をかけた。

「王国のため奔ほん走そうする薄はく明めいの枢すう機き卿きようを、サレントンより誘ゆう拐かいした罪について、なにか言いたいことはあるか？」

　ハイランドの後ろに従う者たちもまた、一いつ斉せいに戦いの姿勢を取る。自分とクリーベントの後ろに控ひかえる者たちが動どう揺ようを露あらわにしたが、クリーベントはもちろん微び動どうだにしなかったし、自分もまたそうだったはず。

　深呼吸をして、口を開いた。

「誤解があるようです」

　一歩前に出て、言った。

「誤解？」

　ハイランドが眉まゆをひそめてこちらを見る。初めて自分に向ける表情だった。

「ハイランド様。私たちがサレントンに向かい、そこで直面した問題についてのご報告は？」

　ハイランドは、慎しん重ちようにうなずく。

「聞いている。職人は見つけたが、協力を仰あおぐのに説得が必要だと」

「はい。ですので、クリーベント様とお会いできたのは、まさに渡わたりに船でした」

　そこに、えほんと咳せき払ばらいが挟はさまり、クリーベントが言った。

「なにやらサレントンでこそこそしてると耳に入ったからな。聖クルザ騎き士し団の一件をどうも俺たちの仕業だと思われているようであるし、うちの連中が挨あい拶さつに赴おもむいたわけだ」

　明確な噓うそとはならないぎりぎりの言い方だが、クリーベントの粗そ野やな物言いのおかげで、なんとなくそれっぽく聞こえてくれる。

「まあ、騎き士し団のことは脇わきに置かせてくれ。水みず掛かけ論ろんだしな」

「それで？」

　王国で内乱をも辞さないと評判の王子の手により、薄はく明めいの枢すう機き卿きようが連れ去られた。そんな状じよう況きようは、どんな理り屈くつであっても説明しうるものではない。ハイランドの目はそう言っている。

　ハイランドは自分の心配をしてくれてもいるのだろうが、それ以上に、クリーベントに対しての積年の確かく執しつに引っ張られているように見えた。

　ただ、この状じよう況きようは説明しうるし、二人は和解できるはず。

　大きく息を吸って、言った。

「ジャン様を説得するのに、クリーベント様の協力は不可欠です」

「……？」

　ますますしかめられたハイランドの顔に怯ひるみそうになるのは、自分の発想が突とつ拍ぴよう子しもないものだと自覚があるからだ。けれど四角い箱に、大きな丸い果実はぴったりと収まるはずなのだ。

「馬上槍やり試合を、開かい催さいしないかと」

　騎き士しや騎き士しを目指す者たちが、日々の鍛たん錬れんを披ひ露ろうする戦いの祭典のこと。

　自分にはもっとも縁えん遠どおい存在でありながら、ミューリのおかげで頭の隅すみに残っていた。

「馬上……？　いや、コル、君は──」

　まったく想像もしていなかったのだろう。いつもの素が垣かい間ま見みえたハイランドに、ねじ込むように早口で、可能な限り大おお仰ぎように言った。

「最高に盛り上がると思いますよ。なぜなら、クリーベント王子が王国内でどのように噂うわさされているかは皆みなが知っているところです。迎むかえ撃うつのがハイランド様や次期王だとしたら、一体どれだけの人たちが目を輝かがやかせることでしょうか？」

　こんな破は廉れん恥ちな発想は、ル・ロワが自分に持もち掛かけた話の援えん用ようだった。今世間で最も注目されている薄はく明めいの枢すう機き卿きようが、教会を非難する書しよ籍せきを出せば信じがたい値がつくだろうと言ってのけた。そんな発想、自分のどこを探したって出てこない。

　けれど世間の耳じ目もくとは、つまるところそれくらい俗ぞくなものなのだ。

「クリーベント王子のみならず、こちらにいる方々は日々鍛たん錬れんをし、騎き士しに相応ふさわしい作法を身に着けてきたのです。あとはそれを発揮する場所を望むのみ。違ちがいますか？」

　彼らの事情をハイランドが知らないわけではない。同情できないはずもない。クリーベントはハイランドの頑かたくなさについて、同族嫌けん悪おと言ってみせたくらいなのだから。

「王国内でもあらゆる年代記に残る催もよおしとなりましょう。そして当然！　多くの騎き士しの勇ゆう壮そうな戦いを記すペンが必要となるはずです」

　ミューリが騎き士しの身分を賜たまわっていることに興味を惹ひかれていたジャンだから、間ま違ちがいなくこの話には興味を惹ひかれるはずだった。この催もよおしを王族からの正式な依い頼らいとして、文章にしてくれないか。その代わり、その手に宿る技術を貸してほしい……。

　それに、最悪のところジャンの協力が得られずとも、この計画は聖典複製の話を前に進める威い力りよくを持っている。

　なぜならば。

「試合の開かい催さい場所は、修道院予定地でいかがでしょう」

　ハイランドはもはや二の句を継つぐことさえ忘れている。

　目を見開いたまま、こちらを見つめていた。

「元は古代帝てい国こくの有名な騎き士しが暮らしたという屋や敷しきです。賑にぎやかな催もよおしにはぴったりでしょうね。数多あまたの詩人たちが競きそって歌い、王国内では知らぬ者のいない場所になるはずです。山ほどの巡じゆん礼れい者が訪おとずれるでしょうし、この催もよおしには王国中のお祭り好きが寄付をするはずです」

　反乱の首しゆ謀ぼう者と目された反逆の王子と、正統なる王権の守護者の戦いなど、人々が生きている間に目まの当あたりにできるようなものではない。しかもそれは人々の生活を破は壊かいする血ち生なま臭ぐさい戦いくさではなく、花とラッパに彩いろどられた馬上槍やり試合なのだ。

　無責任に楽しめる舞ぶ台たいとして、これ以上に整ったものなどありようはずもなかったし、王国中の貴族たちがこの伝説に参加したがるはずだ。

「修道院を美しく立派に補修してもお釣つりがくるはずです。山ほどの寄付は、私たちの希望を形にする資金となりましょう」

　山ほどの寄付は、たとえジャンの協力を得られずとも、聖典を力ちから業わざで増やしてばら撒まく資金となる。もちろんジャンの協力が得られれば、もはや我らを止めるものなしだ。

「ただ」

　と、ようやく早口にまくしたてた言葉を切った。

　どうして自分がクリーベント王子の屋や敷しきで一晩を友好的に過ごせたのか。どうしてクリーベント王子は反逆の徒ではありえないのか。その説明はここまでで十分だったはずだが、お人ひと好よしの薄はく明めいの枢すう機き卿きようが、悪あく辣らつなクリーベントの口車に乗っているのだと、なおハイランドが固こ執しつすることは可能だ。なぜならば、どうしてあのミューリにさえ行き先を隠かくして宿屋から消えたのか、という一点があるからだ。

　けれど、当のハイランドも、その道はすでにふさがれていることに気がついたのではないか。

　なぜならミューリがどれだけ騎き士しというものに熱を上げているのか、きっと自分以上によく知っているのだから。

「ただ、クリーベント王子がおっしゃられたように、私たちの間にはなお互たがいの不信がありました。話し合いがどのように転ぶかは神のみぞ知るところです。慎しん重ちように、そして理性的にしなければなりません。決して感情に流されず、たとえ物別れに終わっても、お互たがい遺い恨こんを残さないように」

　ハイランドの顔がどんどん渋しぶくなっていく。それらはすべて正しい理り屈くつである一方、その正しさを蹴け飛とばそうとする誰だれかの顔に、心当たりがあるからだ。

「けれど話題が話題なのです。こんな楽しそうな話を目まの当あたりにしたら」

　少し離はなれた森の木こ陰かげがガサガサ揺ゆれているような気がしたが、あえてそちらを見ないようにして、言った。

「あのおてんば娘むすめはなにがなんでも形にしようと思うでしょう。それこそ、私がクリーベント王子の口車に乗せられるような事態に見み舞まわれても」

　そこまでミューリが子供だとも思わないが、一いち概がいに否定できないだけの前科がいっぱいある。

　なのでここは、ミューリに泥どろを被ってもらうほかなかった。

　あのミューリがいたら、間ま違ちがいなく落ち着いて馬上槍やり試合の相談や駆かけ引ひきなどできようはずもない、という想像だけは容易にできるのだ。目を輝かがやかせ、つま先立ちになって、隠かくしているはずの耳と尻しつ尾ぽが振ふられている様までがまざまざと見える。

　万が一クリーベントと話が折り合わないとわかった時、自分は果たして理性的に判断ができるのかさえ自信がない。ミューリの目から光が失われるのを止めるためだけに、口車に乗りかねない……と、ハイランドは想像ができるだろう。

「ハイランド様もご想像いただけるのでは？　計画が流れそうになるのを泣き喚わめいてでも止めにかかり、いざ流れたと決まった後には、自分たちだけでもいいから馬上槍やり試合を開いてくれと嚙かみついてくるあの子の姿が」

　そしてミューリに甘いハイランドは、資し金きん繰ぐりがただでさえ苦しいところに、余計な考えを巡めぐらせ始めるのではないか。

　もちろん、こんな話が避さけられない未来かどうかは関係ない。この場で説得力を持ち、想像できるかどうかが鍵かぎなのだ。

　誰だれも見ていない中で宿屋から消えた薄はく明めいの枢すう機き卿きようという話には、たくさんの説明がつけられる。神以外に真実を誰だれの目にも明らかにできないのならば、その中で最もあっと驚おどろき、笑ってしまうようなものを選び取るべきだった。

「……君は」

　ハイランドはようやく我に返りつつも、まだ足元がおぼつかないような顔で、言った。

「君は……本当に」

　ハイランド自身、胸いっぱいの感情を言葉にする術が見つからなかったのだろう。

　けれどそこにあるのが悪いものとは、自分には思えなかった。

「勝手な行動のお咎とがめは受けましょう。けれど、私は神の正しき教えを世に広めるという、ハイランド様の思想に共鳴した者として、こう述べます」

　隣となりを向き、クリーベントのごつい手を取って歩き出す。ハイランドやオランドは微び動どうだにしなかったが、背後の兵たちはややたじろいで、装備の金属音ががしゃがしゃと鳴った。

　クリーベントをハイランドの前に立たせると、ハイランドは思いきり顔をしかめてこちらを見た。ここまでくれば、さしもの自分にもわかる。ハイランドは精せい一いつ杯ぱい、しかめっ面つらを作っていた。

　それも、おそらくは、最初からずっと。

「血を分けた者たち同士、仲良くするべきです」

　大の大人に言うことではないし、二人を巡めぐる状じよう況きようは、王族ですらない他人があれこれ言うべきものではないだろう。けれど自力でどうこうできるならば、とっくにしているくらいの分別は、この二人にならあるはずだ。

　シアート親方とオランドの対立と、その解決法を思い出すべきなのだ。

　自分はミューリほど可か愛わいくないが、無む邪じや気きという点では、さほど負けていないだろう。

　王国と教会がそうであるように、二人は和解のためのきっかけを待っていたのではないか。

　自分がそのきっかけとなれるなら、お節せつ介かいだと疎うとまれることだって物の数ではない。

「さあ、和解の握あく手しゆを」

　喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいならば、ニョッヒラの湯屋でミューリと村の子供たちとの間で散々取り持ってきた。ハイランドとクリーベントは、まるっきりその時の子供たちそっくりな顔で、互たがいにそっぽを向いていた。けれどちらちらと、それぞれ窺うかがうように視線を交かわしている。自分はそんな二人を交こう互ごに見つめ、すべての不服を聞きましょう、と無言のうちに伝えたつもりだ。

　それに納なつ得とくしたのかどうか、先に手を差し出したのは、クリーベントのほうだ。

「俺はお前に含ふくむところがないからな」

　それは兄らしい大上段からのもの、と思ったのは一いつ瞬しゆんのこと。

「ただ、兄貴らしいところがあったかどうかは疑問だ」

　二人が子供時代にどんなやり取りを経てきたのかはわからない。

　けれど越こえられない溝みぞではないはずだ。

　ハイランドはクリーベントの手をじっと見つめ、もう一度こちらを見た。

「……私は君のことをずっと恨うらむかもしれない」

　真しん剣けんな青い瞳ひとみでこちらを見たまま、ハイランドの手がクリーベントの手を握にぎる。

「心の準備くらいさせて欲しかった」

　二人が手にぐっと力を籠こめ、体重差のせいか、ハイランドが少し揺ゆれる。

　そして剝はがれた殻からの下から出てきたのは、困りきったいつもの笑え顔がおだった。

「兄貴たちは驚おどろくだろうな」

「……馬上槍やり試合だったか……」

　クリーベントは根っから反骨精神に満ちているのか、王たちが目を丸くすることならなんでも楽しいとばかりに笑っているし、真面目なハイランドはこの一件が王たちの目にどんな風に映るのかとげんなりしていた。
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「なあに、俺がおとなしく頭を下げれば、お前の株は上がるってもんだ。万ばん事じつつがなくいくだろうよ」

　クリーベントの言葉に、ハイランドはますます嫌いやそうな顔をしていた。

「私があなたを嫌きらいなのは、そういうところなんだよ」

　クリーベントはますます笑い、ハイランドは肩かたを落としている。けれど二人は手を放さず、ひとまずどちらの陣じん営えいの者たちも、争いごとにはならないようだと胸を撫なで下ろしていた。

「それで、あの、ハイランド様」

　一件落着というところだったのだが、自分にはまだ仕事が残っている。

「ミューリは、どこに？」

　それは長年のつかえがとれたせいなのか、目め尻じりの涙なみだを軽く拭ぬぐったハイランドが、仕返しとばかりに微ほほ笑えんでみせる。

「君もたっぷり困ればいい」

「……」

　半笑いで返すほかなく、その隣となりから向けられるオランドの視線も、無鉄てつ砲ぽうを戒いましめる親しん戚せきの兄のようなものだった。シャロンもミューリの様子を教えてはくれなかった。

　森の一角は依い然ぜんとしてガサガサと揺ゆれ続け、自分はそちらを横目に見やりながら、居住まいを正した。

　戦場に赴おもむく時の気持ちは、きっとこんな感じに違ちがいない。ミューリが側そばにいてくれたら心強かろうにと思って、自分の間ま抜ぬけさに気づいて笑う。ただ、断頭台ならぬ狼オオカミの牙きばの中に赴おもむこうと一歩を踏ふみ出だしたその瞬しゆん間かん、隣となりにミューリがいてくれたらと思ったのは本当の気持ちだった。隣となりにミューリがいてくれたのなら、たとえ本当の戦いくさに臨のぞむ瞬しゆん間かんだって、怖こわくないだろうから。

　ただ、それは少し身勝手にすぎる考えかもしれない、とも思った。

　なぜなら、ミューリはまさに、自分と一いつ緒しよに戦場に赴おもむく場面は永遠にこないだろうと悟さとっていたのだから。剣けんを振ふって誰だれかの返り血を浴びるところを想像し、そんな自分を見た兄の顔を想像し、ミューリは自身が戦場で剣けんを振ふるうことは永遠にないと諦あきらめていた。なのに自分のほうが戦場に赴おもむく際、隣となりにミューリがいる様子になにも不自然なことを感じないのは、なにかがひどくねじれているといってよかった。

　それとも、知識だけで現実を知らない自分が、戦いくさというものを軽く見すぎているのだろうか？

　それはさもありなんだが、自分の隣となりに立ち、共に戦場に赴おもむこうとするミューリの姿を、手で触ふれられそうなほどはっきりと想像できるのもまた事実なのだ。

　共に戦場に並び立つことがありえないのなら、自分の隣となりに立つこの銀色の少女はなんなのか。

　その姿に目を凝こらし、灰に銀粉を混ぜたような美しい髪かみをなびかせて、自信いっぱいの笑え顔がおで隣となりを歩くミューリの姿をつぶさに見た。

「ああ……そうか、そういうことですか」

　自分は最初から、ミューリに期待していることがあったではないかと思った。それに王国の歴史に残る馬上槍やり試合が開かい催さいされるとなれば、あのおてんば娘むすめが参加したいと喚わめき散らすのは目に見えていた。それをどうやってなだめようかというのは頭の痛い問題だったが、回かい避ひするための答えもまた、そこにあった。

　丸い果物を四角い箱に収める最後の一ひと押おしは、意外なことにカナンがもたらしてくれた。

　列れつ聖せいなどという、絶対に箱には収まらないだろうという、超ちよう特大の夢物語。

　それは自分の口には入らずとも、夢の大きさでは比類ない人物が、一人いる。

「戦場には色々な役目がありますし」

　服を整え、背筋を伸のばす。

「馬上槍やり試合には、主しゆ賓ひんが必要ですからね」

　四角い箱に、丸い果実がするりと滑すべり込む。

　踏ふみ出だした一歩が大きかったのだとすれば、それはミューリの呆あつ気けに取られる顔が楽しみだったからだというのは、少し言いすぎだったかもしれない。
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　安居酒屋の井戸の横で、水をぶっかけられても起き上がらないほどやさぐれていたジャンが、仕立ての良いい服に身を包んで一いつ端ぱしの年代記作者となっていた。王族指名の公式年代記作者とあって、馬上槍やり試合の参加者や、彼らを応おう援えんする者たちからは、一文字でも多く文字を割さいてもらえないかと、熱ねつ烈れつな訪問を受けていた。ジャンは懸けん命めいに取とり繕つくろってはいたものの、緊きん張ちようでひっくり返りそうになっていた。

　修道院予定地の補修はろくに終わっていなかったのだが、かつてこの島にやってきた古代帝てい国こくの騎き士しにゆかりのある建物なら、むしろそのおんぼろさが味だろうということで、草木を刈かって、あまりにひどい石いし畳だたみは直し、崩くずれそうなところだけ補強して、試合会場とした。

　それに戦いくさ用の馬具を身に着けた馬が、完全装備の騎き士しを乗せて走り回るのだ。どれだけ綺き麗れいな場所だって、あっという間に土つち埃ぼこりまみれになるのが目に見えていた。

　ハイランドとクリーベントはあの屋や敷しきでの邂かい逅こうの後、王の下もとに向かって諸々を説明したらしい。聞くところによれば、王は心臓が止まるのではないかというくらいの驚おどろきようだったそうだが、王国の懸け念ねんのひとつが晴れたとあって、喜びは留まることを知らなかったようだ。

　そして挑ちよう戦せんを受ける側となった次期王の長ちよう兄けいだが、単なる生まれの差によって王になるのではないし、弟たちが無能だから家か督とくを継つげないのではない、ということを示せる機会に、大喜びしているらしかった。数年の生まれの差で家か督とくを逃のがす側が鬱うつ屈くつするのなら、そんな弟たちを押しのけてしまう兄にもまた、それなりの葛かつ藤とうがあったのだ。

　長ちよう兄けいと次じ兄けい連名の告知に、馬上槍やり試合は始まる前から、想定していた以上の盛り上がりを見せることとなった。

　そしてまだ教会との争いがあるため、王国内の不安がひとつ晴れたという話は、可能な限り早く世に知らしめるべきだということにもなり、おかげで馬上槍やり試合の準備は、目が回るような速さで進められた。

　開かい催さい前から王国中から人々が押し寄せて、修道院の敷しき地ちのみならず、周辺の村々にも臨時の小屋が建てられた。馬で一両日中に往復できる距きよ離りにある、すべての町の宿が満まん杯ぱいになった、という話も聞いた。サレントンの糸いと巻まき亭ていで寝ね起おきしていた者たちが追い出されるようなことになっていないといいのだが、と心配したことを覚えている。

　修道院に投資していたエーブはもちろん上じよう機き嫌げんで、試合に掛かけられる賞金を気前よく出してくれた。クラークもついこの間まで黙もく々もくと一人で草を抜ぬいていたというのに、試合会場となる修道院の主ということで、貴き顕けんからの挨あい拶さつの対応にどこか夢うつつな様子だった。

　そんな中、あのル・ロワが逆さまに挟はさまっていた水路の入り口に続く、少しだけ静かな北の建物の二階で、子こ狐ぎつねに餌えさを上げていたミューリに向けて手を叩たたいた。

「ほらほら、椅い子すに座ってください」

　ミューリは狼オオカミの耳をぱたんと伏ふせたままで、尻しつ尾ぽは不ふ機き嫌げんそうに揺ゆれている。自分が連れ去られた後、どんな活かつ躍やくをしてくれたかはもちろん聞いた。心の底から心配してくれたらしい。

　そして無事だったことそのものが、ある意味その不ふ機き嫌げんさの燃料となったようだった。

　あの屋や敷しきの前での話からもう二週間は経たつというのに、相変わらず不ふ機き嫌げんなままなのだから。

「ミューリ」

　疲つかれたように言うと、子こ狐ぎつねはミューリの手の匂においを嗅かいでから、ぺろりと舐なめて、部屋から出ていった。ミューリはようやく立ち上がり、長くて真っ白なローブの裾すその下に、尻しつ尾ぽをしまってからこう言った。

「私は兄様のこと、絶対許さないから」

　ミューリの口からハイランドと同じこの言葉を向けられるのは、もう何度目かわからない。

　けれどその恨うらみ言ごとを口にする時、大たい抵ていミューリはこちらの胸にしがみついている。

　お前はこの先どんな理由があろうとも、我が身を振ふり払はらえないはずだと聖者に語った悪あく魔まのようなのだが、当たらずとも遠からずだ。ミューリのわがままをしばらくは無条件に聞かなければいけないくらい、この少女には借りがある。

　そしてそのうちのひとつが、目の前のミューリが目も覚めるようなおめかしをしていることなのだった。

「ねえ、せめて鉄てつ兜かぶとはいいでしょ!?　そういう戦いくさ女め神がみのお話があるじゃない！」

　北の異教徒の語る伝説にそんなものが確かにあるが、ミューリの言葉は受け流し、どうにか椅い子すに座らせた。

「この格好に鉄てつ兜かぶとはおかしいでしょう」

「なら剣けんが欲ほしい！」

　喚わめくミューリの頭を手で摑つかみ、前を向かせてから髪かみの毛けに櫛くしを通す。この日のために方々手を尽つくして取り寄せたという最上級の毛け織おり物もので作られた純白のローブから覗のぞく首筋は、軽くおしろいをはたかれいつも以上にすべすべだ。

　その手の小さな爪つめは昨晩やすりで散々磨みがかされたし、今日のあらゆる世話を焼くというのを交こう換かん条件に、ようやくミューリをこの場に引っ張り出すことができた。

「あなたに重責を担になわせて、申し訳なく思っています」

「ふんっ」

　ミューリはそっぽを向いて、むくれていた。それでもひとまずおとなしくなってくれたので、髪かみの毛けに櫛くしを通し、結ゆい上あげていく。

「あーあ、試合に出たかったなあ」

　けれど黙だまっていられるのもほんの数すう瞬しゆんだ。すぐにそんなことを言って、足をぶらぶらさせ始める。

「じっとしてください」

「いーっ」

　ミューリはわざと尻しつ尾ぽを大きく振ふって、ローブの裾すそをはためかせて白い足をちらちらさせていた。こちらの小言を狙ねらっているのだろうが、釣つられてばかりだと手に負えなくなる。

「大体ですよ。あなたの体格で試合に出られますか。本物の騎き士したちを見たでしょう？」

　ミューリがいかに身軽とはいえ、馬上槍やり試合は軍用の馬と完全装備の騎き士しが武器をぶつけ合うものなのだ。純じゆん粋すいな腕わん力りよくと頑がん丈じようさがなければ、ろくなことにならないのは目に見えている。

「……兄様はいっつもそう」

　現実的なことばかり口にしてつまらない、ということだろう。

　蝶ちよう々ちようを追いかける子犬のように夢見がちなミューリは、しょっちゅう不満顔だ。

「でも、変なところで馬鹿みたいなこと考えるよね」

　そう言ったミューリがこちらを振ふり向むいたせいで、あと少しで編み終わるところだった髪かみの毛けの房ふさが、するりとほどけてしまう。

「あー、もう！」

「ふん」

　いい気味だ、とばかりにミューリは鼻を鳴らしている。

「本当なら兄様がやるはずのことを、私がやるって話でしょ？　兄様はこの先、ずーっと私の言うことを聞くべきだね」

　馬上槍やり試合の話を耳にしてから、この日のことを相談して以来、ずっとミューリはそんなことを言っている。ミューリに心配をかけた分も合わせ、その言い分も甘んじて受け入れなければならない、という自覚くらいはある。

　とはいえ、ミューリにはまだ伝えていないだけで、こちらにもきちんと言い分はあった。それをミューリに伝えなかったのは、どんな反応を示すかちょっと予想がつかなかったから。

　けれどいよいよミューリのわがままも極きわまりつつあるので、この辺がちょうど良いい頃ころ合いだと思った。

「確かに、カナンさんから提案された聖人の件を、あなたにお願いするかたちになっているのは否いなめません」

　ミューリが馬上槍やり試合だというのに剣けんを持たず、純白のローブを着ておしろいまで使っておめかしをしているのは、自分がそう頼たのみ込んだからだ。馬上槍やり試合というものにはその試合を捧ささげる対象が必要になるのだが、その対象になってくれと頼たのんだのだ。

　馬上槍やり試合の定番としては、参加する騎き士したちが試合の主しゆ催さい者である著名な貴族の女性に愛を捧ささげるのがよくあること。

　けれど今回のことは正統なる王位継けい承しよう者と反逆の弟の仮想の戦いくさとなれば、なににこの戦いを捧ささげるかはよくよく吟ぎん味みしなければ、将来に禍か根こんを残すかもしれない。

　カナンはこれ幸いとばかりに、当然、薄はく明めいの枢すう機き卿きようこそ主しゆ賓ひん席に座って騎き士したちによる武技の奉ほう納のうを神に代わって受けるべき、と主張した。

　それに難を示したのはこれを興行と見なしているエーブで、いくら薄はく明めいの枢すう機き卿きようが人気者だとはいえ、騎き士したちの祭典が男に捧ささげられるというのはなんとも盛り上がらないものだというのだ。自分はもちろん目立つことは嫌いやだったし、試合が盛り上がらないようではそもそも意味がない。そこであれこれ議論が出で尽つくしてから、代案を提示した。

　それが、クリーベントとハイランドを和解させた後、茂しげみの中でカナンとル・ロワから飛び出さないようにと押さえつけられていたミューリの下もとに向かう時、思いついたことだった。

　ミューリに主しゆ賓ひん席に座ってもらおう。しかも、これから新しく作られる修道院の顔になる、ある意味で、聖女として。

「想像してください。あなたの笑え顔がおのために、たくさんの騎き士したちが馬を駆かって、槍やりを振ふるうのですよ」

　町娘むすめならば夢に見るような話だろうが、ミューリはぶすっとしていた。

「私はその騎き士しのほうになりたいの！」

　出しっぱなしの狼オオカミの耳で、髪かみの毛けを房ふさに選えり分わけるこちらの手をバシバシと叩たたいてくる。

　そんなミューリに、少し声を落としてこう言った。

「でも、あなたは戦いくさに赴おもむくことを諦あきらめていたじゃないですか」

　ミューリが短く息を吸う音が聞こえたような気がした。強こわ張ばらせた肩かたから力が抜ぬける頃ころ、肩かた越ごしに振ふり向むいたミューリの顔は泣きそうなものだった。

「なんでそんな意地悪を言うのか、と思ってます？」

　ミューリは騎き士しに憧あこがれていて、ついにその身分を手に入れた。けれどいざ本当に剣けんを振ふるうかもしれないという場面に身を置いた時、そのありえなさを理解してしまった。

　しかも自分が傷ついて倒たおれることに恐おそれをなしたのではなく、剣けんを振ふるって誰だれかの返り血を浴びた時のことを想像して、ありえないと思ったのだから、ミューリという少女がどれだけ心優やさしく、賢かしこいかということだ。

　とはいえそれであっさり諦あきらめられるということもなく、ミューリにしては女め々めしいことに、羽ペンで自分の望む物語を書いていた。それが叶かなわない夢だと理解しながら、熱心に。

　そのことをあえて指し摘てきするなんて、ということなのだろうが、自分が馬上槍やり試合の主しゆ賓ひん席にミューリを聖女として座らせようと思いついたのには、まだ誰だれにも言っていない隠かくれた理由があるからだ。

　そしてその理由を知らないミューリは、嫌いやなことを指し摘てきしてされたのは、𠮟しかられたのだと感じたらしい。

「……わがまま言いすぎて、怒おこって、る？」

　狼オオカミの耳をしゅんとさせて、ミューリがそんなことを言った。

　ニョッヒラでもたびたびこんなことがあった。この賢かしこい少女が賢けん狼ろうの二つ名を母から譲ゆずり受うけるのにまだまだ日があるとすれば、ついはしゃいでやりすぎてしまうところだろう。

　自分はそんなミューリに微ほほ笑えみ、前を向きなさい、と指で示す。ミューリはためらいがちに前を向き、やっぱりこちらを振ふり向むこうとする。

　できれば試合が終わってから、落ち着いたところで言いたかったが、すべてが予定通りにいくわけではない。

　ミューリの髪かみの毛けを半分ほど結ゆい終わってから、その正面に回った。

「ミューリ」

「……？」

　夢だった騎き士しのことを巡めぐる冷たい部分に、兄が遠えん慮りよなく手を突っ込んできたのは、はしゃぎすぎた罰ばつだと身をすくめていた。

　ミューリが悲しげな目を向けてくるので、自分のほうもやりすぎたと反省した。

「あなたにこの聖女の役目をやってもらったのには、理由……いえ、私の願いがあるんです」

「……願、い？」

　試合開かい催さいを前にして、続々と重装備の騎き士したちが会場入りしているのか、ひっきりなしに歓かん声せいが遠くから聞こえてくる。その騒さわぎを遠くに聞きながら、ミューリの目め尻じりに滲にじむ涙なみだを指で拭ぬぐって、言った。

「ハイランド様とクリーベント様の手を握にぎらせた後、あなたに嚙かみつかれるために歩き出した時のことです」

「……」

　ミューリはその時のことを思い出したのだろうが、不思議そうな顔をしていた。

「私はもう怖こわくて怖こわくて、隣となりにあなたがいればいいのにと、本気で思ったんです。これからあなたに怒おこられにいくというのに」

　ミューリは目を眇すがめ、口元を奇き妙みような笑えみにゆがめながら、「なにそれ」と言った。

「笑ってしまいますよね。でも、本当だったんですよ。怖こわい場所に向かう時、隣となりにあなたがいるのはもういつものことでしたから」

　ミューリは目をしばたかせ、怒おこればいいのか笑えばいいのか迷っている。

「そしてそれは、きっと本物の戦場でも同じだろうなと」

　その言葉に、ミューリは目を見開く。

　母親譲ゆずりの、美しく、赤みが強い、宝石のような瞳ひとみだった。

「それから私は思ったのです。この先、私たちが戦場に立つ可能性はありえないことではない。しかもその時には必ずあなたが側そばに立っていることに、なんの違い和わ感かんも抱いだかなかったのです」

　自分は自分の隣となりに立つであろうミューリの姿を想像した。目を凝こらしてその姿を捉とらえようとした。

　そして見えたのは、まさに今目の前にいるような、ミューリの姿なのだ。

「あなたが私と同じ立場なら、戦場に立って戦いに赴おもむくのはありうる話だなと」

　ミューリはなにかを言おうとして、口を閉じる。

　少し前のめりになったところ、その手を握にぎった。

「戦いくさでは剣けんを振ふるうだけが仕事ではありません。それは騎き士し団も同様です。従軍司祭、というものを聞いたことがあるでしょう？」

　ミューリは信しん仰こうなど気にかけない。けれどそれが騎き士しの物語に相応ふさわしいことならば、その限りにない。

「私には似合わないでしょうが、あなたが聖典を手に騎き士したちを鼓こ舞ぶする姿は、きっと神こう々ごうしいはずです。傷ついた騎き士しを癒いやす姿だって、まさに地上に舞まい降おりた天使と呼べるでしょう。あなたは剣けんを握にぎって戦場に立つという可能性こそ、諦あきらめざるをえませんでしたが──」

　とまで言ったところで、言葉を続けられなくなった。天地がひっくり返ったと思った直後、ごん、という衝しよう撃げきが後頭部に走る。

「兄様の、馬鹿！」

　ミューリはそう言って、こちらの首を絞しめんばかりにしがみついてくる。

「私は、せっかく、私は……！」

　こちらの胸に顔を押し当て、爪つめを立てて服を握にぎりしめてくる。

　その小さな背中に手を回し、ため息をつく。

「私は、せっかく……諦あきらめようと、思ったのに……」

「私だけが夢を追いかけるのは、ずるいですから」

　ミューリは顔を上げ、ぽろぽろ涙なみだをこぼしていた。

「もちろん、あなたが思おもい描えがいていたような、剣けんと咆ほう哮こうの世界とはちょっと違ちがいますが」

　ミューリの涙なみだを親指で拭ぬぐっても、次から次に溢あふれてくる。

「馬上槍やり試合については、この先もきっと何度でもあります。成長して、大きくなって、馬に乗る姿が周りの騎き士したちと比べても遜そん色しよくなくなったら、一回くらいは参加してもいいかもしれませんし」

　母である賢けん狼ろうの人の姿を思い出すと、ミューリがどれほど女騎き士しらしい体格になるかは定さだかではないが、可能性としてないわけではない。

「一回じゃ嫌いや」

　そして、ミューリの諦あきらめの悪さは世界一だ。

「ええ、怪け我がをしない程度でしたら、何度でも」

　大人の小言に対し、ミューリは子供らしく唇くちびるを引き結び、それから再び顔を伏ふせてしがみついてくる。

「兄様の……馬鹿、意地悪！」

「はいはい」

　背中をポンポンと叩たたいて、撫なでてやる。狼オオカミの尻しつ尾ぽが大きく振ふられ、すっかりローブめくれあがっている。これから聖女役をやるというのにはしたない、と直そうとしていたら、唐とう突とつに扉とびらがノックされ、返事も待たずに開かれた。

「……おい、お取込み中か？」

　冷たい目の、シャロンだった。

「ご理解いただけると信じていますが、誤解です」

　シャロンは肩かたをすくめ、大おお股またに部屋に入ってくると、シャロンのことなど露つゆほども気にせずこちらにしがみついたままのミューリの頭を、ぽこんと叩たたいた。

「さっさと準備しろ。クラークと一いつ緒しよに開会の儀ぎの確かく認にんをするぞ」

「……」

　とっくに肉などなくなっている羊のあばら骨を、最後に髄ずいまで吸い取ろうかというくらいしがみついていたミューリは、ぱっと体を起こしてシャロンを睨にらみつけていた。

「鶏にわとり！」

「はいはい。なんでもいいからさっさとしろ。お前も犬を甘やかしすぎなんだよ。ああ、もういい、私がやる」

「やだ！　兄様がいい！」

「黙だまれ。孤こ児じ院の子供たちを相手にしてるからな、お前みたいなのの扱あつかいには慣れてるんだ」

　シャロンはどことなく面おも白しろそうに、こちらの手から櫛くしを奪うばって、ミューリの髪かみの毛けを梳すいていく。ミューリはああだこうだと暴れていたが、結局おとなしく受け入れていた。

「お前もここでぼんやりしてられないだろ」

　シャロンに言われ、それもそうだと立ち上がる。

「では、また後で」

　ミューリにそう言うと、つんとそっぽを向いていたミューリは、シャロンの邪じや魔まにならないよう、ゆっくりとこちらを振ふり向むいた。

「お嫁よめさんにしなかったことを、後こう悔かいさせてあげるから」

　そんな言葉が出てくるようなら、大だい丈じよう夫ぶだ。

「あなたの聖女姿、楽しみにしていますよ」

「いーっ！」

　向こうが薄はく明めいの枢すう機き卿きようの間ま抜ぬけさを知っているのなら、ミューリの子供っぽさを知っているのも自分だけ。そんなことを思いながら部屋を後にし、廊ろう下かの先に子こ狐ぎつねがいるのを見かけた。

　ここを綺き麗れいにしてしまえば、彼もここから出ていくのだろうか。

　できればそんなことはしたくないし、それは世の誰だれについてもそうだ。

　王国と教会の争いはきっと平和に解決できる。

　自分はその信念を胸に、静かな北の建物から、賑にぎやかな南の敷しき地ちへと歩いていったのだった。


あとがき

　いつもお世話になっております、支はせ倉くらです……というあとがきの出だしを、つい最近書いたような気がします。『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』の新刊から三か月後、『狼おおかみと羊よう皮ひ紙し』の前の巻からはおよそ九か月ぶりということで、今年はすごく本が出ている気になっています。世間的には普ふ通つうか、ちょっと遅おそいくらいなのですが……。

　さて、今回の『狼おおかみと羊よう皮ひ紙し』はずいぶん分厚くなってしまいました。まだ序じよ盤ばんしか書いてないのにすでに百ページを超こえている！　なんて震ふるえるのも久しぶりでした。さほど複雑な話の筋ではないはずなのですが、書きたいこと、書いたほうが盛り上がること、書かなければならないことがとても多く、シリーズも中ちゆう盤ばんに差さし掛かかってきたな、と実感いたします。

　また、今回はいつになく話を前に進められたのではないかなと思っています。次巻以降の進め方も、自分の中でなんとなく思おもい浮うかべられる流れになっていて、満足しています。満足していますが、果たして自分の力量でこの大きな風ふ呂ろ敷しきをまとめられるのだろうか、と不安な気持ちがないわけではありません。なので作中でコルが世の大きな流れを前に恐おそれおののいている感情は、シリーズの中ちゆう盤ばんを前にしている作者としても共感できるところであります。

　それとこれは『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』シリーズの『SpringLog』を既き読どくの方向けなのですが、ミューリがどうして有名に!?　という伏ふく線せんをようやく今回で回収できてほっとしました。実は『SpringLog』のほうに先に書いた時は、なんとなく雰ふん囲い気きで書いてしまって、後になってから、どうしよう……と頭を抱かかえておりました。

　今回の唯ゆい一いつの心残りとしては、新しい女の子キャラを出せなかったことでしょうか。『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』ではなんだかんだ次から次に女性陣じんが加わっていたことを考えると、ホロがやきもきするのもむべなるかな、と思ったり思わなかったりします。反面、『狼おおかみと羊よう皮ひ紙し』では、シャロンなどミューリとやいのやいのやり合ってくれるキャラが何度も登場してくれて、それはそれで魅み力りよくになっているかなとも感じています。シャロンさんは、お話づくりにおいてもとても頼たよれる良いいキャラです。

　そんな感じで書いていたら紙し幅ふくが埋うまってくれました。

　次の巻は九か月以内、できれば半年以内……と祈いのりながら頑がん張ばりたいと思いますので、引き続き『狼おおかみと羊よう皮ひ紙し』をよろしくお願いいたします。
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